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戒 


島 崎 藤：^ 


この 書の 世に出 づ るに いたりた る は、 函館 にあ 

る 秦慶治 氏、 及び 信 濃に ある 神津猛 氏の たまも 

のな リ。 労作 終る の 日に あたりて、 この ものが 

たり を 一 一人の 恩人の まへ にさ、 ぐ。 


第 害 章 

二 ) 

リ じ  うし ま つ  やどが へ 


ひ 立って、 借りる ことにした 部屋と いふの は、 其 蔵 裏 

つ、 V きに ある 二階の 角のと ころ。 寺 は 信 州 下水 内 郡 飯 

山 町 二十 何ケ 寺の 一 つ、 真宗に 附属す る 古刹で、 丁度 

其 二階の 窓に 倚 凭って 眺める と、 銀杏の 大木 を 経て、 

飯 山の 町の 一 部分 も 見える。 さすが 信 州 第 一 の 仏教の 

地、 古代 を 眼前に 見る やうな 小 都会、 奇異な 北国 風の 

や づくリ  ゆきよけ 

屋造、 板葺の 屋根、 または 冬期の 雪 除と して 使用す る 

特別の 軒 庇から、 ところ，^ に 高く 顕れた 寺院と 樹 

ありさま  けぶ リ 

木の 梢まで II すべて 旧め かしい 町の 光景が 香の 烟 

の 中に 包まれて 見える。 た、； - 一 際 目立って 此 窓から 望 

まれる ものと 言 へば、 現に 丑 松が 奉職して 居る 其 小学 


校の 白く 塗った 建築物であった。 

やどが へ 

丑 松が 転 宿 を 思 ひ 立った の は、 実は 甚だ 不快に 感ず 

る ことが 今の 下宿に 起った からで、 尤も 賄 でも 安 

くなければ、 誰も 斯様な 部屋に 満足す る もの は 無から 

う。 壁 は 壁紙で 張りつ めて、 それが 煤けて 茶色に なつ 

て 居た。 粗 造な 床の間、 紙 表具の 軸、 外に は 古びた 火 

鉢が 置いて あるば かりで、 何となく 世 離れた、 静寂な 

僧坊であった。 それが また 小学 教師と いふ 丑 松の 今の 

境遇に 映って、 妙に 佗しい 感想 を 起させ もす る。 

今の 下宿に は i うい ふ 事が 起った。 半月 程 前、 一人 

の 男 を 供に 連れて、 下 高 井の 地方から 出て 来た 大日 向 


だいじん  しばらく 

とい ふ 大尽、 飯 山 病院へ 入院の 為と あって、 暫時 腰掛 

に 泊って 居た ことがある。 入院 は 間もなくであった。 

もとより 内証 はよ し、 病室 は 第 一 等、 看護婦の 肩に 懸 

おの づ 

つて 長い 廊下 を往 つたり 来たりす るう ちに は、 自然と 

がう しゃ  しっと  うは さ 

豪奢が 人の 目 にもついて、 誰が 嫉妬で 噂す る ともなく、 

『彼 は 穢多 だ』 とい ふこと になった。 忽ち 多くの 病室 

つた は  そうだち  しま 

へ 伝って、 患者 は 総 立。 『放逐して 了へ、 今 直ぐ、 そ 

われ/ \ こぞ  うで まく 

れが 出来ない と あらば 吾 儕 挙って 御免 を 蒙る』 と 腕 捲 

おびやか  かね づく 

りして 院長 を 脅す とい ふ 騒動。 いかに 金尽 でも、 こ 

へんし ふ 

の 人種の 偏執に は 勝たれない。 ある 日の 暮、 籠に 乗せ 

その ま、 

られ て、 夕闇の 空に 紛れて 病院 を 出た。 籠 は 其 儘 もと 


の 下宿へ 舁ぎ 込まれて、 院長 は 毎日の やうに 来て 診察 

する。 さあ 今度 は 下宿の ものが 承知し ない。 丁度 丑 松 

がー 日の 勤務 を 終って、 疲れて 宿へ 帰った 時 は、 一同 

かみさん  わめ 

『主婦 を 出せ』 と 喚き立てる ところ。 『不浄 だ、 不浄 だ』 

ば リ  くちびる  つ 

の 罵詈 は 無遠慮な 客の 口唇 を衝 いて 出た。 『不浄 だと 

は 何 だ』 と 丑 松 は 心に 憤って、 蔭ながら あの 大日 向の 

ふし あはせ  いはれ  なげ 

不幸 を憐ん だり、 道理の ない この 非人 扱 ひを慨 いた 

りして、 穢多の 種族の 悲惨な 運命 を 思 ひつ、 V けた —— 

丑 松 もまた 穏多 なので ある。 

さくち ひさが た 

見たところ 丑 松 は 純粋な 北部の 信 州 人 —— 佐 久小県 

わかもの 

あたりの 岩石の 間に 成長した 壮年の 一 人と は 誰の 目に 


も 受取れ る。 正教員と いふ 格に つけられて、 学力 優等 

の 卒業生と して、 長 野の 師範 校 を 出た の は 丁度 二十 二 

と し  よのなか 

の 年齢の 春。 社会へ 突出される、 直に 丑 松 はこの 飯 山 

へ 来た。 それから 足掛 三年 目の 今日、 丑 松 はた、 V 熱心 

な 青年 教師と して、 飯 山の 町の 人に 知られて 居る のみ 

で、 実際 穢多で ある、 新 平民で あると いふ こと は、 誰 

一 人と して 知る ものが 無かった ので ある。 

『では、 いつ 引越して いらっしゃいます か。』 

つれ あ ひ 

と 声をかけて、 入って 来たの は 蓮華 寺の 住職の 匹 偶 _ 

年の 頃 五十 前後。 茶色 小紋の 羽織 を 着て、 痩せた 白い 

手に 珠数を 持ち 乍ら、 丑 松の 前に 立った。 土地の 習慣 


から 『奥様』 と 尊敬め られて 居る 斯の 有髪の 尼 は、 昔 

みやこ  まんざら 

者と して 多少 教育 も あり、 都会の 生活 も万更 知らない 

でも 無い らしい 口の 利き 振であった。 世話好きな 性質 

を 額に あら はして、 微な 声で 口癖の やうに 念仏して、 

対 手の 返事 を 待って 居る 様子。 

其 時、 丑 松も考 へた。 明日に も、 今夜に も、 と 言 ひ 

たい 場合で は あるが、 さて 差 当って 引越しす る だけの 

金が 無かった。 実際 持 合せ は 四十 銭し かなかった。 四 

十 銭で 引越しの 出来よう 害 も 無い。 今の 下宿の 払 ひも 

しなければ ならぬ。 月給 は 明後日で なければ 渡らない 

とすると、 否でも応でも 其 迄 待つ より 外はなかった。 


『斯うし ませう、 明後日の 午後と いふ ことにし ませ 

う。』 

『明後日？』 と 奥様 は 不思議 さう に 対 手の 顔 を 眺めた。 

そんな  を かし 

『明後日 引越す の は 其 様に 可 笑いで せう か。』 丑 松の 

眼 は 急に 輝いた ので ある。 

『あれ —— でも 明後日 は 二十 八日 ぢ やありません か。 

別に 可 笑いと いふ こと は 御座ません がね、 私 はまた 月 

が 変って から 来つ しゃる かと 思 ひまして サ。』 

『む、、 これ はお ほきに 左様で したな あ。 実は 私 も 急 

に 引越し を 思 ひ 立った ものです から。』 

わ ざ  はなし  しま 

と 何気なく 言 消して、 丑 松 は 故意と 話頭 を 変へ て 了 


つた。 下宿の 出来事 は 烈しく 胸の 中 を 騒がせる。 それ 

を 聞かれたり、 話したり する こと は、 何となく 心に 恐 

しい。 何 か 穢多に 関した ことになると、 毎時 も それ を 

避ける やうに する のが 是 男の 癖で ある。 

『なむ あみだぶ。』 

と 口の 中で 唱 へて、 奥様 は 別に 深く 掘って 聞かう と 

もしなかった。 

(二) 

蓮華 寺 を 出た の は 五 時であった。 学校の 日課 を 終る 


と、 直ぐ 其 足で 出掛けた ので、 丑 松 はま だ 勤務の 儘の 

みな リ  ほこ リ 

服装で 居る。 白墨と 塵埃と で 汚れた 着古しの 洋服、 書 

物 やら 手帳 やらの 風呂敷 包 を 小脇に 抱へ て、 それに 

げたばき 

下駄 穿、 腰弁当。 多くの 労働者が 人中で 感ずる やうな 

は ぢ  たかし やう 

羞恥 —— そんな 思 を 胸に 浮べ 乍ら、 鷹匠 町の 下宿の 

方へ 帰って 行った。 町々 の 軒 は 秋雨 あがりの 後の 夕日 

に 輝いて、 人々 が 濡れた 道路に 群って 居た。 中には 立 

ちと、 まって 丑 松の 通る ところ を 眺める も あり、 何 か 

あそこ 

ひそひそ 立 話 をして 居る の も ある。 『彼処へ 行く の は、 

あり や あ 何 だ —— む、、 教員 か』 と 言った やうな 顔 付 

はなはだ  けいべ つ  あら は 

をして、 酷し い 軽蔑の 色を顕 して 居る の もあった。 


是が 自分 等の 預 つて 居る 生徒の 父兄で あるかと 考 へる 

あさま  に はか 

と、 浅 猿し くも ぁリ、 腹立たし くも あり、 達に 不愉快 

にな つ て すたすた 歩き 初めた。 

本 町の 雑誌 屋は 近頃 出来た 店。 其 前に は 新着の 書物 

を 筆太に 書いて、 人目 を 引く やうに 張 出して あった。 

かねて 新聞の 広告で 見て、 出版の 日 を 楽み にして 居た 

『懺悔 録』 —— 肩に 猪 子 蓮 太郎氏 著、 定価まで も 書 添へ 

た 広告が 目につく。 立ち どまって、 其 人の 名 を 思 出し 

て さへ、 丑 松 はもう 胸の 踊る やうな 心地が したので あ 

みせさき 

る。 見れば 二三の 青年が 店頭に 立って、 何 か 新しい 雑 

誌で も獵 つて 居る らしい。 丑 松 は 色の 褪せた ズボンの 


袖囊の 内へ 手 を 突 込んで、 人知れず 銀貨 を 鳴らして 見 

ながら、 幾度 か 其 雑誌 屋の前 を 住ったり 来たりした。 

兎に角、 四十 銭 あれば 本が 手に入る。 しかし 其 を今茲 

で 買って 了へば、 明日 は 一 文無しで 暮 さなければ なら 

やどが へ  かんがへ 

ぬ。 転 宿の 用意 もしなければ ならぬ。 斯うい ふ 思想に 

制せられて、 一 旦は往 きかけ て 見た やうな もの、、 や 

がて、 復た 引返した。 ぬつ と 暖簾 を 潜って 入って、 手 

に 取って 見る と  それ はすこし 臭気の する やうな、 

粗悪な 洋紙に 印刷した、 黄色い 表紙に 『懺悔 録』 とし 

て ある 本。 貧しい 人の 手に も 触れさせ たいとい ふ 趣意 

から、 わざと 質素な 体裁 を択ん だの は、 是 書の 性質 を 


よく 表して 居る。 あ、、 多くの 青年が 読んで 知る とい 

ふ 今の 世の中に、 飽くことを知らない 丑 松の やうな 年 

頃で、 どうして 読まず 知らずに 居る ことが 出来よう。 

ひも じさ  ほし 

智識 は 一 種の 饑渴 である。 到頭 四十 銭 を 取 出して、 欲 

いと 思 ふ 其 本 を 買 求めた。 なけなしの 金と はい ひ 乍ら、 

精神の 慾に は替 へられなかった ので ある。 

おとろ へ 

『懺悔 録』 を 抱いて II 買って 反って 丑 松 は 気の 衰頹 

を 感じ 乍ら、 下宿 を さして 帰って 行く と、 不図、 途中 

で 学校の 仲間に 出逢った。 一人 は 土 屋銀之 助と 言って、 

師範 校 時代からの 同窓の 友。 一 人 は 未だ 極く 年若な、 

此頃 準教員に 成った ばかりの 男。 散歩と は 二人の ぶ 


らく やって来る 様子で も 知れた。 

『瀬 川 君、 大層 遅 いぢ やない か。』 

と 銀 之 助 は 洋杖を 鳴し 乍ら 近 いた。 

正直で、 しかも 友達 思 ひの 銀 之 助 は、 直に 丑 松の 顔 

色 を 見て取った。 深く 澄んだ 目 付 は 以前の 快活な 色 を 

失って、 言 ふ に 言 はれぬ 不安 の 光 を 帯び て 居た ので あ 

きっと からだ 

る。 『あ、、 必定 身体の 具合で も 悪い の だら う』 と 銀 之 

助 は 心に 考 へて、 丑 松から 下宿 を 探しに 行った 話 を 聞 

いた。 

『下宿 を？ 君 はよ く 下宿 を 取替へ る 人 だね え  

此頃 あそこの 家へ 引越した ばかり ぢ やない か。』 


と 毒の 無い 調子で、 さも 心から 出た やうに 笑った。 

其 時 丑 松の 持って 居る 本が 目につい たので、 銀 之 助 は 

洋杖を 小脇に 挾んで、 見せろ とい ふ 言葉と 一緒に 右の 

手 を 差 出した。 

『是 かね。』 と 丑 松 は 微笑みながら 出して 見せる。 

『む、、 「懺悔 録」 か。』 と 準教員 も 銀 之 助の 傍に 倚 添 

ひながら 眺めた。 

『相 変らず 君 は 猪 子 先生の ものが 好きだ。』 斯う 銀 之 

助 は 言って、 黄色い 本の 表紙 を 眺めたり、 一寸 内部 を 

開けて 見たり して、 『さう く 新聞の 広告に もあった 

ヅけ —— へえ、 斯様な 本 かい II 斯様な 質素な 本 かい。 


まあ 君の は 愛読 を 通り越して 崇拝の 方 だ。 は；；、 

よく 君の 話に は 猪 子 先生が 出る からね え。 嘸 かしまた 

聞かせられる こと だら うな あ。』 

『馬鹿 言 ひた まへ。』 

と 丑 松 も 笑つ て 其 本 を 受取 つ た。 

ゆ ふ もや 

夕靄の 群 は 低く 集って 来て、 あそこで も、 こ、 でも、 

最早ち らく 灯が 点く。 丑 松 は 明後日 あたり 蓮華 寺 

へ 引越す とい ふ 話 をして、 この 友達と 別れた が、 やが 

て少許 行って 振 返って 見る と、 銀 之 助 は 往来の 片隅に 

佇立んだ 儘、 熟と 是方を 見送って 居た。 半 町ば かり 行 

つて 復た振 返って 見る と、 未だ 友達 は 同じと ころに 佇 


立んで 居る らしい。 夕 餐の煙 は 町の 空 を 籠め て、 

しょんぼり  た そが 

悄然 とした 友達の 姿 も 黄昏れ て 見えた ので ある。 

(三) 

かね  をち こち 

鷹匠 町の 下宿 近く 来た 頃に は、 鉦の 声が 遠近の 空に 

おっとめ 

響き渡った。 寺々 の 宵の 勤行 は 始まった ので あらう。 

いまし 

丁度 下宿の 前まで 来る と、 あたり を 警める 人足の 声 

も 聞え て、 提灯 の 光に 宵闇の 道 を 照し 乍ら、 一 挺 の 

籠が 舁 がれて 出る ところであった。 あ、、 大尽が 忍ん 

もくねん 

で 出る ので あらう、 と 丑 松 は憐ん で、 黙然と して 其処 


に 突立って 見て 居る うちに、 いよく 其と は附 添の 男 

で 知れた。 同じ 宿に 居た と は 言 ひ 乍ら、 つ ひ ぞ丑松 は 

大日 向 を 見かけた ことが 無い。 唯附 添の 男ば かり は、 

よく 薬の 罎 なぞ を 提げて、 出たり 入ったり すると ころ 

を 見かけた ので ある。 その 雲 を 突く やうな 大男が、 今、 

尻 端折りで、 主人 を 保護した リ、 人足 を 指図した りす 

る 甲斐々々 しさ。 穢多の 中で も 卑賤し い 身分の ものと 

見え、 其処に 立って 居る 丑 松 を 同じ 種族と は 夢にも 知 

ら ないで、 妙に 人 を 憚る やうな 様子して、 一寸 会釈し 

乍ら 側 を 通りぬ けた。 門口に 主婦、 『御機嫌よう』 の 声 

も 聞え る。 見れば 下宿の 内 は Im: となく 騒々 しい。 人々 


は 激昂したり、 憤慨した りして、 いづれ も 聞え よがし 

に 罵って 居る。 

ありがた 

『難 有う ぞんじます  そんなら 御 気 を つ けなす つ 

て。』 

とまた 主婦 は 籠の 側へ 艇 寄って 言った。 籠の 内の人 

は 何とも 答へ なかった。 丑 松 は 黙って 立った。 見 

るく 舁 がれて 出た ので ある。 

『ざま あ 見や がれ。』 

これが 下宿の 人々 の 最後に 揚げた 凱歌であった。 

丑 松が すこし 蒼 ざめ た 顔 をして、 下宿の 軒 を 潜って 

入った 時 は、 未だ 人々 が 長い 廊下に 群って 居た。 い 


づ れも 感情 を 制 へきれ ない とい ふ 風で、 肩 を 怒ら し て 

歩く も あり、 板の間 を 踏み鳴らす も あり、 中には 塩 を 

握んで 庭に 蒔 散らす 弥次馬 も ある。 主婦 は 燧石を 取 

出して、 清浄の 火と 言って、 かち/^ 音 を させて 騒い 

だ。 

あはれ み  おそれ 

哀憐、 恐怖、 千々 の 思 は 烈しく 丑 松の 胸中 を 往来し 

た。 病院から 追 はれ、 下宿から 追 はれ、 其 残酷な 

待遇と 恥辱と をう けて、 黙って 舁 がれて 行く 彼の 

大尽の 運命 を考 へる と、 嘸 籠の 中の 人 は 悲慨の 血涙に 

むせ  やが 

噎ん だで あらう。 大日 向の 運命 は 鱸て すべての 穢多の 

運命で ある。 思へば 他事で は 無い。 長 野の 師範 校 時代 


から、 この 飯 山に 奉職の 身と なった まで、 よく まあ 自 

分 は 平気の 平 左で、 普通の 人と 同じ やうな 量 見で、 危 

いと も 恐し いと も 思 はずに 通り越して 来た もの だ。 斯 

うなる と 胸に 浮ぶ は 父の ことで ある。 父と いふの は 今 

る 二 ほし  だけ ふもと 

牧夫 をして、 烏帽子 ケ嶽の 麓 に 牛 を 飼って、 隠者の や 

しゃう がい  にしの ぃリ 

うな 寂しい 生涯 を 送って 居る。 丑 松 は その 西 乃入牧 

場 を 思 出した。 その 牧場の 番小屋 を 思 出した。 

おと つ 

『阿 爺さん、 阿 爺さん。』 

と 口の 中で 呼んで、 自分の 部屋 を あちこち くと 歩 

いて 見た。 不図 父の 言葉 を 思 出した。 

はじめて 丑 松が 親の 膝下 を 離れる 時、 父 は 一 人 息子 


の 前途 を 深く 案じる とい ふ 風で、 さまん \ な 物語 をし 

て 聞かせた のであった。 其 時 だ —— 一族の 祖先の こと 

も 言 ひ 聞かせた の は。 東海道の 沿岸に 住む 多くの 穢多 

の 種族の やうに、 朝鮮人、 支那 人、 露西亜 人、 または 

名 も 知らない 島々 から 漂着した リ 帰化した リ した 異邦 

むかし  おちうど  つた は 

人の 末と は 違 ひ、 その 血統 は 古の 武士の 落人から 伝 

つた もの、 貧苦 こそ すれ、 罪悪の 為に 穢れ たやうな 家 

族で はない と 言 ひ 聞かせた。 父 はまた 添付して、 世に 

出て 身 を 立てる 穢多の 子の 秘訣 —— 唯一 つの 希望、 唯 

一 つの 方法、 それ は 身の 素性 を 隠す より 外に 無い、 『た 

とへ いかなる 目 を 見ようと、 いかなる 人に 邂追 はう と 


うちあ  いか リ かなしみ このい ましめ 

決して 其と は 自白け るな、 一 旦の 憤怒 悲哀に 是 戒 を 

よのなか 

忘れたら、 其 時 こそ 社会から 捨てられ たものと 思へ。』 

斯う 父は教 へたので ある。 

一生の 秘訣と は斯の 通り 簡単な ものであった。 『隠 

ひとこと 

せ。』 —— 戒 はこの 一 語で 尽きた。 しかし 其 頃 はま だ 

おや ぢ 

無我夢中、 『阿 爺が 何 を 言 ふか』 位に 聞 流して、 唯もう 

勉強が 出来る とい ふ 嬉し さに 家 を 飛 出した のであった。 

楽しい 空想の 時代 は 父の 戒も 忘れ勝ちに 過ぎた。 急に 

こども  ちかづ 

丑 松 は 少年から 大人に 近いた ので ある。 急に 自分の 

ことが 解って 来たので ある。 まあ、 面白い 隣の 家から 

面白くない 自分の 家へ 移った やうに 感ずる ので ある。 


今 は 自分から 隠さう と 思 ふやう になった。 

(四) 

あ ふの けさ まに 畳の 上へ 倒れて、 暫時 丑 松 は 身動き 

もせずに 考 へて 居た が、 纏て 疲労が 出て 眠て 了った。 

不図 目が 覚めて、 部屋の 内 を 見廻した 時 は、 点けて 置 

かなかった 害の 洋燈が 寂し さう に 照して、 夕飯の 膳 も 

片隅に 置いて ある。 自分 は 未だ 洋服の 儘。 丑 松の 

こ、 ろ もち  しぐれ 

心地 に は 一 時間 余 も 眠ったら しい。 戸の 外に は 時雨 

の 降り そ、 ぐ 音 もす る。 起き直って、 買って 来た 本の 


黄色い 表紙 を 眺め 乍ら、 膳 を 手前へ 引 寄せて 食った。 

飯櫃の 蓋 を 取って、 あつめ 飯の 臭気 を 嗅いで 見る と、 

丑 松 は 最早 嘆息して 了って、 そこ/^ にして 膳 を 押 遣 

つたので ある。 『懺悔 録』 を 彼げ て 置いて、 先づ 残りの 

まきたばこ 

巻 煙草に 火 を 点けた。 

この 本の 著者 —— 猪 子 蓮 太郎の 思想 は、 今の 世の 下 

層 社会の 『新しい 苦痛』 を 表白す と 言 はれて 居る。 人 

あの をと こ  ふいち やう 

によると、 彼 男 ほど 自分 を 吹聴す る もの は 無い と 言 

つて、 妙に 毛 嫌す る やうな 手 合 も ある。 成程、 其 筆に 

はいつ も 一種の 神経質が あった。 到底 蓮 太郎は 自分 を 

離れて 説話 をす る ことの 出来ない 人であった。 しかし 


せいち  ひきつ 

思想が 剛健で、 しかも 観察の 精緻 を 兼ねて、 人 を 吸引 

ける 力の 壮んに 溢れて 居る とい ふこと は、 一度 其 著述 

を 読んだ もの、 誰し も 感ずる 特色な ので ある。 蓮太郎 

は 貧民、 労働者、 または 新 平民 等の 生活 状態 を 研究し 

て、 社会の 下層 を 流れる 清水に 掘り あてる 迄 は 倦まず 

橈まず 努力め るば かりで なく、 また 其 を 読者の 前に 突 

ときあか 

着けて、 右から も 左から も 説明して、 呑 込めない と 思 

ふこと は 何度 繰返しても、 読者の 腹の 中に 置かな け 

れば 承知 しないと いふ 遣 方であった。 尤も 蓮 太郎の 

は 哲学と か 経済と かの 方面から 左様い ふ 問題 を 取扱 は 

ないで、 寧ろ 心理の 研究に 基礎 を 置いた。 文章 はた、 X 


岩石 を 並べ た やうに 思想 を 並べ たもので、 露骨な と ザ J 

ろに 反って 人 を 動かす 力が あつたの である。 

しかし 丑 松が 蓮 太 郎の書 いた も の を 愛読す る の は 唯 

其 丈の 理由からで は 無 い。 新しい 思想家 でも あり 戦士 

でも ある 猪 子 蓮太郎 とい ふ 人物が 穢多の 中から 産れ た 

とい ふ 事実 は、 丑 松の 心に 深い 感動 を 与へ たので —— 

ひそか 

まあ、 丑 松の 積り では、 隠に 先輩と して 慕って 居る の 

である。 同じ 人間で あり 乍ら、 自分 等ば かり 其 様に 

軽蔑 さ れる 道理が 無 い、 とい ふ 烈しい 意気込 を 持 つ や 

うにな つたの も、 実は この 先輩の 感化であった。 斯う 

いふ 訳から、 蓮 太郎の 著述と いへば 必ず 買って 読む。 


雑誌に 名が 出る、 必ず 目を通す。 読めば 読む 程 丑 松 は 

この 先輩に 手 を 引かれて、 新しい 世界の 方へ 連れて行 

かれる やうな 気がした。 積 多と しての 悲しい 自覚 はい 

つの 間に か 其 頭 を 擡げた ので ある。 

今度の 新 著述 は、 『我 は穏 多な リ』 とい ふ 文句で 始め 

てあつた。 其 中には 同族の 無智と 零落と が活 きた 画の 

やうに 描いて あった。 其 中には 多くの 正直な 男女が、 

た， V 穢多の 生れと いふば かりで、 社会から 捨てられて 

ありさま 

行く 光景 も 写して あった。 其 中には 又、 著者の 煩悶の 

うれ かな  おも ひで 

歴史、 歓し 哀しい 過去の 追想、 精神の 自由 を 求めて、 

しかも 其が 得られないで、 不調和な 社会の 為に 苦み 


ぬいた 懐疑の 昔 語から、 朝 空 を 望む やうな 新しい 生 

涯に 入る 迄 —— 熱心な 男性の 嗚咽 が 声 を 聞く やうに 

書き あら はして あった。 

新しい 生 涯 —— そ れが蓮 太 郎には 偶然な 身の つま づ 

きから 開けた ので ある。 生れ は 信 州 高遠の 人。 古い 穢 

多の 宗族と いふ こと は、 丁度 長 野の 師範 校に 心理学の 

ま へ 

講師と して 来て 居た 頃 —— 丑 松が まだ 入学し ない 以前 

—— 同じ 南 信の 地方から 出て 来た 二三の 生徒の 口から 

泄れ た。 講師の 中に 賤民の 子が ある。 是 噂が 全校へ 

播 つた 時 は、 一 同 驚愕と 疑心と で 動揺した。 ある 人 

は 蓮 太郎の 人物 を、 ある 人 は その 容貌 を、 ある 人 は そ 


の 学識 を、 いづれ も穩 多の 生れと は 思 はれない と 言 つ 

て、 どうしても 虚言 だと 言 張る のであった。 放逐、 放 

逐、 声 は 一部の 教師 仲間の 嫉妬から 起った。 嗚呼、 人 

種の 偏執と いふ ことが 無い ものなら、 『キシ ネフ』 で 殺 

ユダヤじん  いひ はや 

される 猶太 人 もなから うし、 西洋で 言囉す 黄禍の 説 も 

なから う。 無理が 通れば 道理が 引 込む とい ふ斯 世の中 

に、 誰が 穢多の 子の 放逐 を 不当 だと 言 ふ ものが あらう。 

いよく 蓮 太郎が 身の 素性 を 自白して、 多くの 校友に 

わかれ  おも ひや リ なんだ 

別離 を 告げて 行く 時、 この 講師の 為に 同情の 涙 を 流 

す もの は 一 人 もなかった。 蓮 太郎は 師範 校の 門 を 出て、 

『学問の 為の 学問』 を 捨てた ので ある。 


ぁリ さま  く は 

この 当時の 光景 は 『懺悔 録』 の 中に 精し く 記載して 

あった。 丑 松 は 身に つまされ るかして、 幾度 か 読み か 

けた 本 を閉ぢ て、 目 を 瞑って、 やがて 其 を 読む の は 苦 

おも ひや リ 

しくな つて 来た。 同情 は 妙な もので、 反って 底意 を 

汲ませな いやうな ことがある。 それに 蓮 太 郎の筆 は、 

しま ひ 

面白く 読ませる とい ふよりも、 考 へさせる 方 だ。 終 

に は 丑 松 も 書いて ある こと を 離れて 了って、 自分の 一 

生ば かり 思 ひ つ ゾ け 乍ら 読んだ。 

今日まで 丑 松が 平和な 月日 を 送って 来たの は —— 主 

に 少年 時代からの 境遇に ある。 そ も/ \ は 小 諸の 

むかひ まち 

向町 (穢多 町) の 生れ。 北 佐久の 高原に 散布す る 新 平 


いち まき  かしら 

民の 種族の 中で も、 殊に 四十 戸ば かりの 一 族の 『お 頭 』 

らう-ち リ  とりて 

と 言 はれる 家柄であった。 獄卒と 捕吏と は、 維新 前 ま 

つとめ  むくい 

で、 先祖 代々 の 職務であって、 父 は その 監督の 報酬と 

して、 租税 を 免ぜられた 上、 別に 俸 米 を あてが はれた。 

それ 程の 男で あるから、 貧苦と 零落との 為め 小 県 郡の 

方へ 家 を 移した 時に も、 八 歳の 丑 松 を 小学校へ やる こ 

と は 忘れなかった。 丑 松が 根津 村の 学校へ 通 ふやう に 

な み  こども 

なつてから は、 もう 普通の 児童で、 誰も この 可憐な 新 

入 生 を 穢多の 子と 思 ふ ものはなかった ので ある。 最後 

ひめこ ざ は  たに あ ひ 

に 父 は 姫 子 沢の 谷間に 落着いて、 叔父 夫婦 も 一 緒に 移 

リ 住んだ。 異 つた 土地で 知る もの は 無し、 強 ひて 是方 


しま ひ 

から 言 ふ 必要 もな し、 といった やうな 訳で、 終に は慣 

れて、 少年の 丑 松 は 一番 早く 昔 を 忘れた。 官費の 教育 

を 受ける 為に 長 野へ 出掛ける 頃 は、 た、； - 先祖の 昔話と 

しか 考 へて 居なかった 位で。 

いきか へ 

斯うい ふ 過去の 記憶 は 今 丑 松の 胸の 中に 復活った。 

七つ 八つの 頃まで、 よく 他の 小 供に 調戯 はれたり、 石 

を 投げられ たりした、 其 恐怖の 情 はふた、 び 起って 来 

おぼろげ 

た。 朦朧ながら あの 小 諸の 向町に 居た 頃の こと を 思 出 

した。 移住す る 前に 死んだ 母親の こと なぞ を 思 出した。 

『我 は 穢多な り』 —— あ、、 どんなに 是 一 句が 丑 松の 若 

かきみだ  かへ 

い 心を搔 乱したら う。 『懺悔 録』 を 読んで、 反って 丑 松 


はせ つない 苦痛 を 感ずる やうに なった 


第武章 

二 ) 

毎月 二十 八日 は 月給の 渡る 日と あって、 学校で は 

人々 の 顔 付 も 殊に 引 立って 見えた。 課業の 終 を 告げる 

大 鈴が 鳴り渡る と、 男女の 教員 は いづれ も 早々 に 書 

物 を 片付けて、 受 持々々 の 教室 を 出た。 i 戯 盛りの 少 


年の 群 は、 一 時に 溢れて、 其 騒し さ。 弁当 草履 を 振 廻 

し、 『ズック』 の飽を 肩に 掛けたり、 風呂敷 包 を 背負つ 

たりして、 声 を 揚げ 乍ら 帰って 行った。 丑 松 もまた 高 

みぎひだり 

等 四 年の 一組 を 済まして、 左右に 馳 せちが ふ 生徒の 

中 を 職員室 へ と 急いだ ので ある。 

校長 は 応接室に 居た。 斯人は 郡 視学が 変る と 一 緒に 

この 飯 山へ 転任して 来たので、 丑 松 や 銀 之 助よりも 後 

から 入った。 学校の 方から 言 ふと、 二人 は 校長の 小舅 

にあた る。 其 日 は 郡 視学と 二三の 町会 議員と が 参 校し 

て、 校長の 案内で、 各 教場の 授業 を 少許づ 、観た。 郡 

視学が 校長に 与へ た 注意と いふ は、 職員の 監督、 日々 


の 教案の 整理、 黒板 机 腰掛な どの 器具の 修繕、 又は 学 

生の 間に 流行す る 『トラ ホ ォム』 の 衛生 法 等、 主に 児 

童 教育の 形式に 関した 件であった。 応接室へ 帰って か 

ら、 一同 雑談で 持 切って、 室内に 籠る 煙草の 烟は 丁度 

白い 禍の やう。 茶で も 出す と 見えて、 小 使 は 出たり 入 

つたり して 居た。 

斯 校長に 言 はせ ると、 教育 は 則ち 規則で あるの だ。 

郡 視学の 命令 は 上官の 命令で あるの だ。 もとく 軍隊 

風 に 児童 を 薫陶した い と 言 ふ のが 斯 人の 主義で、 日々 

の 挙動 も 生活 も 凡て 其から 割出して あった。 時計の や 

うに 正確に —— これが 座右の銘 でも あり、 生徒に 説い 


て 聞かせる 教訓で も ぁリ、 また 職員 一同 を 指揮す る 時 

の 精神で も ある。 世間 を 知らない 青年 教育者の 口癖に 

言 ふ やうな こと は、 無用な 人生の 装飾と しか 思 はな か 

つた。 是 主義で 押 通して 来たの が 遂に 成功して II ま 

あすくな くと も 校長の 心地 だけに は 成功して、 功績 

きんばい 

表彰の 文字 を 彫刻した 名誉の 金牌 を 授与され たので あ 

る。 

丁度 その 一 生の 記念が 今 応接室の 机の 上に 置いて あ 

つた。 人々 の 視線 は 燦然と した 黄金の 光輝に 集った の 

である。 一 人の 町会 議員 は 其 金 質 を、 一 人 は 其 重量と 

直径と を、 一 人 は 其 見積りの 代価 を、 いづれ も 心に 商 


量したり 感嘆した りして 眺めた。 十八金、 直径 九分、 

めかた  しま ひ 

重量 五 匁、 代価 凡そ 三十 円 —— これが 人々 の 終に 一 

致した 評価で、 別に 添へ て ある 表彰 文の 中には、 よく 

教育の 施設 をな したと 書いて あった。 県下 教育の 上に 

貢献す ると ころ 難 からず と 書いて あった。 『基金 令 第 

八条の 趣旨に 基き、 金牌 を 授与し、 之 を 表彰す』 とも 

書いて あった。 

『実に 今回 の ， J と は 校長 先生 の 御 名誉ば か リぢゃ 有 ま 

せん、 吾 信 州 教育界の 名誉です。』 

と髯の 白い 町会 議員 は改 つて 言 つ た 。 金縁 眼鏡 の 議 

員 は 其 尾に 附 いて、 


『就きましては、 有志の 者が 寄りまして 御 祝の 印ば か 

りに 粗酒 を 差 上げたい と 存じます が —— いか 5- でせ う、 

今 晚三浦 屋迄御 出 を 願へ ませう か。 郡 視学さん も、 

何卒 まあ 是非 御 同道 を。』 

『いや、 左様い ふ 御 心配に 預リ まして は 実に 恐縮し ま 

す。』 と 校長 は 倚子 を 離れて 挨拶した。 『今回の こと は、 

教育者に 取りましても 此上 もない 名誉な 次第で、 非常 

に 私 も嬉敷 思って は 居る のです が —— 考 へて 見ます と、 

是ぞと 言って 功績の あった 私で はなし、 実は 斯うい ふ 

金牌 なぞ を 頂戴して、 反って 身の 不肖 を 恥づる やうな 

次第で。』 


『校長 先生、 左様 仰って 下す つて は、 使に 来た 私共が 

困ります。』 

と 痩せぎ すな 議員が 右から 手 を 擦み 乍ら 言 つ た 。 

『御 辞退 下さる 程の 御馳走 は 有ません のです から。』 

しら ひげ 

と 白髯の 議員 は 左から 歎願した。 

よろこび 

校長の 眼 は 得意と 喜悦と で 火の やうに 輝いた。 いか 

にも 心中の 感情 を 包み きれないと いふ 風で、 胸 を 突出 

して 見たり、 肩 を 動って 見たり して、 鱸て 郡 視学の 方 

へ 向いて 斯う 尋ねた。 

あなた 

『どうです な、 貴方の 御 都合 は。』 

おう やう- ほ、 ゑみ  た、 

と 言 はれて、 郡 視学 は 鷹揚な 微笑 を 口元に 湛へ 乍ら、 


せっかく  あ 、 

『折角 皆さんが 彼 様 言 つて 下さる。 御 厚意 を 無にする 

の は 反って 失礼で せう。』 

ごもっとも 

『御尤 です —— いや、 それで は いづれ 後刻 御 目に 懸 

つて、 御礼 を 申 上げる とい ふこと にし ませう。 何卒 皆 

よろしく 

さんへ も宜敷 仰って 下さい。』 

と 校長 は 丁寧に 挨拶した。 

実際、 地方の 事情に 遠い もの は斯 校長の 現在の 位置 

を 十分 会得す る ことが 出来ない であらう。 地方に 入つ 

て 教育に 従事す る もの、 第一 の 要件 は II 外で もない、 

斯 校長 の やうな 凡俗な 心づ かひ だ。 曾て 学校 の 窓 で 想 

さ ま ん\  さ う 

像した 種々 の 高尚な 事 を 左様い つ 迄も考 へて、 俗悪な 


趣味 を 嫌 ひ 避ける やうで は、 一 日たり とも 地方の 学校 

の 校長 は 勤まらない。 有力者の 家 なぞに、 悦び も あ 

り 哀みも あれば、 人と 同じ やうに 言 ひ 入れて、 振舞の 

座に は 神主 坊主と 同席に 座 ゑら れ、 すこし は 地酒の 飲 

みやう も 覚え、 土地の 言葉 も 可笑しく なく 使用へ る 頃 

に は、 自然と 学問 を 忘れて、 無教育な 人に も 馴染む も 

ので ある。 賢い と 言 はれる 教育者 は、 いづれ も 町 会議 

員 なぞに 結 托して、 位置の 堅固 を 計る のが 普通 だ。 

帽子 を 執って 帰って 行く 人々 の 後に 随 いて、 校長 は 

そこ 迄 見送って 出た。 鑣て 玄関で 挨拶して 別れる 時、 

互に 斯うい ふ 言葉 を 取替した。 


『では、 郡 視学さん も 御 誘 ひ 下す つて、 学校から 直に 

御 出 を。』 

『恐れ入り ましたな あ。』 

(二) 

『小 使。』 

と 呼ぶ 校長の 声 は 長い 廊下に 響き渡った。 

生徒 はもう 帰って 了った。 教場の 窓 は 皆な 閉 つて、 

うんどうば  テニス  そこいら しんかん 

運動場に 庭球す る 人の 影 も 見えない。 急に 周囲 は 森閑 

さみ 

として、 時々 職員室に 起る 笑声の 外に は、 寂しい 静か 


な 風琴の 調が とぎれく に 二階から 聞え て 来る 位の 

ものであった。 

『へ い、 何ぞ 御用で 御座ます か。』 と 小 使 は 上草履 を 鳴 

らして 艇 寄る。 

『あ、 ちょと、 気の毒 だが ねえ、 もう 一度 役場へ 行つ 

て 催促して 来て 吴れ ないか。 金銭 を 受取ったら 直に 持 

つて 来て 具れ —— 皆さん も 御 待 兼 だ。』 

斯う 命じて 置いて、 校長 は 応接室の 戸 を 開けて 入つ 

た。 見れば 郡 視学 は 巻 煙草 を 燻し 乍ら、 独りで 新聞 を 

読み耽って 居る。 『失礼しました。』 と 声を掛けて、 

その わき 

其 側 へ 自分の 椅子 を 擦 寄せた。 


『見た まへ、 まあ 斯信濃 毎日 を。』 と 郡 視学 は馴々 敷、 

『君が 金牌 を 授与され たとい ふこと から、 教育者の 亀 

鑑 だとい ふこと 迄、 委敷 書いて 有ます よ。 表彰 文 は 全 

部。 それに、 履歴まで も。』 

『いや、 今度の 受賞 は 大変な 評判に なって 了 ひまし 

た。』 と 校長 も 喜ばし さう に、 『何処へ 行っても 直に 其 

話が 出る。 実に 意外な 人 迄 知って 居て、 祝って 呉れる 

やうな 訳で。』 

『結構です。』 

『これと いふの も 貴方 の 御 骨折 か ら —— 』 

『まあ 其 は 言 はずに 置いて 貰 ひませ う。』 と 郡 視学 は 


対 手の 言葉 を 遮 つた。 『御 互 様の ことです からな。 

は、、、、。 しかし 吾 党の 中から 受賞者 を 出した の は 

およろこび 

名誉 さ。 君の 御 喜悦 も 御 察し 申す。』 

『勝 野 君 も 非常に 喜んで S ハれ ましてね。』 

を ひ  さ-つ  ところ 

『甥が です か、 あ、 左様でした らう。 私の 許へ も 長 

い 手紙 をよ こしまし たよ。 其 を 読んだ 時 は、 彼 男の 

喜ぶ 顔 付が 目に 見える やうでした。 実際、 甥 は 貴方の 

為 を 思 つ て 居る のです からな。 』 

郡 視学が 甥と 言った の は、 検定試験 を 受けて、 合格 

して、 此頃 新しく 赴任して 来た 正教員。 勝 野 文 平と い 

ふの が 其 男の 名で ある。 割合に 新参の 校長 は 文 平 を 引 


もっと 

立て、、 自分の 味方に 附 けようと したので。 尤も 席 

順から 言へば、 丑 松 は 首座。 生徒の 人望 は 反って 校長 

の 上に ある 程。 銀 之 助 とても 師範 出の 若手。 いかに 校 

長が 文 平 を蟁顧 だからと言って、 一 一人の 位置 を 動かす 

訳に はいかない。 文 平 は 第三 席に着 けられて 出た ので 

あった。 

『それに 引換へ て 瀬 川 君の 冷淡な こと は。』 と 校長 は 

一 段 声 を 低く した。 

『瀬 川 君？』 と 郡 視学 も 眉 を ひそめる。 

まんざら 

『まあ 聞いて 下さい。 万更の 他人が 受賞した ではなし、 

定めし 瀬 川 君 だっても 私の 為に 喜んで 居て 呉れる だら 


う、 と 斯う 貴方 なぞ は御考 へで せう。 ところが 大違ひ 

です。 こり や あ、 まあ、 私が 直接に 聞いた ことで は 無 

いのです けれど —— 又、 私に 面と 向って、 まさかに 

其 様な ことが 言 へ もしますまい が —— と いふの は、 教 

育 者が 金牌 なぞ を 貰って 鬼の 首で も 取った やうに 思 ふ 

なるほど 

のは大 間違 だと。 そり や あ 成程 人爵の 一 つで せう。 瀬 

川 君 なぞに 言 はせ たら 価値の 無い もので せう。 然し 金 

しるし  ありがた 

牌 は 表 章です。 表 章が 何も 難 有く は 無い。 唯 其 意味に 

ねうち  さ う 

価値が ある。 は、、、、、 まあ 左様 ぢゃ 有ますまい 

ゝ 0 コ 

力 』 

『どうして また 瀬 川 君 は 其 様な 思想 を 持つ の だら う。』 


と 郡 視学 は 嘆息した。 

『時代から 言 へば、 あるひ は 吾 儕の 方が 多少 後れて 居 

るか も 知れません。 しかし 新しい ものが 必ずしも 好い 

と は 限りません からね え。』 と 言って 校長 は 嘲 つた や 

うに 笑って、 『なにしろ、 瀬 川 君 ゃ土屋 君が 彼 様して 居 

たん ぢゃ、 万事 私 も 遣りに く、 て 困る。 同志の 者ば か 

り 集って、 一致して 教育 事業 を や るんで でもな けり や 

あ、 到底 面白く はいきません さ。 勝 野 君が 首座で でも 

あって 呉れる と、 私 も 大きに 安心なん です けれど。』 

『そんなに 君が 面白くない ものなら、 何とか 其処に は 

方法 も 有さうな ものです がな あ。』 と 郡 視学 は 意味 あ 


りげ に 相手の 顔 を 眺めた。 

『方法と は？』 と 校長 も 熱心に。 

あとがま 

『他の 学校へ 移す とか、 後釜へ は —— それ、 君の 気に 

入った 人 を 入れる とか サ。』 

『そこです —— 同じ 移す にしても、 何 か 口実が 無い と 

うま 

—— 余程 そこ は 巧く やらない と —— あれで 瀬 川 君 はな 

かく 生徒 間に 人望が 有ます から。』 

『さう さ、 過失の 無い ものに 向って、 出て 行けと も 言 

はれん。 は；；、 余り また 細工 をした やうに 思 は 

れ るの も 厭 だ。』 と 言って 郡 視学 は 気 を 変へ て、 『まあ 

私の 口から 甥 を 褒める でも 有ません が、 貴方の 為に は 


必定 御 役に立つ だら うと 思 ひます よ。 瀬 川 君に 比べ る 

と、 勝る とも 劣る こと は 有るまい とい ふ 積り だ。 一体 

瀬 川 君 は 何処が 好 いんで せう。 どうして 彼 様な 教師に 

生徒が 大騒ぎ をす るんだ か —— 私なん かに は薩張 解ら 

ん。 他の 名誉に 思 ふこと を 冷笑す るなん て、 奈何い ふ 

ことが そんなら ば 瀬 川 君 なぞに は 難 有 いんです。』 

『先 づ猪子 蓮太郎 あたりの 思想 でせ うよ。 』 

『む.  あの 穢多 か。』 と 郡 視学 は 顔 を 渋め る。 

『あ、。』 と 校長 も 深く 歎息した。 『猪 子の やうな 男の 

書いた ものが 若い ものに 読まれる かと 思へば 恐し い。 

不健全、 不健全 —— 今日の 新しい 出版物 は 皆な 青年の 


身 を あやまる 原因なん です。 その為に 畸 砂の 人間が 出 

来て 見たり、 狂 見た やうな 男が 飛 出したり する。 あ、、 

あ、、 今の 青年の 思想ば かり は 奈何しても 吾 儕に 解り 

ません。』 

(三) 

不図 応接室の 戸 を 叩く 音が した。 急に 二人 は ロを噤 

ま  いす 

んだ。 復た 叩く。 『お入り』 と 声をかけて、 校長 は 倚子 

を 離れた。 郡 視学 も 振 返って、 戸 を 開けに 行く 校長の 

後 姿 を 眺め 乍ら、 誰、 町会 議員からの 使で でも あるか、 


斯う 考 へて、 入って 来る 人の 様子 を 見る と —— 思 ひの 

外な 一人の 教師、 つ 5- いて あら はれた のが 丑 松で あつ 

た。 校長 は 思 はず 郡 視学と 顔 を 見合せ たので ある。 

『校長 先生、 何 か 御 用談 中ぢゃ 有ません か。』 

と 丑 松 は 尋ねた。 校長 は 一 寸 微笑んで、 

『いえ、 なに、 別に 用談で も 有ません II 今 二人で 御 

噂 をして 居た ところです。』 

『実は この 風 間さん です が、 是非 郡 視学さん に 御 目に 

懸 つて、 直接に 御 願 ひしたい ことがある さう です か 

ら。』 

斯う 言って、 丑 松 は 一緒に 来た 同僚 を 薦める やうに 


した。 

風 間 敬 之 進 は、 時世の 為に 置 去に された、 老朽な 小 

学 教員の 一 人。 丑 松 や 銀 之 助な どの 若手に 比べる と、 

おや ぢ 

阿 爺に しても よい 程の 年頃で ある。 黒木 綿の 紋付 羽織、 

垢染みた 着物、 粗末な 小 倉の 袴 を 着けて、 兢々 郡 視学 

の 前に 進んだ。 下り坂の 人 は 気の 弱い もので、 すこし 

郡 視学に 冷酷な 態度が 顕 れ ると、 もう 妙に 固くな つ 

て 思 ふこと を 言 ひか ね る。 

『何です か、 私に 用事が あると 仰 るの は。』 斯う 催促 

して、 郡 視学 は 威 丈 高に なった。 あまり 敬 之 進が 躊躇 

しま ひ  いら 

して 居る ので、 終に は 郡 視学 も 気 を 苛って、 時計 を 出 


して 見たり、 靴 を 鳴らして 見たり して、 

『奈何い ふ 御 話です か。 仰って 見て 下さらなければ 解 

りません な あ。』 

もどかしく 思 ひ 乍ら 椅子 を 離れて 立 上る のであった。 

なほく 

敬 之 進 は猶々 言 ひかね ると いふ 様子で、 

『実は —— すこし 御 願 ひしたい 件が 有まして。』 

『ふむ。』 

復た 室の 内 は 寂と して 暫時 声が なくなった。 首を垂 

すこし ふる  あはれ み 

れ 乍ら 少許慄 へて 居る 敬 之 進 を 見る と、 丑 松 は 哀憐の 

心 を 起さずに 居られなかった。 郡 視学 は 最早 堪へ かね 

ると いふ 風で、 


『私 は是で 多忙し い 身体です。 何 か 仰る ことがあるな 

ら、 ずん/ \ 仰って 下さい。』 

丑 松 は 見る に 見 かねた。 

『風 間さん、 其 様に 遠慮し ない 方が ザぢゃ 有ません か。 

貴方 は 退職 後 のこと を 御 相談し て 頂きたい とい ふんで 

したら う。』 斯う 言って、 鱸て 郡 視学の 方へ 向いて、 『私 

から 伺 ひます。 まあ、 風 間さん の やうに 退職と なった 

場合に は、 恩給 を 受けさして 頂く 訳に 参りません もの 

でせ うか。』 

『無論です、 そんな こと は。』 と 郡 視学 は 冷 かに 言 放つ 

た。 『小学校 令の 施行規則 を 出して 御覧なさい。』 


『そり や あ 規則 は 規則です けれど。』 

『規則に 無い ことが 出来る ものです か。 身体が 衰弱し 

て、 職務 を 執る に堪 へない から 退職す る —— 其 を是方 

で 止める 権利 は 有ません。 然し、 恩給 を 受けられ ると 

いふ 人 は、 満十 五ケ 年 以上 在職した ものに 限った 話で 

す。 風 間さん の は 十四 ケ 年と 六 ヶ月に しかなら ない。』 

『でも 有 ませう が、 僅か 半 歳の ことで 教育者 を 一人 御 

救 ひ 下さる としたら。』 

『其 様な ， J と を 言 つて 見た 日に や あ 際涯が 無 い 。 何ぞ 

と 言 ふと 風 間さん は 直に 家の 事情、 家の 事情 だ。 誰 だ 

つて 家の 事情の ない もの はあり やしません。 まあ、 恩 


給の こと なぞ は 絶 念め て、 折角 御 静養な さるが 可で せ 

う。』 

斯う 撥 付けられて は 最早 取 付く 島が 無い のであった。 

みまも 

丑 松 は 気の毒 さう に 敬 之 進の 横顔 を 熟視って、 

『どうです 風 間さん、 貴方から も 御 願 ひして 見て は。』 

『いえ、 只今の 御 話 を 伺へば —— 別に —— 私から 御 願 

する 迄 も 有ません。 御言 葉に 従って、 絶 念め るより 外 

は 無い と 思 ひます。』 

其 時 小 使が 重た さうな 風呂敷 包 を 提げて 役場から 帰 

こ  しほ 

つて 来た。 斯 のしら せ を 機に、 郡 視学 は 帽子 を 執って、 

校長に 送られて 出た。 


(四) 

男女の 教員 は 広い 職員室に 集って 居た。 其 日 は 土曜 

あす 

日で、 月給 取の 身に とって は 反って 翌の 日曜よりも 楽 

しく 思 はれた ので ある。 兹に 集る 人々 の 多く は、 日々 

つとめ  くた ぷ 

の 長い 勤務と、 多数の 生徒の 取扱と に 疲れて、 さして 

教育の 事業に 興味 を 感ずる でもなかった。 中には 児童 

を 忌み嫌 ふやうな もの もあった。 三種 講習 を 済まして 

やう や 

及第して、 漸く 煙草の むこと を 覚えた 程の 年若な 準 

さ き 

教員 なぞ は、 まだ 前途が 長いと ころから して 楽し さう 


にも 見える けれど、 既に 老朽と 言 はれて 髭ば かり 厳 

しく 生えた 手 合 なぞ は、 述懐したり、 物 羨みした りし 

よそめ  いた は 

て、 外 目に も 可 傷し く 思 ひ やられる。 一 月の 骨折の 

報酬 を 酒に 代へ る 為、 今^;gに待って居るゃぅな連中も 

あるので あった。 

丑 松 は 敬 之 進と 一緒に 職員室へ 行かう として、 廊下 

のと ころで 小 使に 出逢った。 

『風 間 先生、 笹屋の 亭主が 御 目に 懸リた いと 言 つ て、 

さ つき 

先刻から 来て 待って 居り やす。』 

不意 を 打 たれて、 敬 之 進 はさ も 苦々 しさう に 笑った _ 

『何？ 笹屋の 亭主？』 


笹屋と は 飯 山の 町 はづれ にある 飲食店、 農夫の 為に 

地酒 を 暖める やうな 家で、 老朽な 敬 之 進が 浮世 を 忘れ 

とく 

る 隠れ家と いふ こと は、 疾に丑 松 も 承知して 居た。 け 

ふ 月給の 渡る 日と 聞いて、 酒の 貸の 催促に 来た か、 と 

にが わら ひ 

は 敬 之 進の 寂しい 苦笑で 知れる。 『ちょ ッ、 学校まで 

取りに 来なくても よさ さうな もの だ。』 と 敬 之 進 は 

ひとりごと 

独語の やうに 言った。 『い、 から 待た して 置け。』 と 

小 使に 言 含めて、 鑣てー 一人して 職員室へ と 急いだ ので 

ある。 

ガラス まど 

十月 下旬の 日の 光 は 玻璃 窓から 射 入って、 煙草の 

けぶり  あそこ 

烟に 交る 室内の 空気 を 明く 見せた。 彼処の 掲示板の 


ひとむれ  わき ひと かたま リ 

下に 一群、 是処の 時間表の 側に 一 団、 いづれ も 口 か 

ら泡を 飛ば し て 言 ひ の、 しって 居る。 丑 松 は 室 の 入口 

に 立って 眺めた。 見れば 郡 視学の 甥と いふ 勝 野 文 平、 

灰色の 壁に 倚 凭って、 銀 之 助と 二人 並んで 話して 居る 

様子。 新しい 艷の ある 洋服 を 着て、 襟 飾の 好み も 煩 

ふさ  うち  ひきつ 

くな く、 すべて 適 はしい 風俗の 中に、 人 を 吸引け る 

敏捷い ところがあった。 美しく 撫 付けた 髪 の 色の 黒 さ。 

頰の 若々 しさ。 それに 是 男の 鋭い 眼 付 は 絶えず 物 を 

穿鑿す る やうで、 一時 も静 息んで は 居られな いかの や 

う。 これ を 銀 之 助の 五分 刈 頭、 顔の 色 赤々 として、 血 

なリ ふリ  うで まく  はな 

肥りして、 形 も 振 も 関 はず 腕捲りし 乍ら、 談 したり 笑 


どんな 

つたり する 肌合に 比べたら、 其 二人の 相違 は 奈何で あ 

らう。 物見高い 女 教師 連の 視線 は いづれ も 文 平の 身に 

集った。 

こざつ ぱリ  なりふり 

丑 松 は 文 平の 瀟洒と した 風采 を 見て、 別に 其 を 羨 

あの 

む 気に もなら なかった。 た、. -気懸 りなの は、 彼 新教 員 

こもろ 

が 自分と 同じ 地方から 来たと いふ ことで ある。 小 諸 辺 

の 地理に も委敷 様子から 押して 考へ ると、 ll 時 何処で 

瀬 川の 家の 話 を 聞かまい もので もな し、 広い やうで 狭 

い 世間の 悲し さ、 あの 『お 頭』 は 今 これく だと 言 ふ 

人で もあった 日に は —— 無論 今と な つ て 其 様な こと を 

あの 

言 ふ もの も 有るまい が —— まあ 万々 一 —— それ こそ 彼 


教員 も 聞 捨てに は 為まい。 斯う 丑 松 は 猜疑 深く 推量し 

て、 何となく 油断が ならない やうに 思 ふので あった。 

まなこ  さま ん\ 

不安な 丑 松の 眼 に は 種々 な 心配の 種が 映って 来たの 

である。 

鱸て 校長 は 役場から 来た 金の 調べ を 終った。 そ 

れ，^ 分配す るば かりにな つたので、 丑 松 は 校長 を 助 

けて、 人々 の 机の 上に 十月 分の 俸給 を 載せて やった。 

『土屋 君、 さあ 御 土産。』 

と 銀 之 助の 前に も、 五十 銭づ、 封 じた 銅貨 を 幾 本 か 

並べて、 外に 銀貨の 包と 紙幣と を 添へ て 出した。 

『おやく、 銅貨 を 沢山 呉れる ねえ。』 と 銀 之 助 は 笑つ 


て、 『斯様 にあって は 持上がり さう も 無い ぞ。 

は：：。 時に、 瀬 川 君、 け ふ は 御 引越が 出来ます 

ね。』 

丑 松 は 笑って 答へ なかった。 傍に 居た 文 平 は 引取つ 

て、 

『どちらへ か 御 引越です か。』 

『瀬 川 君 は 今夜から 精進 料理 さ。 』 

『は ゝ， \ 'ゝゝ 二 

と 笑 ひ 葬って、 丑 松 は 素早く 自分の 机の 方へ 行って 

了った。 

毎月の ことと は 一一 一一 n ひ 乍ら、 俸給 を 受取った 時の 人々 


の 顔 付 は 又 格別であった。 実に 男女の 教員の 身に とつ 

て は、 労働いて 得た 収穫 を 眺めた 時 ほど 愉快に 感ずる 

ま 、 

こと は 無い ので ある。 ある 人 は 紙の 袋に 封 じた 儘の 銀 

貨を 鳴らして 見る、 ある 人 は 風呂敷に 包んで 重た さう 

えびちゃば かま  ひも 

に 提げて 見る、 ある 女 教師 は 又、 海老茶 袴の 紐の 上 か 

ら 撫で、、 人知れず 微笑んで 見る のであった。 急に 校 

長 は 椅子 を 離れて、 用事 ありげ に 立 上った。 何事 かと 

人々 は 聞 耳 を 立てる。 校長 は 一 つ 咳 払 ひして、 さて 器 

械 的な 改 つた 調子で、 敬 之 進が 退職の 件 を 報告した。 

就いては 来る 十一月の 三日、 天長節の 式の 済んだ 後、 

この 老功な 教育者の 為に 茶話会 を 開きたい と 言 出した- 


賛成の 声 は 起る。 敬 之 進 はすつ くと 立って、 一礼して、 

鱸て 拍子の 抜けた やうに 元の 席へ 復 つた。 

一同 帰り 仕度 を 始めた の は 間も無くであった。 男女 

の 教員が 敬 之 進 を 取 囲いて、 いろく 言 ひ 慰めて 居る 

間に、 ついと 丑 松 は 風呂敷 包 を 提げて 出た。 銀 之 助 

が 友達 を尋 して 歩いた 時 は、 職員室から 廊下、 廊下 か 

ら 応接室、 小 使 部屋、 昇降口まで 来て 見ても、 もう 何 

処 にも 丑 松の 姿 は 見えなかった ので ある。 

(五) 


丑 松 は 大急ぎで 下宿へ 帰った。 月給 を 受取って 来て 

こ 、ろ もち 

妙に 気強い やうな 心地に もな つた。 昨日 は 湯に も 入 

らず、 煙草 も 買 はず、 早く 蓮華 寺へ、 と 思 ひ あせる ば 

ひと ひ  ふところ 

かりで、 暗い 一 日 を 過した ので ある。 実際、 懐中に 一 

文の 小 使 もなくて、 笑 ふとい ふ 気に は 誰が ならう。 

すっかり 

悉皆 下宿の 払 ひ を 済まし、 車 さへ 来れば 直に 出掛けら 

れ るば かりに 用意して、 さて 巻 煙草に 火 を 点けた 時 は、 

一一 一一 n  、 か に 言 はれぬ 愉快 を 感ずる のであった。 

引越 は 成るべく 目立たない やうに、 とい ふ考 へで あ 

かみさん おも はく 

つた。 気掛 りな は 下宿の 主婦の 思惑で —— まあ、 この 

だしぬけ やどが へ  あの 

突然な 転 宿 を 何と 思って 見て 居る だら う。 何 か 彼 放逐 


された 大尽と 自分との 間に は 一種の 関係が あって、 そ 

れで 面白くなくて 引越す とで も 思 はれたら 奈何しょう。 

あの 愚痴な 性質から、 根 彫 葉 刻 聞 咎めて、 何故 引越す、 

斯う 聞かれたら 何と 返事 をした もので あらう。 そこが 

それ、 引越さなくても 可 もの を 無理に 引越す ので ある 

から、 何となく 妙に 気が 咎める。 下手な こと を 言 出せ 

ば 反って 藪蛇 だ。 『都合が あるから 引越す。』 理由 は 其 

で 沢山 だ。 斯う 種々 に考 へて、 疑ったり 恐れたり して 

見た が、 多くの 客 を 相手に する 主婦の 様子 は 左様 心配 

した 程で も 無い。 さう かう する 中に、 頼んで 置いた 車 

やなぎ 力う リ 

も 来る。 荷物と 言へば、 本箱、 机、 柳行李、 それに 蒲 


団の 包が ある だけで、 道具 は 一 切 一 台の 車で 間に合つ 

た。 丑 松 は 洋燈を 手に 持って、 主婦の 声に 送られて 出 

た。 

斯うして 車の 後に 随 いて、 とぼく と 二三 町 も 歩い 

て 来た かと 思 はれる 頃、 今迄の 下宿の 方 を 一 寸振 返つ 

て 見た 時 は、 思 はず ホッと 深い 溜息 を 吐いた。 道路 は 

悪し、 車 は 遅し、 丑 松 は 静かに 一生の 変遷 を考 へて、 

自分で 自分の 運命 を憐み 乍ら 歩いた。 寂しい とも、 悲 

しいと も、 可笑しい とも、 何とも かと も 名の 附け やう 

こ、 ろ もち  おも ひで 

のない 心地 は 烈しく 胸の 中 を 往来し 始める。 追憶の 

情 は 身に 迫って、 無限の 感慨 を 起させる のであった。 


それ は 十 一 月の 近 いた こと を 思 はせ る やうな 蕭条と 

した 日で、 湿った 秋の 空気が 薄い 烟の やうに 町々 を 

引 包んで 居る。 路傍に 黄ばんだ 柳の 葉はぱ らくと 地 

に 落ちた。 

途中で 紙の 旗 を 押 立てた 少年の 一 群に 出 遇った。 音 

楽隊の 物真似、 唱歌の 勇し さ、 笛 太鼓 も 入 乱れ、 足拍 

子 揃へ て 面白可笑しく 歌って 来る の は 何処の 家の 子 か 

II あ.' 尋常 科の 生徒 だ。 見れば 其 後に 随 いて、 少年 

と 一緒に 歌 ひ 乍ら、 人目 も 関 はず やって来る 上機嫌の 

さけよ ひ  よろ/ \ 

酔漢が ある。 蹣跚 とした 足元で 直に 退職の 敬 之 進と 知 

れた。 


『瀬 川 君、 一寸 まあ 見て呉れ 給へ —— 是が 我輩の 音楽 

隊 さ。』 

ゆびさ  じゅくしくさ  い き 

と 指し 乍ら 熟柿臭い 呼吸 を 吹いた。 敬 之 進 は 何処 

かで 飲んで 来た ものと 見える。 指された 少年の 群 は 一 

度に どっと 声 を 揚げて、 自分 達の 可 傷な 先生 を 笑った。 

『始めえ II 』 敬 之 進 は 戯れに 指揮す る やうな 調子で 

言った。 『諸君。 まあ 聞き 給へ。 今日 迄 我輩 は 諸君の 

先生だった。 明日から は 最早 諸君の 先生 ぢゃ 無い。 そ 

のか はり、 諸君の 音楽隊の 指揮 をして やる。 よしか。 

解った かね。 あは、、、。』 と 笑った かと 思 ふと、 熱い 

涙 は 其 顔 を 伝 つ て 流れ 落ちた。 


無邪気な 音楽隊 は、 一 斉に 歓呼 を 揚げて、 足拍子 揃 

へ て 通過ぎ た。 敬 之 進 は 何 か 思 出した やうに、 熟と 其 

少年の 群 を 見送って 居た が、 驢て心 付いて 歩き 初めた。 

『まあ、 君と 一 緒に 其処 迄 行かう。』 と 敬 之 進 は 身を慄 

はせ 乍ら、 『時に 瀬 川 君、 まだ 斯の 通り 日 も 暮れない の 

に、 洋燈を 持って 歩く と は 奈何い ふ 訳 だい。』 

『私です か。』 と 丑 松 は 笑って、 『私 は 今 引越 をす ると 

ころです。』 

『あ、 引越 か。 それで 君 は 何処へ 引越す のかね。』 

『蓮華 寺へ。』 

蓮華 寺と 聞いて、 急に 敬 之 進 は 無言に なって 了った。 


しばらく 

暫時の 間、 二人 は 互に 別々 のこと を考へ 乍ら 歩いた。 

『あ、。』 と 敬 之 進 はまた 始めた。 『実に 瀬 川 君 なぞ は 

羨ましい よ。 だって 君、 左様 ぢ やない か。 君 なぞ は 未 

だ 若 いんだ もの。 前途 多望と は 君 等の こと だ。 何卒し 

て 我輩 も、 もう 一度 君 等の やうに 若くな つて 見たい な 

あ。 あ、、 人間 も 我輩の やうに 老 込んで 了って は 駄目 

だね え。』 

(六) 

車 は 遅かった。 丑 松 敬 之 進の 二人 は 互に 並んで 話 


しく 随 いて 行った。 と ある 町へ 差 掛かった 頃、 急に 

ひやぐ  なが 

車夫 は 車 を 停めて、 冷々 とした 空気 を 呼吸し 乍ら、 額 

に 流れる 汗 を 押 拭った。 見れば 町の 空 は 灰色 の 水蒸気 

しま 

に 包まれて 了って、 僅に 西の 一方に 黄な 光が 深く 輝い 

て 居る。 いつもより 早く 日 は 暮れる らしい。 遽に 

道路 も 薄暗くな つた。 まだ 灯 を 点ける 時刻で も ある 

まいに、 もう 一軒 点けた 家 さへ ある。 其 軒先に は 三 浦 

屋の 文字が 明白と 読まれる のであった。 

盛な 歓楽の 声 は 二階に 湧 上って、 屋外に 居る 二人の 

さびし さ  さかもり 

心に 一 層の 不愉快と 寂寥と を 添へ た。 丁度 人々 は 酒宴 

ほかげ  ちまた 

の 最中。 灯影 花やかに 映って 歌舞の 巷と は 知れた。 


三味 は 幾 挺 か おもしろい 音 を 合せて、 障子に 響いて 媚 

びる やうに 聞え る。 急に 勇し い 太鼓 も 入った。 時々 唄 

に 交って 叫ぶ やうに 聞え る は、 離 方 の 娘の 声で あらう。 

また  よ  こ  つま 

これ も 亦、 招 ばれて 行く 妓と 見え、 箱屋 一人 連れ、 棲 

高く 取って、 いそく と 二人の 前 を 通過ぎ た。 

客の 笑声 は 手に 取る やうに 聞え た。 其 中には 校長 や 

郡 視学の 声 も 聞え た。 人々 は 飲んだり 食ったり して 時 

の 移る の も 知らない やうな 様子。 

『瀬 川 君、 大層 陽気 ぢ やない か。』 と 敬 之 進 は 声 を 潜め 

お ほいち ざ  こんや 

て、 『や、 大 一座 だ。 一体 今宵 は 何が あるんだ らう。』 

『まだ 風 間さん に は 解ら な いんです か。』 と 丑 松 も 聞 


耳 を 立て 乍ら 言った。 

なん 

『解らない さ。 だって 我輩 は 何にも 知らないんだ も 

の。』 

『ホラ、 校長 先生の 御 祝で さあね。』 

『む，  む、 —— む \ 左様です かい。』 

一 曲の 唄が 済んで、 盛な 拍手が 起った。 また 盃の 

交換が 始 つたら しい。 若い 女の 声で、 『姉さん、 ぉ铫 子』 

などと 呼び 騒ぐ の を 聞 捨て、、 丑 松 敬 之 進の 二人 は 三 

浦 屋の側 を 横ぎ つた。 

さき 

車 は 知らない 中に 前へ 行って 了った。 次第に 歌舞の 

巷 を 離れる と、 太鼓の 音 も 遠く 聞え なくなる。 敬 之 進 


は 嘆息したり、 沈吟した りして、 時々 絶望した 人の や 

うに 唐突に 大きな 声 を 出して 笑った。 『浮世 夢 の ごと 

し』 —— それに 勝手な 節 を 付けて、 低声に 長く 吟 じた 

時 は、 聞いて 居る 丑 松 も 沈んで 了って、 妙に 悲しい や 

いたま  こ.' ろち ち 

うな、 可 痛し いやうな 心地に なった。 

『吟 声調 を 成さず —— あ、、 あ、、 折角の 酒 も 醒めて 

了った。』 

と 敬 之 進 は 嘆息して、 獣の 呻吟る やうな 声 を 出し 乍 

ら 歩く。 丑 松 も憐ん で、 鱸て 斯う 尋ねて 見た。 

『風 間さん、 貴方 は 何処迄 行 くんです か。』 

『我輩 かね。 我輩 は 君 を 送って、 蓮華 寺の 門前まで 行 


くの さ。』 

『門前 迄？』 

『何故 我輩が 門前 迄 送って 行く のか、 其 は 君に は 解る 

まい。 しかし 其 を 今 君に 説明しょう とも 思 はない のさ- 

御 互 ひに 長く 顔 を 見合せ て 居ても、 斯うして 親しくす 

るの は 昨今 だ。 まあ、 いっか 一度、 君と ゆっくり 話し 

て 見たい もんだ ねえ。』 

やがて 蓮華 寺の 山門の 前まで 来る と、 ぶいと 敬 之 進 

は 別れて 行って 了った。 奥様 は 蔵 裏の 外まで 出迎 へて 

喜ぶ。 車 はもうと つくに。 荷物 は 寺男の 庄 太が 二階の 

部屋へ 持 運んで 呉れた。 台所で 焼く 魚のに ほひ は、 蔵 


裏 迄 も 通って 来て、 香の 煙に 交って、 住 慣れない 丑 松 

の 心に 一種 異様の 感想 を 与へ る。 仏に 物 を 供へ る 為 か、 

本堂の 方へ 通 ふ 子 坊主 もあった。 一 一階の 部屋 も 窓の 障 

こ、 ろ もち 

子 も 新しく 張替 へて、 前に 見た より はずつ と 心地が 

好い。 薬湯と 言って、 大根の 乾 葉 を 入れた 風呂な ども 

立て、 呉れる。 新しい 膳に 向って、 うま さうな 味噌汁 

に ほひ  しゃう じ や 

の 香 を 嗅いで 見た 時 は、 第一 この 寂しげ な 精舎の 古 

あた、 かさ  み つ 

壁の 内に 意外な 家庭の 温暖 を 看 付けた のであった。 
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八 1 ) 

もとより 銀 之 助 は 丑 松の 素性 を 知る 害がない。 二人 

は 長 野の 師範 校に 居る 頃から、 極く 好く 気性の 合った 

友達で、 丑 松が 佐 久小県 あたりの 灰色の 景色 を 説き出 

す はこ  ほとり 

すと、 銀 之 助 は誠訪 湖の 畔 の 生れ 故郷の 物語 を 始める、 

丑 松が 好きな 歴史の 話 を すれば、 銀 之 助 は 植物採集の 

興味 を、 と 言った やうな 風に、 互 ひに 語り合った 寄宿 

舎の 窓 は 二人の 心 を 結び つ けた。 同窓 の 記憶 は いつま 

でも 若く 青々 として 居る。 銀 之 助 は 丑 松の こと を 思 ふ 


度に 昔 を 思 出して、 何となく 時の 変 遷を 忍ばずに は 

居られなかった。 同じ 寄宿舎の 食堂に 同じ 引 割 飯の 

に ほひ 

香 を 嗅いだ 其 友達に 思 ひ 比べる と、 実に 丑 松の 様子 

いうう つ 

の 変って 来た こと は。 あの 憂欝 —— 丑 松が 以前の 快活 

な 性質 を 失った 証拠 は、 眼 付で 解る、 歩き 方で 解る、 

はなし  も と 

談話 をす る 声で も 解る。 一 体、 何が 原因で、 あんなに 

深く 沈んで 行く の だら う。 とんと 銀 之 助に は 合点が 行 

かない。 『何 か ある —— 必ず 何 か 訳が ある。』 斯う 考へ 

て、 どうかして 友達に 忠告した いと 思 ふので あった。 

あくるひ 

丑 松が 蓮華 寺へ 引越した 翌日、 丁度 日曜、 午後から 

銀 之 助 は 尋ねて 行った。 途中で 文 平と 一緒にな つて、 


二人して 苔 蒸した 石の 階段 を 上る と、 咲 残る 秋草の 径 

の 突 当った ところに 本堂、 左 は 鐘楼、 右が 蔵 裏で あつ 

た。 六角形に 出来た 経堂の 建築物 もあって、 勾配の つ 

いた 瓦屋根 や、 大陸 風の 柱 や、 白壁 や、 すべて 過去の 

壮大と 衰頹 と を 語る かの やう に 見える。 黄ば ん だ 銀杏 

の樹の 下に 腰 を 曲め 乍ら、 余念 もな く 落葉 を 掃いて 居 

たの は、 寺男の 庄太。 『瀬 川 君 は 居ります か。』 と 言 は 

れて、 馬鹿丁寧な 挨拶。 やがて 庄太は 箒 を そこに 打 

すあし  ま 、■ 

捨て、 置いて、 跣 足の 儘で 蔵 裏の 方へ 見に 行った。 

急に 丑 松の 声が した。 あ ふむ いて 見る と、 齔 杏に 近 

い 二階の 窓の 障子 を 開けて、 顔 を 差 出して 呼ぶ ので あ 


つた。 

『まあ、 上りた まへ。』 

と復た 呼んだ。 

(二) 

はしごだん 

銀 之 助 文 平の 二人 は 丑 松に 導かれて 暗い 楼梯を 上 

つて 行った。 秋の 日 は 銀杏の 葉 を 通して、 部屋の 内へ 

射し こんで 居た ので、 変色した 壁紙、 掛けて ある 軸、 

ほ ん  たぐ ひ 

床の間に 置 並べた 書物と 雑誌の 類まで、 すべて 黄に 

反射して 見える。 冷々 とした 空気 は 窓から 入って 来て、 


斯の 古い 僧坊の 内に も 何となく 涼 爽な思 を 送る ので あ 

つた。 机の 上に は 例の 『懺悔 録』、 読 伏せて 置いた 其 本 

に 気がつい たと 見え、 急に 丑 松 は 片隅へ 押 隠す やうに 

して、 白い 毛布 を 座蒲団が はりに 出して 薦めた。 

あた リ 

『よく 君 は 引越して 歩く 人 さ。』 と 銀 之 助 は 身辺 を眺 

め 廻し 乍ら 言った。 『一 度 瀬 川 君の やうに 引越す 癖が 

着く と、 何度でも 引越した くなる ものと 見える。 まあ、 

部屋の 具合 なぞ は、 先の 下宿の 方が 好 さ さ うぢ やない 

ゝ 0 コ 

力 』 

『何故 御 引越に なつたん です か。』 と 文 平 も 尋ねて 見る。 

『どうも 彼処の 家は暄 しくって —— 』 斯う 答へ て 丑 


松 は 平気 を 装 はう とした。 争 はれない もので、 困った 

とい ふ 気色 はもう 顔に 表れた ので ある。 

『そり や あ 寺の 方が 静は静 だ。』 と 銀 之 助 は 一 向 頓着 

なく、 『何 ださう だね え、 先の 下宿で は 穢多が 逐 出され 

たさう だね え。』 

さ う  あ ひづち 

『さう く、 左様い ふ 話です な あ。』 と 文 平 も 相槌を打 

つた。 

『だから 僕 は 斯う 思った のさ。』 と 銀 之 助 は 引取って、 

『何 か 其 様な 一寸した つまらん 事に でも 感じて、 それ 

で 彼 下宿が 嫌に 成った んぢ やない かと。』 

『どうして？』 と 丑 松 は 問 ひ 反した。 


『そこが それ、 君と 僕と 違 ふところ さ。』 と 銀 之 助 は 笑 

ひ 乍ら、 『実は 此頃或 雑誌 を 読んだ ところが、 其 中に 精 

神 病患 者の ことが 書いて あった。 斯う さ。 或 人が 其 男 

すま ひ  わき 

の 住居の 側に 猫 を 捨てた。 さあ、 其 猫の 捨てて あった 

のが 気になって、 妻 君に も 相談し ないで、 其 日の 中に 

あたま 

ぶいと 他へ 引越して 了った。 斯うい ふ 病的な 頭脳の 人 

になる と、 捨てられた 猫 を 見た のが 移転の 動機になる 

なぞ は 珍しく も 無い、 とい ふ 話が あつたの さ。 

は、、、 .  僕 は 瀬 川 君 を 精神病 患者 だと 言 ふ 訳で 

は 無い よ。 しかし 君の 様子 を 見る のに、 何処か 身体の 

具合で も 悪い やう だ。 まあ、 君 は 左様 は 思 はない かね。 


おひ だ  あ 

だから 穢多の 逐 出された 話 を 聞く と、 直に 僕 は 彼の 猫 

のこと を 思 出した のさ。 それで 君が 引越した くな つた 

のかと 思った のさ。』 

『馬鹿な こと を 言 ひた まへ。』 と 丑 松 は 反 返って 笑った。 

を かし 

笑 ふに は 笑った が、 然し それ は 可 笑くて 笑った やうに 

も 聞えなかった ので ある。 

じょうだん  みまも 

『いや、 戯言 ぢ やない。』 と 銀 之 助 は fi 松の 顔 を 熟視 

つた。 『実際、 君の 顔色 は 好くない —— 診て 貰って は 

奈何 かね。』 

そん  ほ、 ゑ 

『僕 は 君、 其 様な 病人 ぢゃ 無い よ。』 と fi 松 は 微笑み 乍 

ら答 へた。 


『しかし。』 と 銀 之 助 は 真面目に なって、 『自分で 知ら 

ないで 居る 病人 はいくら も 有る。 君の 身体 は 変調 を 来 

して 居る に 相違な い 。 夜 寝ら れな いなんて 言 ふ ところ 

を 見ても、 どうしても 生理的に 異常が ある —— まあ 僕 

は 左様 見た。』 

『左様 かねえ、 左様 見える かねえ。』 

『見える とも サ。 妄想、 妄想 —— 今の 患者の 眼に 映つ 

た 猫 も、 君の 眼に 映った 新 平民 も、 皆な 衰弱した 神経 

の 見せる 幻像 さ。 猫が 捨てられ たって 何 だ —— 下らな 

い。 穢多が 逐 出された つて 何 だ —— 当然 ぢゃ 無い 


あ ひて  さへ ぎ 

『だから 土 屋君は 困る よ。』 と 丑 松 は 対 手の 言葉 を 遮 

つた。 『何時でも 君 は 早 呑 込 だ。 自分で 斯う だと 決め 

て 了 ふと、 もう 他の 事 は 耳に 入らな いんだから。』 

『すこし 左様い ふ 気味 も 有ます な あ。』 と 文 平 は如才 

なく。 

『だ つて 引越し 方が あんまり 唐突 だから さ。 』 と 言 つ て、 

銀 之 助 は 気 を 変へ て、 『しかし、 寺の 方が 反って 勉強 は 

出来る だら う。』 

『以前から 僕 は 寺の 生活と いふ ものに 興味 を 持って 居 

た。』 と 丑 松 は 言 出した。 丁度 下女の 袈裟 治 (北 信に 多 

く ある 女の 名) が 湯 沸 を 持って 入って 来た。 


(三) 

信 州 人 ほど 茶 を 嗜む手 合 も 鮮少から う。 斯うい ふ 

飲料 を 好む の は 寒い 山国に 住む 人々 の 性 来の 特色で、 

日に 四 五 回づ、 集って 飲む こと を 楽み にす る 家族が 多 

いので ある。 丑 松 も 矢 張 茶 好の 仲間に は泄れ なかった。 

茶器 を 引 寄せ、 無造作に 入れて、 濃く 熱い やつ を 二人 

の 客に も 勧め、 自分 も 亦 茶 椀 を 口唇に 押 宛て 乍ら、 香 

ばし く 焙られ た 茶の 葉のに ほひ を 嗅いで 見る と、 急に 

いきかへ  ニヽろ もち 

気分が 清々 する。 まあ 蘇生った やうな 心地になる。 


やがて 丑 松 は 茶 椀 を 下に 置いて、 寺 住の 新しい 経験 を 

語り 始めた。 

『聞いて 呉れ 給へ。 昨日の 夕方、 僕 はこの 寺の 風呂に 

入って 見た。 一日 働いて 疲労れ て 居る ところだった か 

ら、 入った 心地 は 格別 さ。 明 窓の 障子 を 開けて 見る 

と 紫 菀の花 なぞが 咲いて るぢ やない か。 其 時 僕 は 左様 

思った ねえ。 風呂に 入り 乍ら 蟋蟀 を 聴く なんて、 

成程 寺ら しい 趣味 だと 思った ねえ。 今迄の 下宿と は 

全然 様子が 違 ふ —— まあ 僕 は 自分の 家へ でも 帰った や 

こ、 ろち ち 

うな 心地が したよ。』 

『左様 さな あ、 普通の 下宿 ほど 無趣味な もの は 無い か 


らな あ。』 と 銀 之 助 は 新しい 巻 煙草に 火 を 点けた。 

『それから 君、 種々 な ことがある。』 と 丑 松 は 言葉 を 継 

いで、 『第一、 鼠の 多い に は 僕 も 驚いた。』 

『鼠？』 と 文 平 も 膝 を 進める。 

『昨夜 は 僕の 枕頭 へ も 来た。 慣れなければ、 鼠 だつ 

て 気味が 悪 いぢ やない か。 あまり 不思議 だから、 今朝 

其 話 をしたら、 奥様の 言 草が 面白い。 猫 を 飼って 鼠 を 

捕らせる よりか、 自然に 任せて 養って やる のが 慈悲 だ。 

な あに、 食物 さへ 宛 行って 遣れば、 其 様に 悪戯す る 動 

物ぢ や 無 い。 吾 寺の 鼠 は 温順し いか ら 御覧な さい ッて。 

成程 左様 言 はれて 見る と、 少許も 人 を懼れ ない。 白昼 


あす  なか けしき 

で すら 出て 遊んで 居る。 は；；、 寺の 内の 光景 は 

違った もの だと 思った よ。』 

『そいつ は 妙 だ。』 と 銀 之 助 は 笑って、 『余程 奥様と い 

ふ 人 は 変った 婦人と 見える ね。』 

『なに、 それほど 変っても 居ない が、 普通の 人より は 

宗教 的な ところが ある さ。 さう かと 思 ふと、 吾 儕 だ 

つて 高 砂で 一緒にな つたんで す、 なんて、 其 様な こと 

を 言 出す。 だから、 尼僧と もっかず、 大黒と もっかず、 

と 言って 普通の 家の 細君で もな し —— まあ、 門徒 寺に 

日 を 送る 女と いふ もの は 僕 も 初めて 見た。』 

『外に は どんな 人が 居る のかい。』 斯う 銀 之 助 は 尋ねた。 


『子 坊主が 一人。 下女。 それに 庄 太と いふ 寺男。 ホラ、 

君 等の 入って 来た 時、 庭 を 掃いて 居た 男が あったらう。 

あれ  さ う  あの をと こ 

彼が 左様 だ あね。 誰も 彼 男を庄 太と 言 ふ もの は 無い 

みん  ごた び  あけがた 

—— 皆な 「庄 馬鹿」 と 言って る。 日に 五度づ つ、 払暁、 

いり あ ひ  つ 

朝 八 時、 十二時、 入相、 夜の 十 時、 これ だけの 鐘を撞 

あの をと こ  つとめ 

くの が 彼 男 の 勤務なん ださう だ。』 

『それから、 あの 何 は。 住職 は。』 とまた 銀 之 助が 聞い 

た。 

『住職 は 今 留守 さ。』 

斯う 丑 松 は 見たり 聞いたり した こと を 取 交ぜて 話し 

しま ひ 

たのであった。 終に、 敬 之 進の 娘で、 是 寺へ 貰 はれて 


来て 居る とい ふ、 そのお 志 保の 話 も 出た。 

『へえ、 風 間さん の 娘なん です か。』 と 文 平は卷 煙草の 

こな ひだ 

灰 を 落し 乍ら 言った。 『此頃 一度 校友会に 出て 来た I 

I ホラ、 あの人で せう？』 

『さう く。』 と 丑 松 も 思 出した やうに、 『たしか 僕 等 

の 来る 前の 年に 卒業して 出た 人です。 土屋 君、 左様 だ 

つたね え。』 

『たしか 左様 だ。』 

(四) 


其 日蓮 華 寺の 台所で は、 先住の 命日と 言って、 

しゃう じん もの  いそが  ぢ さい 

精進 物 を 作る ので 多忙し かった。 月々 の 持 斎に は 経 

なら はし 

を 上げ 膳 を 出す 習慣で あるが、 殊に 其 日 は 三十 三回忌 

とやら で、 好物の 栗 飯 を 炊いて、 仏に も 供へ、 下宿人 

にも 振舞 ひたいと 言 ふ。 寺 内の 若僧の 妻まで も 来て 手 

と-' の  ひと 

伝った。 用意の 調った 頃、 奥様 は 台所 を 他に 任せて 

置いて、 丑 松の 部屋へ 上って 来た。 丑 松 も、 銀 之 助 も、 

文 平 も、 この 話 好きな 奥様の 目に は、 三人の 子の やう 

に 映った ので ある。 昔 者と は 言 ひ 乍ら、 書生の 談話 も 

いろ/ \  をし へ 

解って、 よく 種々 な こと を 知って 居た。 時々 宗教の 話 

なぞ も 持 出した。 奥康 はまた 十二月 二十 七日の 御 週 忌 


の 光景 を 語り 聞かせた。 其 冬の 日 は 男 女の 檀徒が 仏 

の 前に 集って、 記念の 一 夜 を 送る とい ふ 昔からの 習慣 

を 語り 聞かせた。 説教 も あり、 読経 も あり、 御 伝抄の 

朗読 も あり、 十一 一時に は 男女 一 同 御 夜食の 膳に 就くな 

ぞ、 其 御 通夜の 儀式の さま，^ を語リ 聞かせた。 

『なむ あみだぶ。』 

と 奥様 は 独語の やうに 繰返して、 やがて 敬 之 進の 退 

職の こと を 尋ねる。 

奥様に 言 はせ ると、 今の 住職が 敬 之 進の 為に 尽 した 

こと は 一通りで 無い。 あの 酒 を 断ったら ば、 と は克く 

住職の 言 ふ ことで、 禁酒の 証文 を 入れる 迄に 敬 之 進が 


後悔す る 時 はあって も、 また/ \槎 が 元へ 戻って 了 ふ。 

こま 

飲めば 窮る とい ふこと は 知りつ、、 どうしても 持った 

病に は 勝てない らしい。 その為に 敷居が 高くな つて、 

ふし あはせ 

今では 寺へ も 来られな いやうな 仕 末。 あの 不幸な 父 

親の 為に は、 どんなに かお 志 保 も 泣いて 居る とのこと 

であった。 

『左様です か —— いよく 退職に なりました か。』 

斯う 言って 奥様 は 嘆息した。 

こちら 

『道理で。』 と 丑 松 は 思 出した やうに、 『昨日 私が 是方 

へ 引越して 来る 時に、 風 間さん は 門の 前まで 随 いて 来 

ましたよ。 何故 斯うして 門の 前まで 一緒に 来た か、 そ 


れは今 説明しょう とも 思 はない、 なんて、 左様 言って、 

それから ぶいと 別れて 行って 了 ひました。 随分 酔って 

居ました ッ け。』 

『へえ、 吾 寺の 前まで？ 酔って 居ても 娘の こと は 忘 

れな いんで せう ねえ —— まあ、 それが 親子の 情です か 

ら。』 

と 奥様 は復た 深い 溜息 を 吐いた。 

はなし  さまた 

斯うい ふ 談話に 妨げられて、 銀 之 助 は 思 ふこと を 

せ つかく 

尽 さなかった。 折角 言 ふ 積り で 来て、 それ を尽 さずに 

帰る の も 残念 だし、 栗 飯が 出来た からと 引 留められ も 

する し、 夜に でもな つたら ば、 と 斯う 考 へて、 心の中 


では 友達の ことば かり 案じつ、 V けて 居た。 

夕飯 は 例に なく 蔵 裏の 下座 敷であった。 宵の 勤行 も 

済んだ と 見えて、 給仕 は 白い 着物 を 着た 子 坊主が して 

舆れ た。 五分 心の 灯 は 香の 煙に 交る 夜の 空気 を 照らし 

て、 高い 天井の 下 を おもしろく 見せる。 古 壁に 懸けて 

ある 黄な 法衣 は 多分 住職の 着る もので あらう。 変った 

室内の 光景 は 三人の 注意 を 引いた。 就中、 銀 之 助は克 

く 笑って、 其 高い 声が 台所 迄 も 響く ので、 奥様 は 若い 

人達の 話 を 聞かずに 居られなかった。 終に はお 志 保 

まで も 来て、 奥様の 傍に 倚 添 ひ 乍ら 聞いた。 

急に 文 平 は 快活ら しくな つた。 妙に 婦人の 居る 席で 


は 熱心になる のが 是 男の 性分で、 一 一階に 三人で 話した 

時から 見る と、 この 下座 敷へ 来てから は 声の 調子が 違 

あいけ う  す. >■  ひとみ 

つた。 天性 愛嬌の ある 上に、 清し ぃ艷の ある 眸を輝 

かし 乍ら、 興に 乗って よも やまの 話 を 初めた 時 は、 確 

に 面白い 人 だと 思 はせ た。 文 平 はまた、 時々 お 志 保の 

方 を 注意して 見た。 お 志 保 は 着物の 前を搔 合せたり、 

垂れ 下る 髪の毛 を撫 付けたり して、 人々 の 物語に 耳 を 

傾けて 居た ので ある。 

や 力 

銀 之 助 はそんな ことに 頓着な しで、 纏て 思 出した や 

うに、 

わたしども  あなたがた 

『たしか 吾 儕の 来る 前の 年でした な あ、 貴方 等の 卒 


業 は。』 

斯う 言って お 志 保の 顔 を 眺めた。 奥様 も 娘の 方へ 振 

向いた。 

『は あ。』 と 答へ た 時 は 若々 しい 血潮が 遽 にお 志 保の 

は ぢ  ひとし ほお もばせ 

頰に 上った。 そのす こし 羞恥 を 含んだ 色 は 一層 容貌 を 

娘ら しくして 見せた。 

『卒業生の 写真が 学校に 有ます がね、』 と 銀 之 助 は 笑 

あの ころ  みん 

つて、 『彼 頃から 見る と、 皆な 立派な 姉さんに 成り まし 

わたしども  は な 

たな あ —— どうして 吾 儕が 来た 時分に は、 まだ 鼻渎 

を 垂らして る やうな 連中 もあった ッ けが。』 

あ ふ  あか 

楽しい 笑声 は 座敷の 内に 溢れた。 お 志 保 は 紅くな つ 


た。 斯うい ふ 間に も、 独り 丑 松 は 洋燈の 火影に 横にな 

つて、 何 か 深く 物を考 へて 居た ので ある。 

(五) 

『ねえ、 奥様。』 と 銀 之 助が 言った。 『瀬 川 君 は 非常に 

沈んで 居ます ねえ。』 

さやう  かし 

『左様 さ —— 』 と 奥様 は 小首 を 傾げる。 

『一昨々 日、』 と 銀 之 助 は 丑 松の 方 を 見て、 『君が 斯の 

お 寺へ 部屋 を 捜しに 来た 日 だ —— ホラ、 僕が 散歩して 

でつく は  あのと き 

ると、 丁度 本 町で 君に 遭遇した らう。 彼 時の 君の 考へ 


込んで 居る 様子と 言 つ たら —— 僕 は 暫時 そ， J に 突立 つ 

て、 君の 後 姿 を 見送って、 何とも 言 ひ 様の 無い 心地が 

したねえ。 君 は 猪 子 先生の 「懺悔 録」 を 持って 居た。 

其 時 僕 は 左様 思った。 あ、、 また 彼の 先生の 書いた も 

の なぞ を 読んで、 神経 を 痛めなければ 可が な あと。 

彼 様い ふ 本 を 読む の は、 君、 可くない よ。』 

『何故？』 と 丑 松 は 身 を 起した。 

『だって、 君、 あまり 感化 を 受ける の は 可くない から 

サ。』 

『感化 を 受けた つても 可 いぢ やない か。』 

『そり や あ 好い 感化なら 可い けれども、 悪い 感化 だか 


ら 困る。 見た まへ、 君の 性質が 変って 来たの は、 彼の 

先生の もの を 読み出して からだ。 猪 子 先生 は 穢多 だか 

ら、 彼 様い ふ 風に 考へ るの も 無理 は 無い。 普通の 人間 

に 生れた ものが、 なにも 彼の 真似 を 為なくても よから 

あれほど 

う —— 彼程 極端に 悲 まなくて もよ からう。』 

『では、 貧民と か 労働者と か 言 ふやうな ものに 同情 を 

寄せる の は 不可と 言 ふの かね。』 

『不可と 言 ふ 訳で は 無い よ。 僕 だっても、 美しい 思想 

だと は 思 ふさ。 しかし、 君の やうに、 左様 考へ 込んで 

了っても 困る。 何故 君 は 彼 様い ふ ものば かり 読む のか 

ね、 何故 君 は 沈んで ばかり 居る のかね II 一体、 君 は 


今 何を考 へて 居る のかね。』 

『僕 かい？ 別に 左様 深く 考 へても 居ない さ。 君 等の 

考 へる やうな 事し か考 へて 居ない さ。』 

『でも 何 か ある だら う。』 

『何かと は？』 

『何 か 原因がなければ、 そんなに 性質の 変る 害が 無 

い。』 

『僕 は是で 変った かねえ。』 

まる で  あ 

『変った とも。 全然 師範 校 時代の 瀬 川 君と は 違 ふ。 彼 

の 時分 は 君、 ずっと 快活な 人だった あね。 だから 僕 は 

斯う 思 ふ ん だ —— 元来 君は欝 いでば かり 居る 人ぢ や 無 


い。 唯 あま リ考へ 過ぎる。 もうす こし 他の 方面へ 心 を 

向ける とか、 何とかして、 自分の 性質 を 伸ばす やうに 

ど う  こな ひだ 

為たら 奈何 かね。 此 頃から 僕 は 言 はう/ \ と 思 つて 居 

た。 実際、 君の 為に 心配して 居 るんだ。 まあ 身体の 具 

合で も 悪い やうなら、 早く 医者に 診せ て、 自分で 自分 

を 救 ふやう に 為る が可ぢ やない か。』 

しばらく  しん 

暫時 座敷の 中 は 寂と して 話 声が 絶えた。 丑 松 は 何 か 

思 出した ことがあ ると 見え、 急に 喪心した 人の やうに 

ばう ぜん 

成って、 茫然と して 居た が。 やがて 気が付いて 我に 帰 

つた 頃 は、 顔色が すこし 蒼 ざめ て 見えた。 

『どうしたい、 君 は。』 と 銀 之 助 は 不思議 さう に 丑 松の 


顔 を 眺めて、 『は、、、、、 妙に 黙って 了った ねえ。』 

『ま ゝ、 ゝゝ ォ、 ゝゝ、 コ 

まぎら は 

と 丑 松 は 笑 ひ 紛 して 了った。 銀 之 助 も 一 緒に なつ 

て 笑った。 奥様と お 志 保 は 二人の 顔 を 見比べて、 熱心 

に 聞き惚れて 居た ので ある。 

『土 屋君は 「懺悔 録」 を 御 読みでした か。』 と 文 平 は 

談話 を 引取った。 

い 、え  ま 

『否、 未だ 読んで 見ません。』 斯う 銀 之 助 は 答へ た。 

『何 か 彼の 猪 子と いふ 先生の 書いた もの を 御覧でした 

か —— 私 は 未だ 何にも 読んで 見な いんです が。』 

『左様です な あ、 僕の 読んだ の は 「労働」 とい ふ もの 


と、 それから 「現代の 思潮と 下層社会」 —— あれ を 瀬 

川 君から 借りて 見ました。 なか/ \ 好い ところが 有ま 

すよ、 力の ある 深刻な 筆で。』 

『 一 体 彼の 先生 は 何処 を 出た 人なん です か。』 

『たしか 高等 師範でした らう。』 

『斯うい ふ 話 を 聞いた ことが 有ました ッけ。 彼の 先生 

が 長 野に 居た 時分、 郷里の 方で も 兎に角 彼 様い ふ 人 を 

穏 多の 中から 出した の は 名誉 だと 言 つて、 講習に 頼ん 

ださう です。 そこで 彼の 先生が 出掛けて 行った。 する 

と 宿屋で 断られて、 泊る 所が 無かった とか。 其 様な こ 

とが 面白くなくて 長 野 を 去る やうに なった、 なんて I 


I まあ、 師範 校 を 辞めてから、 彼の 先生 も 勉強し たん 

でせ う。 妙な 人物が 新 平民 なぞの 中から 飛 出した もの 

ですな あ。』 

『僕 も 其 は 不思議に 思って る。』 

『彼 様な 下等 人種の 中から、 兎に角 思想界へ 頭 を 出し 

たなんて、 奈何しても 私に は 其 理由が 解らない。』 

『しかし、 彼の 先生 は 肺病 だと 言 ふから、 あるひ は 其 

病気の 為に、 彼処まで # つ たもの かも 知れません。』 

『へえ、 肺病です か。』 

『実際 病人 は 真面目です からな あ。 「死」 とい ふ 奴 を 

めの まへ  しょっちゅう 

眼前に 置いて、 平素 考 へて 居 るん ですからな あ。 彼 


の 先生の 書いた もの を 見ても、 何となく 斯う 人に 迫る 

やうな ところが ある。 あれが 肺病 患者の 特色です。 ま 

あ 彼の 病気の 御蔭で 豪く 成った 人 はいくら も ある。』 

『は、、、、、 土屋 君の 観察 は 何処迄も 生理的 だ。』 

『いや、 左様 笑った もので も 無い。 見た まへ、 病気 は 

一 種の 哲学者 だから。』 

『して 見る と、 穩 多が 彼 様い ふ もの を 書く んぢゃ 無い、 

病気が 書かせ るんだ —— 斯う 成ります ね。』 

『だって、 君、 左様 釈 るより 外に 考へ様 は 無 いぢ やな 

い か —— 唯 新 平民が 美しい 思想 を 持 つと は 思 はれない 

ぢ やない か —— は、 、 、 、。』 


斯うい ふ 話 を 銀 之 助と 文 平と が 為して 居る 間、 丑 松 

は 黙って、 洋燈の 火 を 熟視め て 居た。 自然と 外部に 表 

れる 苦悶の 情 は、 頰の 色の 若々 しさに 交って、 一層 そ 

の 男らしい 容貌 を沈欝 にして 見せた ので ある。 

茶が 出てから、 三人 は 別の 話頭に 移った。 奥様 は 旅 

先の 住職の 噂 なぞ を 始めて、 客の 心 を 慰める。 子坊 

主 は 隣の 部屋の 柱に 凭れて、 独りで 舟 を 漕いで 居た。 

台所の 庭の 方から、 遠く 寂しく 地 響の やうに 聞え る は、 

庄 馬鹿が 米 を 春く 音で あらう。 夜 も 更けた。 


おさ 

友達が 帰った 後、 丑 松 は 心の 激昂 を 制へ きれないと 

いふ 風で、 自分の 部屋の 内 を 歩いて 見た。 其 日の 物語、 

あの 二人の 言った 言葉、 あの 二人の 顔に 表れた 微細な 

むな じ、 ふ る 

感情まで 思 出して 見る と、 何となく 胸 肉の 戦慄へ る や 

うな 心地が する。 先輩の 侮辱され たとい ふこと は、 第 

一 口惜しかった。 賤民 だから 取る に 足らん。 斯うい ふ 

無法な 言 草 は、 唯考 へて 見た ばかりで も、 腹立たしい。 

わ だか まリ 

あ、、 種族の 相違と いふ 屛擋の 前に は、 いかなる 熱い 

てつつ ゐ 

涙 も、 いかなる 至情の 言葉 も、 いかなる 鉄槌の やうな 

猛烈な 思想 も、 それ を 動かす 力 は 無い ので あらう。 多 


くの 善良な 新 平民 は 斯うして 世に 知られずに 葬り去ら 

る 、 ので ある。 

斯の 思想に 刺激され て、 寝床に 入って から も 丑 松 は 

眠らなかった。 目 を 開いて、 頭 を 枕に つけて、 種々 に 

自分の 一生 を考 へた。 鼠が 復た 顕れ た。 畳の 上 を 通る 

なほ/ \ 

其 足音に 妨げられて は、 猶々 夢 を 結ばない。 一旦 吹 消 

つ  まくらもと 

した 洋燈を 細目に 点けて、 枕頭 を 明く して 見た。 暗 

ち ひさ  はし こ 

い 部屋の 隅の 方に 影の やうに 動く 小 な 動物の 敏捷 さ、 

人 を 人と も 思 はず、 長い 尻尾 を 振り 乍ら、 出たり 入つ 

たりす る 其 有様 は、 憎らしく も ぁリ、 を かしく も あり ■ 

さびし さ 

『き、 き』 と 鳴く 声 は斯の 古い 壁の 内に 秋の 夜の 寂寥 を 


添へ るので あった。 

それから それへ と 丑 松は考 へた。 一 つと して 不安に 

思 はれない ものはなかった。 深く 注意した 積り の 自分 

の 行為が、 反って 他に 疑 はれる やうな ことに 成らう と 

は —— まあ、 考 へ れば考 へ る ほど 用意が 無 さ 過ぎた。 

何故、 あの 大日 向が 鷹匠 町の 宿から 放逐され た 時に、 

自分 は 静止と して 居なかった らう。 何故、 彼 様に 泡 を 

食って、 斯の 蓮華 寺へ 引越して 来たらう。 何故、 あの 

猪 子 蓮 太郎の 著述が 出る 度に、 自分 は 其 を 誇り顔に 

ふいち やう 

吹聴した らう。 何故、 彼 様に 先輩の 弁護 をして、 何 か 

斯う 彼の 先輩と 自分との 間に は 一 種の 関係で も ある や 


ひと  あ . - 

うに 他に 思 はせ たらう。 何故、 彼の 先輩の 名前 を 彼 様 

ひと 

他の 前で 口に 出したら う。 何故、 内証で 先輩の 書いた 

もの を 買はなかった らう。 何故、 独りで 部屋の 内に 隠 

れて、 読みたい 時に 密と 出して 読む とい ふ 智慧が 出な 

かったら う。 

まとまり 

思 ひ 疲れる ばかりで、 結局 は 着かなかった。 

しとね  ふる  はんもん 

一夜 は 斯うい ふ 風に、 褥の 上で 慄 へたり、 煩悶した 

さまよ  あくるひ 

りして、 暗い ところ を 彷徨った ので ある。 翌日に なつ 

て、 いよく 丑 松 は 深く 意 を 配る やうに 成った。 

すぎさ  もう  これ  さき 

過去った 事 は 最早 仕方が無 いとして、 是 から 将来 を 用 

心しよう。 蓮 太 郎の名 —— 人物 —— 著述 —— 一切、 彼 


ひと 

の 先輩に 関した こと は 決して 他の 前で 口に 出すまい。 

斯う 用心す る やうに 成った。 

いましめ  しみ ん-、 \  _ た 

さあ、 父の 与へ た 戒 は 身に 染々 と徹 へて 来る。 『隠 

いきしに 

せ』 —— 実に それ は 生死の 問題 だ。 あの 仏 弟子が 墨染 

の 衣に 守り 窶れる 多くの 戒も、 是 のー戒 に比べて は、 

I すそ 何でもない。 祖師 を 捨てた 仏 弟子 は、 堕落と 言 は 

れて 済む。 親 を 捨てた 穢多の 子 は、 堕落でなくて、 零 

うちあ 

落で ある。 『決して それと は 告白け るな』 と は 堅く 父 

も 言 ひ 聞かせた。 これから 世に出て 身 を 立てよう とす 

る ものが、 誰が 好んで 告白け る やうな 真似 を 為よう。 

丑 松 も 漸く 二十 四 だ。 思へば 好い年 齢 だ。 


噫。 いつまでも 斯うして 生きたい。 と 願へば 願 ふ ほ 

ど、 余計に 穢多と しての 切ない 自覚が 湧き上る ので あ 

る。 現世の 歓楽 は 美しく 丑 松の 眼に 映 じて 来た。 たと 

へ 奈何なる 場合が あらう と、 大切な 戒 ばかり は 破る ま 

いと 考 へた。 


第 四 章 

( 一 ) 


郊外 は 収穫の 為に 忙しい 時節であった。 農夫の 群 は 

いづれ も 小屋 を 出て、 午後の 労働に 従事して 居た。 田 

も  もうす つか リ  まきつ 

の 面の 稲 は 最早 悉皆 刈り 乾して、 すでに 麦 さへ 蒔 付け 

ひと、 せ  むくい 

たと ころもあった。 一年の 骨折の 報酬 を 収める の は 今 

である。 雪の 来ない 内に 早く。 斯うして 千 曲 川の 下流 

あだか も  ありさま 

に 添 ふ 一 面の 平野 は、 宛然、 戦場の 光景であった。 

其 日、 丑 松 は 学校から 帰る と 直に 蓮華 寺 を 出て、 

ふだん  とリ かへ  めあて 

平素の 勇気 を 回復す 積り で、 何処へ 行く とい ふ 目的 も 

無しに 歩いた。 新 町の 町 はづれ から、 枯々 な 桑 畠の 間 

を 通って、 思 はず 斯の 郊外の 一角へ 出た ので ある。 積 

上げた 『藁に よ』 の片 蔭に 倚 凭って、 霜枯れた 雑草の 


上に 足を投 出し 乍ら、 肺の 底まで も 深く 野の 空気 を 吸 

いきかへ  こ、 ろ もち 

入れた 時 は、 僅に 蘇生った やうな 心地に なった。 見 

れば 男女の 農夫。 そこに 親子、 こ、 に 夫婦、 黄に 楊る 

塵埃 を 満身に 浴びながら、 我 劣ら じと 奮闘 をつ、 V けて 

居た。 粗 を 打つ 槌の音 は 地に 響いて、 稲 扱く 音に 交つ 

て 勇し く 聞え る。 立ちのぼる 白い 煙 もところ，^。 雀 

やが 

の 群 は 時々 空に 舞 楊って、 騒し く 鳴いて、 鑣 てまた ぱ 

ッと 田の 面に 散乱れ るので あった。 

秋の 日 は 烈しく 照りつ けて、 人々 に は 言 ふに 言 はれ 

ほつ かぶ  あみがさ 

ぬ 労苦 を 与へ た。 男 は 皆な 頰 冠り、 女 は 皆な 編 笠で あ 

はしゃ 

つた。 それ はめ づ らしく 乾燥いだ、 風の 無い 日で、 汗 


は 人々 の 身体 を 流れた ので ある。 野に 満ちた 光 を 通し 

ありさま  ふ と 

て、 丑 松 は斯の 労働の 光景 を 眺めて 居る と、 不図、 

倚 凭った 『藁に よ』 の 側 を 十五ば かりの 一 人の 少年が 

通る。 日に 焼けた 額と、 柔嫩な 目 付と で、 直に 敬 之 進 

の 枠と 知れた。 省 吾と いふの が 其 少年の 名で、 丁度 

丑 松が 受 持の 高等 四 年の 生徒な ので ある。 丑 松 は 其 

かほつ き 

容貌 を 見る度に、 彼の 老朽な 教育者 を 思 出さずに は 居 

られ なかった。 

『風 間さん、 何処へ？』 

斯う 声を掛けて 見る。 

『あの、』 と 省 吾 は In 淀んで、 『母さんが 沖 (野外) に 


居 やすから。』 

『母さん？』 

『あれ 彼処に —— 先生、 あれが 吾 家の 母さんで ご は 

す。』 

と 省 吾 は 指差して 見せて、 すこし 顔 を 紅く した。 同 

僚の 細君の 噂、 それ を 丑 松 も 聞かない では 無かった が、 

めの まへ 

然し 眼前に 働いて 居る 女が 其 人と はすこし も 知らな か 

うはつ ぱリ  めくら じ ま  てっか ふ 

つた。 古びた 上 被、 茶色の 帯、 盲目 縞の 手 甲、 編 笠に 

日 を 避けて、 身体 を 前後に 動かし 乍ら、 錯々 と 稲の 穂 

こきおと  つよ 

を 扱 落して 居る。 信 州 北部の 女 は いづれ も 強健い 気象 

の ものば かり。 克く 働く ことに 掛けて は 男子に も 勝る 


程で あるが、 教員の 細君で 野 面にまで 出て、 烈しい 気 

候 を 相手に 精出す もの も 鮮少い。 是も 境遇から であら 

う、 と 憐んで 見て 居る うちに、 省 吾 はまた 指差して、 

彼の 槌を振 上げて 粗 を 打つ 男、 彼 は 手伝 ひに 来た 旧 

からの 出入の もので、 音 作と いふ 百姓で あると 話した。 

母と 彼 男との 間に、 箕を 高く 頭の 上に 載せ、 少許づ つ 

粗 を 振 ひ 落して 居る 女、 彼 は 音 作の 『おかた』 (女房) 

であると 話した。 丁度 其 女房が 箕を 振る 度に、 空 殻の 

まこ リ 

塵 が舞揚 つ て、 人々 は 黄色い 烟を 浴びる やうに 見えた。 

省 吾 はまた、 母の 傍に 居る 小娘 を 指差して、 彼が 異母 

の 妹のお 作で あると 話した。 


いくた リ 

『君の 兄弟 は 幾人 あるの かね。』 と 丑 松 は 省 吾の 顔 を 

ま ち 

熟視り 乍ら 尋ねた。 

『七 人。』 とい ふ 省 吾の 返事。 

『随分 多勢 だね え、 七 人と は。 君に、 姉さんに、 尋常 

科の 進さん に、 あの 妹に —— それから？』 

『まだ 下に 妹が 一 人と 弟が 一 人。 一 番 年長の 兄さん は 

兵隊に 行って 死に やした。』 

『む、 左様です か。』 

『其 中で、 死んだ 兄さんと、 蓮華 寺へ 貰 はれて 行き や 

した 姉さんと、 私と II これ だけ 母さんが 違 ひやす。』 

『そんなら、 君 やお 志 保さん の 真実の 母さん は？』 


『最早 居 やせん。』 

斯うい ふ 話 をして 居る と、 不図 継母の 呼 声 を 聞きつ 

けて、 ぶいと 省 吾は艇 出して 行って 了った。 

(二) 

『省 吾 や。 お前 はま あ 幾 歳に 成ったら 御手 伝 ひする 積 

リ だよ。』 と 言 ふ 細君の 声 は 手に 取る やうに 聞え た。 

おそ 

省 吾 は 継母 を懼れ ると いふ 様子して、 ぉづ くと 其 前 

に 立った ので ある。 

『考 へて 見な、 もう 十五 ぢ やねえ か。』 と 怒 を 含んだ 細 


君の 声 は復た 聞え た。 『今日は 音さん まで 御 頼 申して、 

斯うして 塵埃 だらけに 成って 働け て 居る のに、 それが 

お前の 目に は 見えね え かよ。 母さんが 言 はねえ だって • 

さっさと 学校から 帰って来て、 直に 御手 伝 ひする のが 

あた リま へ  まいな ごと 

当然 だ。 高等 四 年に も 成って、 未だ 皇螽 捕りに 夢中 

に 成って るなん て、 其 様な ものが 何処に ある —— 与太 

坊主め。』 

見れば 細君 は 稲 扱く 手 を 休めた。 音 作の 女房 も 振 返 

つて、 気の毒 さう に 省 吾の 顔 を 眺め 乍ら、 前掛を X 直 

したり、 身体の 塵埃 を 掃ったり して、 鱸て 顔に 流れる 

膏汗を 拭いた。 筵の 上の 粗 は 黄な 山 を 成して 居る。 


音 作 も 亦た 槌の 長柄に 身 を 支へ て、 うんと 働いた 腰 を 

延ばして、 濃く 青い 空気 を 呼吸した。 

『これ、 お 作 や。』 と 細君の 児 を 叱る 声が 起った。 『ど 

うして 其 様な 悪戯す るんだ い。 女の 児 は 女の 児ら しく 

ほんと 

する もんだ ぞ。 真個に、 どいつ もこい つも 碌な もの は 

あり や あしね え。 自分の 子ながら 愛想が 尽きた。 見ろ 

まあ、 進 を。 お前 達 二人より 余程 御手 伝 ひする。』 

あす 

『あれ、 進 だって 遊んで 居 やすよ。』 とい ふの は 省 吾の 

声。 

『なに、 遊んで る？』 と 細君 はすこし 声 を 震 はせ て、 

さ つき 

『遊んで る もの か。 先刻から 御子 守 をして 居 やす。 


其 様な お前の やうな 役に立たず ぢ やねえ よ。 ちょ ッ、 

何 ぞと言 ふと、 直に 口答へ だ。 父さんが 過多 甘やかす 

ちっと 

もんだ から、 母さんの 言 ふ - 」 と なぞ 少許も 聞き や し ね 

え。 真個に 図太い 口の 利き やう を 為る。 だから 省 吾 は 

嫌 ひさ。 すこし 是 方が 遠慮して 居れば、 何処迄い、 気 

きっと 

に 成る か 知れ やしね え。 あ、 必定 また 蓮華 寺へ 寄って、 

姉さんに 何 か 言付けて 来たんだ らう。 それで 斯様に 遅 

くな つたんだ らう。 内証で 隠れて 行って 見ろ —— 酷い 

ぞ。』 

どうか  こんち 

『奥様。』 と 音 作 は 見兼ねた らしい。 『何卒 まあ、 今日 

のと ころ は、 私に 免じて 許して 下さる やうに。 ない (な 


あと 同じ 農夫の 言葉)、 省 吾さん、 貴方 も それ ぢゃ いけ 

やせん。 母さんの 言 ふこと を 聞かね え やうな ものなら ■ 

私 だって 提棒 (仲裁) に 出る の はもう 御免 だから。』 

音 作の 女房 も 省 吾の 側へ 寄って、 軽く 背 を 叩いて 

私語いた。 纏て 女房 は 其 手に 槌の 長柄 を 握らせて、 『さ 

あ、 御手 伝 ひしゃす よ。』 と 亭主の 方へ 連れて行った。 

『どれ、 始めず か (始めよう か)。』 と 音 作 は 省 吾 を 相手 

にし、 槌を 振って 籾 を 打ち 始めた。 『ふむ、 よう。』 の 

掛声 も 起る。 細君 も、 音 作の 女房 も、 復た 仕事に 取懸 

つた。 

図らず 丑 松 は 敬 之 進の 家族 を 見た ので ある。 彼の 可 


憐な 少年 も、 お 志 保 も、 細君の 真実の 子で は 無い とい 

ふこと が 解った。 夫の 貧 を 養 ふとい ふ 心から、 斯うし 

て 細君が 労苦して 居る とい ふこと も 解った。 五 人の子 

の 重荷と、 不幸な 夫の 境遇と は、 細君の 心 を 怒り 易く 

感じ 易く させた とい ふこと も 解った。 斯う 解って 見る 

と、 猶々 丑 松 は 敬 之 進を憐 むと いふ 心 を 起した ので あ 

る。 

今 はすこし 勇気 を 回復した。 明 に 見、 明に 考 へる 

めの まへ ひろが 

ことが 出来る やうに 成った。 眼前に 展る 郊外の 景色 

さまん \ おも ひで 

を 眺める と、 種々 の 追憶 は 丑 松の 胸の 中を往 つたり 来 

たんぼ  わき 

たりす る。 丁度 斯うして、 田圃の 側に 寝そべり 乍ら、 


収穫の 光景 を 眺めた 彼の 無邪気な 少年の 時代 を 憶 出し 

た。 烏帽子 一 帯の 山脈の 傾斜 を 憶 出した。 其 傾斜に 連 

なる 田 畠と 石垣と を 憶 出した。 茅萱、 野菊、 其 他 種々 

な 雑草が 霜 葉 を 垂れる 畦 道 を 憶 出した。 秋風が 田の 面 

を 渡って 黄な 波 を 揚げる 頃 は、 皇螽を 捕ったり、 野鼠 

を 追 出したり して、 夜 はまた 炉辺で 狐と 狢が人 を 化 

かした 話、 山家で 言 ひ はやす 幽霊の 伝説、 放縦な 農夫 

の 男女 の 物語 なぞ を 聞いて、 余念 もな く 笑 ひ 興じた 

こと を 憶 出した。 あ、、 穏 多の 子と いふ 辛い 自覚の 味 

を 知らなかった 頃 —— 思へば 一 昔 —— 其 頃と 今と は 全 

く 世 を 隔てた かの 心地が する。 丑 松 はまた、 あの 長 野 


の 師範 校で 勉強した 時代の こと を 憶 出した。 未だ 世の 

中 を 知らなかった ところ からして、 疑 ひもせ ず、 疑 は 

れ もせず、 他と 自分と を 同じ やうに 考 へて、 笑ったり 

騒いだり した こと を 憶 出した。 あの 寄宿舎の 楽しい 窓 

を 憶 出した。 舎監の 赤い 髭 を 憶 出した。 食堂の 麦飯の 

香 を 憶 出した。 よく 阿弥陀の 閽に 当って、 買 ひに 行 

つた 門前の 菓子屋の 婆さんの 顔 を 憶 出した。 夜の 休息 

を 知らせる 鐘が 鳴り渡って、 鱸て 見廻り に 来る 舎監の 

靴の 音が 遠く 廊下に 響く とい ふ 頃 は、 沈まり かへ つて 

居た 朋輩が 復た起 出して、 暗い 寝室の 内で 雑談に 耽つ 

たこと を 憶 出した。 終に は 往生 寺の 山の 上に 登って、 


かる かや  ほと リ  お ほき 

I 刈萱の 墓の 畔 に 立ち 乍ら、 大 な 声 を 出して 呼び 叫ん 

ぁリ さま 

だ 時代の こと を 憶 出して 見る と —— 実に 一 生の 光景 は 

おも ひで  かなしみ 

変り はてた。 楽しい 過去の 追憶 は 今の 悲傷 を 二重に し 

て 感じさせる。 『あ、、 あ、、 奈何して 俺 は 斯様に 

うたが ひ か 

猜疑 深くな つたら う。』 斯う 天 を 仰いで 歎息した。 急に、 

意外な ところに 起る 綿の やうな 雲 を 見つけて、 しばら 

く 丑 松 は それ を 眺め 乍ら 考 へて 居た が、 思 はず 知らず 

疲労が 出て、 『藁に よ』 に 倚 凭った ま、 寝て 了った。 

(三) 


ふと 眼 を 覚まして 四辺 を 見廻した 時 は、 暮色が 最早 

迫って 来た。 向 ふの 田の 中の 畦 道 を 帰って 行く 人々 も 

見える。 荒 くれた 男女の 農夫 は 幾 群 か 丑 松の 側 を 通り 

抜けた。 鍬 を 担いで 行く もの も あり、 俵 を 背負って 行 

くもの も あり、 中には 乳呑児 を 抱擁へ 乍ら 足早に 家路 

を さして 急ぐ の もあった。 秋の 一 日の 烈しい 労働 は 

漸 く 終 を 告げた ので ある。 

まだ 働いて 居る もの もあった。 敬 之 進の 家族 も 急い 

で 働いて 居た。 音 作 は 腰 を 曲め、 足に 力を入れ、 重い 

俵 を 家の 方へ 運んで 行く。 後に は 女 二人と 省 吾ば か 

り 残って、 S を 振ったり、 それ を 俵へ 詰めたり して 居 


た。 急に 『かあさん、 かあさん。』 と 呼ぶ 声が 起る。 見 

れば省 吾の 弟、 泣いて 反 返る 児 を 背負 ひ 乍ら、 一 人の 

妹 を 連れて 母親の 方へ 艇 寄った。 『お、、 お、。』 と 細 

く は 

君 は 抱 取って、 乳房 を 出して 銜 へさせて、 

『進 や。 父さん は 何して るか、 お前 知らね え かや。』 

『俺 知ん ねえよ。』 

じゅばん  まぶち 

『あ、。』 と 細君 は 襦拌の 袖口で e を 押 拭 ふやう に 見 

えた。 『父さんの こと を考 へる と、 働く 気 もな にも 失 

くな つて 了 ふ — 』 

『母さん、 作 ちゃんが。』 と 進 は 妹の 方 を 指差し 乍ら 叫 

んだ。 


『あれ。』 と 細君 は 振 返って、 『誰 だい 其 袋 を 開けた も 

の は —— 誰 だ い 母さんに 黙 つて 其 袋 を 開けた もの は。 』 

『作ち やん は 取って 食 ひやした。』 と 進の 声で。 

『真実に 仕方が無い ぞい II 彼 娘 は。』 と 細君 は 怒気 

を 含んで、 『其 袋 を へ 持って来な —— これ、 早く 持つ 

て 来ね え かよ。』 

お 作 は 八 歳ば かりの 女の 児。 麻の 袋 を 手に 提げた 儘、 

母の 権 幕 を 畏れて 進み かねる。 『母さん、 お M な。』 と 

進 も 他の 子供 も 強請み 付く。 省 吾 も 其と 見て、 母の 傍 

へ艇 寄った。 細君 はお 作の 手から 袋 を 奪取る やうに し 

て、 


『どれ、 見せな —— そいった ッて も、 まあ、 情ない。 

さっき  おとな 

道理で 先刻から 穏順 しいと 思った。 すこし 母さんが 見 

て 居ない と、 直に 斯様な 真似 を 為る。 黙って 取って 食 

ぬす ッと 

ふやうな もの は、 泥棒 だ ぞい —— 盗人 だ ぞい —— ちょ 

そ ん  こんじ や-つ 

ッ、 何処へ でも 勝手に 行って 了へ、 其 様な 根性 の 奴 は 

最早 母さんの 子ぢ やねえ から。』 

つめた おやき 

斯う 言って、 袋の 中に 残る 冷い 焼餅ら しい もの を 

取 出して、 細君 は 三人の 児に 分けて 呉れた。 

『母さん、 俺に も。』 とお 作 は 手 を 出した。 

『何 だ、 お前 は。 自分で 取って 食って 置き 乍ら。』 

『母さん、 もう 一 つお 異な。』 と 省 吾は訴 へる やうに、 


『進に は 二つ 呉れて、 私に は 一 つし か舆 ねえ だもの。』 

『お前 は 兄さん ぢ やねえ か。』 

『進に は 彼 様な 大 いの を 呉れて。』 

『嫌なら、 廃し な、 さあ 返しな —— 機嫌 克 くして 母 さ 

んの 呉れる もの を 貰った 例 はねえ。』 

やが  おやき 

進 は 一 っ頰 張り 乍ら、 鱸て 一 つの 焼餅 を 見せびらか 

す やうに して、 『省 吾の 馬鹿 —— やい、 やい。』 と 呼ん 

だ。 省 吾 は 忌々 1 とい ふ 様子。 いきなり 艇 寄って、 弟 

にぎりこぶし  あた リ 

の 頭 を 握 拳で 打つ。 弟 も 利かない 気。 兄の 耳の 辺 

を 打ち返した。 二人の 兄弟 は 怒の 為に 身 を 忘れて、 互 

けもの  あらそ ひ 

に 肩を聳 して、 丁度 野獣の やうに 格闘 を 始める。 音 作 


の 女房が 周章て、 二人 を 引分けた 時 は、 兄弟と もに 大 

な 声 を 揚げて 泣 叫ぶ のであった。 

き やう だいげん くわ 

『どうして まあ 兄弟喧嘩 を 為 るんだ ねえ。』 と 細君 は 

さ う  はた  も う 

怒って、 『左様お 前 達に 側で 騒がれる と、 母さん は 最早 

ちが 

気が狂 ひさう に 成る。』 

ぁリ さま 

斯の 光景 を 丑 松 は 『藁に よ』 の 蔭に 隠れ 乍ら 見て 居 

た。 様子 を 聞けば 聞く ほど 不幸な 家族 を憐 まずに は 居 

られ なくなる。 急に 暮鐘の 音に 驚かされて、 丑 松 は 其 

処を 離れた。 

寂しい 秋晚の 空に 響いて、 また 蓮華 寺 の 鐘の 音が 起 

つかれ ねぎら 

つた。 それ は 多くの 農夫の 為に、 一 日の 疲労 を犒ふ 


やうに も、 楽しい 休息 を 促す やうに も 聞え る。 まだ 

野に 残って 働いて 居る 人々 は、 いづれ も 仕事 を 急ぎ 初 

ゆ ふ もや  ちく まが は  こ  かう しゃ ざん 

めた。 今 は 夕靄の 群が 千 曲 川の 対岸 を 籠め て、 高 社 山 

こげちゃ 

一 帯の 山脈 も 暗く 沈んだ。 西の 空 は 急に 深い 焦 茶色に 

変った かと 思 ふと、 やがて 落ちて 行く 秋の 日が 最後の 

反射 を 田の 面に 投げた。 向 ふに 見える 杜も、 村落 も、 

遠く 暮色に 包まれて 了った ので ある。 あ、、 何の 煩 ひ 

も 思 ひ 傷む - J と も 無く て、 斯うい ふ 田園の 景色 を 賞す 

る ことが 出来たなら、 どんなに か 青春の 時代 も 楽しい 

もので あらう。 丑 松が 胸の 中に 戦 ふ 懊悩 を 感ずれば 感 

そと  ぃキ. I  /\  し 

ずる 程、 余計に 他界の 自然 は活々 として、 身に 染みる 


やうに 思 はる、。 南の 空に は 星 一 っ顕れ た。 その 

おごそか 

青々 とした 美しい 姿 は、 一層 夕暮の 眺望 を 森厳に して 

見せる。 丑 松 は 眺め 入り 乍ら、 自分の 一 生を考 へて 歩 

いた。 

『しかし、 其が 奈何した。』 と 丑 松 は 豆 畠の 間の 細道へ 

は げ 

さし か、 つた 時、 自分で 自分 を激厲 ます やうに 言った- 

ひと リ  ひと 

『自分 だって 社会の 一 員 だ。 自分 だって 他と 同じ やう 

に 生きて 居る 権利が あるの だ。』 

かんが へ 

斯の 思想に 力 を 得て、 鱸て 帰り かけて 振 返って 見た 

時 は、 まだ 敬 之 進の 家族が 働いて 居た。 二人の 女が 冠 

ほのじろ  ひやん \ 

つた 手拭 は 夕闇に 仄白く、 槌の音 は 冷々 とした 空気に 


響いて、 『藁 を 集めろ』 など、 いふ 声 も幽に 聞え る。 

こちら 

立って 是方を 向いた の は 省 吾 か。 今 は 唯 動いて 居る 暗 

い 影 かとば かり、 人々 の 顔 も 姿 も 判らない 程に 暮れた。 

(四) 

『おつかれ』 (今晩は) と 逢 ふ 人 毎に 声を掛け るの は 山 

たそがれ なら はし 

家の 黄昏の 習慣で ある。 丁度 新 町の 町 は づれへ 出て、 

帰って 行く 農夫に 出逢 ふ 度に、 丑 松は斯 挨拶 を 交換し 

うち 

た。 一 ぜんめ し、 御 休 所、 笹屋、 として ある 家の 前で、 

また 『おつかれ』 を 繰返した が、 其 は 他の 人で もない、 


例の 敬 之 進であった。 

『お、、 瀬 川 君 か。』 と 敬 之 進 は 丑 松 を 押 留める やうに 

して、 『好い 処で 逢った。 何時か 一度 君と ゆっくり 話 

したいと 思って 居た。 まあ、 左様 急がんで もよ からう。 

つきあ 

今夜 は 我輩に 交際って 呉れても よから う。 斯うい ふ処 

で 話す の も 亦た 一興 だ。 是非、 君に 聞いて 貰 ひたい こ 

とも あるんだ から —— 』 

斯う 您慂 されて、 丑 松 は 敬 之 進と 一 緒に 笹屋の 入口 

の 敷居 を 跨いで 入った。 昼 は 行商、 夜 は 農夫な どが 

疲労 を 忘れる のは茲 で、 大な炉 に は 『ぼや』 (雑木の 枝) 

の 火が 赤々 と 燃 上った。 壁に 寄せて 古 甕の いくつか 並 


ベて ある は、 地酒が 溢れて 居る ので あらう。 今 は 農家 

は 忙しい 時季で、 長く 御輿 を 座 ゑる もの も 無い。 一人 

わら ぢ ばき ま、 

の 農夫が 草鞋 穿の 儘、 ぐいと 『て ッぱ』 (こつぶ 酒) を 

引 掛けて 居た が、 驢て其 男の 姿 も 見え なくなって、 

ろばた  も の 

炉辺 は 唯 二人の 専有と なった。 

『今晩は 何に いたし やせう。』 と 主婦 は炉の 鍵に 大鍋 

けんちん 

を 懸け 乍ら 尋ねた。 『油 汁なら 出来 やすが、 其ぢ やい 

け やせん か。 河で 捕れた 鰍 も ご はす。 鰍で も 上げ や 

せう かな あ。』 

『鰍？』 と 敬 之 進 は 舌 なめずりして、 『鰍、 結構 —— そ 

れに、 油 汁と 来て は堪 へられない。 斯うい ふ 晚は暖 い 


物に 限ります からね。』 

敬 之 進 は 酒 慾の 為に 慄 へて 居た。 素面で 居る 時 は、 

からもう 元気の 無い 人で、 言葉 も すくなく、 病人の や 

うに 見える。 五十の 上 を 一 つか 二つ も 越したら うか、 

年の 割合に は老 たとい ふで も 無く、 まだ 髪 は 黒かった。 

丑 松 は 『藁に よ』 の 蔭で 見たり 聞いたり した 家族の こ 

この ひと 

と を 思 ひ 浮べて、 一 層斯 人に 親しくな つた やうな 心地 

がした。 『ぼや』 の 火 も 盛んに 燃えた。 大鍋の 中の 

けんちん ふつ く  に ほひ 

油 汁 は 沸々 と 煮立って 来て、 甘 さうな 香が 炉辺に 

みち あ ふ  かみさん  こどん ぶリ  あっかん 

満 溢れる。 主婦 は 其 を 小 丼に 盛って 出し、 酒 は熱燜 

にして、 一本 づ、 古風な 徳利 を 二人の 膳の 上に 置いた。 


『瀬 川 君。』 と 敬 之 進 は 手酌で ちび りく 始め 乍ら、 『君 

が 飯 山へ 来たの は 何時でした つけねえ。』 

『私です か。 私が 来てから 最早 足掛 三年に 成り ま 

す。』 と 丑 松 は 答へ た。 

『へえ、 其 様に 成る かねえ。 つい 此 頃の やうに しか 思 

はれない がな あ。 実に 月日の 経つ の は 早い もの さ。 い 

や、 我輩 なぞが 老 込む 害 だよ。 君 等が ずん く 進歩す 

るんだ もの。 我輩 だって、 君、 一度 は 君 等の やうな 時 

代 もあった よ。 明日 は、 明日 は、 明日 はと 思って 居る 

内に、 もう 五十と いふ 声 を 聞く やうに 成った。 我輩の 

家と 言 ふの はね、 もと 飯 山の 藩士で、 少年の 時分から 


君 侯の 御 側に 勤めて、 それから 江戸 表へ —— 丁度 

御 維新に 成る 迄。 考 へて 見れば 時勢 は 還り 変った もの 

さねえ。 変遷、 変遷 —— 見た まへ、 千 曲 川の 岸に ある 

城跡 を。 彼の 名残の 石垣が 君 等の 目に はどう 見える ね。 

つた  いちご  まと ひつ 

斯う 蔦 や 苺な どの 纏 絡いた ところ を 見る と、 我輩 は 

もう 言 ふに 言 はれない やうな 心地 になる。 何処の 城 

く はばたけ 

跡へ 行っても、 大抵 は 桑 畠。 士族と いふ 士族 は 皆な 

零落して 了った。 今日 迄踏堪 へて、 どうにか かう にか 

遣って 来た もの は、 と 言へば、 役場へ 出る とか、 学校 

へ 勤める とか、 それ 位の もの さ。 まあ、 士族 ほど 役に 

立たない もの は 無い II 実は 我輩 も 其 一 人 だが ね。 


と 敬 之 進 は 寂し さう に 笑った。 やがて 盃の酒 を 飲 乾 

して、 一寸 舌打ちして、 それ を 丑 松へ 差し 乍ら、 

『一 つ 交換と いふ ことに 願 ひませ うか。』 

『まあ、 御酌し ませう。』 と 丑 松 は 徳利 を 持 添へ て 勧め 

た。 

『それ は 不可。 上げる もの は 上げる、 頂く もの は 頂く 

サ。 え —— 君 は 斯の方 は 遣らない のかと 思った が、 な 

かくいけ ますね え。 君の 御手 並 を 拝見す るの は 今夜 

始めて だ。』 

『なに、 私の は三盃 上戸と いふ 奴なん です。』 


『鬼に 角、 斯盃は 差 上げます。 それから 君の を 頂き ま 

せう。 まあ 君 だから 斯様な こと を 御 話す るんだ が、 我 

輩 なぞ は 二十 年 も —— 左様 さ、 小学 教員の 資格が 出来 

てから 足掛 十五 年に 成る がね、 其 間 唯 同じ やうな こと 

を 繰返して 来た。 と 言ったら、 また 君 等に 笑 はれる か 

も 知れない が、 終に は 教場へ 出て、 何 を 生徒に 教 へて 

居る のか、 自分 乍ら 感覚が 無くなって 了った。 

は、、、、。 いや、 全くの 話が、 長く 教員 を 勤めた も 

の は、 皆な 斯うい ふ 経験が ある だら うと 思 ふよ。 実際、 

我輩 なぞ は 教育 をして 居る と は 思はなかった ね。 

羽織袴で、 唯 月給 を 貰 ふ 為に、 働いて 居る としか 思 は 


なかった。 だって 君、 左様 ぢ やない か、 尋常 科の 教員 

なぞと 言 ふ もの は、 学問の ある 労働者 も 同じ こと ぢゃ 

ないか。 毎日、 毎日 II 騒し い 教場の 整理、 大勢の 生 

ゎづか  よ 

徒の 監督、 僅少の 月給で、 長い 時間 を 働いて、 克 くま 

あ 今日 迄 自分で も 身体が 続いた と 思 ふ 位 だ。 あるひ は 

君 等の 目から 見たら、 今茲で 我輩が 退職す るの は 智慧 

の 無い 話 だと 思 ふだら う。 そり や あ 我輩 だって、 もう 

ふみこた  たと へ ゎづか  さが 

六 ヶ月 踏堪 へさへ すれば、 仮令 僅少で も 恩給の 下る 位 

は 承知して 居る さ。 承知して 居ながら、 其が 我輩に は 

出来な いから 情ない。 是 から 以後 我輩に 働け と 言 ふ の 

は、 死ねと いふ も 同じ だ。 家内 はまた 家内で 心配して、 


教員 を 休めて 了ったら、 奈何して 活計が 立つ、 銀行へ 

出て 帳面で もっけて 吴れ ろと 言 ふんだ けれど、 どうし 

て 君、 其 様な 真似が 我輩に 出来る もの か。 二十 年来 慣 

れ たこと すら 出来ない もの を、 是 から 新規に 何が 出来 

よう。 根気 も、 精 分 も、 我輩の 身体の 内に ある もの は 

すつ かリ  た ふ 

悉皆もう 尽きて 了った。 あ、、 生きて、 働いて、 仆れ 

るまで 鞭撻 たれる の は、 馬車 馬の 末路 だ —— 丁度 我輩 

は 其 馬車 さ。 は、、、、。』 


急に 入って 来た 少年に 妨げられて、 敬 之 進 は ロを噤 

ながしもと かみさん  ランプ 

んだ。 流 許に 主婦、 暗い 洋燈の 下で、 かち やくと 皿 

小鉢 を 鳴らして 居た が、 其と 見て 少年の 側へ 艇 寄った。 

『あれ、 省 吾さん で やす かい。』 

と 言 はれて、 省 吾 は 用事 ありげ な 顔 付。 

『吾 家の 父さん は 居り やす か。』 

『あ、 居な さり やすよ。』 と 主婦 は 答へ た。 

敬 之 進 は 顔 を 渋め た。 入口の 庭の 薄暗い ところに 

佇立んで 居る 省 吾 を 炉辺まで 連れて来て、 つくん \ 其 

可憐な 様子 を 眺め 乍ら、 

『奈何した —— 何 か 用 か。』 


いひよ ど 

『あの、』 と 省 吾 は 言 淀んで、 『母さんが ねえ、 今夜 は 

早く 父さんに 御帰りなさい ッ て。』 

きま 

『む、、 また 呼びに よこした のか —— ちょ ッ、 極り を 

遣つ てら。』 と 敬 之 進 は 独語の やうに 言った。 

『そんなら 父さん は 帰りな さらな いんです か。』 と 省 

吾 はお づ /\ 尋ねて 見る。 

『帰る サ —— 御 話が 済めば 帰る サ。 母さんに 斯う 言へ、 

父さん は 学校の 先生と 御 話して 居ます から、 其が 済め 

ば 帰ります ッ て。』 と 言って、 敬 之 進 は 一 段 声 を 低く し 

て、 『省 吾、 母さん は 今 何して る？』 

もみ 

『粗 を 片付けて 居り やす。』 


『左様 か、 まだ 働いて るか。 それから 彼の …… 何 か… 

…母さん はまた 例 の やうに 怒って やしなかった か。』 

省 吾 は 答へ なかった。 子供心に も、 父を憐 むと いふ 

みまも 

目 付して、 黙って 敬 之 進の 顔 を 熟視った ので ある。 

『まあ、 冷 さうな 手 をして るぢ やない か。』 と 敬 之 進 

お あし 

は 省 吾の 手 を 握って、 『それ 金銭 を 呉れる。 柿で も 買へ。 

母さん や 進に は 内証 だぞ。 さあ 最早 それでず から、 早 

く 帰って —— 父さんが 今 言った 通りに —— よしか。 解 

つた か。』 

し を 

省 吾 は 首 を 垂れて、 萎れ 乍ら 出て 行った。 

『まあ 聞いて 呉れた まへ。』 と 敬 之 進 は復た 述懐 を始 


めた。 『ホラ、 君が 彼の 蓮華 寺へ 引越す 時、 我輩 も 門前 

まで 行きました らう —— 実は、 君 だから 斯様な こと 迄 

も 御 話す るんだ が、 彼 寺に は 不義理な ことが して あつ 

つきあ 

て、 住職 は 非常に 怒って 居る。 我輩が 飲む 間 は、 交際 

はぬ とい ふ。 情ない と は 思 ふけれ ど、 其 様な 関係で、 

今では 娘の 顔 を 見に 行く こと も 出来ない やうな 仕 末。 

まあ、 彼 寺へ 呉れて 了った お 志 保と、 省 吾と、 それ か 

ら 亡くなった 総領と、 斯う 三人 は 今の 家内の 子で は 無 

せん  やはり 

いの さ。 前の 家内と いふの は、 矢 張 飯 山の 藩士の 娘で 

ね、 我輩の 家の 楽な 時代に 嫁 いて 来て、 未だ 今の やう 

に 零落し ない 内に 亡くなった。 だから 我輩 は 彼女の こ 


とを考 へる 度に、 一生のう ちで 一番 楽しかった 時代 を 

思 出さずに は 居られない。 ー盃 やる と、 きっと 其 時代 

のこと を 思 出す のが 我輩の 癖で —— だって 君、 年を取 

れば、 思 出す より 外に 歓楽が 無い の だもの。 あ、、 前 

の 家内 は 反って 好い 時に 死んだ。 人間と いふ もの は 妙 

な もので、 若い 時に 貰った 奴が どうしても 一番 好い や 

うな 気がする ね。 それに、 性質が、 今の 家内の やうに 

利かん気 では 無かった が、 その かはリ 昔風に 亭主に 便 

どこまで 

ると いふ 風で、 何処迄も 我輩 を 信じて 居た。 蓮華 寺へ 

行った お 志 保 —— 彼 娘が また 母親に 克く 似て 居て、 眼 

付 なぞ はもう 彷彿 さ。 彼 娘の 額 を 見る と、 直に 前の 家 


内が 我輩の 眼に 映る。 我輩ば かリぢ やない、 他が 克く 

其 を 言って、 昔話 なぞ を 始める もの だから、 さあ 今の 

家内 は 面白くな いと 見え るんだ ねえ。 正直 御 話す ると、 

我輩 も 蓮華 寺 なぞへ 彼 娘 を 呉れた く は 無かった。 然し 

吾 家に 置けば、 彼 娘の 為になら ない。 第一、 其で は 可 

愛さう だ。 まあ、 蓮華 寺で は 非常に 欲が るし、 奥様 も 

子 は 無し、 それに 他の 土地と は 違って 寺院 を 第一と す 

る 飯 山で はあり、 すると ころから して、 お 志 保 を 手放 

して 遣った やうな 訳さ。』 

なるほど 

聞けば 聞く ほど、 丑 松 は 気の毒に 成って 来た。 成程、 

さ う  らくはく 免す がた その ま、 

左様 言 はれて 見れば、 落魄の 画像 其 儘の 康 子のう ちに 


も、 どうやら 武士ら しい 威厳 を 具へ て 居る やうに 思 は 

る ゝ 

『丁度、 それ は 彼 娘の 十三の 時。』 と 敬 之 進は附 和して 

言った。 

(六) 

あ、  しゃう がい  ろく/ \ 

『噫。 我輩の 生涯 なぞ は 実に 碌々 たる もの だ。』 と 敬 

之 進 は 更に 嘆息した。 『しかし 瀬 川 君、 考 へて 見て 01 ハ 

れ たまへ。 君 は碌々 とい ふ 言葉の 内に、 どれほどの 酸 

苦が 入って 居る と考 へる。 斯うして 我輩 は 飲む から 貧 


乏 する、 と 言 ふ 人 も ある けれど、 我輩に 言 はせ ると、 

貧乏す るから 飲 むんだ。 一 曰たり とも 飲まずに は 居ら 

れ ない。 まあ、 我輩 も、 始の内 は 苦痛 を 忘れる 為に 飲 

んだ のさ。 今では 左様 ぢゃ 無い、 反って 苦痛 を 感ずる 

為に 飲む。 は、、、、。 と 言 ふと 可笑しく 聞え るか も 

知れない が、 ー晚 でも 酒の 気が 無から う ものなら、 寂 

しくて、 寂しくて、 身体 は 最早が たく 震へ て 来る。 

寝ても 寝られない。 左様なる と 殆んど 精神 は 無感覚 だ。 

察して 呉れた まへ —— 飲んで 苦しく 思 ふ 時が、 一番 我 

こ  ろ もち 

輩に 取って は活 きて る やうな 心地 がする からね え。 

恥 を 御 話 すれば いろ/ \ だが、 我輩 も 飯 山 学校へ 奉職 


する 前に は、 下 高 井の 在で 長く 勤めた よ。 今の 家内 を 

貰った の は、 丁度 その 下 高 井に 居た 時の こと さ。 そこ 

は それ、 在に 生れた 女 だけあって、 働く こと は 家内 も 

克く 働く。 霜 を 摑んで 稲 を 刈る やうな こと は 到底 我輩 

に は 出来な い が —— 我輩が ま た 其 様な 真似 を して 見 給 

へ、 直に 病気 だ —— ところが 彼女に は堪 へられる。 貧 

苦 を 忍ぶ と い ふ 力 は 家内の 方が 反って 我輩より 強 い ね。 

だから 君、 最早 斯う 成った 日 にゃあ、 恥 も 外聞 も あつ 

たもの ぢゃ 無い、 私 は 私で お 百姓す る、 なんて 言 出し 

て、 馬鹿な、 女の手で 作 なぞ を 始めた。 我輩の 家に 旧 

から 出入りす る 百姓の 音 作、 あの 夫婦が 先代の 恩返し 


だと 言って、 手伝って は 呉れる がね、 どうせ 左様う ま 

く 行き ッこ はない さ。 それ を 我輩が 言 ふ ん だけれ ど、 

どうしても 家内 は 聞 入れない。 尤も、 我輩 は 士族 だ 

から、 一 反歩 は 何 坪 あるの か、 一 束に 何 斗の 年貢 を納 

まき  もみ  ねん 

める のか、 一 升 蒔で 何 俵の 粗が 取れる のか、 一 体 年に 

肥料が 何の 位 る もの か、 其 様な こと は薩張 解らん。 

現に 我輩 は 家内が 何 坪 借り て 作って 居る かとい ふこと 

も 知らない。 まあ、 家内の 量 見で は、 子供に 耕作で も 

見習 はせ て、 行く く は 百姓に 成って 了 ふ 積り らしい 

んだ。 そこで 毎時で も 我輩と 衝突が 起る。 どうせ 彼 様 

な 無学な 女 は 子供の 教育なん か出来よう 害 も 無い。 実 


際、 我輩 の 家庭 で 衝突の 起因と 言 へ ば 必ず 子供 のこと 

さ。 子供が ある 為に 夫婦喧嘩 もす る やうな もの だが、 

又、 その 夫婦喧嘩 をした 為に 子供が 出来たり する。 

あ、、 もう 沢山 だ、 是 上出来たら 奈何しょう、 一 人 子 

供が 増れば 其 丈 貧苦 を增 すの だと 思 つても、 出来る も 

の は 君 どうも 仕方が無 いぢ やない か。 今の 家内が 三番 

目の 女の 児 を 産んだ 時、 え、 お 末と 命け て やれ、 お 末 

とで も 命け たら 終 に 成る か、 斯う 思ったら —— どう 

でせ う、 君、 直に また 四 番目 サ。 仕方が無 いから、 今 

度 は留吉 とした。 まあ、 五 人の子 供に 側で 泣き 立てら 

れて 見た まへ。 なか/ \ 遣り きれた 訳の もので は 無い 


よ。 惨 苦、 惨 苦 —— 我輩 は 子供の 多い 貧乏な 家庭 を 見 

る 度に、 つく，^ 其 惨 苦 を 思 ひやる ねえ。 五 人の子 供 

で すら 食 はせ るの は 容易 ぢ やない、 若し また 是 上に 出 

来で もしたら、 我輩の 家 なぞで は 最早 奈何して い、 か 

解らん。』 

斯う 言って、 敬 之 進 は 笑った。 熱い 涙 は 思 はず 知ら 

ず 流れ 落ちて、 零落れ た 袖 を 湿した ので ある。 

『我輩 は 君、 これで も 真面目なん だよ。』 と 敬 之 進 は、 

額と 言 はず、 頰と言 はず、 腮と言 はず、 両手で 自分の 

顔 を 撫で 廻した。 『どうで せう、 省 吾の 奴 も 君の 御 厄 

介に 成って るが、 彼康な 風で 物に 成り ませう か。 もう 


少許 活潑だ と 好い がね え。 どうも 女の やうな 気分の 奴 

で、 泣 易くて 困る。 平素 弟に 苦め られ 通し だ。 同じ 

自分の 子で、 どれが 可愛くて、 どれが 憎い とい ふこと 

は 有さう も 無 ささうな もの だが、 それが それ、 妙な も 

ので、 我輩 は 彼の 省 吾が 可愛 さう でなら ない。 彼の 通 

それだけ あはれ み 

り 弱い もの だから、 其 丈 哀憐 も 増す の だ ら う と 思 ふね。 

家内 はまた 弟の 進矗 顧。 何ぞ とい ふと、 省 吾の 方 を 邪 

魔に して、 無暗に 叱る やうな こと を 為る。 そこへ 我輩 

が 口を出す と、 前 妻の 子ば かり 可愛がって 進の 方 は 

ちっと  かま 

少許も 関って 呉れん なんて —— 直に 邪推 だ。 だから も 

う 我輩 は 何にも 言 はん。 家内の 為る 通りに 為せて、 黙 


つ て 見て 居る のさ。 成るべく 家内に は 遠ざかる やうに 

そ つ うち 

して、 密と家 を 抜け出して 来て は、 独りで 飲む のが 何 

たのしみ  たま 

よりの 慰藉 だ。 稀に 我輩が 何 か 言 はう ものなら、 私 は 

こんな  はだか 

斯様に 裸体で 嫁に 来 やしなかった なんて、 其 を 言 はれ 

ると J 言 も 無い。 実際、 彼奴が 持って来た 衣類 は、 皆 

な 我輩が 飲んで 了った の だから —— は、、、、。 まあ、 

君 等の 目から 見たら、 さぞ 我輩の 生涯 なぞ は 馬鹿らし 

く 見える だら うねえ。』 

述懐 は 反って 敬 之 進の 胸の 中 を 軽く させた。 其晚は 

くど  しま ひ 

割合に 早く 酔って、 次第に 物の 言 ひ 様 も 煩く、 終に は 

ろれつ 

呂律 も 廻らない やうに 成って 了った ので ある。 


驢て 二人 は斯の 炉辺 を 離れた。 勘定 は 丑 松が 払った。 

笹屋を 出た の は 八 時 過と も 思 はれる 頃。 夜の 空気 は 暗 

く 町々 を 包んで、 往来の 人通り もす くない。 気が狂つ 

て 独語 を 言 ひ 乍ら 歩く 女、 酔って 家 を 忘れた やうな 男、 

お ぼっか 

そんな 手 合が 時々 二人に 突 当った。 敬 之 進 は 覚束ない 

あしもと 

足 許で、 や、 とも すれば 往来の 真中へ 倒れさう に 成る。 

酔眼 朦朧、 星の 光 すら 其 瞳に は 映 りさう にも 見えな か 

つた。 拠 なく 丑 松 は 送り届ける ことにして、 ある 

時 は 右の 腕で 敬 之 進の 身体 を 支へ る やうに したり、 あ 

る 時 は 肩へ 取鎚ら せて 背負 ふやう にしたり、 ある 時 は 

抱擁へ て 一 緒に 釣合 を 取り 乍ら 歩いた。 


漸 の 思で、 敬 之 進 を 家まで 連れて行った 時 は、 まだ 

細君 も 音 作 夫婦 も 働いて 居た。 人々 は 夜露 を 浴び 乍ら、 

屋外で 仕事 を 為て 居る のであった。 丑 松が 近くと、 

それと 見た 細君 は 直に 斯う 声を掛けた。 

『あち や、 まあ、 御 困りな すった で ご はせ う。』 


第五 章 

( 一 ) 


十一 月 三日 はめ づ らしい 大霜。 長い/ \ 山国の 冬が 

次第に 近いた こと を 思 はせ るの は是。 其 朝、 丑 松の 

部屋の 窓の 外 は 白い 煙に 掩 はれた やうであった。 丑 松 

は 二十 四 年 目の 天長節 を 飯 山の 学校で 祝 ふとい ふ 為に、 

やなぎが ぅリ  ぐ わいた う 

柳行李の 中から 羽織袴 を 出して 着て、 去年の 外套に 

今年 もまた 身 を 包んだ。 

暗い 楼梯を 下りて、 北 向の 廊下のと ころへ 出る と、 

朝の 光が うつくしく 射して 来た。 溶け か、 る 霜と 一緒 

に、 日に あたる 裏庭の 木 葉 は 多く 枝 を 離れた。 就中、 

もろ  いて ふ  こず ゑ  も う ひとは 

脆 いのは 銀杏で、 梢に は 最早 一葉の 黄 もと、 V めない。 

しもば  ありさま 

丁度 其 霜 葉の 舞 ひ 落ちる 光景 を 眺め 乍ら、 廊下の 古 壁 


に 倚 凭って 立って 居る の は、 お 志 保であった。 丑 松 は 

敬 之 進の こと を 思 出して、 つく，^ 彼の 落魄の 生涯， - 

を憐 むと 同時に、 亦た 斯の人 を 注意して 見る とい ふ 気 

にも 成った ので ある。 

『お 志 保さん。』 と 丑 松 は 声を掛けた。 『奥様に 左様 言 

つ て 臭れ ません か —— 今日は 宿直の 当番です から 何卒 

晚の 弁当 を こしら へて 下さる やうに —— 後で 学校の 小 

使 を 取りに よこしま すから ッて  ネ。』 

と 言 はれて、 お 志 保 は 壁 を 離れた。 娘の 時代に は克 

く ある 一種の 恐怖心から、 何となく 丑 松 を 憚って 居 

る やうに も 見える。 何処か 敬 之 進に K たと ころで も あ 


るか、 斯う 丑 松は考 へて、 其と なく 俤 を 捜して 見る 

と、 若々 しい 髪の かたち、 額つ き —— まあ、 どちら か 

と 言へば、 彼の 省 吾 は 父親 似、 斯の人 はまた 亡くなつ 

たとい ふ 母親の 方に でも 似た ので あらう。 『眼 付 なぞ 

はもう 彷彿 さ』 と 敬 之 進 も 言った。 

あか  こな ひだ 

『あの、』 とお 志 保 はすこし 顔 を 紅く し 乍ら、 『此 頃の 

晚は、 大層 父が 御 厄介に 成りました さう で。』 

『いや、 私の 方で 反って 失礼しましたよ。』 と 丑 松 は 

淡泊した 調子で 答へ た。 

『昨日、 弟が 参りまして、 其 話 をいた しました。』 

『む、、 左様でした か。』 


『さぞ 御 困りで 御座ました らう  父が 彼 様い ふ 風で 

すから、 皆さんの 御 厄介にば かり 成りまして。』 

敬 之 進の こと は 一 時 もお 志 保の 小な 胸 を 離れな いら 

しい。 柔嫩な 黒眸の 底に は 深い 憂愁の ひかり を 帯び 

あか  なき は  やが 

て、 頰も 紅く 泣 腫れた やうに 見える。 聽て 斯うい ふ 言 

葉 を 取 交した 後、 丑 松 は 外套の 襟で 耳 を 包んで、 帽子 

を 冠って 蓮華 寺 を 出た。 

と ある 町の 曲り角で、 外套の 袖 袋に 手 を 入れて 見る 

と、 古い 皺 だらけに 成った 手袋が 其 内から 出て 来た。 

黒の 莫大小の 裏毛の 付いた やつで、 皺 を 延ばして 塡め 

た 具合 は少許 細く 緊り 過ぎた が、 握った 心地 は 暖か 


であった。 其 手袋 を 鼻の 先へ 押 当て、、 紛 とした 湿気 

に ほひ  すぎさ 

くさい 臭気 を 嗅いで 見る と、 急に 過去った 天長節の こ 

とが 丑 松の 胸の 中に 浮んで 来る。 去年 II 一昨年 —— 

一昨々 年 II 噫、 未だ 世の中 を 其 程 深く 思 ひ 知らな か 

つた 頃 は、 噴飯した くなる やうな、 気楽な ことば かり 

考 へて、 この 大祭 日 を 祝って 居た。 手袋 は 旧の 儘、 色 

は 褪めた が 変らずに ある。 それから 見る と 人の 精神の 

内部の 光景の 移り 変る こと は。 これから 将来の 自分の 

つま リ ど う 

生涯 は 畢竟 奈何なる II 誰が 知らう。 来年の 天長節 は 

—— いや、 来年の こと は 措いて、 明日の ことです らも。 

斯う 考 へて、 丑 松の 心 は 幾度 か 明くな つたり 暗くな つ 


たりした。 

さすがに 大祭 日 だ。 町々 の 軒 は 高く 国旗 を 掲げ 渡し 

て、 いづれ の 家 も 静粛に 斯の 記念の 一 日 を 送る と 見え 

る。 少年の 群 は 喜ばし さうな 声 を 揚げ 乍ら、 霜に 濡れ 

い たづ らざか 

た 道路 を 学校の 方へ と 急ぐ のであった。 悪戯盛りの 男 

の 生徒、 今日は 何時にない 大人び た 様子 をして、 羽織 

袴で かしこまった 顔 付の を かし さ。 女生徒 は 新しい 

えびちゃば かま 

海老茶 袴、 紫 袴であった。 

(二) 


国の みかどの 誕生の 日 を 祝 ふために、 男女の 生徒 は 

足拍子 揃へ て、 二階の 式場へ 通 ふ 階段 を 上った。 銀 之 

助 は 高等 二 年 を、 文 平 は 高等 一年 を、 丑 松 は 高等 四 年 

を、 いづれ も受 持々々 の 組の 生徒 を 引 連れて 居た。 退 

職の 敬 之 進 は 最早 客分ながら、 何となく 名残が 惜ま 

る、 とい ふ 風で、 旧の 生徒の 後に 随 いて 同じ やうに 階 

段 を 上る のであった。 

斯の 大祭の 歓喜の 中に も、 丑 松の 心 を 驚かして、 突 

然 新しい 悲痛 を 感ぜ させた ことがあった。 とい ふ は、 

猪 子 蓮 太郎の 病気が 重くな つたと、 ある 東京の 新聞に 

出て 居た からで。 尤も 丑 松の 目に 触れた は、 式の 始 


く は  その ま、 

まると いふ 前、 審 しく 読む 暇 も 無かった から、 其 儘 

ふところ 

懐中へ 押 込んで 来たので あった。 世に は 短い 月日の 間 

に 長い 生涯 を 送って、 あわただしく 通り過ぎる やうに 

生れて 来た 人が ある。 恐らく 蓮 太 郎も其 一 人で あらう。 

新聞に は 最早む つかしい やうに 書いて あった。 あ、、 

さき 

先輩の 胸中に 燃える 火 は、 世 を 焼く よりも 前に、 自分 

や  しま  おも ひや リ 

の 身体 を 焚き 尽 して 了 ふので あらう。 斯うい ふ 同情 

いっとき  なほ 

は 一時 も 丑 松の 胸 を 離れない。 猶 繰返し 読んで 見た さ 

は 山々、 しかし 左様 は 今の 場合が 許さなかった。 

其 日 は 赤十字社の 社員の 祝賀 を も 兼ねた。 式場に 集 

きれ  しるし 

る 人々 の 胸の 上に は、 赤い 織 色の 綬、 銀の 章の 輝いた 


の も 面白く 見渡される。 東の 壁のと ころに、 二十 余人 

の 寺々 の 住職、 今年に かぎって 蓮華 寺 一人 欠けた の も 

さすが 

物足りな いと は、 流石に 土地柄 も 思 はれて を かし かつ 

た。 殊に 風采の 人目 を 引いた の は、 高 柳 利三郎 とい ふ 

ひのきぶたい 

新進 政事 家、 すでに 槍 舞台 を も 踏んで 来た 男で、 今年 

もまた 代議士の 候補者に 立つ とい ふ。 銀 之 助、 文 平 を 

始め、 男女の 教員 は 一 同 風琴の 側に 集った。 

『気をつけ。』 

と 呼ぶ 丑 松の 凛と した 声が 起った。 式は始 つたので 

ある。 

主 座 教員と しての 丑 松 は 反って 校長よりも 男女の 少 


年に 慕 はれて 居た。 丑 松が 『最敬礼』 の 一 声 は 言 ふに 

言 はれぬ 震動 を 幼い もの、 胸に 伝へ るので あった。 鱸 

て、 『君が代』 の 歌の 中に、 校長 は 御影 を 奉 開して、 そ 

れ から 勅語 を 朗読した。 万歳、 万歳と 人々 の唱 へる 声 

は 雷の やうに 響き渡る。 其 日 校長の 演説 は 忠孝 を 題に 

きんぱい  ひとし ほ 

取った もので、 例の 金牌 は 胸の 上に 懸 つて、 一層 其 風 

采を 教育者ら しくして 見せた。 『天長節』 の 歌が 済む、 

来賓 を 代表した 高 柳の 挨拶 もあった が、 是 はまた 場慣 

れて 居る 丈に 手に入つ たもの。 雄弁 を 喜ぶ の は 信 州 人 

の 特色で、 斯うい ふ 一場の 挨拶です らも、 人々 の 心 を 

酔 はせ たので ある。 


平和と 喜悦と は 式場に 満ち 溢れた。 

閉会の 後、 高等 四 年の 生徒 はか はるん \ 丑 松に 取鎚 

つて、 種々 物 を 尋ねる やら、 ^る やら。 ある もの は 手 

を 引いたり、 ある もの は 袖の 下 を 潜り 抜けたり して、 

戯れて、 避けて 行かう とする 丑 松 を 放すまい とした。 

仙 太と 言って、 三年の 生徒で、 新 平民の 少年が ある。 

平素から 退け 者に される の は 其 生徒。 け ふ も 寂し さう 

に 壁に 倚 凭って、 皆の 歓び 戯れる 光景 を 眺め 乍ら 立 

つて 居た。 可愛 さう に、 仙 太 は斯の 天長節です らも、 

他の 少年と 同じ やうに は 祝 ひ 得ない ので ある。 丑 松 は 

くちびる  しめ  おそ 

人知れず 口唇 を 嚙みズ て、 『勇気 を 出せ、 懼れ るな』 と 


励ます やうに 言って 遣りたかった。 丁度 他の 教師が 見 

て 居た ので、 丑 松 は 遁げる やうに して、 少年の 群 を 離 

れた。 

今朝の 大 霜で、 学校の 裏庭に ある 樹木 は 大概 落葉し 

しま 

て 了った が、 桜ば かり は 未だ 秋の 名残 をと、 V めて 居た。 

丑 松 は 其 葉 蔭 を 選んで、 時々 私語く やうに 枝 を 渡る 微 

風の 音に も 胸 を 踊らせ 乍ら、 懐中から 例の 新聞 を 取 出 

して 展げて 見る と —— 蓮 太郎の 容体 は 余程 危 いやう 

に 書いて あった。 記者 は 蓮 太郎の 思想に 一 々同意す る 

もので は 無い が、 兎も角も 新 平民の 中から 身 を 起して 

飽くまで 奮闘して 居る 其 意気 を 愛せずに は 居られない 


と 書いて あった。 惜 まれて 逝く 多くの 有望な 人々 と 同 

しんぎん 

じ やうに、 今 また 斯の 人が 同じ 病苦に 呻吟す ると 聞い 

て は、 うた、 同情の 念に 堪 へない と 書いて あった。 思 

力れ 

ひ あたる ことが 無いでも ない、 人に 迫る やうな 渠の筆 

しんめんもく  あはれ 

の 真面目 は 斯うした 悲哀が 伴 ふからで あらう、 斯うい 

ま  やくろう 

ふ 記者 も 亦た その為に 薬籠に 親しむ 一 人で あると 書い 

てあつた。 

動揺す る 地上の 影 は 幾度 か 丑 松 を 驚かした。 日の 光 

は 秋風に 送られて、 かれ，^ な 桜の 霜 葉 をう つくしく 

せ う で う  てうら く 

して 見せる。 蕭条 とした 草木の 凋落 は 一 層 先輩の 薄命 

めい さう 

を 冥想させる 種と なった。 


(三) 

敬 之 進の 為に 開いた 茶話会 は 十 一 時 頃から あった。 

其 日の 朝、 蓮華 寺 を 出る 時、 丑 松 は 廊下の ところでお 

志 保に 逢って、 この 不幸な 父親 を 思 出した が、 斯うし 

て 会場の 正面に 座 ゑら れた敬 之 進 を 見る と、 今度 は 

反対に 彼の 古 壁に 倚 凭った 娘の こと を 思 出した ので あ 

る。 敬 之 進の 挨拶 は 長い 身の上の 述懐であった。 憐む 

とい ふ 心が あれば こそ、 丑 松ば かり は 首 を 垂れて 聞い 

おい  くりごと 

て 居た やうな もの、、 さもなくて、 誰が 老の 繰言 なぞ 


に 耳 を 傾けよう。 

テニス  あそび 

茶話会の 済んだ 後の ことであった。 丁度 庭球の 遊戯 

を 為る ために 出て 行かう とする 文 平 を 呼 留めて、 一 緖 

に 校長 は ある 室の 戸 を 開けて 入った。 差 向 ひに 椅子に 

腰掛けた は 運動場 近くに ある 窓のと ころで、 庭球 狂 

の 銀 之 助 なぞが 呼び 騒ぐ 声 も、 玻璃に 響いて 面白さう 

に 聞え たので ある。 

『まあ、 勝 野 君、 左様 運動にば かり 夢中に ならないで、 

すこし 話した まへ。』 と 校長 は忸々 敷、 『時に、 奈何で 

した、 今日の 演説 は？』 

『先生の 御 演説です か。』 と 文 平が 打球 板 を 膝の 上に 


載せて、 『いや、 非常に 面白く 拝聴 ひました。』 

『左様です かね え —— 少許は 聞き) 」 た へが 有ました か 

ねえ。』 

『御世辞で も 何でも無 いんです が、 今迄 私が 拝聴った 

中で は、 先づ 第一 等の 出来でした らう。』 

『左様 言って 呉れる 人が あると 難 有い。』 と 校長 は微 

笑み 乍ら、 『実は 彼の 演説 をす るた めに、 昨夜 一 晚か、 

つて 準備し ましたよ。 忠孝と いふ 字義の 解釈 は 奈何 聞 

あたま 

えました。 我輩の 積り では、 あれで も 余程 頭脳 を 痛め 

たの さ。 種々 な 字典 を 参考す る やら、 何やら  そり 

や あもう、 君。』 


『どうしても 調べた もの は 調べた 丈の ことが 有ます。』 

『しかし、 真実に 聞いて 呉れた 人 は 君く らゐの もの だ。 

町の 人 なぞ は 空々 寂々 —— いや、 実際、 耳 を 持たない 

ひど 

ん だからね え。 中には、 高 柳の 話に 酷く 感服して る 人 

あん  われ/ \ 

が ある。 彼 様な 演説 屋の 話と、 吾 儕の 言 ふこと、 を、 

たま 

一 緒に して 聞かれて 堪る もの かね。』 

『どうせ 解らない 人に は 解ら な いんです から。』 

い くら 

と 文 平に 言 はれて、 不平ら しい 校長の 顔 付 は 幾分 か 

や はら 

和 いで 来た。 

其 時 迄、 校長 は 何 か 言 ひたい ことがあって、 それ を 

言 はないで、 反って 斯うい ふ 談話 をして 居る とい ふ 風 


であった が、 鱅て思 ふこと を 切 出した。 わざく 文 平 

を 呼 留めて 斯 室へ 連れて来 たの は、 どうかして 丑 松 を 

退ける 工夫 は 無い か、 それ を 相談したい 下心であった 

ので ある。 『と 云 ふの はねえ、』 と 校長 は 一段 声 を 低く 

した。 『瀬 川 君 だの、 土屋君 だの、 彼 様い ふ 異分子が 居 

もっと 

ると、 どうも 学校の 統一が つかなくて 困る。 尤も 土 

屋 君の 方 は、 農科 大学の 助手と いふ ことにな つて、 遠 

この ひと 

からず 出掛けた いやうな 話です から —— まあ 斯人は 黙 

つて 居ても 出て 行く。 難物 は 瀬 川 君です。 瀬 川 君 さへ 

居 なくなって 了へば、 後 は 君、 もう 吾 儕の 天下 さ。 ど 

うかして 瀬 川 君 を 廃して、 是非 其 後へ は 君に 座って 頂 


きたい。 実は 君の 叔父さんから も 種々 御 話が 有ました 

やっぱり さ う 

がね、 叔父さん も 矢 張 左様い ふ 意見なん です。 何とか 

うま 

君、 巧い 工夫 は あるまい かねえ。』 

『左様です な あ。』 と 文 平 は 返事に 困った。 

『生徒 を 御覧なさい II 瀬 川 先生、 瀬 川 先生と 言って、 

あんな 

瀬 川 君ば かり 大騒ぎし てる。 彼 様に 大騒ぎす るの は、 

瀬 川 君の 方で 生徒の 機嫌 を 取る からでせ う？ 生徒の 

機嫌 を 取る とい ふの は、 何 か 其処に 訳が あるから でせ 

う？ 勝 野 君、 まあ 君 は 奈何 思 ひます。』 

『今の 御 話 は 私に 克く 解りません。』 

これぎ 

『では、 君、 斯う 言ったら —— これ はま ぁ是 限りの 御 


話なん です がね、 必定 瀬 川 君 は斯の 学校 を 取らう とい 

ちが ひ 

ふ 野心が あるに 相違な いんです。』 

『は、、、、、 まさか 其 程に も 思って 居ないで せう。』 

みまも 

と 笑って、 文 平 は 校長の 顔 を 熟視った。 

『でせ うか？』 と 校長 は 疑 深く、 『思って 居ないで せう 

か？』 

『だって、 未だ 其 様な こと を考 へる やうな 年齢 ぢ や 有 

ません —— 瀬 川 君に しろ、 土屋 君に しろ、 未だ 若 いん 

です もの。』 

この 『若 いんです もの』 が 校長 を 嘆息 させた。 庭で 

テニス  ガラス 

遊ぶ 庭球の 球の 音 は おもしろく 窓の 玻璃に 響いた。 ま 


た 一勝 負 始まった らしい。 思 はず 文 平 は 聞 耳 を 立てた。 

その 文 平の 若々 しい 顔 付 を 眺める と、 校長 は 更に 嘆息 

して、 

『一体、 瀬 川 君 なぞ は 奈何い ふこと を考 へて 居 るんで 

せう。』 

『奈何い ふこと、 は？』 と 文 平 は 不思議 さう に。 

『まあ、 近頃の 瀬 川 君の 様子 を 見る のに、 非常に 沈ん 

で 居る —— 何 か 斯う 深く 考 へて 居る —— 新しい 時代と 

いふ もの は 彼 様 物を考 へさせ るんで せう か。 どうも 我 

輩に は 不思議で ならない。』 

『しかし、 瀬 川 君の 考 へて 居る の は、 何 か 別の 事で せ 


う —— 今、 先生の 仰った やうな、 其 様な 事ぢゃ 無いで 

せう。』 

さう  なほ /\ 

『左様なる と、 猶々 我輩に は 解釈が 付かなくなる。 ど 

う も 我輩の 時代に 比べる と、 瀬 川 君 なぞの 考 へて 居る 

こと は 全く 違 ふやう だ。 我輩の 面白い と 思 ふこと を、 

瀬 川 君 なぞ は 一 向 詰らない やうな 顔して る。 我輩の 詰 

らな いと 思 ふこと を、 反って 瀬 川 君 なぞ は 非常に 面白 

つま リ  しごと 

がって る。 畢竟 一緒に 事業が 出来ない とい ふ は、 時代 

が 違 ふからで せう か II 新しい 時代の 人と、 吾 儕と は、 

そんな かんがへ 

其 様に 思想が 合 はない ものなん でせ うか。』 

『です けれど、 私 なぞ は 左様 思 ひません。』 


たの も  どうか  あ.. - 

『そこが 君の 頼 母し いところ さ。 何卒、 君、 彼 様い ふ 

悪い 風潮に 染まない やうに して M ハれ たまへ。 及ばず な 

がら 君の ことに 就いては、 我輩 も 出来るだけの カを尽 

すつ もり だ。 世の中の こと は 御 互 ひに 助けたり 助けら 

れ たりさ —— まあ、 勝 野 君、 左様 ぢゃ 有ません か。 今 

^で 直に 異分予 を 奈何 するとい ふ 訳に もい かない。 で 

すから、 何 か 好い 工夫で も 有ったら、 考 へて 置いて 舆 

れ たまへ —— 瀬 川 君の ことに 就いて 何 か 聞込む やうな 

場合で も 有ったら、 是非 それ を 我輩に 知らせて M れた 

まへ。』 


(四) 

盛んな 遊戯の 声が また 窓の 外に 起った。 文 平 は 

ラッ ケッ卜  ガラス 

打球 板 を 提げて 出て 行った。 校長 は 椅子 を 離れて 玻璃 

の 戸 を 上げた。 丁度 運動場で は 庭球の 最中。 大人び た 

おとろ へ 

風の 校長 は、 まだ 筋骨の 衰頹を 感ずる 程の 年頃で も 無 

いが、 妙に 遊戯の 嫌 ひな 人で、 殊に 若い もの、 好な 庭 

球な ど、 来て は、 昔の 東洋風の 軽蔑 を 起す のが 癖。 だ 

こども 

から、 『何 を、 児戯ら しい こと を』 と 言った やうな 目 付 

ぁリ さま 

して、 夢中に なって 遊ぶ 人々 の 光景 を 眺めた。 

地 は 日の 光の 為に 乾き、 人 は 運動の 熱の 為に 燃えた。 


いつの 間に か 文 平 は 庭へ 出て、 遊戯の 仲間に 加った。 

銀 之 助 は 今、 文 平の 組 を 相手に して、 一 戦 を 試みる と 

さすが  テニスき ちが ひ  やが 

ころ。 流石の 庭球 狂 もさん，^ に 敗北して、 鱸て 仲 

間の 生徒と 一緒に、 打球 板 を 捨て、 退いた。 敵方の 楊 

げる 『勝負 有』 の 声 は、 拍手の 音に 交って、 屋外の 空 

気に 響いて おもしろさ うに 聞え る。 東よりの 教室の 窓 

から 顔 を 出した 二三の 女 教師 も、 一緒にな つて 手を叩 

いて 居た。 其 時、 幾 組 かに 別れて 見物した 生徒の 群 は 

互 ひに 先 を 争った が、 中に 一 人、 素早く 打球 板 を 拾つ 

た 少年が あった。 新 平民の 仙 太と 見て、 他の 生徒が 其 

側へ 馳 寄って、 無理無体に 手に 持つ 打球 板 を 奪 ひ 取ら 


うとす る。 仙 太 は 堅く 握った 儘、 そんな 無法な ことが 

ある もの かとい ふ 顔 付。 それ はよ かった が、 何時まで 

待って 居ても 組の ものが 出て 来ない。 『さあ、 誰か 出 

ないか』 と 敵方 は 怒って 催促す る。 少年の 群 は 互 ひに 

顔 を 見合せ て、 困って 立って 居る 仙 太 を 冷笑して 喜ん 

こ  あそび 

だ。 誰も 斯の 穢多の 子と 一緒に 庭球の 遊戯 を 為ようと 

いふ もの は 無かった ので ある。 

急に、 羽織 を 脱ぎ捨て、、 そこに ある 打球 板 を 拾つ 

たは 丑 松 だ。 それと 見た 人々 は 意味 もな く 笑った。 見 

ほ丄  びいき 

物して 居る 女 教師 も 微笑んだ。 文 平 貝 頭 顧の 校長 は、 丑 

松の 組に 勝た せた くないと 思 ふかして、 熱心に なって 


なが  うしろ 

窓から 眺めて 居た。 丁度 午後の 日 を 背後に したので、 

位置の 利 は 始めから 文 平の 組の 方に あった。 

ワン ゼロ 

『者、 零。』 

と 呼ぶ の は、 網の 傍に 立つ 審 判官の 銀 之 助で ある。 

丑 松 仙 太 は先づ 第一 の 敗 を 取った。 見物して 居る 生徒 

くちびる 

は、 いづれ も 冷笑 を 口唇に あら はして、 仙 太の 敗 を 喜 

ぶ やうに 見えた。 

ッゥ ゼロ 

『武、 零。』 

と 銀 之 助 は 高く 呼んだ。 丑 松の 組 は 第二の 敗 を 取つ 

ッゥ ゼロ 

たので ある。 『武、 零。』 と 見物の 生徒 は 聞え よがし に 

品 休 返した。 


敵方と いふの は、 年若な 準教員 —— それ、 丑 松が 蓮 

あきま  か ヘリ  であ 

華 寺へ 明 間 を 捜しに 行った 時、 帰路に 遭遇った 彼 男と、 

それから 文 平と、 斯う 二人の 組で、 丑 松に 取って は 侮 

リ 難い 相手であった。 それに、 敵方の 力 は 揃って 居る 

に 引替へ、 味方の 仙 太 はま だ 一 向に 練習が 足りない。 

『参、 零。』 

と 呼ぶ 声 を 聞いた 時 は、 丑 松 もす こし 気 を 苛った。 

人種と 人種の 競争 —— それに 敗 を 取るまい とい ふ 丑 松 

の 意気が、 何となく 斯様な 遊戯の 中に も顕 はれる やう 

で、 『敗るな、 敗け るな』 と 弱い 仙 太 を激厲 ますので あ 

サ アブ  そとぐ る わ 

つた。 丑 松 は 撃 手。 最後の 球 を 打つ 為に、 外廓の 線 


の 一 角に 立った。 『さあ、 来い』 と 言 はぬ ばかりの 身 構 

へして、 窺 ひ 澄まして 居る 文 平 を 目が けて、 打 込んだ 

球 はかす かに 網に 触れた。 『触』 と 銀 之 助の 一 声。 丑 

松 は 二度目の 球 を 試みた。 力 あまって 線 を 越えた。 あ 

あ、 『 落 』 だ。 丑 松 も 今 は 怒気 を 含んで、 満身の 力 を 

右の 腕に 籠め 乍ら、 勝つ も 負ける も 運 は 是球ー つに あ 

ると、 打 込む 勢 は 獅子 奮 進。 青年の 時代に 克く ある 一 

種の 迷 想から、 丁度 一 生の 運命 を 一 時の 戯 に 占 ふや 

うに 見える。 『内』 と 受けた 文 平 もさる もの。 故意と 

丑 松の 方角 を 避けて、 うろく する 仙 太の 虚を衝 いた。 

烈しい 日の 光 は 真正面に 射して、 飛んで 来る 球の かた 


ち すら 仙 太の 目に は 見えなかった ので ある。 

『勝負 有。 』 

と 人々 は 一音に 叫んだ。 仙 太の 手から 打球 板 を 奪 ひ 

う  こ を どり 

取らう とした 少年 なぞ は、 手を拍 つて、 雀躍して、 喜 

んだ。 思 はず 校長 も 声 を 揚げて、 文 平の 勝利 を 祝 ふと 

いふ 風であった。 

ゼロ まけ 

『瀬 川 君、 零敗と は あんまり ぢ やない か。』 

とい ふ 銀 之 助の 言葉 を 聞 捨て、、 丑 松 は そこに 置い 

た 羽織 を 取上げながら、 すご/ \ と 退いた。 やがて 斯 

うんどうば 

の 運動場から 裏庭の 方へ 廻って、 誰も 見て 居ない とこ 

ろへ 来る と、 不図 何 か 思 出した やうに 立留 つた。 さあ、 


丑 松 は 自分で 自分 を 責めずに 居られなかった ので ある _ 

蓮太郎 —— 大日 向 —— それから 仙 太、 斯う 聯想した 時 

は、 猜疑と 恐怖と で 戦慄へ る やうに なった。 噫、 意地 

の 悪い 智慧 はいつ でも 後から 出て 来る。 


第 六 章 

(一 ) 

天長節の 夜 は 宿直の 当番であった ので、 丑 松 銀 之 助 


の 二人 は 学校に 残った。 敬 之 進 は 急に 心細く、 名残 惜 

しくな つて、 いつまでも 此処 を 去り 兼ねる 様子。 夕飯 

の 後、 まだ 宿直室に 話し こんで、 例の 愚痴の 多い 性質 

おひさき 

から、 生 先 長い 二人に 笑 はれて 居る うちに、 壁の 上の 

よくあさ 

時計 は 八 時 打ち、 九 時 打った。 それ は 翌朝の 霜の 烈し 

さ を 思 はせ る やうな 晚で、 日中と は 違って、 めっきり 

寒かった。 丑 松が 見廻り の 為に 出て 行った 後、 まだ 敬 

之 進 は 火鉢の 傍に 齧り付いて、 銀 之 助 を 相手に 搔 口説 

いて 居た。 

鑣て 二十 分ば かり 経って 丑 松 は 帰って来た。 

て さ げ ラ ンプ  わき 

手 提洋燈 を 吹 消して、 急いで 火鉢の 側に 倚 添 ひ 乍ら、 


『いや、 もう 屋外 は 寒い の 寒くない のッ て、 手 も 何も 

かじか  きび  ことし 

凍んで 了 ふ II 今夜の やうに 酷烈し いこと は 今 歳に 

なって 始めて だ。 どう だ、 君、 是 通り だ。』 と 丑 松 は 氷 

の やうに 成った 手 を 出して、 銀 之 助に 触った。 『まあ、 

何とい ふ 冷い 手 だら う。』 斯う 言って、 自分の 手 を 引 込 

まして、 銀 之 助 は 不思議 さう に 丑 松の 顔 を 眺めた ので 

ある。 

『顔色が 悪い ねえ、 君 は —— 奈何 かしゃし ないか。』 

と 思 はず 其 を 口に 出した。 敬 之 進 も 同じ やうに 不審 

を 打って、 

『 我輩 も 今、 其 を 言 はう かと 思って 居た ところ さ。』 


丑 松 は 何 か 思 出した やうに 慄 へて、 話さう か、 話す 

まい か、 と 暫時 躊躇す る 様子に も 見えた が、 あま リニ 

みまも 

人が 熱心に 自分の 顔 を 熟視る ので、 ついく 打明けず 

に は 居られな く 成って 来た。 

『実はね え —— まあ、 不思議な ことがあ るんだ。』 

『不思議な と は？』 と 銀 之 助 も 眉 を ひそめる。 

『斯うい ふ 訳さ —— 僕が 手 提洋燈 を 持って、 校舎の 外 

を 一 廻りして、 あの 運動場の 木馬のと ころまで 行く と ■ 

誰か 斯う 僕 を 呼ぶ やうな 声が した。 見れば 君、 誰も 居 

な いぢ やない か。 はてな、 聞いた やうな 声 だと 思って • 

考 へて 見る と、 其 害さ —— 僕の 阿 爺の 声なん だもの。』 


『へえ、 妙な ことが 有れば 有る もの だ。』 と 敬 之 進 も 

不審し さう に、 『それで、 何です か、 奈何な 風に 君 を 呼 

びました か、 其 声 は。』 

『「丑 松、 丑 松」 とつ、； -け ざまに。』 

まる 

『フ ゥ、 君の 名前 を？』 と 敬 之 進 はもう 目 を 円く して 

しま 

了った。 

『は、、、、。』 と 銀 之 助 は 笑 出して、 『馬鹿な こと を 

よ ッぼど ど う 

言 ひた まへ。 瀬 川 君 も 余程 奈何 かして 居 るんだ。』 

『いや、 確かに 呼んだ。』 と 丑 松 は 熱心に。 

『其 様な 事が あって 堪る もの か。 何 かまた 間違へ でも 

為たん だら う。』 


『土屋 君、 君 は 左様 笑 ふけれ ど、 確かに 僕の 名 を 呼ん 

だに 相違ない よ。 風が 呻吟った でも 無ければ、 鳥が 啼 

いたで も 無い。 そんな 声 を、 まさかに 僕 だって 間違へ 

る 箬も 無から うぢ やない か。 どうしても 阿 爺 だ 。 』 

ほんた う  じょうだん  かつ 

『君、 真実 かい —— 戯語ぢ や 無い のかい —— また 欺 

ぐんだら う。』 

『土 屋君は 其 だから 困る。 僕 は 君 これで も 真面目なん 

だよ。 確かに 僕 は斯の 耳で 聞いて 来た。』 

あて  おとつ  にしの ぃリ 

『其 耳が 宛に 成らない サ。 君の 父上さん は 西 乃 入の 牧 

る S ぼし  だけ たに あ ひ 

場に 居 るんだら う。 あの 烏帽子 ケ嶽の 谷間に 居 るんだ 

おとつ  こ ん かけ はな 

らう。 それ、 見 給へ。 其 父上さん が 斯様な 隔絶れ た処 


に 居る 君の 名前 を 呼ぶ なんて —— 馬鹿らしい。』 

『だから 不思議 ぢ やない か。』 

『不思議？ ちょ ッ、 不思議と いふの は 昔の 人のお 

とぎばなし 

伽話 だ。 は、、、、、 智識の 進んで 来た 今日、 そんな 

馬鹿らし いことの 有る ベ き 害が 無い。』 

『しかし、 土屋 君。』 と 敬 之 進 は 引取って、 『左様 君の 

やうに 一 概に 言った もので もない よ。』 

『は、 ^  >  >, 旧弊な 人は是 だから 困る。』 と 銀 之 助 は 

あざけ 

嘲 る やうに 笑った。 

急に 丑 松 は 聞 耳 を 立てた。 復た何 か 聞きつ けたと い 

おそれ 

ふ 風で、 すこし 顔色 を 変へ て、 言 ふに 言 はれぬ 恐怖 を 


表した ので ある。 戯れて 居る ので 無い とい ふこと は、 

其 真面目な 眼 付 を 見ても 知れた。 

『や —— 復た 呼ぶ 声が する。 何 だ か 斯う 窓の 外の 方 

で。』 と 丑 松 は 耳を澄まして、 『しかし、 あまり 不思議 

だ。 一 寸、 僕 は 失敬す るよ —— もう 一 度 行って 見て 来 

るから。』 

ぶいと 丑 松は艇 出して 行った。 

さあ、 銀 之 助 は 友達の ことが 案じられる。 敬 之 進 は 

しま  しらせ 

もう 心に 驚いて 了って、 何 かの 前兆で は 有るまい か I 

I 第一、 父親の 呼ぶ とい ふの が 不思議 だ、 と 斯う 考へ 

つ 、v けたので ある。 


『それ はさう と、』 と 敬 之 進 は 思 付いた やうに、 『斯う 

われ/ \  きが. - 

して 吾 儕ば かり 火鉢に あた つて 居る の も 気懸リ だ。 

奈何で せう、 二人で 行って 見て やって は。』 

『む、、 左様し ませう か。』 と 銀 之 助 も 火鉢 を 離れて 立 

上った。 『瀬 川 君 はすこし 奈何 かして るんで せうよ。 

まあ、 僕に 言 はせ ると、 何 か 神経の 作用なん です ねえ 

—— 兎に角、 それで は 一寸 待って 下さい。 僕が 今、 

手 提洋燈 を 点けます から。』 

(二) 


たど 

深い 思に 沈み 乍ら、 丑 松 は 声の する 方へ 迪 つて 行つ 

た。 見れば 宿直室の 窓 を 泄れる 灯が、 僅に 庭の 一 部分 

を 照して 居る ばかり。 校舎 も、 樹木 も、 形 を 潜めた。 

何もかも 今 は 夜の 空気に 包まれて、 沈まり 返って、 闇 

に 隠れて 居る やうに 見える。 それ は 少許も 風の 無い、 

しん  さむさ  しみと ほ 

閬 とした 晚で、 寒 威 は 骨に 透徹る かの やう。 恐らく 山 

国の 気候の 烈し さ を 知らない もの は、 斯うした 信 濃の 

夜 を 想像す る ことが 出来ない であらう。 

父の 呼ぶ 声が 復た 聞え た。 急に 丑 松 は立留 つて、 星 

明りに 周囲 を 透して 視 たが、 別に 人の 影ら しい ものが 

目に 入る でも 無かった。 すべて は 皆な 無言で ある。 犬 


一 っ啼 いて 通らない 斯の 寒い 夜に、 何が 音 を 出して 丑 

松の 耳 を 欺かう。 

『丑 松、 丑 松。』 

とまた 呼んだ。 さあ、 丑 松 は 畏れず 慄 へずに 居られ 

なかった。 心 はもう 底の 底まで も搔 乱されて 了った の 

である。 たしかに 其 は 父の 声で —— i 枯れた 中に も 威 

る i ぼし  だけ たに あ ひ 

厳の ある 父の 声で、 あの 深い 烏帽子 ケ嶽の 谷間から、 

遠く 斯の飯 山に 居る 丑 松 を 呼ぶ やうに 聞え た。 目 を あ 

げて 見れば、 空 とても 矢 張 地の 上と 同じ やうに、 音 も 

無ければ 声 も 無い。 風 は 死に、 鳥 は 隠れ、 清し い 星の 

姿と ころん \。 銀河の 光 は 薄い 煙の やうに 遠く 荘厳な 


天 を 流れて、 深大な 感動 を 人の 心に 与へ る。 さすがに 

幽な 反射 はあって、 仰げば 仰ぐ ほど 暗い 藍色の 海の 

やうな は、 そこに 他界 を 望む やうな 心地 もせら る、 の 

であった。 声 —— あの 父の 呼ぶ 声 は、 斯の 星夜の 寒空 

を 伝って、 丑 松の 耳の 底に 響いて 来る かの やう。 子の 

たまし ひ 

霊魂 を 捜す やうな 親の 声 は 確かに 聞え た。 しかし 其 意 

味 は。 斯う 思 ひ 迷って、 丑 松 は あちこち くと 庭の 内 

を 歩いて 見た。 

そんな 

あ、、 何 を 其 様に 呼ぶ ので あらう。 丑 松 は 一生の 戒 

を 思 出した。 あの 父の 言葉 を 思 出した。 自分の 精神の 

な か  くるしみ 

内部の 苦痛が、 子 を 思 ふ 親の情 からして、 自然と 父に 


も 通じた ので あらう か。 飽くまで も 素性 を 隠せ、 今日 

までの 親の 苦心 を 忘れるな、 とい ふ 意味で あらう か。 

それで 彼の 牧場の 番小屋 を 出て、 自分の こと を 思 ひ 乍 

ら 呼ぶ 其 声が 豁 谷から 谿 谷へ 響いて 居る ので あらう か。 

それとも、 また、 自分の 心の 迷 ひで あらう か。 とい 

しま ひ  おそれ  うたが ひ 

ろ/ \に 想像して 見て、 終 に は 恐怖と 疑心と で 夢中 

おとつ 

になって、 『阿 爺さん、 阿 爺さん。』 と 自分の 方から 

目的 もな く 呼び返した。 

『や あ、 君 は 其処に 居た のか。』 

ちかづ 

と 声を掛けて 近いた の は 銀 之 助。 つ、 V いて 敬 之 進 

も。 二人 はしき りに 手 提洋燈 を さしつけて、 先 づ丑松 


まはリ  うか > 

の 顔 を 調べ、 身の 周囲 を 調べ、 それから 闇 を 窺 ふやう 

にして 見て、 さて 丑 松から また/ \ 父の 呼 声の した こ 

と を 聞 取った。 

『土屋 君、 それ 見た まへ。』 

おそれ 

敬 之 進 は 寒さと 恐怖と で慄へ 乍ら 言った。 銀 之 助 は 

笑って、 

そん  きっと 

『どうしても 其 様な こと は 理窟に 合 はん。 必定 神経の 

せゐ  うたが ひぶ か 

故 だ。 一体、 瀬 川 君 は 妙に 猜疑 深く 成った。 だから 

其 様な 下らない ものが 耳に 聞え るんだ。』 

『左様 かな あ、 神経の 故 かな あ。』 斯う 丑 松 は 反省す る 

やうな 調子で 言った。 


『だって 君、 考 へて 見た まへ。 形の 無い ところに 形が 

見えたり、 声の 無い ところに 声が 聞え たりす るなん て 

うたが ひぶ か 

それ そこが 君の 猜疑 深く 成った 証拠 さ。 声 も、 形 も、 

うみだ 

其 は 皆な 君が 自分の 疑心から 産出した 幻 だ。』 

『幻？』 

いは ゆる 

『所謂 疑心暗鬼と いふ 奴 だ。 耳に 聞え る 幻 —— とい ふ 

の も少許 変な 言葉 だ がね、 まあ 左様い ふこと も 言 へ る 

としたら、 其が 今夜 君の 聞いた やうな 声なん だ。』 

『あるひ は 左様 かも 知れない。』 

しばらく  しん 

暫時、 三人 は 無言に なった。 天 も 地も閬 として、 声 

せきばく 

が 無かった。 急に 是の 星夜の 寂寞 を 破って、 父の 呼ぶ 


声が 丑 松の 耳の 底に 響いた ので ある。 

『丑 松、 丑 松。』 

と 次第に 幽 になって、 啼 いて 空 を 渡る 夜の 鳥の や 

しま ひ 

うに、 終に は 遠く 細く 消えて 聞え なくなって 了った。 

『瀬 川 君。』 と 銀 之 助 は 手 提洋燈 を さしつけて、 顔色 を 

変へ た 丑 松の 様子 を 不思議 さう に 眺め 乍ら、 『どうし 

たい —— 君 は。』 

おや ぢ 

『今、 また 阿 爺の 声が した。』 

『今？ 何にも 聞え やしなかった ぢ やない か。』 

『ホウ、 左様 かねえ。』 

『左様 かねえ もない もんだ。 何も 声 なぞ は 聞え やし 


ない よ。』 と 言って、 銀 之 助 は 敬 之 進の 方へ 向いて、 『風 

間さん、 奈何でした —— 何 か 貴方に は 聞え ました か。』 

『い、 え。』 と 敬 之 進 も 力を入れた。 

『ホウ ラ。 風 間さん にも 聞えなければ、 僕に も 聞え な 

い。 聞いた の は、 唯 君ば かりだ。 神経、 神経 —— どう 

しても 其に 相違ない。』 

斯う 言って、 鱸て 銀 之 助 は あちこちと 闇 を 照らして 

見た。 天 は 今 僅かに 星の 映る 鏡、 地 は 今 犬な 暗い 影の 

やう。 一 つと して 声の ありさうな ものが、 手 提洋燈 の 

光に 入る でもなかった。 『は、、、、。』 と 銀 之 助 は 笑 

ひ 出して、 『まあ、 僕 は 耳に 聞いた つて 信じられない。 


目に 見た つて 信じられない。 手に 取って、 触って 見て、 

それからで なければ 其 様な こと は 信じられない。 い 

よくこり や あ、 僕の 観察の 通り だ。 生理的に 其 様な 

声が 聞え たんだ。 は、、、、。 それ はさう と、 馬鹿に 

寒く 成って 来た ぢ やない か。 僕 は 最早 斯うして 立って 

居られな くな つ た —— 行かう。 』 

(三) 

其晚、 寝床へ 入って から も、 丑 松 は 父と 先輩との こ 

たかいびき 

とを考 へて、 寝られなかった。 銀 之 助 は 直にもう 高鼾。 


みまも 

どんなに 丑 松 は 傍に 枕 を 並べ て 居る 友達の 寝顔 を 熟視 

つて、 その 平穏な、 安静な 睡眠 を 羨んだら う。 夜も更 

はねお 

けた 頃、 むつく と 寝床から 跳 起きて、 一旦 細く した 

洋燈 を復た 明く しながら、 蓮 太郎に 宛てた 手紙 を 書い 

て 見た。 今 はこの 病気 見舞 すら 人目 を 憚って 認める 

程に 用心した ので ある。 時々 丑 松 は 書き かけた 筆 を 止 

めて、 洋燈の 光に 友達の 寝顔 を 窺って 見る と、 銀 之 助 

は 死んだ 魚の やうに 大なロ を 開いて、 前後 も 知らず 熟 

睡 して 居た。 

全く 丑 松 は 蓮 太郎を 知らないでも 無かった。 人の 紹 

ことし 

介で 逢って 見た こと も 有る し、 今 歳に なって 二三 度 手 


紙の 往復 もした ので、 幾分 か 互 ひの 心情 は 通じた。 

然し、 蓮 太郎は 篤志な 知己と して 丑 松の こと を考 へて 

居る ばかり、 同じ 素性の 青年と は 夢にも 思はなかった。 

丑 松 もまた 、 其 秘密ば かり は 言 ふ こと を 躊躇し て 居る。 

だから 何となく 奥歯に 物が 挾まって 居る やうで、 其晚 

書いた 丑 松の 手紙に も 十分に 思った ことが 表れない。 

何故 是 程に 慕って 居る か、 其 さへ 書けば、 他の 事 はも 

う 書かなくても 済む。 あ、 —— 書け る ものなら 丑 松 も 

書く。 其 を 書け ない とい ふの は、 丑 松の 弱点で、 と 

うく 普通の 病気 見舞と 同じ ものに 成って 了った。 

『東京に て、 猪 子 蓮太郎 先生、 瀬 川 丑 松より』 と 認め 


終った 時 は、 深く く 良心 を 偽る やうな 気がした。 

なげう  ま 

筆を投 つて、 嘆息して、 復た 冷い 寝床に 潜り込ん だが、 

少許 とろ/ \ としたかと 思 ふと、 直に 恐し い 夢ば かり 

見つ  > けたので ある。 

翌朝の ことであった。 蓮華 寺の 庄 馬鹿が 学校へ やつ 

て 来て、 是非 丑 松に 逢 ひたいと 言 ふ。 『何の 用 か』 を 小 

使に 言 はせ ると、 『御 目に 懸 つて 御 渡しした いものが 

御座ます』 とか。 出て 行って 玄関のと ころで 逢へば、 

庄 馬鹿 は 一 通の 電報 を 手渡しした。 不取敢 開封して 読 

下して 見る と、 片仮名の 文字 も簡 短に、 父の 死去した 

とい ふ 報知が 書いて あった。 突然の ことに 驚いて 了つ 


て、 半信半疑で 繰返した。 確かに 死去の 報知に は 相違 

なかった。 発信人 は 根 律の 叔父。 『直ぐ 帰れ』 として 

ある。 

『それ はどう も 飛んだ ことで、 嘸 御 力落しで 御座 ませ 

う —— はい、 早速 帰りまして、 奥様に も 申 上げます る 

で 御座ます。』 

斯う 庄 馬鹿が 言った。 小児の やうに 死 を 畏れる とい 

おろか  あら 

ふ 様子 は、 其 愚し い 目 付に 顕 はれる のであった。 

丑 松の 父と いふ は、 日頃 極めて 壮健な 方で、 激烈し 

い 気候に 遭遇っても 風邪 一 つ 引かず、 巌 畳な 体 軀は反 

つて 壮夫を 凌ぐ 程の 隠居であった。 牧夫の 生涯と い 


へば いかにも 面白さう に 聞え るが、 其 実 普通の 人に 堪 

へられる 職業で は 無い のであって、 就中 西 乃 入の 牧場 

の 牛 飼な どと 来て は、 『彼の 隠居 だから 勤まる』 と 人に 

も 言 はれる 程。 牛の 性質 を克く 暗記して 居る とい ふ 丈 

しょせん  1*5 ぼし  だけ  たに あ ひ 

では、 所詮 あの 烏帽子 ケ嶽の 深い 谿 谷に 長く 住む こと 

さびし さ 

は 出来ない。 気候に は堪 へられても、 寂寥に は堪 へら 

れ ない。 温暖い 日の 下に 産れ て 忍耐の 力に 乏しい 南国 

の 人 なぞ は、 到底 斯うい ふ 山の 上の 牧夫に 適しない の 

である。 そこ は それ、 北部の 信 州 人、 殊に 丑 松の 父 は 

素朴な、 勤勉な、 剛健な 気象で、 労苦 を 労苦と も 思 は 

ない 上に、 別に 人の 知らない 隠遁の 理由 を も 持って 居 


た。 思慮の 深い 父 は 丑 松に 一生の 戒を教 へたば かりで 

無く、 自分 も 亦た 成るべく 人目に つかない やうに、 と 

のぞみ 

斯う 用心して、 子の 出世 を 祈る ょリ 外にもう 希望 もな 

ければ 慰藉 もない のであった。 丑 松の ため —— 其 を 思 

ふ 親の情 からして、 人里 遠い 山の 奥に 浮世 を 離れ、 朝 

夕 炭 焼の 煙り を 眺め、 牛の 群 を 相手に 寂しい 月日 を 送 

すき 

つて 来たので。 月々 丑 松から 送る 金の 中から 好な 地酒 

を 買 ふとい ふこと が、 何よりの 斯 牧夫の たのしみ。 労 

苦 も 寂寥 も 其の 為に 忘れる と 言って 居た。 斯うい ふ 

おや ぢ 

阿 爺が —— まあ、 鋼鉄の やうに 強いと も 言 ひた い 阿 爺 

が、 病気の 前 触 も 無くて、 突然死 去した と 言って よこ 


したと は。 

電報 は簡 短で 亡くなった 事情 も 解らなかった。 それ 

に、 父が 牧場の 番小屋に 上る の は、 春 雪の 溶け 初める 

頃で、 また 谷々 が 白く 降り 埋められる 頃になる と、 根 

まいとし 

津 村の 家へ 下りて 来る 毎年の 習慣で ある。 もう そ 

ろく 冬籠りの 時節。 考 へて 見れば、 亡くなった 場処 

は、 西 乃 入 か、 根津 か、 其す ら斯 電報で は 解らない。 

しかし、 其 時に なって、 丑 松 は 昨夜の 出来事 を 思 出 

した。 あの 父の 呼 声 を 思 出した。 あの 呼 声が 次第に 遠 

く 細くな つ て、 別離 を 告げる やうに 聞え たこと を 思 出 

した。 


斯の 電報 を 銀 之 助に 見せた 時 は、 流石の 友達 も 意外 

かんじ  しばらく ぼんやり  ま.' 

なと いふ 感想に 打 たれて、 暫時 茫然と して 突立った 儘、 

丑 松の 顔 を 眺めたり、 死去の 報告 を 繰返して 見たり し 

た。 纏て 銀 之 助 は 思 ひついた やうに、 

『む、、 根 津には 君の 叔父さんが あると 言った ッ けね 

え。 左様い ふ 叔父さんが 有れば、 万事 見て は M ハれ たら 

う。 しかし 気の毒な こと をした。 なにしろ、 まあ 早速 

帰る 仕度 をした まへ。 学校の 方 は、 君、 奈何に でも 都 

ムロ する から。』 

斯 う 言 つて 呉れる 友達の 顔に は 真実が 輝き 溢れて 居 

た。 た、 V 銀 之 助 は 一 語 も 昨夜の こと を 言 出さなかった 


ので ある。 『死 は 事実 だ II 不思議で も 何でも無い』 

と斯の 若い 植物学 者 は 眼で 言った。 

校長 は 時刻 を 違へ ず 出勤した ので、 早速 この 報知 を 

話した。 丑 松 は 直に これから 出掛けて 行きたい と 話し 

た。 留守中 何分 宜敷、 受 持の 授業の こと は 万事 銀 之 助 

に 頼んで 置いた と 話した。 

『奈何 にか 君 も 吃驚 なすった でせ う。』 と 校長 は 

忸々 敷 調子で 言った。 『学校の 方 は 君、 土 屋君も 居る し、 

勝 野 君 も 居る し、 其 様な こと はもう 少許も 御 心配な く。 

実に 我輩 も 意外だった、 君の 父上さん が 亡くなら うと 

は。 何卒、 まあ、 彼方の 御用 も 済み、 忌服で も 明ける 


ことにな つたら、 また 学校の 為に 十分 御 尽力 を 願 ひま 

われ/ \ しごと  これ だけ 

せう。 吾 儕の 事業が 是 丈に 楊って 来たの も、 一 つ は 君 

の 御 骨折から だ。 斯うして 君が 居て 下さ るんで、 奈何 

にか 我輩 も 心強い か 知れない。 此頃も 或処で 君の 評判 

を 聞いて 来たが、 何だか 斯う 我輩 は 自分 を 褒められた 

やうな 心地が した。 実際、 我輩 は 君 を 頼りに して 居 

るの だから。』 と 言って 気 を 変へ て、 『それにしても、 

か 、  すこしぐ らゐ 

出掛ける となると、 思った より は 要る もの だ。 少許位 

は 持 合せ も 有ます から、 立替 へて 上げても 可ので すが、 

どうです 少許御 持ちな さらん か。 もし 御 入用なら 遠慮 

なく 言って 下さい。 足りない と、 また 困ります よ。』 


と 言 ふ 校長 の 言葉 は いかにも 巧みであった。 しかし 

丑 松の 耳に は 唯 わざとら しく 聞え たので ある。 

『瀬 川 君、 それで は 届 を 忘れずに 出して 行って 下さい 

—— 何も 規則です から。』 

斯う 校長 は 添加して 言った。 

(四) 

丑 松が 急いで 蓮華 寺へ 帰った 時 は、 奥様 も、 お 志 保 

も 飛んで 出て 来て、 電報の 様子 を 問 ひ 尋ねた。 奈何に 

いたま  しらせ 

二人 は 丑 松の 顔 を 眺めて、 この 可 傷し い 報知の 事実 を 


想像した らう。 奈何に 二人 は 昨夜の 不思議な 出来事 を 

聞 取って、 女心に 恐し く あさましく 考 へたら う。 奈何 

ためし 

に 二人 は 世に ある 多くの 例 を 思 出して、 死 を 告げる 

しらせ  ひとだま 

前兆、 逢 ひに 来る 面影、 または 闇 を 飛ぶ とい ふ 人魂の 

迷信 なぞに 事寄せて、 この 暗合した 事実 に 胸 を 騒がせ 

たらう。 

『それ はさう と、』 と 奥様 は 急に 思 付いた やうに、 『ま 

だ 貴方 は 朝飯前で せう。』 

『あれ、 左様でした ねえ。』 とお 志 保 も 言葉 を 添へ た。 

『瀬 川さん。 そんなら 準備して 御 出な すって 下さい。 

今 直に 御飯に いたし ますから。 曰疋 から 御 出掛な さると 


いふのに、 生憎 何にも 無くて 御 気の毒で すねえ —— 

しほ ぴき 

塩鮭 でも 焼いて 上げ ませう か。』 

奥様 はもう 涙ぐんで、 蔵 裏の 内 をぐ るく 廻って 歩 

しゃう じ や 

いた。 長い 年月の 精舎の 生活 は、 この 女の性 質を感 

じ 易く 気短く させた ので ある。 

『なむ あみだぶ。』 

こ  うはつ  あま ひとりごと 

と斯の 有髪の 尼 は 独語 の やうに 唱 へて 居た。 

丑 松 は 二階へ 上って 大急ぎで 旅の 仕度 をした。 場合 

が 場合、 土産 も 買 はず、 荷物 も 持たず、 成るべく 身軽 

な 装 をして、 叔母の 手織の 綿 入 を 行李の 底から 出して 

きゃはん 

着た。 丁度 そこへ 足を投 出して、 脚粹を 着けて 居る と 


ころへ、 下女の 裝裟 治に 膳 を 運ばせて、 つ、 V いて 入つ 

て 来たの はお 志 保で ある。 いつも 飯櫃 は 出し放し、 三 

度が 三度 手盛りで やる に 引き かへ、 斯うして 人に 給仕 

うれしく 

して 貰 ふとい ふ は、 嬉敷も あり、 窮屈で も あり、 無 造 

作に 膳 を 引 寄せて、 丑 松 はお 志 保に つけて 貰って 食つ 

た。 其 日 はお 志 保 もす こし 打 解けて 居た。 いつもの や 

うに 丑 松 を 恐れる 様子 も 見えなかった。 敬 之 進の 境涯 

を 深く 憐 むと いふ 丑 松の 真実が 知れてから、 自然と 

おも はく  はヾカ 

思惑 を 憚 る 心 も 薄らいで、 斯うして 給仕して 居る 間 

にも 種々 な こと を 尋ねた。 お 志 保 はまた 丑 松の 母の こ 

と を 尋ねた。 


『母です か。』 と 丑 松 は 淡泊と した 男らしい 調子で、 『亡 

くな つたの は 丁度 私が 八 歳の 時でした よ。 八 歳と いへ 

ば 未だ ほんの 小 供です からね え。 まあ、 私 は 母の こと 

を克く 覚えても 居ない 位なん です —— 実際 母親と いふ 

ほんた う  おや ぢ 

もの、 味 を 真実に 知らない やうな ものなん です。 父親 

だっても、 矢 張 左様で、 この 六 七 年の 間 は 一緒に 長く 

居て 見た こと は 有ません。 いつでも 親子 はなれ，^。 

実は 父親 も 最早 好い年でした からね —— 左様です な あ 

おとつ  すこしう へ  あ、 

貴方の 父上さん より は少許 年長でした らう —— 彼 様い 

ふだん たっしゃ  かへ  か、 

ふ 風に 平素 壮健な 人 は、 反って 病気 なぞに 罹る と 弱い 

のか も 知れません よ。 私 なぞ は、 ですから、 親に 縁の 


薄い 方の 人間なん でせ う。 と 言へば、 まあお 志 保さん、 

貴方 だ つ て も 其 御 仲間 ぢ や 有 ま せんか。』 

斯 の 言葉 はお 志 保の 涙 を 誘 ふ 種と な つた。 あの 父親 

と は —— 十三の 春に 是 寺へ 貰 はれて 来て、 それぎ り 

最早 一緒に 住んだ ことがない。 それから、 あの 生の 母 

親と は —— 是 はまた 子供の 時分に 死別れ て 了った。 親 

に 縁の 薄い と は、 丁度お 志 保の 身の上で も ある。 お 志 

保 は 自分の 家の 零落 を 思 出した とい ふ 風で、 すこし 顔 

を 紅く して、 黙って 首 を 垂れて 了った。 

そのお 志 保の 姿 を 注意して 見る と、 亡くなった 母親 

とい ふ 人 も 大凡 想像が つく。 『彼 娘の 容貌 を 見る と 直 


に 前の 家内が 我輩の 眼に 映る』 と 言 つた 敬 之 進の 言葉 

たよる 

を 思 出して 見る と、 『昔風に 亭主に 便と いふ 風で、 ど 

こまで も 我輩 を 信じて 居た』 とい ふ 女の 若い 時 は —— 

なみだもろ 

いづれ このお 志 保と 同じ やうに、 情の 深い、 涙脆い、 

こ、 ろ もち 

見る度に 別の 人の やうな 心地の する、 姿 ありさまの 

種々 に 変る やうな 人で あつたに 相違ない。 いづれ この 

お 志 保と 同じ やうに、 醜く も 見え、 美しく も 見え、 あ 

る 時 は 蒼く 黄ばんで 死んだ やうな 顔 付 をして 居る かと 

うち 

思 ふと、 また ある 時 は 花の やうに 白い 中に も 自然と 

紅 味 を 含んで、 若く、 清く、 活々 とした 顔 付 をして 居 

る やうな 人で あつたに 相違ない。 まあ、 お 志 保 を 通し 


て 想像した 母親の 若い 時の 俤 は 斯うであった。 快活 

な、 自然な 信 州 北部の 女の 美質と 特色と は、 矢 張 丑 松 

の やうな 信 州 北部の 男子の 眼に 一 番 よく 映る ので ある。 

旅の 仕度が 出来た 後、 丑 松 はこの 二階 を 下りて、 

蔵 裏の 広間のと ころで 皆と 一緒に 茶 を 飲んだ。 新し 

い 木製の 珠数、 それが 奥様からの 餞別であった。 やが 

て 丑 松は庄 馬鹿の 手作りに したと いふ 草鞋 を 穿いて、 

人々 のな さけに 見送られて 蓮華 寺の 山門 を 出た。 


第 七 章 


i. 1 ) 

それ は 忘れる ことの 出来ない ほど 寂しい 旅であった。 

をと、 し  か  ちく まが は 

一昨年の 夏 帰省した 時に 比べる と、 斯うして 千 曲 川の 

岸に 添 ふて、 可 懐し い 故郷の 方へ 帰って 行く 丑 松 は、 

まあ 自分で 自分ながら、 殆んど 別の 人の やうな 心地が 

する。 足掛 三年、 と 言へば 其 程 長い 月日と も 聞えない 

が、 丑 松の 身に 取って は 一生の 変遷の 始 つた 時代で 

もっと 

—— 尤も、 人の 境遇に よって は 何時 変った とい ふこ 

と も 無し に 、 自然に 世を隔 て た やうな 感想 のす る もの 


も あらう けれど —— 其 精神の 内部の 革命が 丑 松に は猛 

烈に 起って 来て、 しかも 其 を 殊に 深く 感ずる ので ある- 

はヾか  はしゃ 

今 は 誰 を 憚る でも 無い 身。 乾燥いだ 空気 を 自由に 呼 

吸して、 自分の あやしい 運命 を 悲しんだり、 生涯の 変 

転に 驚いたり して、 無限の 感慨に 沈み 乍ら 歩いて 行つ 

た。 千 曲 川の 水 は 黄緑の 色に 濁って、 声 も 無く 流れて 

うづく ま  やなぎ 

遠い 海の 方へ —— 其 岸に 蹲 る やうな 低い 楊柳の 枯々 

さま  もと 

となった 光景 —— あ、、 依然として 旧の 通りな 山河の 

眺望 は、 一層 丑 松の 目 を 傷まし めた。 時々 丑 松 は立留 

みちばた 

つて、 人目の 無い 路傍の 枯 草の 上に 倒れて、 声 を 揚げ 

どうこく  し 

て 慟哭したい とも 思った。 あるひ は、 其 を 為たら、 堪 


へがたい 胸の 苦痛が 少許は 減って 軽く 成る かと も考へ 

た。 奈何 せん、 哭 きたく も哭 くことの 出来ない 程、 心 

と， ち ふさが 

は 重く 暗く 閉塞 つて 了った ので ある。 

漂泊す る 旅人 は 幾 群 か 丑 松の 傍 を 通りぬ けた。 落魄 

の 涙に 顔を濡 して、 餓 ゑた 犬の やうに 歩いて 行く もの 

あかじ 

もあった。 何 か 職業 を 尋ね 顔に、 垢染みた 着物 を 身に 

まと  ま 

絡 ひ 乍ら、 素足の 儘で 土 を 踏んで 行く もの もあった。 

あ はれげ な 歌 を 歌 ひ、 鈴 振 鳴らし、 長途の 艱難 を 修行 

いのち  つみ ほろぼ 

の 生命に して、 日に 焼けて 罪滅し 顔な 巡礼の 親子 も 

あみがさ すがた  さすが 

あった。 または 自堕落な 編 笠 姿、 流石に 世 を 忍ぶ 

ふぜい  ほしい ま、 

&晴 もし をら しく、 放肆に 恋慕の 一 曲 を 弾 じて、 銭 を 


乞 ふやうな &t しい 芸人の 一組 もあった。 丑 松 は 眺め 入 

つた。 眺め 入り 乍ら、 自分の 身の上と 思 ひ 比べた。 

奈何に 丑 松 は 今の 境涯の 遣 瀬な さを考 へて、 自在に 漂 

泊す る 旅人の 群 を 羨んだら う。 

飯 山 を 離れて 行けば 行く 程、 次第に a 松 は 自由な 天 

地へ 出て 来た やうな 心地が した。 北国 街道の 灰色な 

土 を 踏んで、 花やかな 日の 光 を 浴び 乍ら、 時には 岡に 

上り 時には 桑 畠の 間 を 歩み、 時には また 街道の 両側に 

並ぶ 町々 を 通過ぎ て、 汗 も 流れ 口 も 乾き、 足袋 も脚粹 

ほこ リ まみ  かへ  すこし 

も 塵埃に 汚れて 白く 成った 頃 は、 反って 少許 蘇生の 思 

みちばた  た わ 

に 帰った ので ある。 路傍の 柿の 樹は枝 も 橈む ばかりに 


黄な 珠を 見せ、 粟 は 穂 を 垂れ、 豆 は 莢に 満ち、 既に 刈 

取った 田 畠に は 浅々 と 麦の 萌ぇ 初めた ところ もあった。 

遠近に 聞え る 農夫の 歌、 鳥の 声 —— あ、、 山家で いふ 

『小 六月』 だ。 其 日 は 高 社 山 一帯の 山脈 も 面白く 容を 

あら は 

顕 して、 山と 山との 間の 深い 谷 蔭に は、 青々 と 炭 焼の 

煙の 立 登る の も 見えた。 

蟹 沢の 出 はづれ で、 当世風の 紳士 を 乗せた 一 台の 

人力車が 丑 松に 追 付いた。 見れば 天長節の 朝、 式場で 

演説した 高 柳 利 三郎。 代議士の 候補者に 立つ もの は、 

そろく 政見 を 発表す る 為に 忙しくなる 時節。 いづれ 

是人 も、 選挙の 準備と して、 地方 廻りに 出掛ける ので 


あらう。 と 見る 丑 松の 側 を、 高 柳 は 意気 揚々 として、 

すこし 人 を 尻目に かけて、 挨拶 も 為ずに 通過ぎ た。 二 

三 町 離れて、 車の 上の 人 は 急に 何 か 思 付いた やうに、 

こちら 

是方を 振 返って 見た が、 別に 丑 松の 方で は 気に も 留め 

なかった。 

みのち  めの まへ 

日 は 次第に 高くな つた。 水 内の 平野 は 丑 松の 眼前に 

ひろん \ 

展 けた。 それ は広濶 とした 千 曲 川の 流域で、 川上から 

はんらん 

押 流す 泥 砂の 一面に 盛 上った ところ を 見ても、 氾濫の 

す さま 

凄じ さが 思 ひ やられる。 見渡す 限 リ田畠 は 遠く 連ね 

けやき もり 

て、 櫸の杜 もところ，^。 今 は 野 も 山 も 濃く 青い 十 

いき/、 

一 月の 空気 を 呼吸す る やうで、 うら 枯れた 中に も活々 


おもむき  よ  こ 

とした 自然の 風趣 を克く 表して 居る。 早く 斯の 川の 上 

ち ひさが た 

流へ —— 小 県 の 谷へ —— 根 律の 村へ、 斯う 考 へて、 光 

の 海 を 望む やうな 可 懐し い 故郷の 空 を さして 急いだ。 

豊 野と 言って 汽車に 乗るべき ところへ 着いた は、 午 

後の 二 時 頃。 車で 艇 付けた 高 柳 も、 同じ 列車 を 待合せ 

て 居た と 見え、 発車 時間の 近いた 頃に 休 茶屋から やつ 

どこ  あの 

て 来た。 『何処へ 行く の だら う、 彼 男 は。』 斯う 思 ひ 乍 

うか ゾ 

ら、 丑 松 は 其と なく 高 柳の 様子 を 窺 ふやう にして 見 

さ き 

ると、 先方 も 同じ やうに 丑 松 を 注意して 見る らしい。 

それに、 不思議な ことに は、 何となく 丑 松 を 避ける と 

いふ 風で、 成るべく 顏を 合すまい と 勉めて 居た。 唯 互 


ひに 顔 を 知って 居る とい ふ 丈、 っひぞ 名乗 合った こと 

が 有る ではなし、 一 一人 は 言葉 を 交さう ともしなかった。 

鱸て 発車 を 報せ る 鈴の 音が 鳴った。 乗客 は いづれ も 

埒の 中へ と 急いだ。 盛な 黒姻を 揚げて 直 江津の 方角 

から 上って 来た 列車 は豊野 停車場の 前で 停った。 高 柳 

は 逸早く 群集の 中 を 擦 抜けて、 一室の 扉 を 開けて 入る。 

丑 松 はまた 機関車 近邇の 一室 を 択んで 乗った。 思 はず 

其処に 腰掛けて 居た 一 人の 紳士と 顔 を 見合せ た 時 は、 

あまりの 奇遇に 胸 を 打 たれた ので ある。 

『や あ —— 猪 子 先生。』 

と 丑 松 は 帽子 を 脱いで 挨拶した。 紳士 も、 意外な 処 


で、 とい ふ 驚喜した 顔 付。 

『お、、 瀬 川 君でした か。』 

(二) 

夢寐に も 忘れなかった 其 人の 前に、 丑 松 は 今 偶然に 

も 腰掛けた ので ある。 壮年の 発達に 驚いた やうな 目 付 

をして、 可 懐し さう に 是方を 眺めた は、 蓮 太郎。 敬慕 

の 表情 を 満面に 輝かし 乍ら、 帰省の 由緒 を 物語る の は、 

めぐりあ ひ 

丑 松。 実に 是邂追 の 唐突で、 意外で、 しかも 偽り も 飾 

そ と  あら は  ありさま  をと こ 

り も 無い 心の底の 外面に 流露れ た 光景 は、 男性と 男性 


との 間に 稀に 見られる 美し さであった。 

蓮 太郎の 右側に 腰掛けて 居た、 背の 高い、 すこし 顔 

色の 蒼い 女 は、 丁度 読み さしの 新聞 を 休めて、 丑 松の 

方 を 眺めた。 玻璃 越しに 山々 の 風景 を 望んで 居た 一 人 

の 肥大な 老 紳士、 是も 窓のと ころに 倚 凭って、 振 返つ 

て 二人の 様子 を 見比べた。 

新聞で 蓮太郎 の， J と を 読ん で 見舞 状まで 書 いた 丑 松 

めの まへ 

は、 この 先輩の 案外 元気の よいの を 眼前に 見て、 喜び 

も すれば 不思議に も 思った。 かねて 心配したり 想像し 

たりした 程に 身体の 衰弱が 目につく でも 無い。 強い 意 

志 を 刻んだ やうな 其 犬な 額 —— いよく 高く 隆起した 


其 頰の骨 II 殊に 其 眼 は 一 種の 神経質な 光 を 帯びて、 

悲壮な 精神の 内部 を 明白と 映して 見せた。 時として 顔 

の 色沢 なぞ を 好く 見せる の は 彼の 病気の 習 ひ、 あるひ 

そのせ ゐ 

は 其 故 かと も 思 はれる が、 まあ 想像した と 見た とは大 

違 ひで、 血 を 吐く 程の 苦痛 をす る 重い 病人の やうに は 

受取れ なかった。 早速 丑 松 は 其 事 を 言 出して、 『実は 

新聞で 見ました』 から、 『東京の 御宅へ 宛て、 手紙 を 上 

げ ました』 まで、 真実 を 顔に 表して 話した。 

『へえ、 新聞に 其 様な ことが 出て 居ました か。』 と 蓮 太 

郎は 微笑んで、 『聞 違へ でせ う —— 不良かった とい ふ 

の を、 今 不良い とい ふ 風に、 聞 違へ て 書い たんで せう。 


よく 新聞に は 左様い ふ 間違 ひが 出て 来ます よ。 まあ 御 

覧の 通り、 斯うして 旅行が 出来る 位です から 安心して 

下さい。 誰が また 其 様な 大裝裟 な こと を 書いた か —— 

ま ゝゝ ゝゝ 』 

聞いて 見る と、 蓮 太 郎は赤 倉の 温泉へ 身体 を 養 ひに 

行って、 今 其 帰途で あるとの こと。 其 時 同伴の 人々 

を も 丑 松に 紹介した。 右側に 居る、 何となく 人格の 

奥床しい 女 は、 先輩の 細君であった。 肥大な 老 紳士 は、 

うは さ  せいかく 

かねて 噂に 聞いた 信 州の 政 客、 この 冬 打って出よう 

をと こぎ 

として 居る 代議士の 候補者の 一 人、 雄弁と 俠気 とで 人 

に 知られた 弁護士であった。 


おっしゃ  あいけ う 

『あ、、 瀬 川 君と 仰 るんで すか。』 と 弁護士 は 愛嬌の 

ほ、 ゑみ  らいらく 

ある 微笑 を 満面に 湛へ 乍ら、 快活な、 磊落な 調子で 言 

つた。 『私 は巿 村です —— 只今 長 野に 居ります —— 

どうか 

何卒 まあ 以後 御 心 易く。 』 

『巿村 君と 僕と は、』 蓮 太 郎は丑 松の 顔 を 眺めて、 『偶 

然な ことから 斯様に 御 懇意に する やうに なって、 今で 

は 非常な 御世 話に 成って 居ります。 僕の 著述の ことで 

は、 殊に この 巿村 君が 心配して 居て 下さ るんで す。』 

『いや。』 と 弁護士 は 肥大な 身体 を 動った。 『我輩 こそ 

反って 種々 御世 話に 成って 居る ので —— まあ、 年 だけ 

は 猪 子 君の 方がず つと 若い、 は、、、、、 しかし 其 他 


のこと にかけ て は、 我輩の 先輩です。』 斯う 言って、 何 

か 思 出した やうに 嘆息 し て 、 『近頃 の 人物 を 数 へる と、 

い づ れも 年少 気鋭 の士 です ね。 我輩 なぞ は斯の 年齢に 

成っても、 未だ 碌々 として 居る やうな 訳で、 考 へて 見 

れば 実に 御 恥し い。』 

斯うい ふ 言葉の 中には、 真に 自身の 老 大を悲 むと い 

ふ 情が 表れて、 創意の ある もの を む やうな 悪い 癖 

は 少許も 見えなかった。 そ も/ \ は 佐 渡の 生れ、 斯の 

山国に 落着いた は 今から 十 年 程 前に あたる。 善に も 強 

ければ 悪に も 強いと 言 つた やうな 猛烈な 気象から、 

さま.. ic^ 

種々 な 人の 世の 艱難、 長い 政治 上の 経験、 権勢の 争奪、 


党派の 栄枯の 夢、 または 国事犯と しての 牢獄の 痛苦、 

其 他 多く の 訴訟 人と 罪人との 弁護、 およそ ありと あら 

ゆる 社会の 酸い と 甘い と を 嘗め 尽 して、 今 は 弱い もの 

貧しい もの、 味方になる やうな、 涙脆い 人と 成った の 

である。 天の 配剤 ほど 不思議な もの は 無い —— この 政 

客が 晩年に 成って、 学 も あり 才も ある 穢多 を 友人に 持 

たうと は。 

猶 深く 聞いて 見る と、 これから 巿村 弁護士 は 上田 を 

始めと して、 小 諸、 岩 村 田、 臼 田 なぞの 地方 を 遊説す 

る 為、 政見 発表の 途に 上る ので あるとの こと。 親しく 

佐 久小県 地方の 有権者 を 訪問して 草鞋 穿 主義で 選挙 を 


争 ふ 意気込で あるとの こと。 蓮太郎 はまた、 この 友人 

の 応援の 為、 一 つに は 自分の 研究の 為、 しばらく 可 懐 

しい 信 州に 踏 止まりた いとい ふ考 へで、 今宵 は 上田に 

一泊、 いづれ 二三 日の 内に は 弁護士と 同道して、 丑 松 

の 故郷と いふ 根津 村へ も 出掛けて 行って 見たい とのこ 

とであった。 この 『根津 村へ も』 が 丑 松の 心を悦 ばせ 

たので ある。 

『そんなら、 瀬 川さん は 今 飯 山に 御 奉職です な。』 と 弁 

護 士は丑 松に 尋ねて 見た。 

『飯 山 —— 彼処から は 候補者が 出 ませう？ 御存じで 

すか、 あの 高 柳 利三郎 とい ふ 男 を。』 


じ や  へび 

蛇の 道 は 蛇 だ。 弁護士 は 直に 其 を 言った。 丑 松は豊 

野の 停車場で 落 合った ことから、 今 この 同じ 列車に 乗 

込んで 居る とい ふこと を 話した。 何 か 思 当る ことが 有 

るかして、 弁護士 は 不思議 さう に 首 を 傾げ 乍ら、 『何処 

へ 行く の だら う』 を 幾度と なく 繰返した。 

『しかし、 是 だから 汽車の 旅 は 面白い。 同じ 列車の 内 

に 乗合せ て 居ても、 それで 互 ひに 知らずに 居る のです 

からな あ。』 

斯う 言って 弁護士 は 笑った。 

病の ある 身 ほど、 人の 情の 真と 偽 と を 烈しく 感 

ずる もの は 無い。 心に も 無い こと を 言 つて 慰めて 呉れ 


たっしゃ しあ はせ もの 

る 健康な 幸福 者の 多い 中に、 斯うい ふ 人々 ばかりで 

とりま  うれ  おも ひや リ 

取 囲 かれる 蓮 太郎の 嬉し さ。 殊に 丑 松の 同情 は 言葉 

の 節々 にも 表れて、 それが また 蓮 太郎の 身に 取って は、 

どんな  こた 

奈何に か 胸に 徹へ ると いふ 様子であった。 其 時 細君 は 

籠の 中に 入れて ある 柿 を 取 出した。 それ は 汽車の 窓 か 

ら買 取った もので、 其 色の 赤々 として さも 甘 さう に 熟 

したやつ を、 択 つて 丑 松に も 薦め、 弁護士に も 薦めた。 

蓮 太 郎もー つ 受取って、 秋の 果実のに ほひ を 喚いで 

みなが  さまん \ 

見 乍ら、 さて 種々 な 赤 倉 温泉の 物語 をした。 越後の 海 

岸まで 旅した こと を 話した。 蓮 太郎は 又、 東京の 市場 

くだもの 

で 売ら れ る 果実 なぞ に 比較して、 この 信濃路 の 柿の 新 


しい こと、 甘い こと を 賞め ちぎって 話した。 

駅々 で 車の 停る 毎に、 農夫の 乗客が 幾 群 か 入 込んだ。 

ほしい ま 、■ 

今 は 室の 内 も 放肆 な 笑声と 無遠慮な 雑談と で満さ 

る、 やうに 成った。 それに、 東海道 沿岸な どの 鉄道と 

くわ うれう 

は 違 ひ、 この 荒寥と した 信 濃路の は、 汽車まで も 旧式 

で、 粗 造で、 山家 風 だ。 其 列車が 山へ 上る につれ て、 

ガラス  しま ひ  はなし  よ 

窓の 玻璃に 響いて 烈しく 動揺す る。 終に は 談話 も 能 

く 聞 取れない ことがある。 油の やうに 飯 山 あたりの 岸 

を 浸す 千 曲 川の 水 も、 見れば 大な豁 流の 勢に 変って、 

白波 を 揚げて 谷底 を 下る のであった。 濃く 青く 清々 と 

した 山気 は 窓から 流 込んで、 次第に 高原へ 近いた こ 


と を 感ぜさせる。 

鱸て、 汽車 は 上田へ 着いた。 旅人 は 多く この 停車場 

で 下りた。 蓮太郎 も、 妻 君 も、 弁護士 も。 『瀬 川 君、 い 

づれ それで は 根 律で 御 目に 懸 ります —— 失敬。』 斯う 

言って、 再会 を 約して 行く先 輩の 後 姿 を、 丑 松 は 可 懐 

しさう に 見送った。 

急に 室の 内 は 寂しくな つたので、 丑 松 は 冷い 鉄の 柱 

もた  つむ  こ  めぐ リぁひ 

に靠れ 乍ら、 眼 を 瞑って 斯の 意外な 邂追 を 思 ひ 浮べ 

て 見た。 慾 を 言へば、 何となく 丑 松 は 物足りなかった。 

あれほど 

彼程 打 解けて 舆れ て、 彼程 隔ての 無い 言葉 を 掛けられ 

よそく 

て も、 まだ 丑 松 は 何処かに 冷淡し い 他人行儀な ところ 


が あると 考 へて、 奈何して 是 程の 敬慕の 情が 彼の 先輩 

の 心に 通じない ので あらう、 と 斯う 悲しく も 情なく も 

思った ので ある。 嫉む では 無い が、 彼の 老 紳士の 親し 

くす るの が 羨ましく も 思 はれた。 

あきらか 

其 時に なって 丑 松 も 明 に 自分の 位置 を 認める こと 

が 出来た。 敬慕 も、 同情 も、 すべて 彼の 先輩に 対して 

起る 心の中の やるせな さは  自分 も 亦た 同じ やうに ■ 

『糠 多で ある』 とい ふ 切ない 事実から 湧 上る ので。 其 

秘密 を 蔵して 居る 以上 は、 仮令 口の 酸くなる ほど 他の 

事 を 話した ところで、 自分の 真情が 先輩の 胸に 徹 へる 

時 は 無い ので ある。 無理 もない。 あ、、 あ、、 其 を 


うちあ  どんな 

告白け て 了ったなら、 奈何に 是 胸の 重荷が 軽くなる で 

あらう。 奈何に 先輩 は 驚いて、 自分の 手 を 執って、 『君 

も 左様 か』 と 喜んで 呉れる であらう。 奈何に 二人の 心 

と 心と が ハタと 顔 を 合せて、 互 ひに 同じ 運命 を憐 むと 

まじ はリ 

いふ 其 深い 交際に 入る であらう。 

左様 だ II せめて 彼の 先輩 だけに は 話さう。 斯う 考 

へて、 丑 松 は 楽しい 再会の 日 を 想像して 見た。 

(三) 

ステ— シ ヨン 

田 中の 停車場へ 着いた 頃 は 日暮に 近かった。 根津村 


へ 行かう とする もの は、 こ、 で 下りて、 一里 あまり 

ち ひさが た 

小 県 の 傾斜 を 上らなければ ならない。 

丑 松が 汽車から 下りた 時、 高 柳 も 矢 張 同じ やうに 下 

りた。 流石 代議士の 候補者と 名乗る 丈あって、 風采 は 

堂々 とした 立派な もの。 権勢と 奢侈と で饑 ゑた やうな 

其 姿の 中には、 何処と なく 斯う 沈んだ ところ もあって、 

時々 盗む やうに 是方を 振 返って 見た。 成るべく 丑 松 を 

避ける とい ふ 風で、 顔 を 合すまい と 勉めて 居る こと は、 

いよ/ \ 其 素 振で 読めた。 『何処へ 行の だら う、 彼 男 

は。』 と 見る と、 高 柳 は 素早く 埒を 通り抜けて、 引 隠れ 

る 場 処を欲 しいと 言 つた やうな 具合に、 旅人の 群に 交 


つたので ある。 深く 外套に 身 を 包んで、 人目 を 忍んで 

居る さへ あるに、 出迎 への 人々 に 取 囲 かれて、 自分と 

同じ 方角 を 指して 出掛ける と は。 

北国 街道 を 左へ 折れて、 桑 畠の 中の 細道へ 出る と、 

最早 高 柳の 一行 は 見えなかった。 石垣で 積 上げた 田圃 

と 田圃との 間の 坂路を 上る につれ て、 烏&子 山脈の 大 

めの まへ 

傾斜が 眼前に 展 けて 来る。 広野、 湯の 丸、 籠の 塔、 ま 

さ ん ぼ う 

たは 三峯、 浅 間の 山々、 其 他と ころ，^ に 散布す る 村 

落、 松林 II 一  つと して 回想の 種と 成らない もの はな 

い。 千 曲 川 は 遠く 谷底 を 流れて、 日 を うけてお もしろ 

く 光る のであった。 


其 日 は 灰 紫色の 雲が 西の 空に 群って、 飛驛の 山脈 

を 望む こと は 出来なかった。 あの 千古 人跡の 到らない 

ところ、 もし 夕 雲の 隔てさへ 無くば、 定めし 最早 皚々 

とした 白雪が 夕日 を 帯びて、 天地の 壮観 は 心 を 驚かす 

ばかりで あらう と 想像 せられる。 山 を 愛する の は 丑 松 

の 性分で、 斯うして 斯の大 傾斜 大谿 谷の 光景 を 眺めた 

り、 又は 斯の 山間に 住む 信 州 人の 素朴な 風俗と 生活と 

を考 へたり して、 岩石の 多い 凸凹した 道 を 踏んで 行つ 

た 時 は、 若々 しい 総身の 血潮が 胸を衝 いて 湧 上る やう 

に 感じた。 今 は 飯 山の 空 も 遠く 隔 つた。 どんなに 丑 松 

は 山の 吐く 空気 を 呼吸して、 暫時 自分 を 忘れる とい ふ 


其 楽しい 心地に 帰った であらう。 

山上の 日没 も 美しく 丑 松の 眼に 映った。 次第に 薄れ 

て 行く 夕暮の 反射 を 受けて、 山々 の 色 も 度 か 変った 

しま ひ 

ので ある。 赤 は 紫に。 紫 は 灰色に。 終に は 野 も 岡 も 

暮れ、 影 は 暗く 谷から 谷へ 拡 つて、 最後の 日の 光 は 山 

のノ顚 にば かり 輝く やうに なった。 丁度 天空の 一 角に 

あたって、 黄ばんで 燃える 灰色の 雲の やうな は、 浅 間 

の 煙の 靡いた ので あらう。 

力  こ、 ろ もち 

斯うい ふ 楽しい 心地 は、 と は 言へ、 長く 続かな かつ 

た。 荒 谷の は づれ迄 行けば、 向 ふの 山腹に 連なる 一村 

の 眺望、 暮色に 包まれた 白壁 土壁の さま、 其 山家 風の 


こす タ！ 

屋根と 屋根との 間に 黒ずんで 見える の は 柿の 梢 か I 

I あ、 根津 だ。 帰って 行く 農夫の 歌 を 聞いて すら、 丑 

松 はもう 胸 を 騒がせる のであった。 小 諸の 向町から 

こ 、  しゃう がい  たそがれ 

是処へ 来て 隠れた 父の 生涯、 それ を考 へる と、 黄昏の 

しま  なつか 

景気 を 眺める 気 も 何も 無くなって 了 ふ。 切な さは 可 懐 

しさに 交って、 足 もお のづ から 慄 へて 来た。 あ、、 自 

ふところ  ひととき なぐさめ  ちかづ 

然の 胸懐 も 一時の 慰藉に 過ぎなかった。 根 律に 近け 

ば 近く ほど、 自分が 穏多 である、 調 里 (新 平民の 異名) 

こ.^ ろ もち  おそ 

である、 と 其 心地が 次第に 深く 襲 ひ 迫って 来たので。 

暗くな つて 第二の 故郷へ 入った。 もとく 父が 家族 

を 引 連れて、 この 片田舎に 移った の は、 牧場へ 通 ふ 便 


利を考 へたば かりで 無く、 僅少ば かりの 土地 を 極く 安 

く 借 受ける やうな 都合 もあった からで。 現に 叔父が 耕 

して 居る の は 其 畠で ある。 流石に 用心深い 父 は 人目に 

つかない 村 はづれ を択ん だので、 根 律の 西 町から 八 町 

程 離れて、 と ある 小高い 丘の 裾のと ころに 住んだ。 

長野県 小 県 郡 根津村 大字 姫 子 沢 —— 丑 松が 第一 一 の 故 

郷と は、 其 五十 戸ば かりの 小 部落 を 言 ふので ある。 

(四) 

父の 死去した 場処 は、 斯 の根津 村の 家ではなくて、 


西 乃 入 牧場の 番小屋の 方であった。 叔父 は 丑 松の 帰村 

を 待 受けて、 一緒に 牧場へ 出掛ける 心算であった ので、 

兎も角も 丑 松 を 炉辺に 座 ゑ、 旅の 疲労 を 休めさせ、 例 

の 無慾な、 心の 好 ささうな 声で、 亡くなった 人の 物語 

を 始めた。 炉の火 は 盛に 燃えた。 叔母 も 啜り 上げ 乍 

ら耳を 傾けた。 聞いて 見る と、 父の 死去 は、 老の 為で 

もな く、 病の 為で も 無かった。 まあ、 言 は、 V、 職業の 

為に 突然な 最後 を 遂げた のであった。 一体、 父が 家畜 

を 愛する 心 は 天性に 近かった ので、 随 つて 牧夫と して 

の 経験 も 深く、 人に も 頼まれ、 牧場の 持主に も 信ぜら 

れた 位。 牛の 性質 なぞ はな か/ \克 く 暗記して 居た も 


の。 よも や 彼の 老練な 人が 其 道に 手ぬ かりな どの 有ら 

うと は 思 はれない。 そこが それ 人の 一生の 測りが たさ 

で、 不図 ある 種牛 を預 つた 為に、 意外な 出来事 を 引 起 

したので あった。 種牛と いふの は 性質が 悪かった。 

もっと  めうし  をう し 

尤も、 多くの 牝牛の 群の 中へ、 一頭の 牡牛 を 放つ ので 

おとな 

あるから、 普通の 温順し い 種牛で すら 荒くなる。 時と 

して は 性質が 激変す る。 まして 始めから 気象の 荒い 雑 

たま  ひろん \ 

種と 来たから 堪らない。 広濶 とした 牧場の 自由と、 誘 

ふやうな 牝牛の 鳴 声と は、 其 種牛 を 狂 ふば かりに させ 

しま ひ  ほんしゃう 

た。 終に は 家 養の 習慣 も 忘れ、 荒々 しい 野獣の 本性 

ゆく へ  しま 

に 帰って、 行衛が 知れ なくなって 了った ので ある。 三 


日経っても 来ない。 四日 経っても 帰らない。 さあ、 父 

は 其 を 心配して、 毎日 水草の 中 を 捜して 歩いて、 ある 

時 は 深い 沢 を 分けて 日の 暮れる 迄 も 尋ねて 見たり、 あ 

あさ 

る 時 は 山から 山を獵 つて 高い 声で 呼んで 見たり したが、 

何処に も 影 は 見えなかった。 昨日の 朝、 父 はまた 捜し 

に 出た。 いつも 遠く 行く 時には、 必ず 昼飯 を 用意して、 

かま なた のこぎり  し よ 

例の 『山猫』 (鎌、 鉈、 鋸 などの 入物) に 入れて 背負 

つて 出掛ける。 ところが 昨日に 限って は 持たなかった。 

時刻に 成っても 帰らない。 手伝 ひの 男 も 不思議に 思 ひ 

乍ら、 塩 を 与へ る 為に 牛小屋の あると ころへ 上って 行 

くと、 牝牛の 群が 喜ばし さう に 集まって 来る。 丁度 其 


とほ  力 ほ 

中には、 例の 種牛 も 恍け 顔に 交って 居た。 見れば 角 は 

あき 

紅く 血に 染 つた。 驚き もし、 呆れ もして、 来 合せた 人々 

せゐ 

と 一緒にな つて 取 押へ たが、 其 時 はもう 疲れて 居た 故 

てむか ひ  そこ こ、 

か、 別に 抵抗 も 為なかった。 さて 男 は 其処 此処と 父 を 

探して 歩いた。 漸く 岡の 蔭の 熊笹の 中に 呻吟き 倒れ 

て 居る ところ を 尋ね 当て、、 肩に 掛けて 番小屋 迄 連れ 

帰って 見る と、 手当 も 何も 届かない 程の 深 傷。 叔父が 

聞いて K 付けた 時 は、 まだ 父 は 確乎して 居た。 最後に 

Jli^ 息 を 引取った のが 昨夜の 十 時 頃。 今日は 人々 も 牧場 

に 集って、 番小屋で 通夜と 極めて、 いづれ も 丑 松の 帰 

るの を 待 受けて 居る とのこと であった。 


『とい ふ 訳で、』 と 叔父 は 丑 松の 顔 を 眺めた。 『私が 

あにき 

阿兄に、 何 か 言って 置く こと はねえ か、 と 尋ねたら、 

苦しい 中に も 気象 はしゃん とした もので、 「俺 も 牧夫 

だから、 牛の 為に 倒れる の は 本望 だ。 今と なって は 他 

に 何にも 言 ふこと はねえ。 唯 気に か、 るの は 丑 松の こ 

と。 俺が 今日 迄の 苦労 は、 皆な 彼奴の 為 を 思 ふから。 

日頃 俺 は 彼奴に 堅く 言 聞かせて 置いた ことがある。 

何卒 丑 松が 帰って来たら、 忘れるな、 と 一言 左様 言つ 

てお 臭れ。」』 

丑 松 は 首 を 垂れて、 黙って 父の 遺言 を 聞 いて 居た。 

なほ 

叔父 は猶 言葉 を 継いで、 


『「それから、 俺 は斯の 牧場の 土と 成りたい から、 葬式 

は 根津の 御寺で しねえ やうに、 成るなら 斯の 山で やつ 

な  こもろ 

てお 呉れ。 俺が 亡くなつ たと は、 小 諸の 向町へ 知らせ 

ずに 置いて お呉れ —— 頼む。」 と 斯う 言 ふから、 其 時 私 

が 「む、、 解った、 解った」 と 言って やった よ。 する 

あにき  うれ  やが 

と 阿兄 は 其が 嬉しかった と 見え、 にっこり 笑って、 鱸 

こ. ま 

て 私の 顔 を 眺め 乍ら ポロ/^ と 涙 を 零した。 それぎ リ 

もう 阿兄 は 口 を 利かなかった。』 

斯う いふ 父の 臨終の 物語 は、 言 ふ に 言 はれぬ 感激 を 

丑 松の 心に 与へ たので ある。 牧場の 土と 成りたい と 言 

ふの も、 山で 葬式 をして 呉れと 言 ふの も、 小 諸の 向町 


へ 知らせずに 置いて 舆れと 言 ふの も、 畢竟る ところ は 

丑 松の 為 を 思 ふからで。 丑 松 は 其 精神 を 酌 取って、 父 

の 用意の 深い こと を 感ずる と 同時に、 又、 一 旦 斯うと 

思 ひ 立った こと は 飽くまで 貫かずに は 置かない とい ふ 

たまし ひ 

父の 気魄の 烈し さ を 感じた。 実際、 父が 丑 松に 対する 

時 は、 厳格 を 通り越して、 残酷な 位であった。 亡くな 

なほ  おそ 

つた 後まで も、 猶丑松 は 父 を 畏れた ので ある。 

やがて 丑 松 は 叔父と 一緒に、 西 乃 入 牧場 を 指して 出 

掛ける ことにな つた。 万事 は 叔父の 計ら ひで、 検屍 も 

じ やうし んゐん 

済み、 棺も 間に合 ひ、 通夜の 僧 は 根津の 定津院 の 長老 

を 頼んで、 既に 番小屋の 方へ 登って 行った とのこと。 


明日の 葬式の 用意 は 一切 叔父が 呑 込んで 居た。 丑 松 は 

唯 出掛けさへ すれば よかった。 此処から 烏帽子 ケ獄の 

麓まで 二十 町 あまり。 其 間、 田 沢の 峙 なぞ を 越して、 

寂しい 山道 を迪ら なければ ならない。 其晚は 鼻を摑 

ま、 れる 程の 闇で、 足 許さへ も 覚束なかった。 丑 松 は 

先に 立って、 提灯の 光に 夜路を 照らし 乍ら、 山 深く 叔 

父 を 導いて 行った。 人里 を 離れて 行けば 行く ほど、 次 

第に 路は 細く、 落ち 朽ちた 木 葉 を 踏 分けて 僅かに 一 条 

の 足跡が あるば かり。 こ、 は 丑 松が 少年の 時代に、 克 

く 父に 連れられて、 往 つたり 来たりした ところで ある。 

牛小屋の ある 高原の 上へ 出る前に、 二人 はいくつ か 小 


山 を 越えた。 

(五) 

谷 を 下る と 其処が もう 番小屋で、 人々 は 狭い部屋の 

あか/ \  も  もくぎょ 

内に 集って 居た。 灯 は 明々 と 壁 を 泄れ、 木魚の 音 も 山 

さ やき 

の 空気に 響き渡 つ て、 流れ 下る 細 谷川の 私語に 交 つ て、 

一層の 寂し さあ はれさ を 添へ る。 家の 構造 は、 唯 雨露 

を 凌ぐ とい ふば かりに、 葺 きもし 囲 ひもして ある 一軒 

屋。 たまさか 殿 城 山の 間道 を 越えて 鹿 沢 温泉へ 通 ふ 旅 

人が 立 寄る より 外に は、 訪ふ人 も 絶えて 無い やうな 世 


離れた ところ。 炭 焼、 山番、 それから 斯の牛 飼の 生活 

ありさま 

—— いづれ も 荒 くれた 山 住の 光景で ある。 丑 松 は 

ちゃう ちん 

提灯 を 吹 消して、 叔父と 一緒に 小屋の 戸 を 開けて 入 

つた。 

定津院 の 長老、 世話人と 言って 姫 子 沢の 組合、 其 他 

をと こ をん な 

父が 生前 懇意に した 農家の 男 女 —— それらの 人々 か 

くやみ 

ら丑松 は 親切な 弔辞 を 受けた。 仏前の 燈明は 線香の 

烟 に 交る 夜の 空気 を 照らして、 何となく 部屋の 内 も 

なきがら 

混雑して 居る やうに 見える。 父の 遺骸 を 納めた とい ふ 

ご  まはリ 

は、 極く 粗末な 棺。 其 周囲 を 白い 布で 巻いて、 前に は 

ゐ はい  しきみ みどりば 

新しい 位牌 を 置き、 水、 団子、 外に は 菊、 榕の緑 葉な 


ぞを 供へ てあつた。 読経 も 一き りに なった 頃、 僧の 注 

意で、 年老いた 牧夫の 見納めの 為に、 か はる，^ 棺の 

なみだ 

前に 立った。 死別の 泪は 人々 の 顔 を 流れた ので ある。 

こ ヾ  らふ そく 

丑 松 も 叔父に 導かれ、 すこし 腰 を 曲め、 薄暗い 蠟燭の 

灯影に 是 世の 最後の 別離 を 告げた。 見れば 父 は 孤独な 

牧夫の 生涯 を 終って、 牧場の 土 深く 横 はる 時 を 待つ か 

あ を ざ 

の やう。 死 顔 は 冷 かに 蒼め て、 血の 色 も 無く 変り は 

むかしかたぎ  あのよ 

てた。 叔父 は 例の 昔気質から、 他界の 旅の 便りに もと、 

わら ぢ  まよけ 

編 笠、 草鞋、 竹の 輪 なぞ を 取 添へ、 別に 魔 除と 言って、 

やが  ま  どき やう 

刃物 を棺の 蓋の 上に 載せた。 鑣て復 た 読経が 始まる、 

木魚の 音が 起る、 追懐の 雑談 は 無邪気な 笑声に 交 つ て、 


物 食 ふ 音と 一緒にな つて、 哀しく も あり、 騒がしく も 

あり、 人々 に 妨げられて 丑 松 は 旅の 疲労 を 休める こと 

も 出来なかった。 

一夜 は 斯うい ふ 風に 語り 明した。 小 諸の 向町へ は 通 

知して 具れ るな とい ふ 遺言 も あるし、 それに 移住 以来 

こちら 

十七 年 あまり も 打 絶えて 了った し、 是 方から も 知らせ 

て やらなければ、 向 ふから も 来なかった。 昔の 『お 頭』 

が 亡くなつ たと 聞 伝へ て、 下手な ものに やって来られ 

て は 反って 迷惑す ると、 叔父 は 唯 それば かり 心配して 

居た。 斯の 叔父に 言 はせ ると、 墓 を 牧場に 択ん だの は、 

かねて 父が 考 へて 居た ことで。 とい ふ は、 もし 根津の 


寺 なぞ へ 持 込んで、 普通の 農家の 葬式 で 通れば よし、 

ことわ  あさま 

さも 無かった 日に は、 断然 謝絶ら れる やうな 浅 猿し い 

目に 逢 ふから。 習慣の 哀し さに は、 穢多 は 普通の 墓地 

に 葬る 権利が 無い として ある。 父 は 克く其 を 承知して 

居た。 父 は 生前 も 子の 為に 斯うい ふ 山奥に 辛抱して 居 

た。 死後 もまた 子の 為に 斯の 牧場に 眠る の を 本望と し 

たので ある。 

『どうかして 斯の 「おじ やん ぼん」 (葬式) は 無事に 済 

ましたい —— な あ、 丑 松、 俺 はこれ でも 気が 気ぢ やね 

えぞよ。』 

斯うい ふ 心配 は 叔父ば かりで は 無かった。 


あくるひ  をと こ をん な  うちそと 

翌日の 午後 は、 会葬の 男女が 番小屋の 内外に 集つ 

た。 牧場の 持主 を 始め、 日頃 牝牛 を 預けて 置く 牛乳屋 

なぞ も、 其と 聞 伝へ たかぎ り は 弔 ひに やって来た。 父 

わき  やが 

の 墓地 は 岡の 上の 小 松の 側と 定まって、 鱸て いよいよ 

野辺送り を 為る ことにな つた 時 は、 住み慣れた 小屋の 

軒を舁 がれて 出た。 棺の 後に は 定津院 の 長老、 つ、 V い 

て 腕白 顔な 二人の 子 坊主、 丑 松 は 叔父と 一 緒に 

わら ざう リ ばき 

藁 草履 穿、 女 は いづれ も 白の 綿帽子 を 冠った。 人々 は 

てお リじま 

思 ひくの 風俗、 紋付も あれば 手織 縞の 羽織 も ぁリ、 

山家の 習 ひとして 多く は 袴 も 着けなかった。 斯の 飾り 

の 無い 一行の 光景 は、 素朴な 牛 飼の 生涯に 克く 似合つ 


まご ゝろ 

て 居た ので、 順序 も 無く、 礼儀 も 無く、 唯 真心 こもる 

情 一 つに 送られて、 静かに 山 を 越えた。 

ま  かね  ねう はち 

式 も 亦た 簡 短であった。 単調 子な 鉦、 太鼓、 鐃鈸の 

おも ひで 

音、 回想の 多い 耳に は 其 も 悲哀な 音楽と 聞え、 器械 的 

なげき 

な 回向と 読経との 声、 悲嘆の ある 胸に は 其 も あはれ の 

ばんか  らいはい 

深い 挽歌の やうに 響いた。 礼拝し、 合掌し、 焼香して、 

鑣て 帰って 行く 人々 も 多かった。 棺は 間もなく 墓と 定 

めた 場処へ 移された ので、 そこに は 掘 起された 『のつ 

ぺ い』 (土の 名) が堆 高く 盛 上げられ、 咲 残る 野菊の 花 

も 土足に 踏 散らされ てあつた。 人々 は 土 を 握んで、 穴 

ひとかたまり 

をめ がけて 投入れ る。 叔父 も 丑 松 も 一 塊づ、 投入れ 


た。 最後に 鍬で 搔 落した 時 は、 崖崩れの やうな 音して 

烈しく 棺の蓋 を 打つ。 それさへ あるに、 土 気の 襄 上る 

に ほひ ぶん  つ 

臭気 は紛と 鼻を衝 いて、 堪へ 難い 思 をさせる ので あつ 

た。 次第に 葬られて、 小山の 形の 土饅頭が 其処に 出来 

上る まで、 丑 松は考 深く 眺め 入った。 叔父 も 無言で あ 

ひとこと 

つた。 あ、、 父 は 丑 松の 為に 『忘れるな』 の 一 語 を 残 

して 置いて、 最後の 呼吸にまで 其 精神 を 言 ひ 伝へ て、 

このよ 

斯うして 牧場の 土 深く 埋もれて 了った II もう 斯 世の 

人で は 無かった ので ある。 


と  かく  す 

兎も角も 葬式 は 無事に 済んだ。 後の 事 は 牧場の 持主 

に 頼み、 番小屋 は 手伝 ひの 男に 預けて、 一 同 姫 子 沢へ 

こ  かひ やしな 

引取る ことにな つた。 斯の 小屋に 飼養 はれて 居る 一 

匹の 黒猫、 それ も 父の 形見で あるから と、 しきりに 丑 

すみな 

松 は 連 帰らう として 見た が、 住 慣れた 場処に 就く 家畜 

の 習 ひとして、 離れて 行く こと を 好まない。 物 を 呉れ 

て も 食 はず、 呼んでも 姿 を 見せず、 唯 縁の下 を あち こ 

ちと 鳴き 悲む 声の あはれ さ。 畜生 乍ら に、 亡くなった 

主人 を 慕 ふかと、 人々 も 燐んで、 是 から 雪の 降る 時節 

てんで 

にで も 成らう ものなら 何 を 食って 山籠りす る、 と 各自 


に 言 ひ 合った。 『可愛 さう に、 山猫に でも 成る だらず。』 

斯う 叔父 は 言 つたので ある。 

やがて 人々 は 思 ひ/ \に 出掛けた。 番小屋 を 預かる 

男 は 塩 を 持って、 岡の 上まで 見送り 乍ら 随 いて 来た。 

十一月 上旬の 日の 光 は 淋しく 照して、 この 西 乃 入 牧場 

くわ うれう  おもむき 

に 一層 荒寥と した 風趣 を 添へ る。 見れば 小 松 はと こ 

やまつ 、 じ 

ろ，^。 山躑躅 は、 多くの 草木の 中に、 牛の 食 はない 

ものと して、 反って 一 面に 繁茂して 居る ので あるが、 

それ も 今 は 霜枯れて 見る 影が 無い。 何もかも 父の 死 を 

冥想させる 種と 成る。 愁 ひつ、 丑 松 は 小山の 間の 細道 

を 歩いた。 父 を斯の 牧場に 訪れた は、 丁度 足掛 三年 前 


の 五月の 下旬であった こと を 思 出した。 それ は 牛の 角 

の癢 くなる とい ふ 頃で、 斯の枯 々な 山躑躅が 黄 や 赤に 

咲 乱れて 居た こと を 思 出した。 そこ こ、 に 蕨 を采る 

子供の 群 を 思 出した。 山鳩の 啼く声 を 思 出した。 其 時 

は 心地 の 好い 微風が 鈴蘭 (君 影 草と も、 谷間の 姫 百合 

とも) の 花 を 渡って、 初夏の 空気 を 句 はせ たこと を 思 

出した。 父 は 又、 岡の 上の 新緑 を 指して 見せて、 斯の 

西 乃 入に は柴 草が 多い から 牛の 為に 好い と 言った こと 

を 思 出した。 其 青葉 を 食 ひ、 塩 を 嘗め、 谷川の 水 を 飲 

めば、 牛の 病 は 多く 癒る と 言った こと を 思 出した。 父 

はまた 附 和して、 さま，^ な 牧畜の 経験、 類 を 以て 集 


る 牛の 性質、 初めて 仲間 入す る 時の 角 押しの 試験、 畜 

生と は 言 ひ 乍ら 仲間 同志 を 制裁す る 力、 其 他 女王の や 

うに 牧場 を 支配す る 一 頭の 牝牛 なぞの 物語 をして、 そ 

れ がいかに も 面白く 思 はれた こと を 思 出した。 

こ  る W ぼし  だけ 

父 は斯の 烏帽子 ケ嶽の 麓に 隠れた が、 功名 を 夢見る 

心 は 一 生 火の やうに 燃えた 人であった。 そこ は 無欲な 

おさ 

叔父と 大に違 ふところで、 その 制へ きれない やうな 烈 

しい 性質の 為に、 世に立って 働く ことが 出来ない やう 

いつ  ひっこ 

な 身分なら、 寧 そ 山奥へ 高踏め、 とい ふ 憤慨の 絶える 

時が 無かった。 自分で 思 ふやう に 成らない、 だから、 

せめて 子孫 は 思 ふ やう にして やりたい。 自分が 夢見る 


どうか 

こと は、 何卒 子孫に 行 はせ たい。 よしや 日 は 西から 出 

て 東へ 入る 時が あらう とも、 斯志 ばかり は 堅く 執って 

変るな。 行け、 戦へ、 身 を 立てよ —— 父の 精神 は そこ 

に 在った。 今 は 丑 松 も 父の 孤独な 生涯 を 追懐して、 彼 

の 遺言に 籠る 希望と 熱情と を 一 層 力強く 感ずる やうに 

をし へ  いのち  あへ 

成った。 忘れるな とい ふ 一生の 教訓の 其 生命 —— 喘ぐ 

をと こ  たまし ひ 

やうな 男性の 霊魂の 其 呼吸 —— 子の 胸に 流れ 伝 はる 親 

の 其 血潮 —— それ は 父の 亡くなつ たと 一 緒に いよく 

深い 震動 を 丑 松の 心に 与へ た。 あ、、 死 は 無言で ある。 

しかし 丑 松の 今の 身に 取って は、 千 百の 言葉 を 聞く よ 

もっと 

リも、 一層 深く 自分の 一生の こと を考 へさせる ので あ 


つた。 

牛小屋の あると ころまで 行く と、 父の 残した 事業が 

丑 松の 眼に 映 じた。 一週 すれば 二 里 半に あまる とい 

ふ 天然の 大 牧場、 そこ こ、 の 小 松の 傍に は 臥たり 起き 

たりして 居る 牝牛の 群 も 見える。 牛小屋 は 高原の 東の 

隅に 在って、 粗 造な 柵の 内に は 未だ 角の 無い 犢も幾 

頭 か 飼って あった。 例の 番小屋 を 預かる 男 は 人々 を 

款待 顔に、 枯草を 焚いて、 猶 さま，^ の 燃料 を搔 集め 

て吴れ る。 丁度 そこに は 叔父 も 丑 松 も 待合せ て 居た。 

男 も、 女 も、 斯の 焚火の 周囲に 集った かぎり は、 昨夜 

一晩 寝なかった 人々、 かて、 加へ て 今日の 骨折 II 中 


に はもう 烈しい 疲労が 出て、 半分 眠り 乍ら 落葉の 焼け 

る 香 を 嗅いで 居る もの もあった。 叔父 は、 牛の 群に 振 

舞 ふと 言って、 あちこちの 石の 上に 一 一 合ば かりの 塩 を 

分けて やる。 父の 飼 ひ 慣れた もの かと 思へば、 丑 松 も 

可 懐し いやうな 気になって 眺めた。 それと 見た 一 頭の 

黒い 牝牛 は 尻 毛 を 動かして、 塩の 方へ 近いて 来る。 

眉間と 下腹と 白くて、 他 はすべ て 茶褐色な 一 頭 も 耳 を 

振って 近いた。 畔と 鳴いて 犢の斑 も。 さすがに 見慣 

れ ない 人々 を 憚る かして、 いづれ も 鼻 を うごめかして 

まはリ  な 

塩の 周囲 を 遠 廻りす る ものば かり。 嘗めた さは 嘗めた 

し、 烏 散な 奴 は 見て 居る し、 とい ふ 顔 付 をして、 じ 


りく 寄りに 寄って 来る の もあった。 

ありさま 

斯の 光景 を 見た 時 は、 叔父 も 笑へば、 丑 松 も 笑った。 

斯うい ふ 可愛らしい 相手が あれば こそ、 寂しい 山奥に 

住ま はれ もす るの だと、 人々 も 一緒にな つて 笑った。 

やがて 一 同 暇 乞 ひして、 斯の 父の 永眠の 地に 別離 を告 

かくま  あづま や 

げて 出掛けた。 烏帽子、 角 間、 四阿、 白 根の 山々 も、 

とぼりす 

今 は 後に 隠れる。 富士 神社 を 通過ぎ た 頃、 丑 松 は 振 返 

つて、 父の 墓の ある 方 を 眺めた が、 其 時 はもう 牛小屋 

も 見えなかった —— 唯、 蕭条 とした 高原の かなたに 当 

つて、 細々 と 立 登る 一 条の 煙の 末が 望まれる ばかりで 

あった。 


第 八 章 

二 ) 

うは さ 

西 乃 入に 葬られた 老 牧夫の 噂 は、 直に 根 律の 村 中 

ひろが  を ひれ 

へ 伝播った。 尾鰭 を 付けて 人 は 物 を 言 ふの が 常、 まし 

て 種牛の 為に 傷 けられた とい ふ 事実 は、 些少から ず 

ものずき  いた 

好奇な 手 合の 心 を 驚かして、 到る 処に 茶話の 種と なる。 

さき 

定めし 前の世に は 恐し い 罪 を 作った こと も 有ったら う、 


と 迷信の 深い 者 は 直に 其 を 言った。 牧夫の 来歴に 就い 

て も、 南 佐久の 牧場から 引 移って 来た 者 だの、 甲 州 生 

さまん \ 

れ だの、 いや 会 律の 武士の 果で 有る のと、 種々 な 臆測 

た >  こもろ  かしら 

を 言 ひ 触らす。 唯、 小 諸の 穢多 町の 『お 頭』 であった 

とい ふこと は、 誰 一人と して 知る ものが 無かった ので 

ある。 

『御苦労 招び』 (手伝 ひに 来て 舆れた 近所の 人々 を 招 

あくるひ 

く 習慣) のあった 翌日、 丑 松 は 会葬者への 礼 廻りに 出 

掛けた。 叔父 も。 姫 子 沢の 家に は 叔母 一 人 留守居。 御 

すぎ  あた." か  ねぎば たけ 

茶漬 後 (昼飯 後) は 殊更 温暖く、 日の 光が 裏庭の 葱 畠 

かぼちゃ 

から 南瓜 を 乾し 並べた 縁側へ 射し 込んで、 いかにも 


長閑な 思 をさせる。 追 ふ ものが 無ければ 鶏 も 遠慮なく、 

垣根の 傍に 花 を 啄むも あり、 鳴く も あり、 座敷の 畳に 

上って 遊ぶ の もあった。 丁度 叔母が 表に 出て、 流のと 

ころに 腰 を 曲め 乍ら、 鍋 を 洗って 居る と、 そこへ 立つ 

て 丁寧に 物 を 尋ねる 一 人の 紳士が ある。 『瀬 川さん の 

御宅 は』 と 聞かれて、 叔母 は 不思議 さうな 顔 付。 つ ひ 

ぞ 見掛けぬ 人と 思 ひ 乍ら、 冠って 居る 手拭 を 脱って 挨 

拶 して 見た。 

『はい、 瀬 川 は 手前で ご はすよ —— 失礼 乍ら 貴方 は 

どちら さま 

何方 様で？』 

『私です か。 私 は 猪 子と いふ ものです。』 


蓮 太 郎は丑 松の 留守に 尋ねて 来たので あった。 『も 

う 追 付け 帰って 参 じ やせう』 を 言 はれて、 折角 来た も 

の を、 兎も角も 其で は 御 邪魔して、 暫時 休ませて 頂か 

やが  くさぶき 

う、 とい ふこと に 極め、 鑣て 叔母に 導かれ 乍ら、 草葺 

の 軒 を 潜って 入った。 日頃 農夫の 生活に 興 を 寄せる 蓮 

太郎、 斯うして 炉辺で 話す のが 何よ リ嬉 敷と いふ 風で、 

煤けた 屋根の 下 を 可 懐し さう に 眺めた。 農家の 習 ひと 

して、 表から 裏口へ 通り抜けの 庭。 そこに は 炭俵、 漬 

物 桶、 又は 耕作の 道具 なぞが 雑然 置き 並べて ある。 

片隅に は 泥の 儘の 『かびた 芋』 (馬 鈴薯) 山の やうに。 

炉は 直ぐ 上り 端に あって、 焚火の 煙のに ほひ も 楽しい 


感想 を 与へ るので あった。 年々 の 暦と 一 緒に、 壁に 

貼付けた 錦絵の 古く 変色した の も 目につく。 

『生憎と 今日は 留守に いたし やして —— まあ 吾 家に 不 

幸が ご はした もんだ で、 その 礼 廻りに 出掛け やして な 

あ。』 

斯う 言 つて、 叔母 は 丑 松の 父の 最後 を 蓮 太郎に 語り 

聞かせた。 炉の火 はよ く 燃えた。 木製の 自在 鍵に 掛け 

てつびん  ふつ/ \ 

た 鉄瓶の 湯 も 沸々 と 煮立って 来たので、 叔母 は 茶 を 入 

もてな 

れて 款待 さう として、 急に —— まあ、 記憶と いふ もの 

は 妙な もので、 長く/ \ 忘れて 居た 昔の 習慣 を 思 出し 

た。 一体 普通の 客に 茶 を 出さな いのは、 穢多の 家の 作 


法と して ある。 煙草の 火で すら 遠慮す る。 瀬 川の 家 も 

昔 は 斯うい ふ 風であった ので 其 を 破って 普通の 交際 を 

始めた の は、 斯の姫 子 沢へ 移住して から 以来。 尤も 

おの づ 

長い 月日の 間に は、 斯の 新しい 交際に 慣れ、 自然と 出 

入りす る 人々 に 馴染み、 茶 はおろ か、 物の 遣り取り も 

して、 春 は 草 餅 を 贈り、 秋は薔 麦粉 を 貰 ひ、 是 方で 何 

とも 思 はなければ、 他も怪 みはしなかった ので ある。 

叔母が 斯様な 昔の 心地 に 帰った は 近頃 無い ことで I 

その はず 

I それ も 其 害、 姫 子 沢の 百姓と は 違って 気 恥し い 珍客 

—— しかも 突然に —— 昔 者の 叔母 は、 だから、 自分で 

茶 を 汲む 手の 慄 へに 心 付いた 程。 蓮 太 郎は其 様な こ 


と、 も 知らないで、 さも/^ 甘 さう に 乾いた 咽喉 を 

うる ほ  さま A\  はなし  わけても 

濡 して、 さて 種々 な 談話に 笑 ひ 興じた。 就中、 丑 松が 

たこ  こま 

ま だ 紙鳶を 揚げた り 独楽 を 廻した りして 遊んだ 頃の 物 

語に。 

『時に、』 と 蓮 太 郎は何 か 深く 考 へる ことが 有る らしく、 

『つかん こと を 伺 ふやう です が、 斯の 根津の 向町に 六 

左衛 門と いふ 御 大尽が ある さう です ね。』 

『は あ、 ご はすよ。』 と 叔母 は 客の 顔 を 眺めた。 

『奈何で せう、 御 聞きでした か、 そこの 家に つい 此頃 

婚礼の あつたと かいふ 話 を。』 

斯う 蓮 太郎は 何気なく 尋ねて 見た。 向町 は斯 の根津 


村に も ある 據 多の 一 部落。 姫 子 沢と は 八 町 程 離れて、 

西 町の 町 はづれ にあた る。 其処に 住む 六左衛 門と いふ 

は 音に 聞え た 穢多 の 富豪な の で 。 

『あれ、 少許も 其 様な 話 は 聞き やせんで したよ。 そん 

むこ  あすこ 

なら 知 耳さん が 出来 やした かいな あ —— 長 いこと 彼処の 

家の 娘 も 独身で 居り やした つけ。』 

『御存じで すか、 貴方 は、 その 娘と いふの を。』 

『評判な 美しい 女で ご はす もの。 色の 白い、 背の すら 

リ とした —— まあ、 彼 様な 身分の ものに は 惜しい やう 

な 娘 だって、 克く 他が 其 を 言 ひやす よ。 へえもう 二十 

四 五に も 成る だらず。 若く 装って、 十九 か 二十 位に し 


か 見せ やせんが な あ。』 

斯うい ふ 話 をして 居る 間に も、 蓮 太 郎は何 か 思 ひ 当 

る ことがあ ると いふ 風であった。 待っても く 丑 松が 

帰って来な いので、 纏て 蓮太郎 はすこし 其 辺 を 散歩し 

たんぼ 

て 来る からと、 田圃の 方へ 山の 景色 を 見に 行った —— 

是非 丑 松に 逢 ひたい、 とい ふ 言伝 を 呉々 も 叔母に 残し 

て 置いて。 

(二) 

さん  めへ 

『これ、 丑 松 や、 猪 子と いふ 御客様が お前 を 尋ねて 来 


た ぞい。』 斯う 言って 叔母 は艇 寄った。 

よろこび 

『猪 子 先生？』 丑 松の 目 は 喜悦の 色で 輝いた ので ある。 

は あるか 

『多 時 待って 居な すった が、 お前が 帰らね えもん だ 

で。』 と 叔母 は 丑 松の 様子 を 眺め 乍ら、 『今々 其処へ 出 

たんぼ 

て 行きな すった —— ちょ ッ くら、 田圃の 方へ 行って 見 

て 来る ッ て。』 斯う 言って、 気 を 変へ て、 『一体 彼の 御 

客 様 は 奈何い ふ 方 だえ。』 

『私の 先生で さ。』 と 丑 松 は 答へ た。 

『あれ、 左様 かつち や。』 と 叔母 は 呆れて、 『そんなら 

その やうに、 御 礼を言 ふだった に。 俺 はへ え、 唯お 前 

の 知って る 人 かと 思った —— だって、 御友 達の やうに 


ばかり 言 ひな さるから。』 

丑 松 は 蓮 太 郎の跡 を 追って、 直に 田圃の 方へ 出掛け 

ようとし たが、 丁度 そこへ 叔父 も 帰って来 たので、 

しばらく あが はな  ひど 

暫時 上り 端のと ころに 腰掛けて 休んだ。 叔父 は 酷く 疲 

れ たとい ふ 風、 家の 内へ 入る が 早い か、 『先 づ、 よかつ 

た』 を 幾度と 無く 繰返した。 何もかも 今 は 無事に 済ん 

かんがへ  どんな 

だ。 葬式 も。 礼 廻り も。 斯うい ふ 思想 は 奈何に 叔父の 

よろこ  こぎつ 

心を悦 ばせ たらう。 『ああ —— これまでに 漕 付ける 俺 

の 心配と いふ もの は。』 斯う 言って、 また 思 出した やう 

に 安心の 溜息 を 吐く のであった。 『全く、 天の 助け だ 

ぞ よ。』 と 叔父 は附 加して 言った。 


平和な 姫 子 沢の 家の 光景と、 世の 変遷 も 知らずに 

居る 叔父 夫婦の 昔気質と は、 丑 松の 心に 懐旧の 情 を 催 

はしゃ 

さした。 裏庭で 鳴き 交す 鶏の 声 は、 午後の 乾燥いだ 空 

気に 響き渡って、 一層 長閑な 思 を 与へ る。 働 好な、 

たっしゃ 

壮健な、 人の 好い、 しかも 子の 無い 叔母 は、 いつまで 

こども  こども あっか 

も 児童の やうに 丑 松を考 へて 居る ので、 其 児童 扱 ひが 

又、 些少から ず 丑 松 を 笑 はせ た。 『御覧 やれ、 まあ、 あ 

の 手 付 なぞの 阿 爺さんに 克く似 てること は。』 と 言つ 

て 笑った 時 は、 思 はず 叔母 も 涙が 出た。 叔父 も 一緒に 

成って 笑った。 其 時 叔母が 汲んで 呉れた 渋茶 の 味の 甘 

かった こと は。 款待 振の 田舎 饅頭、 その 黒砂糖の 餡の 


食 ひ 慣れたの も、 可 懐し い 少年 時代 を 思 出させる。 故 

こ 、 ろ もち 

郷に 帰った とい ふ 心地 は、 何よりも 深く 斯うい ふ 場 

つ  わきあが 

合に、 丑 松の 胸を衝 いて 湧 上る のであった。 

『どれ、 それで は 行って 見て 来ます。』 

と 言って 家 を 出る。 叔父 も 直ぐに 随 いて 出た。 何 か 

用事 ありげ に 呼 留めた ので、 丑 松 は 行かう として 振 返 

しもば 

つて 見る と、 霜 葉の 落ちた 柿の 樹の 下のと ころで、 叔 

父 は 声 を 低く して 

『他事 ぢ やねえ が、 猪 子で 俺 は 思 出した。 以前 師範 校 

あのひと 

の 先生で 猪 子と いふ 人が 有った。 今日の 御客様 は 彼 人 

と は 違 ふか。』 


『それです よ、 その 猪 子 先生です よ。』 と 丑 松 は 叔父の 

顔 を 眺め 乍ら 答へ る。 

さ-つ  あた リ 

『む、、 左様 かい、 彼 人 かい。』 と 叔父 は 周囲 を 眺め 廻 

して、 やがて 一 寸 親指 を 出して 見せて、 『彼 人は是 だつ 

て 言 ふぢ やねえ か  気 を 注け ろよ。』 

『は、、、、。』 と 丑 松 は 快活ら しく 笑って、 『叔父 さ 

ん、 其 様な こと は 大丈夫です。』 

斯う 言って 急いだ。 

(三) 


『大丈夫です』 と は 言った もの、、 其 実 丑 松 は 蓮太郎 

だけに 話す 気で 居る。 先輩と 自分と、 唯 二人 —— 二度 

と は 無い、 斯うい ふ 好い 機会 は。 と 其を考 へる と、 丑 

松の 胸 はもう 烈しく 踊る のであった。 

枯々 とした 草 土手のと ころで、 丑 松 は 蓮 太郎と 一緒 

に 成った。 聞いて 見る と、 先輩 は 細君 を 上田に 残して 

置いて、 其 日の 朝根津 村へ 入った とのこと。 連 は巿村 

弁護士 一人。 尤も 弁護士 は 有権者 を 訪問す る 為に 忙 

しいので、 旅 舎で 別れて、 蓮太郎 ばかり 斯の姫 子 沢へ 

丑 松 を 尋ねに やって来た。 都合あって 演説 会 は 催さな 

い。 随 つて 斯の 村で 弁護士の 政論 を 聞く こと は 出来な 


いが、 その か はり 蓮 太 郎は丑 松と ゆっくり 話せる。 ま 

あ、 斯うい ふ 信 濃の 山の 上で、 温暖な 小春の 半日 を 語 

リ暮 したいと のこと である。 

其 日の やうな 楽しい 経験 —— 恐らく 斯の 心地 は、 

丑 松の 身に とって、 さう 幾度 も あらう と は 思 はれな か 

つた 程。 日頃 敬慕す る 先輩の 傍に 居て、 其 人の 声 を 聞 

き、 其 人の 笑顔 を 見、 其 人と 一 緒に 自分 も 亦た 同じ 故 

郷の 空気 を 呼吸す ると は。 丑 松 は 唯 話す ばかりが 愉快 

では 無かった。 沈黙って 居る 間に も 亦た 言 ， 、力 に 言 は れ 

ぬ 愉快 を 感ずる のであった。 まして、 蓮 太郎は —— 書 

いた もの、 上に 表れた より、 話して 見る と 又 別のお も 


かほつ き やか ま 

しろみの 有る 人で、 容貌 は 厳しい やうで も、 存外 情の 

あつ 

篤い、 優しい、 言 は、； - 極く 平民 的な 気象 を 持って 居る。 

左様い ふ 風 だから、 後進の 丑 松に 対しても 城郭 を 構へ 

ほしい ま、 

ない。 放肆に 笑ったり、 嘆息した りして、 日 あたりの 

好い 草 土手のと ころへ 足を投 出し 乍ら、 自分の 病気の 

話 なぞ を 為た。 一度 車に 乗せられて、 病院へ 運ばれた 

からぜき  かくけ つ 

時 は、 堪 へがたい 虚 咳の 後で、 刻む やうに して 喀血し 

たこと を 話した。 今 は 胸 も 痛まず、 其 程の 病苦 も 感ぜ 

ず、 身体の 上の こと は 忘れる 位に 元 気づいて 居る —— 

しかし 彼 様い ふ 喀血が 幾 回 も あれば、 其 時 こそ 最早 駄 

目 だとい ふこと を 話した。 


斯うい ふ 風に 親しく 言葉 を 交へ て 居る 間に も、 と は 

言へ、 全く 丑 松 は 自分 を 忘れる ことが 出来なかった。 

『何時 例の こと を 切 出さう。』 その 煩悶が 胸の 中 を往っ 

い つ とき  や す 

たり 来たりして、 一時 も 心 を静息 ませない。 『あ \ 

伝染り はすまい か。』 どうかす ると 其 様な こと を考 へて 

先輩の 病気 を 恐し く 思 ふこと も 有る。 幾度 か 丑 松は自 

分で 自分 を 嘲った。 

千 曲 川 沿岸の 民情、 風俗、 武士道と 仏教と がと こ 

ろ，^ に 遺した 中世の 古蹟、 信越 線の 鉄道に 伴 ふ 山上 

の 都会の 盛衰、 昔の 北国 街道の 栄花、 今の 死 駅の 零落 

—— およそ 信濃路 のさ ま，^、 それらの こと は 今 二人 


の 談話に 上った。 眼前に は 蓼 科、 八つが 嶽、 保 福 寺、 

みさやま 

又は 御射山、 和 田、 大門な どの 山々 が 連って、 其 山腹 

にし ひがし ひら 

に 横 はる 大 傾斜の 眺望 は 西 東に 展 けて 居た。 青白く 

光る 谷底に、 遠く 流れて 行く は 千 曲 川の 水。 丑 松は少 

年の 時代から 感化 を享 けた 自然の こと、 土地の 案内に 

も 委しい ところ からして、 一 々指差して 語リ 聞かせる- 

蓮 太 郎は其 話に 耳 を 傾けて、 熱心に 眺め 入った。 対岸 

に 見える 八重 原の 高原、 そこに 人家の 煙の 立ち 登る 

さ ま 

光景 は、 殊に 蓮 太郎の 注意 を 引いた やうであった。 丑 

松 は 又、 谷底の 平地に 日の あたった ところ を 指差して 

見せて、 水に 添 ふて 散布す る は、 依田 窪、 長 瀬、 丸 子 


などの 村落で あると いふ こと を 話した。 濃く 青い 空気 

に 包まれて 居る 谷の 蔭 は、 霊泉 寺、 田 沢、 別 所な どの 

温泉の 湧く ところ、 農夫が 群れ 集る 山の 上の 歓楽の 地、 

よく 養 麦の 花の 咲く 頃に は斯 辺から も 労苦 を 忘れる 為 

に 出掛ける ものが あると いふ こと を 話した。 

蓮 太 郎に言 はせ ると、 彼 も 一度 は 斯うい ふ 山の 風景 

に 無感覚な 時代が あった。 信 州の 景色 は 『パノラマ』 

として 見るべき で、 大自然が 描いた 多くの 絵画の 中で 

は 恐らく 平凡と いふ 側に 眨， される 程の もので あらう I 

なるほど  おもむき 

I 成程、 大きく は ある。 然し 深い 風趣に 乏しい II 起 

きたり 伏たり して 居る 波濤の やうな 山々 は、 不安と 混 


雑と ょリ 外に 何の 感想 を も 与 へ な い —— それに 対 へ ば 

力き みだ 

唯 心が 搔 乱される ばかりで ある。 斯う 蓮 太 郎は考 へた 

時代 もあった。 不思議に も斯の 思想 は 今度の 旅行で 

ぶちこ は  しま  あ 

破壊され て 了って、 始めて 山と いふ もの を 見る目が 開 

めの まへ  む 

いた。 新しい 自然 は 別に 彼の 眼前に 展 けて 来た。 蒸し 

煙る 傾斜の Jl^ 息、 遠く 深く 潜む 谷の 声、 活 きもし 枯れ 

もす る杜の 呼吸、 其 間に はまた 暗影と 光と 熱と を 帯び 

た 雲の 群の 出没す るの も 目に 注いて、 『平野 は 自然の 

静息、 山嶽 は 自然の 活動』 とい ふ 言葉の 意味 も 今更の 

やうに 思 ひ あたる。 一 概に 平凡と 擯斥け た 信 州の 風景 

は、 『山気』 を 通して 反って 深く 面白く 眺められる やう 


になった。 

斯うい ふ 蓮 太郎の 観察 は、 山 を 愛する 丑 松の 心 を 

よろこ  ひ だ 

悦ば せた。 其 日 は 西の 空が 開けて、 飛驛の 山脈 を 望 

むこと も 出来た ので ある。 見れば 斯 の大谿 谷の かなた 

に 当って、 畳み 重なる 山と 山との 上に、 更に 遠く 連な 

る 一 列の 白壁。 今年の 雪 も 早 や 幾度 か 降り 添 ふたので 

あらう。 その 山々 は 午後の 日 をう けて、 青空に 映り 輝 

たまし ひ 

いて、 殆んど 人の 気魄 を 奪 ふば かりの 勢であった。 

い き /\  えんし 

活々 とした 力の ある 山塊の 輪郭と、 深い 錯 紫の 色 を 帯 

びた 谷々 の 影と は、 一 層 その 眺望に 崇高な 趣 を 添へ る。 

のリ くらが たけ 

針 木嶺、 白馬 嶽、 焼嶽、 鎗 が嶽、 または 乗 鞍嶽、 蝶が 


け は  きそ 

嶽、 其 他 多くの 山 獄の峻 しく 競 ひ 立つ の は 其処 だ。 梓 

川、 大白 川 なぞの 源 を 発する の は 其処 だ。 雷鳥の 寂し 

く 飛び かふと いふの は 其処 だ。 氷河の 跡の 見られる と 

いふの は 其処 だ。 千古 人跡の 到らない とい ふの は 其処 

そび  とこし へ 

だ。 あ、、 無言に して 聳え 立つ 飛驊の 山脈の 姿、 長久 

おごそか 

に 荘厳な 自然の 殿堂 II 見れば 見る 程、 蓮太郎 も、 丑 

松 も、 高い 気象 を 感ぜずに は 居られなかった ので ある。 

殊に 其 日の 空気 はすこし 黄に 濁って、 十一月 上旬の 光 

ひ ろ  たに あ ひ  けぶ 

に 交って、 斯の広 潤い 豁谷を 盛んに 煙る やうに 見せた。 

長い間、 二人 は 眺め 入った。 眺め 入り 乍ら、 互に 山の 

こと を 語り合った。 


(四) 

噫。 幾度 丑 松 は 蓮 太郎に 自分の 素性 を 話さう と 思つ 

たらう。 昨夜 なぞ は 遅くまで 洋燈の 下で 其 事を考 へて、 

もし 先輩と 二人ぎ りに 成る やうな 場合が あったなら、 

彼 様 言 はう か、 此様言 はう かと、 さまん \ の 想像に 耽 

つたので あった。 蓮 太郎は 今、 丑 松の 傍に 居る。 さて 

逢って 見る と、 言 出し かねる もので、 風景 なぞの こと 

ばかり 話して、 肝心の 思 ふこと は 未だ 話さなかった。 

丑 松 は 既に 種々 な こと を 話して 居乍ら、 未だ 何も 蓮 


太郎に 話さない やうな 気がした。 

夕飯の 用意 を 命じて 置いて 来たから と、 蓮 太 郎に誘 

やどや 

はれて、 丑 松 は 一緒に 根 律の 旅 舎の 方へ 出掛けて 行つ 

た。 道々 丑 松 は 話しかけて、 正直な ところ を 言 は 

う/ \ として 見た。 それ を 言ったら、 自分の 真情が 深 

もっと 

く 先輩の 心に 通ず るで あらう、 自分 は 一 層 先輩に 親む 

ことが 出来る であらう、 斯う 考 へて、 其 を 言 はう とし 

て、 言 ひ 得ないで、 時々 立 止って は 溜息 を 吐く ので あ 

いきしに  ほんた う  たと ひ 

つた。 秘密 —— 生死に も 関 はる 真実の 秘密 —— 仮令 

先方が 同じ 素性で あると は 言 ひ 乍ら、 奈何して 左様 

たやす  うちあ  ちう ちょ 

容易く 告白け る ， ，1 とが 出来よう。 言 はう として は 躊躇 


した。 躊躇して は 自分で 自分 を 責めた。 丑 松 は 心の 

内部で、 懼れ たり、 迷ったり、 悶えたり したので ある。 

鱸て 二人 は 根 律の 西 町の 町 は づれへ 出た。 石 地蔵の 

た、 ず  むかひ まち  いは ゆる  くさぶき や ね 

佇立む あたり は、 向町 —— 所謂 穢多 町で、 草 葺の屋 造 

が 日 あたりの 好い 傾斜に 添 ふて 不規則に 並んで 居る。 

中に も 人目 を 引く 城の やうな 一郭、 白壁 高く 日に 輝 

すみか  あさうら づくリ 

く は、 例の 六左衛 門の 住家と 知れた。 農業と 麻裏 製造 

と は、 斯の 部落に 住む 人々 の 職業で、 彼の 小 諸の 穏多 

町の やうに、 靴、 三味線、 太鼓、 其 他 獣皮に 関した も 

の の 製造、 または 斃 馬の 売買 なぞ に 従事 して 居る やう 

な 手 合 は 一 人 も 無い。 麻裏 は どの 穢多の 家で も 作る の 


で、 『中 抜き』 と 言って、 草履の 表に 用 ふ 美しい 藁が と 

ころ，^ の 垣根の 傍に 乾して あった。 丑 松 は 其 を 見る 

と、 瀬 川の 家の 昔 を 思 出した。 小 諸 時代 を 思 出した。 

亡くなった 母 も、 今の 叔母 も、 克く 其の 『中 抜き』 を 

編んで 居た こと を 思 出した。 自分 も 亦た 少年の 頃に は、 

戸隠から 来る 『か は そ』 (草履 裏の 麻) なぞ を 玩具に し 

て、 父の 傍で 麻裏 造る 真似 をして 遊んだ こと を 思 出し 

た。 

六左衛 門の こと は、 其 時、 二人の 噂に 上った。 蓮 太 

郎 はしき りに 彼の 穢多 の 性質 や 行為 やら を 問 ひ 尋ねる。 

聞かれた 丑 松 とても 委敷は 無い が、 知って 居る 丈 を 話 


したの は 斯うであった。 六左衛 門の 富 は 彼が 一代に 作 

に はか ぶげんしゃ 

つた もの。 今日の やうな 俄分限 者と 成った に 就いては、 

甚だ 悪し ざまに 罵る ものが ある。 慾 深い 上に、 虚栄 

心の 強い 男で、 金の 力で 成る ことなら 奈何な 事で もし 

て、 何卒して 『紳士』 の 尊称 を 得たい と 思って 居る 程。 

恐らく 上流社会の 華やかな 交際 は、 彼が 見て 居る 毎日 

の 夢で あらう。 孔雀の 真似 を 為る 鵜の 六左衛 門が 東 

京に 別荘 を 置く の も 其 為で ある。 赤十字社の 特別 社員 

に 成った の も 其 為で ある。 慈善事業に 賛成す るの も 其 

こっとう  まはリ 

為で ある。 書画骨董で 身の 辺 を 飾る の も 亦た 其 為で 

あれほど  すくな 

ある。 彼程 学問が 無くて、 彼程 蔵書の 多い もの も 鮮少 


からう、 とは斯 界隈での 一 つ 話に 成って 居る。 

斯うい ふこと を 語り 乍ら 歩いて 行く うちに、 二人 は 

まとも 

六左衛 門の 家の 前へ 出て 来た。 丁度 午後の 日 を 真面に 

お ほき 

うけて、 宏壮な 白壁 は 燃える 火の やうに 見える。 建物 

いくむ ね  へい  まはリ  いかめ  とリ かこ 

幾 棟 かあつて、 長い 塀 は 其 周囲 を 厳しく 取繞ん だ。 

新 平民の 子ら しいの が、 七つ 八つ を 頭 にして、 何 か 『め 

んこ』 の 遊びで もして、 其 塀の 外に 群り 集って 居た。 

中には 頰の 紅い、 眼 付の 愛らしい 子 もあって、 普通の 

家の 小 供と 些少 も 相違の 無い のが ある。 中には 又、 卑 

しい、 愚鈍し い、 どう 見ても 日蔭 者の 子ら しいの が あ 

る。 是れを 眺めても、 穢多の 部落が 幾通り かの 階級に 


別れて 居る こと は 知れた。 親ら しい 男 は 馬を牽 いて、 

其 小 供の 群に 声を掛けて 通り、 姉ら しい 若い 女 は 細帯 

ま ， 

を卷 付けた 儘で、 いそ/^ と 二人の 側 を 影の やうに 

擦 抜けた。 斯うして 無智と 零落と を 知らずに 居る 穢多 

いたま 

町の 空気 を 呼吸 するとい ふこと は、 可 傷し いと も、 恥 

かしい とも、 腹立たしい とも、 名のつ け やうの 無い 思 

をさせる。 『吾 儕 を 誰 だと 思 ふ。』 と 丑 松 は 心に 憐ん で、 

一 時 も 早く 是処を 通過ぎ て 了 ひたいと 考 へた。 

『先生 —— 行か うぢ や 有ません か。』 

と 丑 松 は そこに 佇立み 眺めて 居る 蓮 太 郎を誘 ふやう 

にした。 


『見た まへ、 まあ、 斯の 六左衛 門の 家 を。』 と 蓮 太郎は 

振 返って、 『何処から 何処まで 主人公の 性質 を 好く 表 

してる ぢゃ 無い か。 つい 二三 日 前、 是の 家に 婚礼が 有 

つたと いふ 話 だが、 君 は 其 様な-噂 を 聞かなかった か 

ね。』 

『婚礼？』 と 丑 松 は 聞 咎める。 

『その 婚礼が 一 通りの 婚礼 ぢゃ 無い —— 多分 彼 様い ふ 

のが 政治的 結婚と でも 言 ふんだら う。 は、、、、。 政 

事 家の 為る こと は 違った もの さね。』 

『先生の 仰 る こと は 私に 能く 解りません。』 

『花嫁 は 君、 斯の 家の 娘 さ。 御 知 耳さん は 又、 代議士の 


候補者 だ から 面白い ぢ やな い か —— 』 

『ホウ、 代議士の 候補者？ まさか 彼の 一 緒に 汽車に 

乗 つ て 来た 男ぢゃ 有ますまい。』 

『それさ、 その 紳士 さ。』 

『へえ —— 』 と 丑 松 は 眼 を 円く して、 『左様です かねえ 

—— 意外な ことが 有れば 有る ものです ねえ —— 』 

『全く、 僕 も 意外 さ。』 とい ふ 蓮 太 郎の顔 は 輝いて 居た 

ので ある。 

『しかし 何処で 先生 は 其 様な こと を 御 聞きでした か。』 

『まあ、 君、 宿屋へ 行って 話さう。』 


第 九 章 

八 1 ) 

一軒、 根 律の 塚 窪と いふと ころに、 未だ 会葬の 礼に 

泄れた 家が 有って、 丁度 序 だからと、 丑 松 は 途中で 蓮 

太郎と 別れた。 蓮 太 郎は旅 舎へ。 直に 後から 行く 約束 

して、 丑 松 は 畠 中の 裏道 を迪 つた。 塚 窪の 坂の下まで 

あめや  を か 

行く と、 と ある 農家の 前に 一 人の 飴屋、 面白可笑しく 

唐人 笛 を 吹 立て、、 幼稚い 客 を 呼 集めて 居る。 御 得意 


と 見えて、 声 を 揚げて 飛んで 来る 男女の 少年 も あつ 

あすこ  こ 、 

た —— 彼処から も、 是処 から も。 あ、、 少年の 空想 を 

ぐわん ぜ 

誘 ふやうな 飴屋の 笛の 調子 は、 どんなに 頑是ない も 

の、 耳 を 楽 ませる であらう。 いや、 買 ひに 集る 子供ば 

かりで は 無い、 丑 松で すら 思 はず 立 止って 聞いた。 妙 

な 癖で、 其 笛 を 聞く 度に、 丑 松 は 自分の 少年 時代 を 思 

出さずに 居られな い ので ある。 

何 を 隠さ う —— 丑 松が 今 指して 行く 塚 窪の 家に は、 

幼馴染が 嫁いて 居る。 お 妻と いふの が 其 女の 名で あ 

る。 お 妻の 生家 は 姫 子 沢に 在って、 林檎 畠 一 つ 隔て、、 

丑 松の 家の 隣に 住んだ。 丑 松が お 妻と 遊んだ の は、 


こ. - のつ 

九 歳に 成る 頃で、 まだ 瀬 川の 一 家族が 移住して 来て 間 

も 無い 当時の ことであった。 もとく お 妻の 父と いふ 

は、 上田の 在から 養子に 来た 男、 根が 苦労人で はあり、 

よそもの  おの づ 

他所者で も あり、 すると ころから して、 自然と 瀬 川の 

うしろみ  ひいき 

家に も 後見と 成って 呉れた。 それに、 丑 松 を 貝 頭 顧に し 

いせ まう で  か ヘリみ ち 

て、 伊勢 詣に 出掛けた 帰途 なぞに は、 必ず 何 か 買って 

来て 舆れ ると いふ 風であった。 斯うい ふ 隣 同志の 家の 

子供が、 互 ひに 遊 友達と 成った は 不思議で も 何でも無 

い。 のみならず、 二人 は 丁度 同い年で あつたので ある。 

おも ひで 

楽しい 追憶の 情 は、 唐人 笛の 音 を 聞く と 同時に、 丑 

わきあが  おぼろげ 

松の 胸の 中に 湧 上って 来た。 朦朧ながら 丑 松 は 幼い お 


妻の 俤 を 忘れずに 居る。 はじめて 自分の 眼に 映った 

少女の 愛らし さ を 忘れずに 居る。 あの 林檎 畠が 花 ざ か 

さまよ 

りの 頃 は、 其 枝の 低く 垂下った ところ を 彷徨って、 互 

さ 、 やき 

ひに 無邪気な 初恋 の 私語 を 取 交した ^  J と を 忘れずに 居 

る。 僅かに 九 歳の 昔、 まだ 夢の やうな お伽話の 時代 

—— 他の こと は 多く 記憶に も 残らない 程で あるが、 彼 

の 無垢な 情緒ば かり は 忘れずに 居る。 尤も、 幼い 二 

人の 交際 は 長く 続かなかった。 不図 丑 松 はお 妻の 兄と 

親しくす る やうに 成って、 それぎ り 最早お 妻と は 遊ば 

なかった。 

お 妻が 斯の塚 窪へ 嫁いて 来た は、 十六の 春の こと。 


夫と いふの も 丑 松が 小学校 時代の 友達で、 年齢 は 三人 

同じであった。 田舎の 習慣と は 言 ひ 乍ら、 殊に 彼の 夫 

婦は 早く 結婚した。 まだ 丑 松が 師範 校の 窓の 下で 歴史 

や 語学の 研究に 余念 も 無い 頃に、 もう 彼の 若い 夫婦 は 

まと 

幼い ものに 絡 ひ 付かれ、 朝に 晚に 『父さん、 母さん』 

と 呼ばれて 居た のであった。 

斯うい ふ 過去の 歴史 を 繰返したり、 胸 を 踊らせたり 

して、 丑 松 は 坂 を 上って 行った。 山の 方から 溢れて 来 

る根津 川の 支流 は、 清く、 浅く、 家々 の 前 を奔リ 流れ 

みちばた  こず ゑ 

て 居る。 路傍の 栗の 梢 なぞ、 早 や、 枯れ，^。 柿 も 一 

葉 を 留めない 程。 水草ば かり は 未だ 青々 として、 根 を 


ふゆごもり 

浸す ありさま も 心地よ く 見られる。 冬 籠の 用意に 

いそが 

多忙し い 頃で、 人々 は いづれ も 流のと ころに 集って 居 

た。 余念 も 無く 蕪 菜 を 洗 ふ 女の 群の 中に、 手拭に 日 を 

よ  かひん \  たす きが 

避け、 白い 手 を あら はし、 甲斐々々 しく 働く 櫸 掛けの 

一 人 —— 声を掛けて 見る と、 それが お 妻で、 丑 松は斯 

しま 

の 幼馴染の 様子の 変った のに 驚いて 了った。 お 妻 も 亦 

た 驚いた やうであった。 

し-つと 

其 日 はお 妻の 夫 も 舅 も 留守で、 家に 居る の は 唯 

しう とめ  としかさ 

姑 ばかり。 五 人 も 子供が 有る と 聞いた が、 年嵩な の 

が 見えない は、 大方 遊びに でも 行った もので あらう。 

五 歳ば かり を 頭に、 三人の 女の 児 は 母親に 倚 添って、 


恥 かしがって 碌に 御辞儀 も 為なかった。 珍し さう に 客 

の 顔 を 眺める も あり、 母親の 蔭に 隠れる も あり、 漸く 

歩む ばかりの 末の 児 は、 見慣れぬ 丑 松 を 怖れた もの か、 

鑣て しく/ \ やり 出す のであった。 是 光景に、 姑 も 笑 

へば、 お 妻 も 笑って、 『まあ、 可笑しな 児 だよ、 斯の児 

く は  なき じゃっく リ 

は。』 と 乳房 を 出して 見せる。 それ を晈 へて、 泣 吃逆 

をし 乍ら、 密と丑 松の 方 を 振 向いて 見て 居る 児童の 様 

子 も 愛らしかった。 

話 好きな 姑 は 一 人で 喋 舌った。 お 妻 は 茶 を 入れて 丑 

松 を 款待して 居た が、 流石に 思 出した こと も 有る と 見 

えて、 


『そいっても、 まあ、 丑 松さん の 大きく 御成な すった 

こと。』 

と 言って、 客の 顔 を 眺めた 時 は、 思 はず 紅くな つた。 

会葬の 礼 を 述べた 後、 丑 松 は そこくに して 斯の家 

を 出た。 姑と 一 緒に、 お 妻 も 亦た 門口に 出て、 客の 後 

姿 を 見送る とい ふ 様子。 今更の やうに 丑 松 は 自他の 

変遷 を考 へて、 塚 窪の 坂 を 上って 行った。 彼の 世帯 

染みた、 心の 好 ささうな、 何処 やら 床しい ところの あ 

るお 妻 は —— まあ、 忘れずに 居る 其俤 に比べて 見る と、 

全く 別の 人の やうな 心地 もす る。 自分と 同い年で、 

しかも 五 人 子 持 —— あれが 幼馴染のお 妻であった かし 


らん、 と 時々 立 止って 嘆息した。 

斯うい ふ 追懐の 情 は、 と は 言へ、 深く 丑 松の 心 を 傷 

けた。 平素もう 疑惧の 念 を 抱いて 苦痛の 為に 刺激き 

廻され て 居る 自分の 今に 思 ひ 比べる と、 あの 少年の 昔 

の 楽しかった こと は。 噫、 何にも 自分の こと を 知らな 

をと め  さまよ 

いで、 愛らしい 少女と 一 緒に 林檎 畠 を 彷徨った やうな、 

楽しい 時代 は ハ$ つて 了った。 もう 一度 丑 松 は 左様い ふ 

時代の 心地に 帰りたい と 思った。 もう 一度 丑 松は自 

分が 穩多 であると いふ こと を 忘れて 見たい と 思った。 

もう 一 度 丑 松 は 彼の 少年の 昔と 同じ やうに、 自由に、 

このよ  たのしみ 

現世の 歓楽の 香 を 喚いで 見たい と 思った。 斯う 考 へる 


のぞみ  つ 

と、 切ない 慾 望 は 胸を衝 いて 春の 潮の やうに 湧き上る。 

かんが へ 

穏多 としての 悲しい 絶望、 愛と いふ 楽しい 思想、 そん 

いのち ひとし ほ 

な こんなが 一 緒に 交って、 若い 生命 を 一 層 美しく して 

しま ひ 

見せた。 終に は、 あの 蓮華 寺のお 志 保の ことまで も 

思 ひやった。 活々 とした 情の 為に 燃え 乍ら、 丑 松 は 蓮 

やどや 

太 郎の旅 舎 を 指して 急いだ ので ある。 

(二) 

のき あんどん  さすが 

御 泊 宿、 吉 田屋、 と 軒 行燈に 記して ある は、 流石に 

古い 街道の 名残。 諸国 商人の 往来 も すくなく、 昔の 宿 


は いづれ も 農家と なって、 今 はこの 根津 村に 二三 軒し 

か 旅籠 屋 らしい ものが 残って 居ない。 吉田屋 は 其 一 つ、 

鬼 角 商売 も 休み 勝ち、 客間で 秋蚕 飼 ふ 程の 時世と 変り 

はてた。 と は 言 ひ 乍ら、 寂れた 中に も 風情の ある は 

田舎の 古い 旅 舎で、 門口に 豆 を 乾 並べ、 庭で は 鶏 も 鳴 

き、 水を舁 いで 風呂場へ 通 ふ 男の 腰 付 も を かしい もの。 

炉で 焚く 『ぼや』 の 火 は 盛んに 燃え 上って、 無邪気な 

笑声が 其 周囲に 起る のであった。 

『左様 だ —— 例の こと を 話さう。』 

と 丑 松 は 自分で 自分に 言った。 吉田屋 の 門口へ 入つ 

た 時 は、 其 思想が 復た 胸の 中 を 往来した ので ある。 


案内され て 奥の 方の 座敷へ 通る と、 蓮太郎 一人で、 

弁護士 は 未だ 帰らなかった。 額、 唐紙、 すべて 昔の 風 

を 残して、 古びた 室内の 光景と は 言 ひ 乍ら、 談話 を 為 

るに は 至極 静かで 好かった。 火鉢に 炭 を 加へ、 其 側に 

座蒲団 を 敷いて、 相対に 成った 時の 心地 は 珍 敷く も 

あり、 嬉敷 くも あり、 蓮太郎 が手づ から 入れて 呉れる 

茶の 味 は 又 格別に 思 はれた ので ある。 其 時 丑 松 は 日頃 

愛読す る 先輩の 著述 を 数へ て、 始めて 手に したの が 彼 

の 大作、 『現代の 思潮と 下層社会』 であった こと を 話し 

た。 『貧しき もの、 なぐさめ』、 『労働』、 『平凡なる 人』 ■ 

とり， i\ に 面白く 味った こと を 話した。 丑 松 は 又、 


よろこび 

『懺悔 録』 の 広告 を 見つけた 時の 喜悦から、 飯 山の 雑誌 

屋で 一 冊 を 買 取って、 其 を 抱いて 内容 を 想像し 乍ら 下 

こ 、 ろ もち 

宿へ 帰った 時の 心地、 読み耽って 心に 深い 感動 を受 

よのなか  ちから 

けた こと、 社会と いふ もの、 威力 を 知った こと、 さて 

は 其 著述に 顕 はれた 思想の 新しく 思 はれた こと なぞ を 

^ ソ， -こ0 
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蓮 太郎の 喜悦 は 一 通りで 無かった。 鱸て 風呂が 湧い 

たとい ふ 案内 をう けて、 二人して 一緒に 入りに 行った 

時 も、 蓮 太 郎は其 を 胸に 浮べて、 かねて 知己と は 思つ 

て 居た が、 斯う 迄 自分の 書いた もの を 読んで 呉れる と 

たの も 

は 思はなかった と、 丑 松の 熱心 を 頼 母し く考 へて 居た 


らしい ので ある。 病が 病 だから、 蓮 太郎の 方で は 遠慮 

する 気味で、 其 様な ことで 迷惑 を 掛けた く 無い、 と 

たっしゃ 

健康な もの、 知らない 心配 は 絶えず 様子に 表 はれる。 

斯うなる と 丑 松の 方で は 反って 気の毒に なって、 病の 

為に 先輩 を 恐れる とい ふ 心 は 何処へ か 行って 了った。 

あはれ み  おそれ 

話せば 話す ほど、 哀憐 は 恐怖に 変った ので ある。 

風呂場の 窓の 外に は、 石 を 越して 流 下る 水の 声 もお 

すと ほ  わかゆ 

もしろ く 聞え た。 透き 澄る ばかりの 沸し 湯に 身体 を 浸 

し 温めて、 しばらく 清流の 響に 耳 を 嬲らせる 其 楽し さ- 

夕暮 近い 日の 光 は 窓から さし 入って、 蒸し 烟る 風呂場 

も-つろ-つ 

の 内 を 朦朧と して 見せた。 一 ぱい 浴びて 流しのと ころ 


へ 出た 蓮太郎 は、 湯気に 包まれて 燃える かの やう。 丑 

あか  しばらく  ゎづら 

松 も 紅くな つて、 顔 を 伝 ふ 汗の 熱さに 暫時 世の 煩 ひ 

を 忘れた。 

こ をけ  か、 

『先生、 一 つ 流し ませう。』 と 丑 松 は 小 桶を擁 へて 蓮 太 

うしろ 

郎の 背後へ 廻る。 

『え、 流して 下さる？』 と 蓮 太郎は 嬉し さう に、 『ぢゃ 

あ、 願 ひませ うか。 まあ 君、 ざっと 遣って 舆れ たまへ。』 

斯うして 丑 松 は、 日頃 慕って 居る 其 人に 近いて、 

奈何い ふ 風に 考へ、 奈何い ふ 風に 言 ひ、 奈何い ふ 風に 

行 ふかと、 すこしで も 蓮 太郎の 平生 を 見る のが 楽しい 

とい ふ 様子であった。 急に 二人 は 親密 を 増した やうな 


こ、 ろ もち 

心地 もした ので ある。 

『さあ、 今度 は 僕の 番 だ。』 

と 蓮 太 郎は湯 を 汲 出して 言った。 幾度 か 丑 松 は 辞退 

して 見た。 

『いえ、 私 は 沢山です。 昨日 入った ばかりで すから。』 

と復た 辞退した。 

『昨日 は 昨日、 今日は 今日 さ。』 と 蓮 太郎は 笑って、 『ま 

あ、 左様 遠慮し ないで、 僕に も 一 つ 流させて 呉れた ま 

へ。』 

『恐れ入り ましたな あ。』 

『どうです、 瀬 川 君、 僕の 三助 もなか/ \ 巧 いもので 


せう —— は、 S  S  、。』 と 戯れて、 やがて 蓮 太郎は そこ 

に 在る 石鹼を 溶いて 丑 松の 背中へ つけて 遣り 乍ら、 『僕 

がま だ 長 野に 居る 時分、 丁度 修学旅行が 有って、 生徒 

と 一 緒に 上 州の 方へ 出掛けた ことが 有りました ッけ。 

まだ 覚えて 居る が、 彼の 時の 投票 は、 僕が それ 大食 家 

たっしゃ 

さ。 しかし 大食 家と 言 はれる 位に、 彼の 頃 は 壮健で し 

たよ。 それからの 僕の 生涯 は、 実に 種々 な ことが 有 ま 

したねえ。 克く まあ 僕の やうな 人間が 斯うして 今日 迄 

生きながら へ て 来た やうな もの さ。』 

『先生、 もう 沢山です。』 

『何 だね え、 今 始めた ばかり ぢゃ 無い か。 まだ、 君、 


始が 些少 も 落ち やしない。』 

しま ひ 

と 蓮 太郎は 丁寧に 丑 松の 背中 を 洗って、 終に 小 桶 

の 中の 温い 湯 を 掛けて やった。 遣 ひ 捨ての 湯水 は石鹼 

の 泡に 交って、 白く ゆるく 板 敷の 上 を 流れて 行った。 

『君 だから 斯様な こと を 御 話す るんだ が、』 と 蓮太郎 

は 思 出した やうに、 『僕 は 仲間の こと を考 へる 度に、 実 

に 情ない とい ふ 心地 を 起さずに は 居られない。 御 恥 

しい 話 だが、 思想の 世界と いふ もの は、 未だ 僕 等の 仲 

間に は 開けて 居ない の だね。 僕が あの 師範 校 を 出た 頃 

に は、 それ を考 へて、 随分 暗い 月日 を 送った こと も 有 

ましたよ。 病気に なった の も、 実は 其 結果 さ。 しかし 


病気の 為に、 反って 僕 は 救 はれた。 それから 君、 考へ 

てば かり 居ないで、 働く とい ふ 気になった。 ホラ、 君 

の 読んで 下す つたと いふ 「現代の 思潮と 下層社会」 I 

たっしゃ 

I あれ を 書く 頃 なぞ は、 健康 だとい ふ 日 は 一 日 も 無い 

位だった。 まあ、 後日 新 平民の なかに 面白い 人物で も 

生れて 来て、 あ、 猪 子と いふ 男 は 斯様な もの を 書いた 

かと、 見て呉れる やうな 時が 有ったら、 それでもう 僕 

なぞ は 満足す るんだ ねえ。 む、、 その 踏 台 さ —— それ 

しゃう がい  のぞみ 

が 僕の 生涯で も あり、 又 希望で も あるの だから。』 

(三) 


言 はう/ \ と 思 ひ 乍ら、 何 か 斯う 引止められる やう 

な 気がして、 丑 松 は 言 はずに 風呂 を 出た。 まだ 弁護士 

は 帰らなかった。 夕飯の 用意に と、 蓮 太郎が 宿へ 命じ 

て 置いた は 千 曲 川の 脆、 それ は 上田から 来る 途中で 買 

ぎ よ でん 

取った とやら で、 魚 田楽に こしら へさせて、 一緒に 初 

冬の 河 魚の 味 を 試みたい とのこと。 仕度す ると ころと 

見え、 摺鉢を 鳴らす 音 は 台所の 方から 聞え る。 炉辺で 

脆の 焼ける 香 は、 ぢリく 落ちて 燃える 魚膏の 煙に 交 

つて、 斯の 座敷まで も 甘 さう に 通って 来た。 

蓮 太郎は 鞫 の 中から 持薬 を 取 出した。 殊に 湯 上り 


の 顔色 は 病気の やうに も 見えなかった。 嗅ぐ ともなし 

やが 

に 『ケ レオ ソ オト』 のに ほひ を 嗅いで 見て、 纏て 高 柳 

のこと を 言 出す。 

『して 見る と、 瀬 川 君 は あの 男と 一 緒に 飯 山 を 御 出掛 

でした ね。』 

『どうも 不思議 だと は 思 ひました よ。 』 と 丑 松 は 笑 つ て、 

こちら  よ 

『妙に 是方を 避ける とい ふやうな 風でした から。』 

やま 

『そこが それ、 心に 疾 しいと ころの 有る 証拠 さ。』 

ぐ わ い んご r- 

『今考 へても、 彼の 外套 で 身体 を 包んで、 隠れて 行く 

やうな 有様が、 目に 見える やうです。』 

『は、、、、。 だから、 君、 悪い こと は 出来ない もの 


さ。』 

と 言って、 それから 蓮 太郎は 聞いて 来た f 伍一 什 を 

丑 松に 話した。 高 柳が 秘密に 六左衛 門の 娘 を 貰った と 

いふ 事実 は、 妙な ところから 出た とのこと。 すこし 調 

ベる ことがあって、 信 州で 一 番 古い 秋 葉 村の 穏多町 (上 

田の 在に ある)、 彼処へ 蓮 太郎が 尋ねて 行く と、 あの 六 

左衛 門の 親戚で 加 も譬敵 の やうに 仲の 悪い とかい ふ 男 

から 斯の 話が 泄れ たとの こと。 蓮 太郎が 弁護士と 一緒 

に、 今朝 この 根津 村へ 入った 時 は、 折も折、 丁度 高 柳 

夫婦が 新婚旅行に でも 出掛けよう とすると ころ。 無論 

先方で は 知るまい が、 確に 是方 では 後 姿 を 見届けた と 


のこと であった。 

『実に 驚く ぢゃ ないか。』 と 蓮 太郎は 嘆息した。 『瀬 川 

どう  こ、 ろ もち 

君、 君 はま あ 奈何 思 ふね、 彼の 男の 心地 を。 これから 

君が 飯 山へ 帰って 見た まへ —— 必定 あ の 男 は 平気な 顔 

して 結婚の 披露 を 為る だら うから —— 何処か 遠方の 豪 

家からで も 細君 を迎へ たやう に 細工 へ るから —— そリ 

や あもう 新 平民の 娘 だと は 言 ふもん ぢ やない から。』 

斯うい ふ 話 を 始めた ところへ、 下女が 膳 を 持 運んで 

はや  すきばら 

来た。 皿の 上の 脆 は 焼きた ての 香 を 放って、 空腹で 居 

る 二人の 鼻 を 打つ。 銀色の 背、 樺と 白との 腹、 その 鮮 

し い 魚が 茶色に 焼け焦げて、 ところ まんだら 味噌 の 能 


く 付かな いのも 有った。 いづれ も 肥え 膏づ いて、 竹 

の 串に 突き さ、 れて ある。 流石に 嗅ぎつ けて 来たと 見 

え、 一匹の 小猫、 下女の 背後に 様子 を 窺 ふの も 可笑し 

かった。 御給 仕に は 及ばない を 言 はれて、 下女 は 小猫 

を 連れて 出て 行く。 

『さあ、 先生、 つけ ませう。』 と 丑 松 は 飯櫃 を 引取って、 

いき 

気の 出る やつ を 盛り 始めた。 

『どうも 済みません。 各自 勝手に やる ことにしよ うぢ 

や 有ません か。 まあ、 斯うして 膳に 向って 見る と、 あ 

の 師範 校の 食堂 を 思 出さずに は 居られな いねえ。』 

と 笑って、 蓮 太郎は 話しく 食った。 丑 松 も 骨 離 


の 好い 鮑の 肉 を 取って、 香ばしく 焼けた 味噌の 香 を 嗅 

ぎ 乍ら 話した。 

『あ、。』 と 蓮 太 郎は箸 持つ 手 を 膝の 上に 載せて、 『ど 

う も 当世 紳士の 豪い に は 驚いて 了 ふ —— 金と いふ も 

の、 為なら、 奈何な ことで も 忍ぶ の だから。 瀬 川 君、 

まあ、 聞いて 呉れた まへ。 彼の 通り 高 柳が 体裁 を 飾つ 

て 居ても、 実は 非常に 内輪の 苦しい とい ふこと は、 僕 

も 聞いて 居た。 借財に 借財 を 重ね、 高利 貸に は 責めら 

れる、 世間への 不義理 は 嵩む、 到底 今年 選挙 を 争 ふ 見 

込 なぞ は 立つまい とい ふこと は、 聞いて 居た。 しかし 

君、 いくら 窮境に 陥った からと言って、 金 を 目的に 結 


婚 する 気に 成る なんて —— あんまり 根性が 見え透いて 

あさま 

浅 猿し いぢ やない か。 あるひ は、 彼 男に 言 はせ たら、 

六 左衛門 だって 立派な 公民 だ、 其 娘 を 貰 ふのに 何の 不 

思議が 有る、 親子の 間柄で 選挙の 時 なぞに 助けて 貰 ふ 

あたり まへ 

の は 至当 ぢ やない か —— 斯う 言 ふか も 知れない。 そ 

れ なら それで 可 さ。 階級 を 打破して 迄 も、 気に入った 

女 を 貰 ふ 位の 心意気が 有るなら、 又 面白い。 何故 そん 

こそ/  \ しう げん 

なら、 狐 鼠々々 と 祝言 なぞ を 為 るんだら う。 何故 そん 

なら、 隠れて やって来て、 また 隠れて 行く やうな、 男 

らしくない 真似 を 為 るんだら う。 苟 くも 君、 堂々 た 

る 代議士の 候補者 だ。 天下の 政治 を 料理す るな どと 長 


広 舌 を 振 ひ 乍ら、 其 人の 生涯 を 見れば 奈何 だら う。 誰 

まるで 

やら の 言 草 で は 無 い が 、 全然 紳士 の 面 を 冠った 小人の 

遣 方 だ —— 情な いぢ やない か。 成程 世間に は、 金に 成 

る ことなら 何でも やる、 買手が 有るなら 自分の 一 生で 

も 売る、 斯うい ふ 量 見の 人 はいくら も 有る さ。 しかし 

彼 男の は、 売って 置いて 知らん顔 をして 居よう、 とい 

ふの だから 酷し い。 まあ、 君、 僕 等の 側に 立って 考 

へ て 見て呉れ たまへ —— 是程新 平民と いふ もの を 侮辱 

した 話 は 無から う。』 

暫時 一 一人 は 言葉 を 交さないで 食った。 鱸て また 蓮 太 

郎は感 概に堪 へない と 言 ふ 風 で 、 病気 のこと なぞ はも 


う 忘れて 居る かの やうに、 

あの をと こ 

『彼 男 も 彼 男なら、 六 左 衛門も 六 左衛門 だ。 そんな 

ところへ 娘 を 呉れた ところで 何が 面白から う。 是 から 

東京へ でも 出掛けた 時に、 自分の 知 耳 は 政事 家 だと 言つ 

て、 吹聴す る 積り なんだら うが、 あまり 寝覚の 好い 話 

でも 無から う。 虚栄心に も 程が 有る さ。 ちった あ 娘の 

こと も考へ さうな もの だが な あ。』 

ひと 

斯う 言って 蓮 太 郎は考 深い 目 付 をして、 孤り 思に 沈 

むと いふ 様子であった。 

聞いて 見れば 聞いて 見る ほど、 彼の 政事 家の 内幕に 

も 驚かれる が、 又、 この 先輩の 同族 を 思 ふ 熱情に も 驚 


からだ 

かれる。 丑 松 は、 弱い 体軀の 内に 燃える 先輩の 精神の 

烈し さを考 へて、 一 種の 悲壮な 感想 を 起さずに は 居ら 

れ なかった。 実際、 蓮 太郎の 談話の 中には 丑 松の 心 を 

動かす 力が 籠って 居た ので ある。 尤も、 病の ある 人 

でで も 無ければ、 彼 様 は 心 を 傷めまい、 と 思 はれる や 

うな 節々 が 時々 其 言葉 に 交って 聞え たので。 

(四) 

到頭 丑 松 は 言 はう と 思 ふこと を 言はなかった。 吉田 

よ ひ 

屋を 出た の は 宵 過ぎる 頃で あつたが、 途々 それ を考へ 


ると、 泣きたい と 思 ふ 程に 悲しかった。 何故、 言 はな 

かったら う。 丑 松 は 歩き 乍ら、 自分で 自分に 尋ねて 見 

る。 亡父の 言葉 も 有る から —— 叔父 も 彼 様 忠告した か 

ら —— 一旦 秘密が 自分の 口から 泄れた 以上 は、 それが 

il 時 誰の 耳へ 伝 はらない とも 限らない、 先輩が 細君へ 

話す、 細君 はまた 女の こと だから 到底 秘密 を 守って は 

呉れまい、 斯うい ふこと に 成る と、 それ こそ 最早 回復 

が 付かない —— 第一、 今の 場合、 自分 は 穢多で あると 

考 へたく 無い、 是迄も 普通の 人間で 通って 来た、 是か 

ら 将来 とても 無論 普通の 人間で 通りたい、 それが 至当 

な 道理で あるから  


種々 弁解 を考 へて 見た。 

しかし、 斯うい ふ 弁解 は、 いづれ も 後から 造 へて 押 

付けた ことで、 それ だから 言へ なかった と は 奈何して 

も 思 はれない。 残念 乍ら、 丑 松 は 自分で 自分 を 欺いて 

居る やうに 感じて 来た。 蓮太郎 にまで 隠して 居る とい 

ふこと は、 実は 丑 松の 良心が 許さなかった ので ある。 

うちあ 

あ、、 何 を 思 ひ、 何 を 煩 ふ。 決して 他の 人に 告白け 

るので は 無い。 唯 あの 先輩 だけに 告白け るの だ。 日頃 

自分が 慕って 居る、 加 も 自分と 同じ 新 平民の、 其 人 だ 

けに 告白け るのに、 危ぃ、 恐し いやうな ことが 何処に 

あらう。 


『どうしても 言 はな いのは 虚偽 だ。』 

と 丑 松 は 心に 羞ぢ たり 悲ん だり した。 

それば かりで は 無い。 勇み立つ 青春の 意気 も 亦た 丑 

松の 心に 強い 刺激 を 与へ た。 譬 へば、 丑 松 は 雪 霜の 下 

に萌 える 若草で ある。 春 待つ 心 は 有ながら も、 猜疑と 

恐怖と に閉ぢ られて 了って、 内部の Ik 叩 は 発達る こと 

が 出来なかった。 あ、、 雪 霜が 日に あたって、 溶ける 

とい ふに、 何の 不思議が あらう。 青年が 敬慕の 情 を 心 

ゆく 先輩の 前に 捧げて、 活 きて 進む とい ふに、 何の 不 

思議が あらう。 見れば 見る ほど、 聞けば 聞く ほど、 丑 

松 は 蓮 太郎の 感化 を享 けて、 精神の 自由 を 慕 はずに は 


居られなかった ので ある。 言 ふべ し、 言 ふべ し、 それ 

が 自分の 進む 道路で は 有るまい か。 斯う 若々 しい 生命 

が 丑 松 を 励ます のであった。 

『よし、 明日 は 先生に 逢って、 何もかも 打開け て 了 は 

う。』 

と 決心して、 姫 子 沢の 家 を さして 急いだ。 

おや ぢ  ろばた 

其晚 はお 妻の 父親が やって来て、 遅くまで 炉辺で 話 

した。 叔父 は 蓮太郎 のこと に 就いて 別に 深く 掘って 聞 

かう とも 為なかった。 唯 丑 松が 寝床の 方へ 行かう とし 

た 時、 斯うい ふ 問 を 掛けた。 

めへ  おきゃくさん 

『丑 松 —— お前 は 今日の 御客様に、 何にも 自分の こと 


を 話し やしね えだら うな あ。』 

と 言 はれて、 丑 松 は 叔父の 顔 を 眺めて、 

『誰が 其 様な こと を 言 ふもんで すか。』 

と 答へ るに は 答へ たが、 それ は 本心から 出た 言 葉 で 

は 無い のであった。 

寝床に 入って から も、 丑 松 は 長い こと 眠られな かつ 

めの まへ 

た。 不思議な 夢 は 来て、 眼前 を 通る。 其 人 は 見納めの 

時の 父の 死 顔で あるかと 思 ふと、 蓮 太郎の やうで も あ 

あ を 

リ、 病の 為に 蒼 ざめ た 蓮 太郎の 顔で あるかと 思 ふと、 

も  す >  ひとみ 

お 妻の やうで もあった。 あの 艷を 帯った 清し ぃ眸、 

しらは  あか 

物言 ふ 毎に あら はれる 皓歯、 直に 紅くなる 頰 —— その 


真情の 外部に 輝き 溢れて 居る 女らし さを考 へる と、 何 

時の 間に か 丑 松 はお 志 保の 俤 を 描いて 居た ので ある。 

もっと  まぼろし  あけがた 

尤も この 幻影 は 長く 後まで 残らなかった。 払暁に な 

ると 最早 忘れて 了って、 何の 夢を見た かも 覚えて 居な 

い 位であった。 


第 拾 章 

( 一 ) 


いよく 苦痛の 重荷 を 下す 時が 来た。 

丁度 蓮 太郎は 弁護士と 一 緒に、 上田 を 指して 帰る と 

いふので、 丑 松 も 同行の 約束した。 それ は 父 を 傷け 

と ぎ う ば 

た 種牛が 上田の 屠 牛 場へ 送られる 朝の こと。 叔父 も、 

丑 松 も 其 立 会と して 出掛ける 害に なって 居た ので。 昨 

夜の 丑 松の 決心 —— あれ を 実行す るに は 是上も 無い 好 

い 機会。 復た逢 はれる の は 何時の こと やら 覚束ない。 

どうかして 叔父 や 弁護士の 聞いて 居ない ところで —— 

唯 先輩と 二人ぎ りに 成った 時に —— 斯う 考 へて、 丑 松 

は 叔父と 一 緒に 出掛ける 仕度 をした のであった。 

上田 街道へ 出ようと する 角のと ころで、 そこに 待合 


せて 居る 二人と 一緒にな つた。 丑 松 は 叔父 を 弁護士に 

紹介し、 それから 蓮太郎 にも 紹介した。 

『先生、 これが 私の 叔父です。』 

と 言 はれて、 叔父 は 百姓ら しい 大な手 を 擦み 乍ら、 

『丑 松の 奴が いろく 御世 話 様に 成ります さう で —— 

昨日 はまた 御 出 下す つた さう でした が、 生憎と 留守に 

いたし やして。』 

斯うい ふ 挨拶 をす ると、 蓮 太郎は 丁寧に 亡くなった 

人の 弔辞 を 述べた。 

四 人 は 早く 発った。 朝 じめ りの した 街道の 土 を 踏ん 

で、 深い霧の 中を迪 つて 行った 時 は、 遠近に 鶏の 鳴き 


あた-か 

交す 声 も 聞え る。 其 日 は 春先の やうに 温暖で、 路傍の 

枯草も 蘇生る かと 思 はれる 程。 灰色の 水蒸気 は 低く 集 

つて 来て、 僅かに 離れた 社の 梢 も 遠く 深く 烟る やう 

に 見える。 四 人 は 後に なり 前にな リ、 互に 言葉 を 取 交 

し 乍ら 歩いた。 就中、 弁護士の 快活な 笑声 は 朝の 空気 

に 響き渡る。 思 はず 足 も 軽く 道も果 取った ので ある。 

東上 田へ 差懸 つた 頃、 蓮 太 郎と丑 松の 二人 は 少許連 

に 後れた。 次第に 道路 は 明くな つて、 ところ，^ に 青 

空 も 望まれる やうに 成った。 白い 光 を 帯び 乍ら、 頭の 

上 を 急いだ は、 朝 雲の 群。 行 先に あたる 村落 も 形 を 

あら は  くさぶき  さ ま 

顕 して、 草葺の 屋根から は 煙の 立ち 登る 光景 も 見えた。 


霧の 眺め は、 今、 おもしろく 晴れて 行く ので ある。 

いしころ 

蓮 太郎は 苦しい 様子 も 見せなかった。 この 石塊の 多 

い 歩き 難い 道 を 彼 様して 徒歩っても 可の かしらん、 と 

丑 松 は それ を 案じつ V けて、 時々 蓮 太郎を 待合せ て は、 

しろ-つとめ 

一 緒に 遅く 歩く やうに 為た が、 まあ 素人目で 眺めた と 

い き  やう や 

ころで は 格別 気息の 切れる でも 無い らしい。 漸く 安 

やが 

心して、 鱸て 話しく 行く 連の 二人の 後 姿 は、 と 見る 

およ 

と 其 時 は 凡そ 一 町 程 も 離れたら う。 急に 日が あたって、 

しめ  や はら か  こ. - ろよ 

湿った 道路 も 輝き 初めた。 温和に 快暢ぃ 朝の 光 は 

ち ひさが た  あ ふ 

小 県 の 野に 満ち 溢れて 来た。 

うちあ 

あ、、 告白け るなら、 今 だ。 


丑 松に 言 はせ ると、 自分 は 決して 一 生の 戒を 破る の 

では 無い。 是が 若し 世間の 人に 話す とい ふ 場合で でも 

有ったら、 それ こそ 今迄の 苦心 も 水の 泡で あらう。 唯 

この ひと 

斯人 だけに 告白け るの だ。 親兄弟に 話す も 同じ こと だ。 

いひ ほど 

一向 差 支が 無い。 斯う 自分で 自分に 弁解いて 見た。 丑 

松 も 思慮の 無 い 男で は 無し、 彼程 堅 い 父の 言葉 を 忘れ 

しま  そ ん  おろか 

て 了って、 好んで 死地に 陥る やうな、 其 様な 愚な 真似 

を 為る 積り は 無かった ので ある。 

『隠せ。』 

とい ふ 厳粛な 声 は、 其 時、 心の底の 方で 聞え た。 急 

に 冷い 戦慄が 全身 を 伝って 流れ 下る。 さあ、 丑 松 も 


すこし 躊躇 はずに は 居られなかった。 『先生、 先生』 と 

もが 

口の 中で 呼んで、 どう 其 を 切 出した もの かと 悶 いて 居 

ると、 何 か 目に 見えない 力が 背後に 在って、 妙に 自分 

の 無法 を 押 止める やうな 気がした。 

『忘れるな』 とまた 心の底の 方で。 

(二) 

『瀬 川 君、 君 は 恐し く考へ 込んだ ねえ。』 と 蓮 太 郎は丑 

松の 方 を 振 返って 見た。 『時に、 大分 後れ ましたよ。 

奈何です か、 少許 急が うぢ や 有ません か。』 


斯う 言 はれて、 丑 松 も 其 後に 随 いて 急いだ。 

間も無く 二人 は 連に 追 付いた。 鳥の やうに 逃げ 易い 

機会 は 捕まらなかった。 いづれ 未だ 先輩と 二人ぎ りに 

成る 時 は 有る であらう、 と 其 を 丑 松 は 頼みに 思 ふので 

ある。 

日 は 次第に 高くな つた。 空 は 濃く 青く 透き 澄る やう 

になった。 南の 方に 当って、 ちぎれくな 雲の 群 も 起 

る。 今 は 温暖い 光の 為に 蒸されて、 野 も 煙リ、 岡 も 呼 

吸し、 踏んで 行く 街道の 土の 灰色に 乾く 臭気 も 心地 

もえ そ  どんな 

が 好い。 浅々 と萌 初めた 麦 畠 は、 両側に 連って、 奈何 

に 春 待つ 心の 烈し さ を 思 はせ たらう。 斯うして 眺 


めく 行く 間に も、 四 人の 眼に 映る 田舎が 四 色で 有つ 

たの は を かしかった。 弁護士 は 小作人と 地主との 争闘 

を、 蓮 太郎は 労働者の 苦痛と 慰藉と を、 叔父 は 『え ご』、 

やま ごばう  てん わ うぐさ  みづ おもだ か 

『山 牛蒡』、 『天 王 草』、 又は 『水 沢瀉』 等の 雑草に 苦し 

めら れる 耕作の 経験から、 収穫に 関係の 深い 土質の 比 

較、 さて は 上 州 地方の 平野に 住む 農夫に 比べて 斯の山 

の 上の 人々 の 粗懶な 習慣 なぞ を —— 流石に 三人の 話 は、 

生活と いふ こと を 離れなかった が、 同じ 田舎 を 心に 描 

いても、 丑 松の は 若々 しい 思想から 割出して、 働く ば 

かりが 田舎で はない と 言 つた やうな 風に 観察す る。 斯 

うい ふ 思 ひくの 話に 身が 入って、 四 人 は 疲労 を 忘れ 


乍ら 上田の 町へ 入った。 

上田に は 弁護士の 出張所 も 設けて 有る。 そこに は 蓮 

太郎の 細君が 根 律から 帰る 夫 を 待 受けて 居た ので。 蓮 

太郎と 弁護士と は、 一寸 立 寄って 用事 を 済ました 上、 

また 屠 牛 場で 一緒に 成る とい ふこと にしよう、 其 種牛 

の 最後 を も 見よう —— 斯うい ふ 約束で 別れた。 丑 松 は 

叔父と 連立って 一 歩 先へ 出掛けた。 

屠 牛 場 近く 行けば 行く 程、 亡くなった 牧夫の ことが 

烈しく 二人の 胸に 浮んで 来た。 二人の 話 は 其 追懐で 持 

切った。 他人が 居なければ 遠慮 も らず、 今 は 何 を 話 

すき じ いう 

さう と 好 自由で ある。 


『な あ、 丑 松。』 と 叔父 は 歩き 乍ら 嘆息して、 『へえ、 

もう 今日で 六日 目だぞ よ。 兄貴が 亡くなる、 お前が や 

つて 来る。 葬式 を 出す、 御苦労 招び から、 礼 廻りと、 

丁度 今日で 六日 目 だ。 あ、、 明日 は 最早 初七日 だ。 日 

た  たまげ 

数の 早く 経つ に は 魂消て 了 ふ。 兄貴に 別れた の は、 つ 

い 未だ 昨日の やうに しか 思 はれね えがな あ。』 

丑 松 は 黙って 考へ 乍ら 随 いて 行った。 叔父 は 言葉 を 

継いで、 

『真実に 世の中 は 思 ふやう に 行かね えもの さ。 兄貴 も、 

是 から 楽 をしょう とい ふところで、 彼 様な 災難に 罹る 

なんて。 まあ、 金を遣す ぢゃ 無し、 名 を 遺す ぢゃ 無し、 


一 生 苦労 を 為つ、 けて、 其 苦労が 誰の 為 かと 言へば I 

つ まリ  よ 

I 畢竟、 お前 や 俺の 為 だ。 俺 も 若え 時 は、 克く 兄貴と 

喧嘩して、 擲られ たり、 泣かせられ たりした もの だが、 

今と なって 考 へて 見る と、 親兄弟 程 難 有い もの は 無え 

ぞょ。 仮令 世界中の 人が 見放しても、 親兄弟 は 捨てね 

えから な あ。 兄貴 を 忘 れ ちゃなら ねえと 言 ふ の は —— 

其処 だは サ。』 

しばらく 

暫時 二人 は 無言で 歩いた。 

『忘れるな よ。』 と 叔父 は復た 初めた。 『何程 まあ 兄 

貴 もお 前の 為に 心配して 居た もの だか。 ある 時、 俺に、 

「丑 松 も 今が 一 番危ぇ 時 だ。 斯うして 山の 中で 考 へた 


と、 世間へ 出て 見た と は 違 ふから、 そこ を 俺が 思って 

やる。 なかく 他人の 中へ 突出されて、 内兜 を 見 透 

かされね え やうに 遂行げ るの は 容易 ぢ やねえ。 何卒し 

てう まく 行って 呉れ、 ば 可が —— 下手に 学問 なぞ を し 

て、 つまらね え 思想 を 起さなければ 可が —— まあ、 三 

十に 成って 見ね え 内 は、 安心が 出来ね え。」 と 斯うい ふ 

から、 「な あに、 大丈夫 —— 丑 松の ことなら 俺が 保証す 

る。」 と 言って やった よ。 すると、 兄貴 は 首 を 振って、 

「どうも 不可 もので、 親の 悪い ところば かり 子に 伝 はる。 

丑 松 も 用心深 いのはが が、 然し 又、 あんまり 用心深 過 

ぎて 反って 疑 はれる やうな 事が 出来 やすまい か。」 と 


しきりに 其 を 言 ふ。 其 時 俺が、 「左様 心配した 日に は 

際限が 無え。」 と 笑った こと サ。 は、、、、。』 と 思 出 

したやう に 慾の 無い 声で 笑って、 鱸て 気 を 変へ て、 『し 

かし、 能く まあ、 お前 も是 迄に 漕 付けて 来た。 最 早大 

そな 

丈夫 だ。 全くお 前に は 其 丈の 徳が具 は つて 居る の だ。 

なにしろ 用心す るに 越した こと はね えぞよ。 奈何な 先 

生 だら うが、 同じ 身分の 人 だら うが、 決して 気 は 許せ 

ねえ —— そり や あ、 もう、 他人と 親兄弟と は 違 ふから 

な あ。 あ、、 兄貴の 生きて る 時分に は、 牧場から 下つ 

うは さ 

て 来る、 俺 や 婆さんの 顔 を 見る、 直にお 前の 噂だった。 

もう 兄貴 は 居ね え。 是 から は K と 婆さんと 一 一人ぎ りで、 


お前の 噂 をして 楽 むんだ。 考 へて 見て呉れよ、 俺 も 子 

は 無し サ —— お前より 外に 便りに する もの は 無え の だ 

から。』 

(三) 

と ぎ う ば 

例の 種牛 は 朝のう ちに 屠 牛 場へ 送られた。 種牛の 持 

主 は 早く か ら 詰 掛け て、 叔父と 丑 松と を 待 受けて 居た。 

か  でっち 

二人 は、 空車 引いて 馳 けて 行く 肉屋の 丁稚の 後に 随ぃ 

て、 鱸て 屠 牛 場の 前 迄 行く と、 門の 外に 持主、 先づ見 

るより、 克く 来て 呉れた を 言 ひ 継け る。 心から 老 牧夫 


いた  じ やう あ ひ 

の 最後 を 傷む とい ふ 情 合 は、 斯 持主の 顔色に 表れる 

のであった。 『いえ。』 と 叔父 は 対 手の 言葉 を 遮って、 

こちら  てぬかり  あんた  うら 

『全く 是方 の 不注意から 起った 事なん で、 貴方 を 恨み 

ちっと  さきな ほ /\ 

る 筋 は 些少 も ご はせん。』 とそれ を 言へば、 先方 は猶々 

痛み入る 様子。 『私 はへ え、 面目なくて、 斯うして 

あんた がた  し 

貴方 等に 合せる 顔 も 無い ので やす —— まあ 畜生の 為た 

なまり 

こと だからせ えて (せえ て は、 しての 訛、 農夫の 間に 

あきら 

用 ゐられ る)、 御 災難と 思って 絶 念め て 下さる やうに。』 

とかへ すん \ 言 ふ。 是処は 上田の 町 は づれ、 太郎 山の 

麓に 迫って、 新しく 建てられた 五 棟ば かりの 平屋。 鋭 

しき リ 

い 目 付の 犬 は 五六 匹 門外に 集って 来て、 頻に 二人の 


臭気 を 嗅いで 見たり、 低声に 嘲ったり して、 や、 とも 

すれば 吠え 懸 りさうな 気勢 を 示す のであった。 

持主に 導かれて、 二人 は 黒い 門 を 入った。 内に 庭 を 

隔て、、 北 は 検査 室、 東が 屠殺の 小屋で ある。 年の 頃 

五十 余ので つぶり 肥った 男が 人々 の 指図 をして 居た が、 

其 老練な、 愛嬌の ある 物の 言 振で、 屠 手の 頭と いふ こ 

と は 知れた。 屠 手と して 是処に 使役 はれて 居る 壮丁 は 

十 人 計り、 いづれ 紛 ひの 無い 新 平民 —— 殊に #賤 しい 

ぁリ /\ 

手 合と 見えて、 特色の ある 皮膚の 色が 明白と 目につく。 

一人々々 の 赤ら顔に は、 恪 印が 押 当て、 あると 言って 

もよ い。 中には 下層の 新 平民に 克く ある 愚鈍な 目 付 を 


為 乍ら 是方を 振 返る も あり、 中には 畏縮た、 兢々 とし 

めざと 

た 様子して 盗む やうに 客 を 眺める も ある。 目 鋭い 叔父 

それ み  ひぢ  こ づ 

は 直に 其と 看て 取って、 一寸 右の 肘で 丑 松 を小衝 いて 

見た。 奈何して 丑 松 も 平気で 居られよう。 叔父の 肘が 

さは  エレキ 

触る か 触らない に、 其 暗号 は 電気の やうに 通じた。 幸 

ひ 案じた 程で も 無い らしい ので、 漸と 安心して、 それ 

から 二人 は 他の 談話の 仲間に 入った。 

繋留 場に は、 種牛の 外に、 二 頭の 牡牛 も 繋いで あつ 

ひとや  おしこ 

て、 丁度 死刑 を 宣告され た 罪人が 牢獄の 内に 押 籠 めら 

いのち 

れ たと 同じ やうに、 一刻々々 と 近いて 行く 性 命の 終 を 

まちのぞ  この 

翹 望んで 居た。 丑 松 は 今、 叔父 や 持主と 一緒に、 斯繫 


留 場の 柵の 前に 立った ので ある。 持主の 言 草で はない 

が、 『畜生の 為た こと』 と 思へば、 別に 腹が立つ の 何の 

そ ん  こ、 ろ もち  いたま 

とい ふ 其 様な 心地に は 成らない か はりに、 可 傷し い 

父の 最後、 牧場の 草の 上に 流れた 血潮 II 堪 へがたい 

追憶の 情 は 丑 松の 胸に 浮んで 来たので ある。 見れば 他 

の は 佐 渡 牛と いふ 種類で、 一頭 は 黒く、 一頭 は 赤く、 

人間の 食慾 を満 すより 外に は 最早 生きながら へ る 価値 

も 無い 程に 痩せて、 其 憔悴し さ。 それに 比べる と、 種 

牛 は 体格 も 大きく、 骨 組 も 偉し く、 黒 毛艷々 として 美 

しい 雑種。 持主 は 柵の 横木 を 隔て、、 其 鼻面 を 撫で、 

見たり、 咽喉の 下 を 摩って やつたり して、 


『わり や (汝 は) 飛んでも ねえ こと を 為て 呉れた な あ。 

何も 俺 だって、 好んで 斯様な 処へ 貴様 を 引 張って 来た 

訳ぢ やねえ —— 是と い ふの も 自業自得 だ —— 左様 思 つ 

あきら 

て 絶 念め ろよ。』 

吾 児に 因果で も 言 含める やうに 搔 口説いて、 今更 

別離 を惜 むと いふ 様子。 

むすこ 

『それ、 こ、 に 居な さるの が瀨 川さん の 子息さん だ。 

おわび 

御 詫 をし な。 御 詫 をし な。 われ (汝) の やうな 畜生 だ 

たまし ひ 

つて、 万更 霊魂の 無え もので も 有る めえ。 まあ 俺の 言 

よ  もっと 

ふこと を 好く 覚えて 置いて、 次の 生に は 一層 気の 利い 

たものに 生れ 変って 来い。』 


斯う 言 ひ 聞かせて、 鱸て 持主 は 牛の 来歴 を 二人に 語 

これ まさ  ちす ぢ 

つた。 現に 今、 多く を 飼養して 居る が、 是に 勝る 血統 

の もの は 一頭 も 無い。 父 牛 は 亜米利加 産、 母 牛 は 斯々、 

悪い 癖 さへ 無くば 西 乃 入 牧場 の 名 牛と も 唄 はれた であ 

らうに、 と 言 出して 嘆息した。 持主 は又附 加して、 斯 

種牛の 肉の 売 代 を 分けて、 亡くなった 牧夫の 追善に 供 

へたい から、 せめて 其で 仏の 心 を 慰めて 呉れと いふ こ 

と を 話した。 

其 時 獣医が 入って 来て、 鳥 打帽を 冠った 儘、 人々 に 

挨拶す る。 っゾ いて、 牛 肉屋の 亭主 も 入って 来た は、 

屠され た 後の 肉 を 買 取る 為で あらう。 間も無く 蓮 太郎、 


弁護士の 二人 も、 叔父 や 丑 松と 一緒にな つて、 庭に 立 

つて 眺めたり 話したり した。 

あれ 

『む、、 彼が 御 話の あった 種牛です ね。』 と 蓮 太 郎は小 

声で 言った。 人々 は 用意に 取 掛かる と 見え、 いづれ も 

白の 上 被、 冷 飯 草履 は 脱いで 素足に 尻 端折。 笑 ふ 声、 

私語く 声 は、 犬の 鳴 声に 交って、 何となく 構内 は 混雑 

して 来たので ある。 

いよく 種牛 は 引出される ことにな つた。 一同の 視 

線 は 皆な 其方へ 集った。 今迄 沈まり かへ つて 居た 二 頭 

の 佐 渡 牛 は、 急に 騒ぎ 初めて、 頻と頭 を 左右に 振動 か 

しっか おさ 

す。 一人の 屠 手 は 赤い 方の 鼻面 を 確乎と 制へ て、 声 を 


厲 して 制したり 叱ったり した。 畜生な がらに 本能が 

知らせる と 見え、 逃げよう/^ と 焦り 出した ので ある- 

黒い 佐 渡 牛 は 繋がれた ま、 柱 を 一 廻りした。 死地に 引 

かれて 行く 種牛 は 寧ろ 冷静き 澄ました もので、 他の 二 

わるあがき  す  も 

頭の やうに 悪 腕 を 為る でも 無く、 悲しい 鳴 声 を泄ら 

すで も 無く、 僅かに 白い 鼻息 を 見せて、 悠々 と 獣医の 

前へ 進んだ。 紫色の 潤み を 帯びた 大きな 目 は 傍で 観て 

居る 人々 を 睥睨す るかの やう。 彼の 西 乃 入の 牧場 を 荒 

れ 廻って、 丑 松の 父 を 突 殺した 程の 悪 牛で は 有る が、 

斯うした t 潔 い 臨終の 光景 は、 又た 人々 に 哀憐の 情 を 

催させた。 叔父 も、 丑 松 も すくなからず 胸 を 打 たれた 


ので ある。 獣医 は あちこちと 廻って 歩き 乍ら、 種牛の 

皮 を 撮んで 見たり、 咽喉 を 押へ て 見たり、 または 角 を 

叩いて 見たり して、 最後に 尻尾 を 持 上た かと 思 ふと、 

検査 は 最早 其で 済んだ。 屠 手 は総懸 りで 寄って 群って、 

『しッ /\』 と 声 を 揚げ 乍ら、 無理無体に 屠殺の 小屋の 

方へ 種牛 を 引 入れた。 屠 手の 頭 は 油断 を 見澄まして、 

素早く 細引 を 投げ 搦む。 樘と 音して 牛の 身体が 板 敷の 

上へ 横に 成った は、 足と 足と が 引締められ たからで あ 

る。 持主 は 茫然と して 立った。 丑 松も考 深い 目 付 をし 

て 眺め 沈んで 居た。 やがて、 種牛の 眉間 を 目 懸けて、 

一 人の 屠 手が 斧 ( 一 方に 長さ 四 五寸の 管が あって、 致 


命 傷 を 与へ るの は是 管で ある) を 振 翳した かと 思 ふと、 

かすか  うめき 

もう 其が 是 畜生の 最後。 幽な 呻吟 を 残して 置いて、 

直に 息 を 引取って 了った —— 一 撃で 種牛 は 倒された の 

である。 

(四) 

日の 光 は斯の 小屋の 内へ 射 入って、 死んで 其処に 倒 

いそが  うはつ ぱリ 

れた 種牛と、 多忙し さう に 立 働く 人々 の 白い 上 被と 

を 照した。 屠 手の 頭 は 鋭い 出刃 庖丁 を 振って、 先づ牛 

の 咽喉 を 割く。 尾を牽 くもの は 直に 尾 を 捨て、 細引 を 


持つ もの は 細引 を 捨て、、 いづれ も 牛の 上に 登った。 

わ 力 もの 

多勢の 壮丁が 力に 任せ、 所 嫌 はず 踏 付ける ので、 血潮 

は 割かれた 咽喉 を 通して 紅く 板 敷の 上へ 流れた。 咽喉 

はぎと 

から 腹、 腹から 足、 と 次第に 黒い 毛皮が 剝 取られる。 

膏と 血との 臭気 は 斯の屠 牛 場に 満ち 溢れて 来た。 

他の 二 頭の 佐 渡 牛が 小屋の 内へ 引 入れられて、 撃ち 

いたま  ありさま 

殺された の は 間も無くであった。 斯の可 傷し い 光景 を 

見る につけても、 丑 松の 胸に 浮ぶ は 亡くなった 父の こ 

しなが  おも 

とで。 丑 松は考 深い 目 付 を 為 乍ら、 父の 死 を 想 ひつ > 

けて 居る と、 鑣て 種牛の 毛皮 も 悉皆 剝 取られ、 角 も 撃 

ち 落され、 脂肪に 包まれた 肉 身から は 湯気の やうな 息 


の 蒸 上る さま も 見えた。 屠 手の 頭 は 手 も 庖丁 も 紅く 血 

まみ  さ しづ 

潮に 交れ 乍ら、 あちこちと 小屋の 内 を 廻って 指揮す る。 

たけば うき  あぶら 

そこに は 竹箒 で 牛の 膏を 掃いて 居る ものが あり、 

こ、 に は 砥石 を 出して 出刃 を 磨いで 居る もの もあった。 

>  J しぼ ね 

赤い 佐 渡 牛 は 引 割と 言って、 腰骨 を 左右に 切開 かれ、 

其 骨と 骨との 間へ 横木 を 入れられて、 逆 方に 高く 釣る 

し 上げられる ことにな つた。 

くるま 

『そら、 巻く ぜ。』 と 一 人の 屠 手 は 天井に ある 滑車 を 見 

上げ 乍ら 言った。 

まんなか  お ほき  からだ 

見る く 小屋の 中央に は、 巨大な 牡牛の 肉 身が 釣る 

されて 懸 つた。 叔父 も、 蓮太郎 も、 弁護士 も、 互に 顔 


のこぎ リ  あばら 

を 見合せ て 居た。 一 人の 屠 手 は 鋸 を 取 出した、 脊髄 

を 二 つに 引 割り 始めた ので ある。 

回向す る やうな 持主の 目 は 種牛から 離れなかった。 

種牛 は 最早 足さへ も 切 離された。 牧場の 草 踏 散らした 

ふたまた つめ  はふ リだ 

双 叉の 蹄 も、 今 は 小屋から 土間の 方へ 投出 された。 灰 

紫色の 膜に 掩 はれた 臓腑 は、 丁度 斯う 大風呂敷の 包の 

ま、 

やうに、 ベろ くした 儘で 其処に 置いて ある。 三人の 

屠 手 は 互に 鹿 丁 を 入れて、 骨に 添 ふて 肉 を 切開く ので 

あった。 

おも ひで 

烈しい 追憶 は、 復 たく 丑 松の 胸中 を 往来し 始めた。 

『忘れるな』 —— あ、、 その 熱い 臨終の 呼吸 は、 どんな 


に 深い 響と なって、 生残る 丑 松の 骨の 隨ま でも 貫徹る 

だら う。 其を考 へる 度に、 亡くなった 父が 丑 松の 胸中 

に 復活る ので ある。 急に 其 時、 心の底の 方で 声が して、 

いまし 

丑 松 を 呼び 警める やうに 聞え た。 『丑 松、 貴様 は 親 を 

捨てる 気 か。』 と 其 声 は 自分 を 責める やうに 聞え た。 

『貴様 は 親 を 捨てる 気 か。』 

と 丑 松 は 自分で 自分に 繰返して 見た。 

なるほど 

成程、 自分 は 変った。 成程、 一に も 二に も 父の 言葉 

じゅんぼう  そ ん 

に 服従して、 それ を 器械 的に 遵奉す る やうな、 其 様な 

こども 

児童で は 無くなって 来た。 成程、 自分の 胸の 底 は 父ば 

かり 住む 世界で は 無くなって 来た。 成程、 父の 厳しい 


あべこべ  ぬけだ 

性格 を考 へる 度に、 自分 は 反って 反対な 方へ 逸出して 

行って、 自由自在に 泣いたり 笑ったり したい やうな、 

其 様な 思想 を 持つ やうに 成った。 あ、、 世の 無情 を 

いき ど ほ  こ 、 ろ もち 

憤 る 先輩の 心地と、 世に 随 へと 教 へる 父の 心地と 

—— その 二人の 相違 は 奈何で あらう。 斯う 考 へて、 丑 

松 は 自分の 行く 道路に 迷った ので ある。 

気がついて 我に 帰った 時 は、 蓮 太郎が 自分の 傍に 立 

つて 居た。 いつの 間に か 巡査 も 入って 来て、 獣医と 一 

緒に 成って 眺めて 居た。 見れば 種牛 は 股から 胴へ かけ 

て 四つの 肉塊に 切 断られる ところ。 右の 前足の 股の 肉 

たれさが 

は、 既に 天井から 垂下る 細引に 釣る されて、 海綿 を 持 


つた 一人の 屠 手が 頻と其 血 を 拭 ふので あった。 斯うし 

お ほき  からだ  ほふ  しま 

て 巨大な 種牛の 肉体 は 実に 無造作に 屠られて 了った の 

である。 屠 手の 頭が 印判 を 取 出して、 それぞれの 肉の 

上へ 押して 居る かと 見る うちに、 一方で は 引取りに 来 

た 牛 肉屋の 丁稚、 編 席 敷いた 箱 を 車の 上に 載せて、 威 

勢よ く 小屋の 内へ がらく と 引き こんだ。 

『十二 貫 五 百。』 

とい ふ 声 は 小屋の 隅の 方に 起った。 

『十 一 貫 七 百。』 

とまた。 

屠られた 種牛の 肉 は、 今、 大きな 秤 に 懸けられ るの 


である、 屠 手の 一 人が 目方 を 読み上げる 度に、 牛 肉屋 

の 亭主 は 鈴 筆 を 舐めて、 其 を 手帳へ 書留め た。 

やがて 其 日の 立 会 も 済み、 持主に も 別れ を 告げ、 人々 

と 一 緒に 斯の屠 牛 場から 引取らう とした 時、 もう 一 度 

丑 松 は 小屋の 方 を 振 返って 見た。 屠 手の ある もの は 残 

て をけ 

物の 臓腑 を 取 片付ける、 ある もの は 手桶に 足 を 突 込ん 

ま 

で 牛の 血潮 を 洗 ひ 落す、 種牛の 片股は 未だ 釣る された 

儘で、 黄な 膏と 白い 脂肪と が 日の 光 を 帯びて 居た。 

いたま  おも ひで  かんじ 

其 時 は 最早 あの 可 傷し い 回想の 断片と いふ 感想 も 起ら 

なかった。 唯 大きな 牛肉の 塊と しか 見えなかった。 
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『先づ 好かった。』 と 叔父 は 屠 牛 場の 門 を 出た 時、 丑 松 

の 肩 を 叩いて 言った。 『先づ まあ、 是で御 関所 は 通り 

越した。』 

『あ、、 叔父さん は 声が 高い。』 と 制する やうに して、 

丑 松 は 何 か 思 出した やうに、 先 へ 行く 蓮 太郎と 弁護士 

との 後 姿 を 眺めた。 


『声が 高い？』 叔父 は 笑 ひ 乍ら、 『ふ、、 俺の やうな 

皺 枯声が 誰に 聞え る もの かよ。 それ は 左様と、 丑 松、 

へえ 最早 是で 安心 だ。 是処 まで 漕 付ければ、 最早 大丈 

夫 だ。 どの くれえ、 まあ、 俺 も 心配した らう。 あ、 今 

夜から は 三人で 安気に 寝られる。』 

牛肉 を 満載した 車 は 二人の 傍 を 通過ぎ た。 枯々 な 

く はばたけ  つ 

桑 畠 の 間に は、 其 車の 音が からく と 響き渡って、 随 

いて 行く 犬の 叫び声 も 何となく 喜ばし さう に 聞え る。 

うす あばた 

心の 好い 叔父 は 唯 訳も無く 身 を 祝って、 顔の 薄 痘痕 も 

喜悦の 為に 埋もれる かの やう。 奈何い ふ 思想が 来て 今 

の 世の 若い もの、 胸 を 騒がせて 居る か、 其 様な こと は 


とんと 叔父に は 解らなかった。 昔 者の 叔父 は、 斯の天 

気の 好い やうに、 唯一 族が 無事で さへ あれば 好かった。 

やが  うなが 

鱸て、 考 深い 目 付 を 為て 居る 丑 松 を 促して、 昼 仕度 を 

為る ために 急いだ ので ある。 

ちうじき  ひとり 

昼食の 後、 丑 松 は 叔父と 別れて、 単独で 弁護士の 出 

張 所 を 訪ねた。 そこに は 蓮 太郎が 細君と 一緒に、 丑 松 

の 来る の を 待 受けて 居た ので。 尤も、 一同で 楽しい 

談話 をす るの は 三時 間し か 無かった。 聞いて 見る と 細 

やどや 

君 は 東京の 家へ、 蓮 太郎と 弁護士と は 小 諸の 旅 舎まで、 

其 日 四時 三分の 汽車で 上田 を 発つ とい ふ。 細君 は 深く 

夫の 身の上 を 案じる かして、 一緒に 東京の 方へ 帰って 


呉れと 言 出した が、 蓮 太 郎は聞 入れなかった。 も 

とく 友人 や 後進の もの を 先にして、 家の もの を 後に 

する のが 蓮 太郎の 主義で、 今度 信 州に 踏 留まる とい ふ 

の も、 畢竟 は 弁護士の 為に 尽 したいから。 其 は 細君 も 

万々 承知。 夫の 気象と して、 左様い ふの は 無理 もない。 

しかし 斯の 山の 上で、 夫の 病気が 重りで もしたら。 斯 

うい ふ 心配 は 深く 細君の 顔色に 表 はれる。 『奥様、 

其 様に 御 心配 無く —— 猪 子 君 は 私が 御預 りしました か 

ら。』 と 弁護士が 引受 顔な ので、 細君 も 強 ひて と は 言へ 

なかった。 

先輩が 可 懐し ければ 其 細君まで も 可 懐し い。 斯う 思 


ふ 丑 松の 情 は 一層 深くな つた。 始めて 汽車の 中で 出逢 

つた 時から して、 何となく 人格の 奥床しい 細君と は 思 

つたが、 さて 打 解けて 話して 見る と、 別に 御世辞が 有 

るで も 無く、 左様 かと 言って 可 厭に 澄まして 居る とい 

ふ 風で も 無い —— まあ、 極く 淡泊と した、 物に 拘 し 

ない 気象の 女と 知れた。 風俗 なぞに は 関 はない 人で、 

これ  それほど 

是 から 汽車に 乗る とい ふのに、 其 程 身の ま はり を 

取修 ふで も 無い。 男の 見て 居る 前で、 僅かに 髪を撫 

とりまと 

で 付けて、 旅の 手荷物 も そこくに 取 収めた。 あの 『懺 

悔録』 の 中に 斯 人の ことが 書いて あつたの を、 急に 丑 

松 は 思 出して、 兎も角も 普通の 良い 家庭に 育った 人が 


かたづ まで 

種族の 違 ふ 先輩に 嫁 く 迄の 其 二人の 歴史 を 想像して 

見た。 

汽車 を 待つ 二三 時間 は 速に 経った。 左右す るう ちに、 

ステ— シ ヨン  さすが  せ は 

停車場 さして 出掛ける 時が 来た。 流石 弁護士 は 忙しい 

商売柄、 一緒に 門 を 出ようと 為る ところ を 客に 捕って、 

立って 時計 を 見 乍ら の 訴訟 話。 蓮 太郎は 細君 を 連れて 

ひとあし 

一歩 先へ 出掛けた。 『あ、 何時 復た 先生に 御 目に 懸れ 

ひと リ ごと 

る やら。』 斯う 独語の やうに 言って、 丑 松 も 見送 リ乍 

ら随 いて 行った。 せめても の心尽 し、 手荷物の 靼は 

提げさ せ て 貰 ふ。 其 様な ことが 丑 松の 身に 取って は、 

嬉敷 も、 名残 惜敷も 思 はれた ので。 


初冬の 光 は 町の 空に 満ちて、 三人と も羞 明い 位で あ 

つた。 上田の 城跡に ついて、 人通りの すくない 坂道 を 

下り かけた 時、 丑 松 は 先輩と 細君と が 斯うい ふ 談話 を 

為る の を 聞いた。 

『大丈夫 だよ、 左様お 前の やうに 心配し ないでも。』 と 

蓮 太郎は 叱る やうに。 

『その 大丈夫が 大丈夫で 無い から 困る。』 と 細君 は 歩 

き 乍ら 嘆息した。 『だって、 貴方 は 少許も 身体 を 関 は 

な いんです もの。 私が 随 いて 居なければ、 どんな 無理 

を 成さる か 知れな いんです もの。 それに、 斯の 山の 上 

の 陽気 —— まあ、 私は考 へて 見た ばかりで も 怖し い。』 


『そり や あ 海岸に 居る やうな 訳に はいかな いさ。』 と 

蓮 太郎は 笑って、 『しかし、 今年 は暖 和い。 信 州で 斯様 

な こと は 珍しい。 斯の 位の 空気 を 吸 ふの は 平気な もの 

だ。 御覧な、 其 証拠に は、 信 州へ 来てから 風邪 一 つ 引 

かな いぢ やない か。』 

『でせ う。 大変に 快く 御成な すった でせ う。 ですから 

なほ/ \  せっかく 

猶々 大切に して 下さいと 言 ふんです。 折角 快く 成り か 

けて、 復た逆 返しで もしたら —— 』 

さ う  しごと 

『ふ、、 左様 大事 を 取って 居た 日に や、 事業 も 何も 出 

来 やしない。』 

たっしゃ 

『事業？ 壮健に 成れば いくらでも 事業 は 出来ます わ。 


あ、、 一緒に 東京へ 帰って 下されば 好 いんです のに。』 

『解らない ねえ。 未だ 其 様な こと を 言って る。 奈何し 

さう  どれほど 

てま あ 女と いふ もの は 左様 解らない だら う。 何程 私が 

それく らゐ 

巿 村さん の 御世 話に 成って 居る か、 お前 だって 其 位 

のこと は考 へさうな もの ぢ やない か。 其 人の 前で、 私 

に 帰れなん て —— すこし 省 慮の 有る ものなら、 彼 様な 

ことの 言 へ た 義理 ぢゃ 無から う。 彼 様い ふこと を 言 出 

される と、 折角 是 方で 思った こと も 無に 成って 了 ふ。 

それに 今度 は、 すこし 自分で 研究した いこと も 有る。 

今 胸に 浮んで 居る 思想 を 完成め て 書かう とい ふに は、 

是非とも 自分で 斯の 山の 上 を 歩いて、 田園 生活と いふ 


もの を 観察し なくち やならない。 それに は 実に もって 

来い とい ふ 機会 だ。』 と 言って、 蓮太郎 はすこし 気 を 変 

こはるびより 

へて、 『あ、 好い 天気 だ。 全く 小春日和 だ。 今度の 旅 

うち 

行 は 余程 面白から う —— まあ、 お前 も 家へ 行って 待つ 

て 居て 呉れ、 信 州 土産 はしつ かり 持って 帰る から。』 

しばらく 

一 一人 は 暫時 無言で 歩いた。 丑 松 は 右の 手の 飽を 左へ 

持ち 変へ て、 黙って 後から 随 いて 行った。 やがて 高い 

白壁 造りの 倉庫の あると ころへ 出て 来た。 

し を  な ぜ 

『あ、。』 と 細君 は 萎れ 乍ら、 『何故 私が 帰って 下さい 

なんて 言 出 した か、 其 訳 を 未だ 貴方に 話さな いんです 

から。』 


『ホウ、 何 か 訳が 有る のかい。』 と 蓮 太 郎は聞 咎める。 

『外で も 無 いんです けれど。』 と 細君 は 思 出した やう 

に 震へ て、 『どうもね え、 昨夜の 夢見が 悪くて —— 斯う 

恐し く 胸騒ぎが して —— 一 晚中私 は 眠られません でし 

たよ。 何だか 私 は 貴方の ことが 心配で ならない。 だつ 

て、 彼 様な 夢を見る 害が 無 いんです もの。 だって、 其 

夢が 普通の 夢で は 無 いんです もの。』 

『つまらな いこと を 言 ふな あ。 それで 一 緒に 東京へ 帰 

れと言 ふの か。 は、、、、。』 と 蓮 太郎は 快活ら しく 

笑った。 

『左様 貴方の やうに 言った もので も 有ません よ。 未来 


の 事 を 夢に 見る とい ふ 話 は克く 有ます よ。 どうも 私 は 

気に 成って 仕様が無い。』 

『ちょ ッ、 夢なん ぞが 宛に 成る もの ぢゃ 無し —— 』 

きたい 

『しかし —— 奇異な ことが 有れば 有る もの だ。 まあ、 

貴方の 死んだ 夢を見る なんて。』 

『へん、 御幣 舁 ぎめ。』 

(二) 

不思議な 問答 をす ると は 思った が、 fi 松 は 其 を 聞い 

あれほど さつば り  さばけ 

て、 格別 気に も 懸けなかった。 彼程 淡泊と して、 快濶 


た 気象の 細君で 有ながら、 左様な こと を 気に 為る と は。 

こども 

まあ、 あの 夢と いふ 奴 は 児童の 世界の やうな もので、 

めの まへ 

時と 場所の 差別 も 無く、 実に 途方 も 無い こと を 眼前に 

浮べて 見せる。 先輩の 死 —— どうして 其 様な 馬鹿らし 

いこと が 細君の 夢に 入った もので あらう。 しかし 其 を 

気にする ところが 女 だ。 と 斯う 感じ 易い 異性の 情緒 を 

考 へて、 いっそ 可笑しく も 思 はれた 位。 『女と いふ も 

の は、 多く 彼 様した もの だ。』 と 自分で 自分に 言って 見 

た 時 は、 思 はず 彼の 迷信 深い 蓮華 寺の 奥様 を、 それ か 

ら あのお 志 保 を 思 出す のであった。 

ステ— ショ ン 

橋 を 渡って、 停車場 近くへ 出た。 細君 はすこし 後に 


成った。 丑 松 は 左の 手に 持ち 変へ た靼を またく 右の 

手に 移して、 蓮 太郎と 別離の 言葉 を 交し 乍ら 歩いた。 

『そんなら 先生 は —— 』 と 丑 松 は 名残惜し さう に 聞い 

て 見る。 『いつ 頃まで 信 州に 居らつ しゃる 御 積 りなん 

です か。』 

『僕です か。』 と 蓮 太郎は 微笑んで 答へ た。 『左様です 

な あ —— すくなくとも 巿村 君の 選挙が 済む まで。 実は 

ね、 家内 も 彼 様 言 ひます し、 一 旦は 東京へ 帰らう かと 

も 思 ひました よ。 ナニ、 これが 普通の 選挙の 場合なら、 

黙って 帰ります サ。 どうせ 僕 なぞが 居た ところで、 大 

した 応援 も 出来ません からね え。 まあ 巿村 君の 身に な 


つて 考 へて 見る と、 先生 は 先生 だけの 覚悟が あって、 

候補者と して 立つ のです から、 誰 を 政敵に する の も 其 

味 は 一 つです。 は、、、、。 しかし、 巿村 君が 勝つ か、 

あの 高 柳 利 三郎が 勝つ か、 とい ふこと は、 僕 等の 側か 

ら考 へる と、 一寸 普通の 場合と は 違 ふかと も 思 はれる 

—— 』 

丑 松 は 黙って 随 いて 行った。 蓮 太 郎は何 か 思 出した 

やうに、 後から 来る 細君の 方 を 振 返って 見て、 やがて 

復た 歩き 初める。 

『だって、 君、 考 へて 見て呉れ たまへ。 あの 高 柳の 

行為 を考 へて 見て呉れ たまへ。 あ、、 いくら 吾 儕が 無 


智な 卑賤し いもの だからと 言 つ て 、 路 付けら れる にも 

程が 有る。 どうしても 彼 様な 男に 勝た せたくない。 

何卒して 巿村 君の ものに 為て遣りたい。 高 柳の 話 なぞ 

を 聞かなければ 格別、 聞いて、 知って、 黙って 帰る と 

いふ こと は、 新 平民と して 余り lii 心気 地が 無 さ 過ぎ る か 

ら ねえ。』 

『では、 先生 は 奈何な さる 御 積り なんです か。』 

『奈何す ると は？』 

『黙って 帰る ことが 出来ない と 仰 ると —— 』 

まで 

『ナ 二、 君、 僅かに 打撃 を 加へ る 迄の こと さ。 

さ き 

は、、、、。 なにしろ 先方に は 六左衛 門と いふ 金主が 


附 いたの だから、 いづれ 買収 も 為る だら うし、 壮士 的 

や  こっち  わら ぢ 

な 運動 も 遣る だら う。 そこへ 行く と、 是方は 草鞋 一足、 

舌 一枚 —— おもしろい、 おもしろい、 敵 はた、 金の 力 

より 外に 頼りに 為る ものが 無い の だからお もしろ い。 

；; H ゝ ゝゝゝ  ォゝ ゝゝゝ コ 

『しかし、 うまく 行って 呉れる と 好いです がな あ —— 』 

『 ま ゝゝ ゝゝ  ^ ゝゝ ゝゝ  ^ 

斯うい ふ 談話 をして 行く うちに、 二人 は 上田 停車場 

に 着いた。 

上野 行の 上 リ 汽車が 是処を 通る 迄に は 未だ 少許 間が 

有った。 多くの 旅客 は 既に 斯の 待合室に 満ち 溢れて 居 


た。 細君 も 直に 一緒にな つて、 三人して 弁護士 を待受 

けた。 蓮 太 郎は卷 煙草 を 取 出して、 丑 松に 勧め、 自分 

もまた 火 を 点けて、 其 を 燻し/ \ 何 を 言 出す かと 思 ふ 

と、 『いや、 信 州と いふと ころ は 余程 面白い ところ さ。 

吾 儕の やうな もの を 斯様に 待遇す ると ころ は 他の 国に 

は 無い ね。』 と 言 ひさして、 丑 松の 顔 を 眺め、 細君の 顔 

を 眺め、 それから 旅客の 群 を も 眺め 廻し 乍ら、 『ねえ 瀬 

川 君、 僕 も 御 承知の 通りな 人間で せう。 他の 場合と は 

違って 選挙です から、 実は 僕 なぞの 出る 幕で は 無い と 

思った のです。 万一、 選挙人の 感情 を 害する やうな こ 

とが 有って は、 反って 藪蛇 だ。 左様 思 ふから、 まあ 演 


説 は 見合せ にす る考 へだった のです。 ところが 信 州と 

いふと ころ は 変った 国柄で、 僕の やうな ものに 是非 

談話 をして S ハれ なんて —— は あ、 今夜 は 小 諸で、 巿村 

君と 一 緒に 演説 会へ 出る ことに。』 と 言って、 思 出した 

やうに 笑って、 『この 上田で 僕 等が 談話 をした 時には 

七 百 人から 集りました。 その 聴衆が 実に 真面目に 好く 

聞いて 呉れ ましたよ。 長 野に 居た 新聞記者の 言 草で は 

無い が、 「信 州 ほど 演説の 稽古 をす るに 好い 処 はない、」 

II 全く 其 通りです。 智識の 慾に 富んで 居る の は、 斯 

の 山国の 人の 特色で せう ね。 これが 他の 国であって 見 

たまへ、 まあ 僕 等の やうな もの を 相手に して 呉れる 人 


はあり やしません。 それが 信 州へ 来れば 「先生」 です 

からね え。 は、、、、。』 

細君 は 苦笑 ひ をしながら 聞いて 居た。 

鱸て、 切符 を 売出した。 人々 はぞ ろ/ \ 動き 出した。 

丁度 そこへ 弁護士、 肥大な 体軀を 動り 乍ら、 満面に 笑 

を 含んで 馳け 付けて、 挨拶す る 間も無く 蓮太郎 夫婦と 

一緒に 埒の 内へ と 急いだ。 丑 松 も、 入場 切符 を 握って、 

随 いて 入った。 

四番の 上り は 二十 分 も 後れた ので、 それ を 待つ 旅客 

は 『プラット ホ ォム』 の 上に 群った。 細君 は大 時計の 

下に 腰掛けて 茫然と 眺め 沈んで 居る、 弁護士 は 人々 の 


間 を あちこちと 歩いて 居る、 丑 松 は 蓮 太 郎の傍 を 離れ 

ないで、 斯うして 別れる 最後の 時まで も 自分の 真情 を 

通じたい が 胸中に 満ちくて 居た。 どうかす ると、 丑 

松 は 自分の 日和下駄の 歯で、 乾いた 土の 上に 何 か 画き 

初める。 蓮 太郎は 柱に 倚 凭り 乍ら、 何の 文字と も 象徴 

とも 解らない やうな ものが 土の 上に 画かれる の を 眺め 

入って 居た。 

『大分 汽車 は 後れました ね。』 

とい ふ 蓮 太郎の 言葉に 気がついて、 丑 松 は 下駄の 歯 

の 痕を搔 消して 了った。 すこし 離れて 斯の 光景 を 眺め 

わき 

て 居た 中学生 もあった が、 やが て 他 を 向いて 意味 も 無 


く 笑 ふので あった。 

『あ、 ちょと、 瀬 川 君、 飯 山の 御 住処を 伺って 置き ま 

せう。』 斯う 蓮 太郎は 尋ねた。 

あたご まち 

『飯 山 は 愛宕 町の 蓮華 寺と いふと ころへ 引越し まし 

た。』 と 丑 松 は 答へ る。 

『蓮華 寺？』 

『下水 内 郡 飯 山 町 蓮華 寺 方 —— それで 分ります。』 

『む、、 左様です か。 それから、 是 はま ぁ是 限りの 御 

話です が —— 』 と 蓮太郎 は 微笑んで、 『ひょっとすると、 

僕 も 君の 方まで 出掛けて 行く かも 知れません。』 

『飯 山へ？』 丑 松の 目 は 急に 輝いた。 


『は あ —— 尤も、 佐久小 県の 地方 を 廻って、 一旦 長 野 

へ 引 揚げて、 それからの ことです から、 まだ 奈何なる 

か 解りません がね、 若し 飯 山へ 出掛ける やうで したら 

是非 御 訪ねし ませう。』 

其 時、 汽笛の 音が 起った。 見れば 直 江津の 方角から、 

くろけ ぶリ  きもの 

長い 列車が 黒烟を 揚げて 進んで 来た。 顔 も 衣服 も 

あかじ 

垢染み 汚れた 駅夫の 群 は 忙し さう に艇 けて 歩く。 やが 

て 駅長 も あら はれた。 汽車 はもう 人々 の 前に 停った。 

多くの 乗客 は いづれ も 窓に 倚 凭って 眺める。 細君 も、 

わかれ  あわた > 

弁護士 も、 丑 松に 別離 を 告げて 周章し く 乗 込んだ。 

『それ ぢゃ、 君、 失敬し ます。』 


とい ふ 言葉 を 残して 置いて、 蓮 太郎も 同じ 室へ 入る、 

直に 駅夫が 飛んで 来て ぴ しゃんと 其 戸 を 閉めて 行った。 

丑 松の 側に 居た 駅長が 高く 右の 手 を 差 上げて、 相 図の 

笛 を 吹鳴ら した かと 思 ふと、 汽車 はもう 線路 を 滑り 初 

めた。 細君 は 窓から 顔 を 差 出して、 もう 一 度 丑 松に 挨 

拶 したが、 た、 V さへ 悪い 其 色艷が 忘れる ことの 出来な 

あ を 

いほ ど 蒼かった。 見る見る 乗客の 姿 は 動揺して、 甲 か 

ら 乙へ と 影の やうに 通過ぎ る。 丑 松 は 喪心した 人の や 

うにな つて、 長い こと 同じと ころに 樹 ゑた やうに 立つ 

た。 あ、、 先輩 は 行って 了った、 と 思 ひ 浮べた 頃 は、 

もう 汽車の 形 すら 見えなかった ので ある。 後に 残る 白 


あ つ まリ 

い 雲の やうな 煙の 群、 その 一団 一 団の 集合が 低く 地の 

上に 這 ふかと 見て 居る と、 急に 風に 乱れて、 散り，^ 

しま ひ 

になって、 終に 初冬の 空へ 搔 消す やうに 失くな つて 

了った。 

(三) 

何故 人の 真情 は 斯う 思 ふやう に 言 ひ 表す ことの 出来 

ない もので あらう。 其 日と いふ 其 日 こそ は、 あの 先輩 

に 言 ひたい/^ と 思って、 一度と なく 二度と なく 自分 

しま 

で 自分 を 励まして 見た が、 とう/^ 言 はずに 別れて 了 


おそれ  くるしみ 

つた。 どんなに 丑 松 は 胸の 中に 戦 ふ 深い 恐怖と 苦痛と 

を 感じたら う。 どんなに 丑 松 は 寂しい 思 を 抱き 乍ら、 

もと 来た 道 を根津 村の 方へ と 帰って 行つ たらう。 

初七日 も 無事に 過ぎた。 墓参り もし、 法事 も 済み、 

わざとの 振舞 は 叔母が 手料理の 精進で 埒 明けて、 さ 

て 漸く 疲労が 出た 頃 は、 叔父 も 叔母 も 安心の 胸を撫 

下した。 独り 精神の 苦闘 を 続けた の は 丑 松で、 蓮太郎 

が 残して 行った 新しい 刺激 は 書 いた も の を 読む に も 勝 

る 懊悩 を 与へ たので ある。 時として 丑 松 は、 自分の 一 

ち ひさが た  さまよ 

生の こと を考 へる 積リ で、 小 県 の 傾斜 を 彷徨って 見た。 

根 律の 丘、 姫 子 沢の 谷、 鳥が 啼く 田圃 側 なぞに 霜枯れ 


た 雑草 を蹈み 乍ら、 十 一 月 上旬の 野辺に 満ちた 光を眺 

めて 佇立んだ 時 は、 今更の やうに 胸 を 流れる 活 きた 血 

潮の 若々 しさ を 感ずる。 確実に、 自分に は 力が ある。 

斯う 丑 松は考 へる のであった。 しかし 其 力 は 内部 

とぢ ふさが  つ 

へく と 閉塞って 了って、 衝 いて 出て 行く 道が 解ら 

ない。 丑 松 はた、 V 同じ こと を 同じ やうに 繰返し 乍ら、 

山の 上 を 歩き 廻った。 あ、、 自然 は 慰めて 呉れ、 励ま 

して は m ハれ る。 しかし 右へ 行けと も、 左へ 行けと も、 

そこまで は 人に 教へ なかった。 丑 松が 尋ねる やうな 問 

に は、 野 も、 丘 も、 谷 も 答へ なかった ので ある。 

ある 日の 午後、 丑 松 は 二通の 手紙 を 受取った。 二通 


ともに 飯 山から。 一 通 は 友人の 銀 之 助。 例の 筆 まめ、 

相 変らず 長々 しく、  丁度 談話 をす る やうな 調子で、 さ 

ま，^ 慰藉 を 書き 籠め、 さて 飯 山の 消息に は、 校長の 

噂 やら、 文 平の 悪口 やら、 『僕 も 不幸に して 郡 視学 を 

叔父に 持たなかった』 とかなん とか 言 ひたい 放題な こ 

と を 書き散らし、 普通教育 者の 身 を 恨み 罵 リ、 到底 今 

日の 教育界 は 心 ある 青年の 踏み 留まるべき ところでは 

無い と奮慨 してよ こした。 長 野の 師範 校に 居る 博物 科 

の 講師の 周旋で、 いよく 農科 大学の 助手と して 行く 

ことに 確定した から、 いづれ 遠からず 植物 研究に 身 を 

委ねる ことが 出来る であらう —— まあ、 喜んで 呉れ、 


とい ふ 意味 を 書いて よこした。 

功名 を 慕 ふ 情熱 は、 斯の 友人の 手紙 を 見る と 同時に、 

烈しく 丑 松の 心 を 刺激した。 一体、 丑 松が 師範 校へ 入 

学した の は、 多くの 他の 学友と 同じ やうに、 衣食の 途 

を 得る 為で —— それ は 小学 教師 を 志願す る やうな もの 

は、 誰し も 似た 境遇に 居る ので あるから —— とはい ふ 

もの、、 丑 松 も 無論 今の 位置に 満足して は 居なかった。 

しかし、 銀 之 助の やうな 場合 は 特別と して、 高等 師範 

へで も 行く より 外に、 小学 教師の 進んで 出る 途は 無い。 

さも 無ければ、 長い/ \ 十 年の 奉公。 其 義務 年限の 間、 

束縛され て 働いて 居なければ ならない。 だから 丑 松 も 


高等 師範へ —— とい ふこと は 卒業の 当時 考 へないでも 

無い。 志願 さへ すれば 最早と つくに 選抜され て 居たら 

う。 そこが それ 穢多の 悲し さに は、 妙に そちらの 方に 

は 気が 進まなかった ので ある。 丑 松に 言 はせ ると、 た 

とへ 高等 師範 を 卒業して、 中学 か 師範 校 かの 教員に 成 

つたと したと ころで、 もしも 蓮 太郎の やうな 目に 逢つ 

たら 奈何す る。 何処まで 行っても 安心が 出来ない。 そ 

れ より は 飯 山 あたりの 田舎に 隠れて、 じっと 辛抱して、 

義務 年限の 終り を 待た う。 其 間に 勉強して 他の 方面へ 

出る 下地 を 作らう。 素性が 素性なら、 友達なん ぞに置 

いて 行かれる 積り は 毛頭 無い の だ。 斯う 嘆息して、 丑 


松 は 深く 銀 之 助の 身の上 を 羨んだ。 

他の 一 通 は 高等 四 年生 総代と して ある。 それ は 省 吾 

の 書いた もので、 手紙の 文句 も 覚束なく、 作文の 時間 

に教 へた 通り を そっくり 其 儘の 見舞 状、 『根津 にて、 瀬 

なほ/ \ 

川 先生 —— 風 間 省 吾より』 としてあった。 『 猶々』 とち 

ひさく 隅の 方に、 『蓮華 寺の 姉よりも 宜敷』 として あつ 

た。 

『姉よりも 宜 敷。』 

と 繰返して、 丑 松 は 言 ふに 言 はれぬ 可 懐し さ を 感じ 

た。 やがてお 志 保の こと を考 へる 為に、 裏の 方へ 出掛 

けた。 


(四) 

追憶の 林檎 畠 —— 昔 若木で あつたの も 今 は 太い 幹と 

なって、 中には 僅かに 性 命 を 保って 居る やうな 虫ば み 

朽ちた の も ある。 見れば 木立 も 枯れ，^、 細く 長く 垂 

れ 下る 枝と 枝と は 左右に 込 合って、 思 ひくに 延びて、 

おもむき あら は  ら 、 

いかにも 初冬の 風趣 を顕 して 居た。 その 裸々 とした 

幹の 根元から、 芽 も 籠る 枝の わかれ、 まだと ころ，^ 

に 青み 残った 力なげ の 霜 葉まで、 日に つれて 地に 映る 

果樹の 姿 は 丑 松の 足 許に あった。 そこ こ、 の樹の 下に 


をす めす  じ つ  は ひつく ば 

雄 雌の 鶏、 土 を 浴びて 静息 として 蹲踞って 居る の は、 

大方 羽虫 を 振 ふ 為で あらう。 丁度 この 林檎 畠 を 隔て、、 

向 ふに 草葺の 屋根 も 見える —— あ、、 お 妻の 生家 だ。 

克く 遊びに 行つ た 家 だ 。 薄 煙 青 々 と 其 土 壁 を 泄れて 立 

登る の は、 何となく 人 懐し い 思 をさせる のであった。 

よろしく 

『姉よりも 宜 敷。』 

とまた 繰返して、 丑 松 は 樹と樹 の 間 を あちこちと 歩 

いて 見た。 

楽しい 思想 は 来て、 いつの 間に か、 丑 松の 胸の 中に 

を さなな じみ 

宿った ので ある。 昔、 昔、 少年の 丑 松が あの 幼馴染の 

お 妻と 一緒に 遊んだ のは爰 だ。 互に 人目 を 羞ぢら つて、 


輝く 若葉の 蔭に 隠れた のは爰 だ。 互に 初恋の 私語 を 取 

交した のは爰 だ。 互に 無邪気な 情の 為に 燃え 乍ら、 唯 

さまよ 

もう 夢中で 彷徨った のは爰 だ。 

斯うい ふ 風に、 過去った こと を 思 ひ 浮べて 居る と、 

おもかげ  い 

お 妻から お 志 保、 お 志 保から お 妻と、 二人の 俤 は往 

つたり 来たりす る。 別に あの 二人 は 似て 居る でも 無い。 

と し  かほ かたち 

年齢 も 違 ふ、 性質 も 違 ふ、 容貌 も 違 ふ。 お 妻 を 姉と も 

言へ ないし、 お 志 保 を 妹と も 思 はれない。 しかし 一方 

のこと を 思 出す と、 きっと 又た 一方の こと をも考 へて 

居る の は 不思議で —— 

なげき  これほど 

あ、、 穢多の 悲嘆と いふ こと さへ 無くば、 是程 深く 


人 懐し い 思 も 起らなかった であらう。 是程 深く 若い 

いのち 

生命 を惜 むと いふ 気に も 成らなかった であらう。 是程 

たのしみ 

深く 人の 世の 歓楽 を 慕 ひ あこがれて、 多くの 青年が 感 

ずる こと を 一 一倍に も 三倍に もして 感ずる やうな、 其 様 

な 切な さは 知らなかった であらう。 あやしい 運命に 

さまた  あ ふ 

妨げられ、 ば 妨げられる 程、 余計に 丑 松の 胸 は 溢れ 

る やうに 感ぜられた。 左様 だ II あのお 妻 は 自分の 素 

性 を 知らなかった からこ そ、 昔 一緒に この 林檎 畠 を 

さまよ 

彷徨って、 蜜の やうな 言葉 を 取 交し もした ので ある。 

い や  くちびる 

誰が 卑賤し ぃ稳 多の 子と 知って、 其 朱唇で 笑って 見せ 

る ものが 有らう。 もしも 自分の ことが 世に 知れたら I 


I 斯うい ふこと は考 へて 見た ばかりで も、 実に 悲しい、 

腹立たしい。 懐し さは 苦し さに 交って、 丑 松の 心を搔 

乱す やうに した。 

思 ひ 耽って 樹の下 を 歩いて 居る と、 急に 鶏の 声が 起 

つて、 森閑とした 畠の 空気に 響き渡った。 

よろしく 

『姉よりも 宜 敷。』 

ともう 一度 繰返して、 それから 丑 松 は 斯の場 処を出 

て 行った。 

其晚 はお 志 保の こと を考へ 乍ら 寝た。 一度 有った こ 

と は 二度 有る もの。 翌る晚 も 其 又 次の 晚も、 寝る 前に 

は 必ず 枕の 上で お 志 保 を 思 出す やうに なった。 尤も 朝 


になれば、 そんな こと は 忘れ勝ちで、 『奈何して 働かう、 

奈何して 生活しょう —— 自分 は是 から 将来 奈何したら 

にち/、  きふく 

好から う』 が 日々 心 を 悩ます ので ある。 父の 忌服 は 半 

ば 斯うい ふ 煩悶のう ちに 過した ので、 さていよ く 『奈 

何す る』 となった 時 は、 別に 是ぞと 言って 新しい 途の 

開ける でも 無かった。 四 五日の 間、 丑 松 は うんと 考へ 

た 積り であった。 しかし、 後に なって 見る と、 唯もう 

ぼん ゃリ 

茫然す る やうな ことば かり。 つまり 飯 山へ 帰って、 今 

迄 通りの 生活 を 続ける より 外に 方法 も 無かった ので あ 

る。 あ、、 年 は 若し、 経験 は 少し、 身 は 貧しく、 義務 

年限に は 縛られて 居る —— 丑 松 は 暗い 前途 を 思 ひやつ 


て、 やたらに 激昂したり 戦慄へ たりした。 


第 拾武章 

二 ) 

二七日が 済む、 直に 丑 松 は 姫 子 沢 を 発つ ことにした 

やれ、 それ、 と 叔父 夫婦 は 気 を 揉んで、 暦 を 繰って 日 

わら ぢ  むすび 

を 見る やら、 草鞋の 用意 をして 舆れる やら、 握飯 は 三 

つも 有れば 沢山 だとい ふ もの を 五つ も 造へ て、 竹の 


皮に 包んで、 別に 瓜の 味噌 漬を 添へ て 呉れた。 お 妻の 

父親 も わざわざ やって来て、 炉辺での 昔 語。 煤けた 古 

壁に 懸かる 例の 『山猫』 を 見る につけても、 亡くなつ 

た老 牧夫の _ 噂 は 尽きなかった。 叔母が 汲んで 出す 

別離の 茶 II 其 色 も 濃く 香 も 好い の を 飲 下した 時 は、 

どんなに か 丑 松 も暖ぃ 血縁の なさけ を 感じたら う。 道 

祖 神の 立つ 故郷の 出口 迄 叔父に 見送られて 出た。 

其 日 は 灰色の 雲が 低く 集って、 荒寥 とした 小 県 の 

たに あ ひ  あんうつ  ゑ ぼし 

谷間 を 一 層 暗欝に して 見せた。 烏帽子 一 帯の 山脈 も 隠 

れて 見えなかった。 父の 墓の ある 西 乃 入の 沢 あたり は、 

あるひ は 最早 雪が 来て 居たら う。 昨日 一日の 風で、 


こす ゑ 

急に 枯々 な 木立 も 目につき、 梢 も 坊主に なり、 何とな 

く 野 山の 景色が 寂しく 冬ら しくな つた。 長い、 長い、 

考 へても 淹悶 する やうな 信 州の 冬が、 到頭 やって来た。 

くちなし ぞめ 

人々 は 最早 あの 桅 染の 真綿 帽子 を 冠り 出した。 荷 を 

つけて 通る 馬の 鼻息の 白い の を 見ても、 いかに 斯 山上 

の 気候の 変化が 激烈で あるか を 感ぜさせる。 丑 松 は 冷 

い 空気 を 呼吸し 乍ら、 岩石の 多い 坂路を 下りて 行った。 

荒 谷の 村 は づれ迄 行けば、 指の 頭 も 赤く 腫れ 脹 らんで、 

寒さの 為に 感覚 を 失 つた 位。 

田 中から 直江津 行の 汽車に 乗って、 豊 野へ 着いた の 

ひ る  むすび  ステ— シ ヨン 

は 丁度 正午す こし 過。 叔母が S ハれた 握飯 は 停車場 前の 


休 茶屋で 出して 食った。 空腹と は 言 ひ 乍ら 五つ 迄 は。 

さて 残ったの を 捨てる 訳に もい かず、 犬に 舆れる は 

勿 化な し、 元の 竹の 皮に 包んで 外套 の 袖 袋へ 突 込んだ。 

斯うして 腹 を こしら へた 上、 川 船の 出る とい ふ 蟹 沢 を 

わら ぢ  ひも しめな ほ  およ 

指して、 草鞋の 紐をズ 直して 出掛けた。 其 間 凡そ 一 里 

許。 尤も 往 きと 帰りと では、 同じ 一 里が 近く 思 はれ 

る もので、 北国 街道の 平坦な 長い 道 を 独りて く/ \ゃ 

つて 行く うちに、 いつの 間に か 丑 松 は広濶 とした 

ちく まが は  ほと リ 

千 曲 川の 畔へ 出て 来た。 急いで 蟹 沢の 船 場 迄 行って、 

便船 は、 と 尋ねて 見る と、 今々 飯 山へ 向けて 出た ばか 

りと いふ。 どうも 拠 ない。 次の便 船の 出る まで 


是処で 待つ より 外 は 無い。 それでも まだ 歩いて 行く よ 

リは增 だ、 と考 へて、 丑 松 は 茶屋の 上リ 端に 休んだ。 

みぞれ  あんたん 

霎が 落ちて 来た。 空 はいよ/ \ 暗澹と して、 一面 

お ほ  しま 

の 灰 紫色に 掩 はれて 了った。 斯うして 一 時間の 余 も 待 

つて 居る とい ふこと が、 既にもう 丑 松の 身に とって は ■ 

くるしみ 

堪へ 難い 程の 苦痛であった。 それに、 道 を 急いで 来た 

為に、 いやに 身体 は 蒸される やう。 襯衣の 背中に 着い 

たと ころ は、 びっしょり 熱い I 卞 になった。 額に 手 を 

ぬ  こ、 ろ もち 

当て、 見れば、 汗に 濡れた 髪の 心地の 悪さ。 胸の あ 

かき ひろ  すこし い き  やが 

たり を 搔展げ て、 少許 気息 を 抜いて、 鱸て 濃い 茶に 乾 

のど  うる ほ 

いた 咽喉 を 雷して 居る 内に、 ポッく 舟に 乗る 客が 


集って 来る。 ある もの は 奥の 炬燧 にあた る も あり、 あ 

る もの は 炉辺へ 行って 濡れた 羽織 を 乾す も あり、 中に 

は 又 茫然と 懐手して 人の 談話 を 聞いて 居る の もあった。 

主婦 は 家の 内で も 手拭 を 冠り、 藍染 真綿 を 亀の甲の や 

うに 着て、 茶 を 出す やら、 座蒲団 を 勧める やら、 

こんべ いたう  もてな 

金米糖 は 古い 皿に 入れて 款待した。 

くるま  やはり  みぞれ 

丁度 そこへ 二 台の 人力車が 停った。 矢 張 斯の霎 を 

衝 いて、 便船に 後れまい と 急いで 来た 客ら しい。 人々 

の 視線 は 皆な 其方に 集った。 車夫 はまる で濡 鼠、 酒代 

あまよけ と リはづ 

が 好い かして 威勢よ く、 先 づ雨被 を 取 除して、 それ か 

ら 手荷物の かずく を 茶屋の 内へ と 持 運ぶ。 つ、 V いて 


客 も あら はれた。 

(二) 

丑 松が 驚いた の は 無理 もなかった。 それ は 高 柳の 一 

行であった。 往 きに 一緒に 成って、 帰りに も 亦た 斯の 

通り 一 緒に 成る と は  しかも、 同じ 川 舟 を 待合 はせ 

ると は。 それに 往 きに は 高 柳 一人であった のが、 帰り 

うすいろち リ めん 

に は 若い 細君ら しい 女と 二人 連。 女 は、 薄色 縮緬のお 

こ そ  まぶ か 

高祖 を 眉 深に 冠った ま、、 丑 松の 腰掛けて 居る 側 を 通 

あづま コ— ト 

り 過ぎた。 新しい 艷の ある 吾妻 袍 衣に 身 を 包んだ 其 


嫋娜 とした 後 姿 を 見る と、 斯の 女が 誰で あるか は 直に 

読める。 丑 松 は あの 蓮 太 郎の話 を 想起して、 いよく 

しま 

其が 事実で あつたのに 驚いて 了った。 

主婦に 導かれて、 二人 はずつ と 奥の 座敷へ 通った。 

そこに は 炬燧が 有って、 先客 一人、 五十 あまりの 坊主、 

直に 慣々 しく 声を掛けた ところ を 見る と、 かねて 懇意 

の 仲で でも 有らう。 鱸て 盛んな 笑声が 起る。 丑 松 は 素 

知らぬ顔、 屋外の 方へ 向いて、 物寂しい 霎の空 を 眺め 

て 居た が、 いつの 間に か 後の方へ 気を取られる。 聞く 

と は 無しに つい 聞 耳 を 立てる。 座敷の 方で は 斯様な 

談話 をして 笑 ふので あった。 


『道理 で —— 君 は 暫時 見えな いと 思った。』 と 言 ふ は 

世慣れた 坊主の 声で、 『私 は 又、 選挙の 方が 忙しくて、 

其で 地方 廻りで も 為て 居る のかと 思った。 へえ、 左様 

です かい、 そんな 御 目出度 こと、 は 少許も 知らな かつ 

たねえ。』 

『いや、 どうも 忙しい 思 を 為て 来ました よ。』 斯う 言 

つ て 笑 ふ 声 を 聞く と、 高 柳 はさ も 得意で 居る らし い。 

『それ はま あ 何よりだった。 失礼ながら、 奥様 は？ 

矢 張 東京の 方からで も？』 

『は あ。』 

この 『は あ』 が 丑 松 を 笑 はせ た。 


談話の 様子で 見る と、 高 柳 夫婦 は 東京の 方へ 廻って、 

江の 島、 鎌 倉 あたり を 見物して 来て、 是 から 飯 山へ 乗 

込む とい ふ 寸法ら しい。 そこ は 抜 目の 無い、 細工の 多 

い 男 だから、 根津 から 直に 引返す やうな こと を 為ない 

で、 わざ/ \ 遠 廻りして 帰って来 たものと 見える。 さ 

つかま  ふいち やう 

て、 坊主 を 捕へ て、 片腹痛い こと を 吹聴し 始めた。 

聞いて 居る 丑 松に は 其 心情の，. 偽が 読め 過ぎる ほど 読 

しま ひ 

めて、 終に は 其処に 腰掛けても 居られな いやう にな 

つた。 『恐し い 世の中 だ』 —— 斯う 考へ 乍ら、 あの 夫婦 

の 暗い 秘密 を 自分の 身に 引 比べる と、 さあ 何となく 気 

わ ざ  つくろ 

懸リ でなら ない。 やがて、 故意と 無頓着な 様子 を 装 


つて、 ぶら りと 休 茶屋の 外へ 出て 眺めた。 

霎は 絶えず 降り そ、 いで 居た。 あの 越 後路から 飯 

まいとし  さきぶれ 

山 あたりへ かけて、 毎年 降る 大雪の 前駆が 最早 やって 

来た かと 思 はせ る やうな 空模様。 灰色の 雲 は 対岸に 添 

さまよ  ひろん \  かすか 

ひ徊徘 つた、 広濶 とした 千 曲 川の 流域が 一 層 遠く 幽 

に 見渡される。 上 高 井の 山脈、 菅 平の 高原、 其 他 畳み 

うづ も  しま 

重なる 多くの 山々 も 雪雲に 埋没れ て 了って、 僅かに 見 

えつ 隠れつ して 居た。 

ばう ぜん  しばらく 

斯うして 茫然と して、 暫時 千 曲 川の 水 を 眺めて 居た 

が、 いつの 間に か 丑 松の 心 は 背後の 方へ 行って 了った。 

幾度 か 丑 松 は 振 返って 二人の 様子 を 見た。 見まい く 


と 思 ひ 乍ら、 つい 見た。 丁度 乗船の 切符 を 売出した の 

で、 人々 は 皆な 争って 買った。 間も無く 船 も 出る とい 

ふ。 混雑す る 旅人の 群に 紛れて、 先方の 二人 も 亦た 

時々 盗む やうに 是 方の 様子 を 注意す るら しい —— まあ、 

思 做の 故 かして、 すくなくとも 丑 松に は 左様 酌れ た 

ので ある。 女の 方で 丑 松 を 知って 居る か、 奈何 か、 そ 

れは克 く 解らない が、 丑 松の 方で は 確かに 知って 居る。 

髪の かたち こそ 新婚の 人の それに 結 ひ 変へ て は 居る が、 

い ろどリ 

紛れの 無い 六左衛 門の 娘、 白い もの 花やかに 彩色して 

恥の 面 を 塗り隠し、 野心 深い 夫に 倚 添 ひ、 崖に ある 坂 

路 をった つて、 舟に 乗るべき ところへ 下りて 行った。 


『何と 思って 居る だら う —— あの 二人 は。』 斯う 考へ乍 

ら、 丑 松 も 亦た 人々 の 後に 随 いて、 一緒に その 崖 を 下 

りた。 

(三) 

川 舟 は 風 変り な屋 形造りで、 窓を附 け、 舷 から 下 

を 白く 化粧して 赤い 二 本筋 を 横に 表して ある。 それに、 

ともより 

艫 寄の 半分 を 板戸で 仕切って、 荷積みの 為に 区別が し 

て あるので、 客の 座る ところ は 細長い 座敷 を 見る やう。 

立てば 頭が 支へ る 程。 人々 は いづれ も 狭苦しい 屋 形の 


下に 膝 を 突 合せて 乗った。 

さ を 

やがて 水 を 撃つ 棹の 音が した。 舟 底 は 砂の 上 を 滑り 

始めた。 今 は 二 挺 櫓で 漕ぎ 離れた ので ある。 丑 松 は 隅 

の 方に 両足 を投 出して、 独り 寂し さう に 巻 煙草 を 燻し 

乍ら、 深いく 思に 沈んで 居た。 河の 面に 映る 光線の 

反射 は 割合に 窓の 外 を 明く して、 降り そ、 ぐ霎の 眺め 

を おもしろく 見せる。 舷に 触れて 囁く やうに 動揺 

する 波の音、 是 方で 思った やうに 聞え る 眠たい 櫓の 

ひ， V き —— あ、 静かな 水の 上 だ。 荒寥と した 岸の 

やなぎ 

楊柳 もところ -^。 時として は 其 冬 木 の 姿 を 影 の やう 

に 見て 進み、 時として は 其枯々 な 枝の 下 を 潜る やうに 


して 通り抜けた。 是 から 将来の 自分の 生涯 は 畢竟 奈何 

なる。 斯う 丑 松 は 自分で 自分に 尋ねる こと もあった。 

誰が 其 を 知らう。 窓から 首 を 出して 飯 山の 空 を 眺める 

と、 重く 深く 閉塞った 雪雲の 色 はうた、 孤独な 穢多 

の 子の 心 を 傷まし める。 残酷な やうな、 可 懐し いやう 

こ、 ろ もち  かきみだ 

な、 名のつ け やうの 無い 心地 は 丑 松の 胸の 中 を搔乱 

した。 今 —— 学校の 連中 は 奈何して 居る だら う。 友達 

の 銀 之 助 は 奈何して 居る だら う。 あの 不幸な、 老朽な 

敬 之 進 は 奈何して 居る だら う。 蓮華 寺の 奥様 は。 お 志 

保 は。 と 不図、 省 吾から 来た 手紙の 文句 なぞ を 思 出し 

て 見る と、 逢 ひたいと 思 ふ 其 人に 復た逢 はれる とい ふ 


楽み が 無いでも ない。 丑 松 は あの 寺の 古 壁 を 思 ひやる 

ごとに、 空 寂な うちに も 血の 湧く やうな 心地 に 帰る 

のであった。 

『蓮華 寺 II 蓮華 寺。』 

と 水に 響く 櫓の 音 も 同じ やうに 調子 を 合せた。 

霎は 雪に 変って 来た。 徒然な 舟の 中 は 人々 の 雑談で 

持 切った。 就中、 高 柳と 一緒にな つた 坊主、 茶に した 

やうな 口軽な 調子で、 柄に 無い 政事 上の 取沙汰、 酢の 

蓖篛 のと やり 出した ので、 聞く 人 は 皆な 笑 ひ 憎んだ。 

斯の 坊主に 言 はせ ると、 選挙 は 一 種の 遊戯で、 政事 家 

は 皆な 俳優に 過ぎない、 吾 儕 は 唯 見物して 楽めば 好い 


の だと。 斯の 言葉 を 聞いて、 また 人々 が 笑へば、 そこ 

へ 弥次馬が 飛 出す、 其 尾に 随 いて 貝 頭 顧不貝 M 顧の 論が 始 

きりこ 

まる。 『いよ/^ 巿村も 侵入んで 来る さう だ。』 と 一 人 

が 言 へば、 『左様 言 ふ 君 こそ 御先棒に 使役 はれる んぢ 

や 無い か。』 と攪 返す ものが ある。 弁護士の 名 は 幾度 

か 繰 返された。 其 を 聞く 度に、 高 柳 は 不快ら しい 顔 付。 

ひき ゆが 

ふ、 むと 鼻の 先で 笑って、 嘲った やうに 口唇 を 引 歪め 

た。 

か  ひと  はなし 

斯うい ふ 他の 談話の 間に も、 女 は 高 柳の 側に 倚 添つ 

て、 耳を澄まして、 夫の 機嫌 を 取り 乍ら 聞いて 居た。 

見れば、 美しい 女の 数に も 入るべき 人で、 殊に 華麗な 


新婚の 風俗 は 多くの 人の 目 を 引いた。 髪 は 丸 髭に 結 ひ、 

てがら は 深紅 を 懸け、 桜色の 肌理 細やかに 肥え あぶら 

づ いて、 愛嬌の ある 口元 を 笑 ふ 度に 掩 ひかくす 様は、 

ま だ 世帯 の 苦労 なぞ を 知らない 人で ある。 さすが 心の 

表情 は 何処かに 読まれる もので —— 大きな、 ぱっちり 

とした 眼のう ちに は、 何となく 不安の 色 も顕れ て、 熟 

と 物 を 凝視め る やうな 沈んだ ところ も 有った。 どうか 

すると、 女 は 高 柳の 耳の 側へ 口 を 寄せて、 何 か 人に 知 

れ ないやう に 私語く こと も 有った。 どうかす ると 又、 

丑 松の 方 を 盗む やうに 見て、 『おや、 彼の 人 は —— 何処 

かで 見掛けた やうな 気がする』 と 斯う 其 眼で 言 ふこと 


も 有った。 

同族の 哀憐 は、 斯の 美しい 穢多の 女 を 見る につけて 

も、 丑 松の 胸に 浮んで 来た。 人種 さへ 変り が 無くば、 

きり やう  ゆたか 

あれ 程の 容姿 を 持ち、 あれ 程 富有な 家に 生れて 来たの 

で 有る から、 無論 相当のと ころへ 縁付かれる 人 だ —— 

彼 様な 野心家の 餌 なぞに 成らなくても 済む 人 だ —— 可 

愛さう に。 斯う 考へ ると 同時に、 丁度 女 も 自分と 同じ 

秘密 を 持って 居る かと 思 ひやる と、 どうも 其処が 気懸 

りで ならない。 よしんば 先方で 自分 を 知って 居る とし 

たと ころで、 其が 奈何した、 と 丑 松 は 自分で 自分に 尋 

ねて 見た。 根津の 人、 または 姫 子 沢の もの、 と 思って 


居るなら 自分に 取って 一 向 恐れる ところ は 無い。 恐れ 

かへ  さき 

ると すれば、 其 は 反って 先方の こと だ。 斯う 自分で 答 

へて 見た。 第一、 自分 は 四 五 年 以来、 数へ る 程し か 故 

郷へ 帰らなかった —— 卒業した 時に 一 度 —— それから 

今度の 帰省が 足掛 三年 目 —— まあ、 あの 向町 なぞ は 成 

るべ く 避けて 通らなかった し、 通った ところで 他が 

左様 注意して 見る 害 も 無し、 見たところで 何処の もの 

だか 解らない —— 大丈夫。 斯う 用心深く 考 へても 見た。 

つ まリ 

畢竟 自分が 二人の 暗い 秘密 を 聞知った から、 それで 斯 

う 気が 咎める ので あらう。 彼 様して 私語く の は 何でも 

無い ので あらう。 避ける やうな 素 振 は 唯 人目 を 羞ぢる 


ので あらう。 あの 目 付 も。 

とはい ふ もの、、 何となく 不安に 思 ふ 其 懸念が 絶え 

ず 心の底に あった。 丑 松 は 高 柳 夫婦 を 見ない やうに と 

つと 

勉 めた。 

(四) 

もっと 

千 曲 川の 瀬に 乗って 下る こと 五 里。 尤も、 其 間に は、 

ところ，^ の 舟 場へ も 漕ぎ 寄せ、 洪水の ある 度に 流れ 

ると いふ 粗 造な 船橋の 下 を も 潜り 抜けな どして、 そん 

およ  か、 

な こんなで 手間取れた 為に、 凡そ 三時 間 は 舟 旅に 費つ 


た。 飯 山へ 着いた の は 五 時 近い 頃。 其 日 は 舟の 都合で、 

乗客 一 同上の 渡しまで。 丑 松 は 人々 と 一 緒に 其処から 

岸へ 上った。 見れば 雪 は 河原に も、 船橋の 上に も 在つ 

ほのじろ 

た。 丁度 小 降の なか を 暮れて、 仄白く 雪の 町々。 そこ 

あかり 

にも、 こ、 にも、 最早ち らく 灯が 点く。 其 時 蓮華 寺 

つ  たそがれ 

で撞く 鐘の音が 黄昏の 空に 響き渡る —— あ、、 庄 馬鹿 

ひと ひ 

が撞 くの だ。 相 変らず 例の 鐘楼に 上って 冬の 一 日の 暮 

れ たこと を 報せ るので あらう。 と 其 を 聞けば、 言 ふに 

言 はれぬ 可 懐し さが 湧 上って 来る。 丑 松 は 久し振りで 

こ .>  ろち ち 

飯 山の 地 を 踏む やうな 心地 がした。 

も う ふゆごもり 

半月ば かり 見ない うちに、 家々 は 最早 冬 籠の 用意、 


まいとし  よしず 

軒丈 ほどの 高さに 毎年 作り つける 粗末な 葦簾 の 雪が マ J 

ひが 悉皆 出来 上って 居た。 越 後路と 同じ やうな 雪国の 

ありさま  めの まへ ひら 

光景 は 丑 松の 眼前に 展 けたので ある。 

新 町の 通りへ 出る と、 一筋 暗く 踏みつけた 町中の 雪 

をと こ をん な 

道 を 用事 ありげ な 男 女 が往 つたり 来たりして 居た。 

いづれ も斯の 夕暮を 急ぐ 人々 ばかり。 丑 松 は 右へ 避け、 

左へ 避けして、 愛宕 町 を さして 急いで 行かう とすると、 

不図 途中で 一人の 少年に 出逢った。 近いて 見る と、 そ 

れは省 吾で、 何 か 斯う 酒の 罎の やうな もの を 提げて、 

寒さう に慄 へ 乍ら や つ て 来た。 

『あれ、 瀬 川 先生。』 と 省 吾 は 嬉し さう に馳 寄って、 『ま 


あ、 魂消た —— それでも 先生の 早かった こと。 私 はま 

だく 容易に 帰りな さらない かと 思 ひやした よ。』 

好く 言って 呉れた。 斯の 無邪気な 少年の 驚喜した 顔 

付 を 眺める と、 丑 松 は 最早 あのお 志 保に 逢 ふやうな 

心地が したので ある。 

『君 は —— お 使 かね。』 

『は あ。』 

と 省 吾 は 黒ずんだ 色の 罎を 出して 見せる。 出して 見 

せ 乍ら、 笑った。 

果して 父の 為に 酒 を 買って 帰って 行く ところで あつ 

た。 『此頃 は 御手 紙 を 難 有う。』 斯う 丑 松 は 礼 を 述べて、 


一 寸 学校の 様子 を 聞いた。 自分が 留守の 間、 毎日 誰か 

代って 教 へたと 尋ねた。 それから 敬 之 進の こと を 尋ね 

て 見た。 

『父さん？』 と 省 吾 は 寂し さう に 笑って、 『あの、 父 さ 

んは 家に 居り やすよ。』 

よく/ \ 言 ひ 様に 窮 つたと 見えて、 斯う 答へ たが、 

じ やう あ ひ 

子供心に も 父を憐 むと いふ 情 合 は 其 顔色に 表れる の 

であった。 見れば 省 吾 は 足袋 も 穿いて 居なかった。 斯 

うして 酒の 罎を 提げて 悄然 として 居る 少年の 様子 を 

眺める と、 あの 無職 業な 敬 之 進が 奈何して 日 を 送って 

お ほよ そ 

居る かも 大凡 想像が つく。 


『家へ 帰ったら ねえ、 父さんに 宜敷言 つて 下さい。』 

と 言 はれて、 省 吾 は 御辞儀 一 つして、 鱸て ぶいと 艇 

出して 行って 了った。 丑 松 も 雪の 中 を 急いだ。 

(五) 

よ ひ おっとめ  かね 

宵の 勤行 も 終る 頃で、 子 坊主が かん/ \ 鳴らす 鉦の 

音 を 聞き 乍ら、 丑 松 は 蓮華 寺の 山門 を 入った。 上の 渡 

しから 是処迄 来る うちに、 もう 悉皆 雪 だらけ。 羽織の 

裾 も、 袖 も 真白。 其と 見た 奥様 は 飛んで 出て、 吾子が 

旅からで も 帰って来 たかの やうに 喜んだ。 人々 も 出て 


迎 へた。 下女の 裝裟治 は 麈払を 取 出して、 背中に 附ぃ 

た 雪 を 払って 呉れる。 庄 馬鹿 は 洗足の 湯 を 汲んで 持つ 

く リ  あが がまち 

て 来る。 疲れて、 がっかりして、 蔵 裏の 上り 框に 腰掛 

け 乍ら、 雪の 草鞋 を 解いた 後、 温暖い 洗ぎ 湯の 中へ 足 

を 浸した 時の 其 丑 松の 心地 は 奈何であった らう。 唯 I 

I お 志 保の 姿が 見えな いのは 奈何した か。 人々 の 情 を 

嬉敷思 ふに つけても、 丑 松 は 心に 斯う 考 へて、 何とな 

く 其 人の 居ない のが 物足りなかった。 

ぴ やくえ  け さ 

其 時、 白衣に 加 衣裟を 着けた 一 人の 僧が 奥の 方から 出 

て 来た。 奥様の 紹介で、 丑 松 は 始めて 蓮華 寺の 住職 

を 知った。 聞けば、 西 京から、 丑 松の 留守中に 帰った 


とい ふ。 丁度 町の 檀家に 仏事が 有って、 これから 出掛 

ける ところと やら。 住職 は 一寸 丑 松に 挨拶して、 寺 内 

の 僧 を 供に 連れて 出て 行った。 

ゆ ふ はん  とりま 

夕飯 は 蔵 裏の 下座 敷であった。 人々 は 丑 松 を 取 囲い 

て、 旅の 疲労 を 言 慰めたり、 帰省の 様子 を 尋ねたり し 

た。 煤けた 古 壁に よせて、 昔から あると いふ 衣桁に は 

若い 人の 着る もの なぞが 無造作に 懸けて ある。 其晚は 

学校 友達の 婚礼と かで、 お 志 保 も 招 ばれて 行った との 

こと。 成程 左様 言 はれて 見る と、 其 人の 平常 衣ら しい。 

きっか ふが すり  しま たう ざん 

亀甲 総 の 書生 羽織に、 縞の 唐桟を 重ね、 袖 だ、 みに し 

なが じゅばん  やつくち 

て 折り 懸け、 長 襦拌の 色の 紅梅 を 見る やうな は 八 口の 


ところに 美しく あら はれて、 朝に 晚に 肌身に 着ける も 

のかと 考へ ると、 その 壁の 模様の やうに 動かずに ある 

ひとし ほ  なつか 

着物が 一 層お 志 保 を 可 懐し く 思 出させる。 のみならず、 

五分 心の 洋燈の ひかり は 香の 煙に 交る 室内の 空気 を 照 

らして、 物の 色艷 なぞ を 奥床しく 見せる のであった。 

さま，^ の 物語が 始まった。 驚き 悲しむ 人々 を 前に 

置いて、 丑 松 は 実地 自分が 歴て 来た 旅の 出来事 を 語り 

聞かせた。 種牛の 為に 傷 けられた 父の 最後、 番小屋で 

明した 山の 上の 一夜、 牧場の 葬式、 谷 蔭の 墓、 其 他 草 

を 食 ひ 塩 を 嘗め 谷川の 水 を 飲んで 烏帽子 ケ嶽の 麓に 

さまよ 

彷徨 ふ 牛の 群の こと を 話した。 丑 松 は 又、 上田の 


屠 牛 場の こと を 話した。 其 小屋の 板 敷の 上に は 種牛の 

ありさま 

血汐が 流れた 光景 を 話した。 唯、 蓮太郎 夫婦に 出逢つ 

たこと、 別れた こと、 それから 飯 山へ 帰る 途中 川 舟に 

乗合した 高 柳 夫婦 —— 就中、 あの 可憐な 美しい 稳 多の 

女の 身の上に 就いては、 決して 一語 も 口外し なかった。 

斯うして 帰省 中の いろく を 語り 聞かせて 居る うち 

に、 次第に 丑 松 は 一 種 不思議な 感想 を 起す やうに 成つ 

た。 それ は、 丑 松の 積り では、 対 手が 自分の 話 を克く 

聞いて 居て 吴れ るの だら うと 思 つ て、 熱心に な つて 話 

して 居る と、 どうかす ると 奥様の 方で は 妙な 返事 をし 

て、 飛んでも 無い ところで 『え？』 なんて 聞き直して、 


何 か 斯う 話 を 聞き 乍ら 別の 事で も考 へて 居る かの やう 

に —— まあ、 半分 は 夢中で 応対 をして 居る の だと 感 

しま ひ 

づ いた。 終に は、 対 手が 何にも 自分の 話 を 聞いて 居 

ない の だとい ふこと を 発見した。 しばらく 丑 松 は 茫然 

として、 穴の 開く ほど 奥様の 顔 を 熟視った ので ある。 

まぶち  なき は 

克く 見れば、 奥様 は 両方の B を 泣 腫ら して 居る。 

唯 さへ 気の 短い 人が 余計に 感じ 易く 激し 易く 成 つ て 居 

る。 言 ふに 言 はれぬ 心配な ことで も 起った かして、 

時々 深い 憂愁の 色が 其 顔に 表 はれたり 隠れたり した。 

一体、 是は 奈何した ので あらう。 聞いて 見れば 留守中、 

別に 是ぞと 変った 事 も 無かった 様子。 銀 之 助 は 親切に 


尋ねて 呉れた とい ふし、 文 平 は克く 遊びに 来て 話して 

行く とい ふ。 それから 斯の 寺の 方から 言へば、 住職が 

帰った とい ふこと より 外に、 何も 新しい 出来事 は 無 か 

つたら しい。 それにしても 斯の 内部の 様子の 何処と な 

く 平素と 違 ふやう に 思 はれる こと は。 

やが  ラ ンプ  つ 

鱸て 裝裟治 は 二階へ 上って 行って、 部屋の 洋燈を 点 

けて 来て 具れ た。 お 志 保 はま だ 帰らなかった。 

『奈何し たんだら う、 まあ 彼の 奥様の 様子 は。』 

斯う 胸の 中で 繰返し 乍ら、 丑 松 は 暗い 楼梯を 上った。 

其晚は 遅く 寝た。 過度の 疲労に 刺激され て、 反って 

能く 寝 就かれなかった。 例の 癖で、 頭 を 枕に つける と、 


またお 志 保の こと を 思 出した。 尤も 何程 心に 描いて 見 

て も、 明瞭に 其 人が 浮んだ ためし は 無い。 どうかす る 

と、 お 妻と 混同に なって 出て 来る こと も 有る。 幾度 か 

a 松 は 無駄骨 折 をして、 お 志 保の 俤を 捜さう とした。 

瞳 を、 頰を、 髪の かたち を —— あ、、 何処 を 奈何 捜し 

て 見ても、 何となく 其処に 其 人が 居る と は 思 はれ 乍ら ■ 

まとま リ  あ 

それで 奈何しても 統一が 着かない。 時として は 彼のつ 

つまし さう に 物言 ふ 声 を、 時として は 彼の 口唇に あら 

ほ.^ る； み  ぼんやり 

はれる 若々 しい 微笑 を —— あ、、 あ、、 記憶 ほど 漠然 

した もの は 無い。 今、 思 ひ 出す。 今、 消えて 了 ふ。 丑 

松 は 顕然と 其 人 を 思 ひ 浮べる ことが 出来なかった。 


第 拾 参 章 

二 ) 

おたのまう 

『御 頼 申します。』 

蓮華 寺の 蔵 裏へ 来て、 斯う 言 ひ 入れた 一 人の 紳士が 

あくる あさ  した 

ある。 それ は 丑 松が 帰った 翌朝の こと。 階下で は 

も うとつ く  あさはん 

最早 疾に 朝飯 を 済まして 了った のに、 未だ 丑 松 は 二 

階から 顔 を 洗 ひに 下りて 来なかった。 『御 頼 申し ま 


す。』 と復た 呼ぶ ので、 下女の 裝裟治 は 其 を 聞きつ けて、 

周章て、 台処の 方から 飛んで 出て 来た。 

『 一 寸伺 ひます が、』 と 紳士 は 至極 丁寧な 調子で、 『瀬 

川さん の 御宿 は是方 様で せう か —— 小学 校へ 御 出な さ 

る 瀬 川さん の 御宿 は。』 

さ う  たす き はづ 

『左様で やすよ。』 と 下女 は櫸を 脱し 乍ら 挨拶した。 

『何です か、 御お 宿で 御 ii ます か。』 

『は あ、 居な さり やす。』 

『では、 是非 御 目に 懸 りたい ことが 有まして、 斯うい 

ふ ものが 伺 ひました と、 何卒 左様 仰 つて 下さい。』 

と 言って、 紳士 は 下女に 名剌を 渡す。 下女 は 其を受 


取って、 『一寸、 御 待ちな すって』 を 言 捨て 乍ら、 二階 

の 部屋へ と 急いだ。 

ま  まくらもと 

丑 松 は 未だ 寝床 を 離れなかった。 下女が 枕頭へ 来 

よびおこ 

て 喚起した 時 は、 客の 有る とい ふこと を 半分 夢中で 聞 

いて、 苦し さう に 呻吟ったり、 手 を 延ばした りした。 

やが ねぼけまなこ 

鱸て 寝 惚眼を 擦りく 名刺 を 眺める と、 急に 驚いた や 

うに、 むつく り 跳ね起きた。 

『奈何した の、 斯 人が。』 

『貴方 を 尋ねて 来な さり やした よ。』 

しばらく 

暫時の 間、 丑 松 は 夢の やうに、 手に 持った 名刺と 下 

女の 顔と を 見比べ て 居た。 


『斯人 は 僕のと ころへ 来たん ぢゃ無 いんだら う。』 

と 不審 を 打って、 幾度 か 小首 を 傾げる。 

『高 柳 利 三 郎？』 

と復た 繰返した。 袈裟 治 は櫸を 手に 持って、 一寸 小 

肥りな 身体 を 動って、 早く 返事 を、 と 言った やうな 顔 

付。 

『何 か 間違 ひぢ やな い か。 』 到頭 丑 松 は 斯う 言 出した。 

『ど う も、 斯様な 人が 僕のと ころへ 尋ねて 来る 害が 無 

い。』 

『だって、 瀬 川さん と 言 つて 尋ねて 来な すった もの I 

I 小学校 へ 御 出な さ る 瀬 川 さ ん と 言 つて。』 


『妙な ことが 有れば ある もんだ な あ。 高 柳 —— 高 柳 利 

三郎 —— 彼の 男が 僕のと ころへ —— 何の 用が 有って 来 

たんだら う。 兎も角も 逢って 見る か。 それ ぢゃ あ、 御 

上りなさい ッて、 左様 言って 下さい。』 

『それ はさう と、 御飯 は 奈何し やせう。』 

『御飯？』 

『あれ、 貴方 は 起きな すった ばかり ぢゃご はせん か。 

階下で 食べな すったら？ 御 味噌汁 も 温めて ぁリ やす 

に サ。』 

『廃 さう。 今朝 は 食べた く 無い。 それより は 客 を 下の 

座敷へ 通して、 一寸 待た して 置いて 下さい —— 今、 直 


に斯 部屋 を 片付ける から。 』 

裝裟治 は 下りて 行った。 急に 丑 松 は 部屋の 内 を 眺め 

廻した。 着物 を着更 へる やら、 寝道具 を 片付ける やら _ 

そこいらに 散乱った もの は 皆な 押入の 内へ。 床の間に 

ほん  てばし こ 

置 並べた 書籍の 中には、 蓮 太郎の もの も 有る。 手捷く 

其 を 机の下へ 押 込んで 見た が、 また 取 出して、 押入の 

内の 暗い 隅の 方へ 隠蔽す やうに した。 今 は斯の 部屋の 

内に あの 先輩の 書いた もの は 一冊 も 出て 居ない。 斯う 

考 へて、 すこし 安心して、 さて 顔 を 洗 ふつ もりで、 急 

いで 楼梯を 下りた。 それにしても 何の 用事が あって、 

彼 様な 男が 尋ねて 来たらう。 途中で 一緒に 成って すら 


言葉 も 掛けず、 見れば 成る 可く 是方を 避けよう とした 

人。 其 人が わざく やって来 ると は —— 丑 松 は 客を自 

うたが ひ  おそ か  ふる 

分の 部屋へ 通さない 前から、 疑心と 恐怖と で慄 へたの 

である。 

(二) 

『始めまして —— 私 は 高 柳 利三郎 です。 かねて 御名 前 

ま  お たづ 

は 承って 居り ましたが、 つい 未だ 御 尋ねす る やうな 機 

会 も 無かった ものです から。』 

『好く 御-^ 来 下さいました。 さあ、 何卒 まあ 是 方へ。』 


斯うい ふ 挨拶 を 蔵 裏の 下座 敷で 取 交して、 やがて 丑 

松 は 二階の 部屋の 方へ 客 を 導いて 行った。 

さしむ かひ すわ 

突然な 斯の 来客の 底意の 程 も 図り かね、 相対に 座 

き ま づ 

る 前から、 もう 何となく 気不味かった。 丑 松 はすこし 

も 油断す る ことが 出来なかった。 と は 言 ふ もの、、 何 

気ない 様子 を 装 つて、 自分 は 座蒲団 を 敷いて 座り、 客 

に は 白い 毛布 を 四つ 畳みに して 薦めた。 

『まあ、 御 敷 下さい。』 と 丑 松 は 快 濶 らしく、 『どう 

も 失礼しました。 実は 昨晩 遅かった ものです から、 寝 

しま 

過して 了 ひまして。』 

『いや、 私 こそ —— 御 疲労のと ころへ。』 と 高 柳 は如才 


ない 調子で 言った。 『昨日 は 舟の 中で 御 一緒に 成 まし 

た 時に、 何とか 御 挨接を 申 上げよう か、 申 上げな けれ 

ば 済まない が、 と 斯う 存じました のです が、 あんな 処 

で 御 挨拶し ますの も 反って 失礼と 存じまして —— 御 見 

懸け 申し 乍ら、 つい 御 無礼 を。』 

丁度 取引で も 為る やうな 風に、 高 柳 は 話し 出した。 

あいけ う  てきば き  いひ ぷリ 

しかし、 愛嬌の ある、 明白した 物の 言 振 は、 何処かに 

ひきつ  な リふリ 

人を嫵 ける ところが 無いでも ない。 隆 とした 其 風采 

を 眺めた ばかりで も、 いかに 斯の 新進の 政事 家が 虚栄 

おも ひお こ 

心の 為に 燃えて 居る か を 想起させる。 角帯に 纏 ひつ 

けた 時計の 鎖 は 富豪の 身 を 飾る と 同じ やうな もの。 そ 


れに 指輪 は 二つまで 嵌めて、 いづれ も 純金の 色に 光り 

輝いた。 『何の 為に 尋ねて 来たの だら う、 是男 は。』 と 

斯う 丑 松 は 心に 繰返して、 対 手の 暗い 秘密 を 自分の 身 

に 思 比べた 時 は、 長く 目と 目 を 見合せ る こと も 出来な 

い 立。 

高 柳 は 膝 を 進めて、 

『承り ますれば 御 不幸が 御 有な すった さう ですな。 さ 

ぞ御 力落しで いらっしゃいませう。』 

『はい。』 と 丑 松 は 自分の 手 を 眺め 乍ら 答へ た。 『飛ん 

であ ひ  おや ぢ  な 

だ 災難に遭 遇まして、 到頭 阿 爺 も 亡くなりました。』 

『それ は 奈何 も 御 気の毒な こと を。』 と 言って、 急に 高 


柳 は 思 ひついた やうに、 『む、、 左様々々、 此頃も 貴方 

と豊 野の 停車場で 御 一緒に 成って、 それから 私が 田 中 

で 下りる、 貴方 も 御 下りな さる  左様でした らう、 

ホラ 貴方 も 田 中で 御 下りな さる。 丁度 彼の 時が 御 帰省 

の 途中 だつ たんで せう。 して 見る と、 貴方と 私と は、 

往 きも、 還り も 御 一緒  は、、、、。 何 か 斯う 克 

く/ \ の 因縁 づ くと でも、 まあ、 申して 見た いぢ や 有 

ません か。』 

丑 松 は 答へ なかった。 

『そこです。』 と 高 柳 は 言葉に 力を入れて、 『御 縁が 有 

ると 思へば こそ、 斯うして 御 話 も 申 上げる のです が I 


I 実は、 貴方の 御 心情に 就きましても、 御 察し 申して 

居る こと も 有ます し。』 

あ ひて  さへ ぎ 

『え？』 と 丑 松 は 対 手の 言葉 を 遮 つた。 

『そり や あもう 御 察し 申して 居る こと も 有ます し、 又- 

私の 方から 言 ひましても、 少許は 察して 頂きたい と 思 

ひまして、 それで 御 邪魔に 出ました やうな 訳なんで。』 

『どうも 貴方の 仰 る こと は 私に 能く 解りません。』 

『まあ、 聞いて 下さい —— 』 

『です けれど、 どうも 貴方の 御 話の 意味が 汲取れ ない 

ん ですから。』 

『そこ を 察して 頂きたい と 言 ふので す。』 と 言って、 高 


柳 は 一 段 声 を 低く して、 『御 聞 及びで も 御座 ませう が、 

私 も —— 世話して 舆れる ものが 有まして —— 家内 を迎 

へました。 まあ、 世の中に は 妙な ことが 有る もので、 

あの 家内の 奴が 好く 貴方 を 御 知り 申して 居る のです。』 

おくさん 

『は、、、、、 奥様が 私 を 御存じ なんです か。』 と 言つ 

て 丑 松 は少許 調子 を 変へ て、 『しかし、 それが 奈何し ま 

した。』 

『ですから 私 も 御 話に 出ました やうな 訳なんで。』 

『と 仰る と 9.』 

『まあ、 家内 なぞの 言 ふこと ですから、 何が何だか 解 

りません けれど —— 実際、 女の 話と いふ もの は 取留の 


無 い やうな も の ですからな あ —— し か し 、 不思議な ザ J 

とに は、 彼奴の 家の 遠い 親類に 当る ものと かが、 貴方 

おと つ  か 

の 阿 爺 さ ん と 昔 御 懇意 であった とか。』 斯う 言 つて、 高 

柳 は 熱心 に 丑 松の 様子 を 窺 ふやう にして 見て、 『いや、 

其 様な こと は、 まあ 奈何で もい、 と 致しまして、 家内 

が 貴方 を 御 知り 申して 居る と 言 ひましたら、 貴方 だ つ 

て も 御 聞 流しに は 出来ます まいし、 私も亦た 私で、 ど 

う も 不安心に 思 ふこと が 有る ものです から  実は、 

昨晚 は、 その 事を考 へて、 一睡 も 致しませんでした。』 

しばらく  さぐ 

暫時 部屋の 内に は 声が 無かった。 二人 は 互 ひに 捜り 

ま、 

を 入れる やうな 目 付して、 無言の 儘で 相対して 居た の 


である。 

『噫。』 と 高 柳 は 投げる やうに 嘆息した。 『斯様な 御 話 

を 申 上げに 参る とい ふの は、 克く だ と 思って 頂 き 

たいので す。 貴方より 外に 吾 儕 夫婦の こと を 知って 

る もの は 無し、 又、 吾 儕 夫婦より 外に 貴方の こと を 知 

つてる もの は 有ません —— ですから、 そこ は 御 互 ひ 様 

に  まあ、 瀬 川さん 左様 ぢゃ 有ません か。』 と 言って、 

すこし 調子 を 変へ て、 『御 承知の 通り、 選挙 も 近いて ま 

ゐリ ました。 どうしても 此 際のと ころで は 貴方に 助け 

て 頂かなければ ならない。 もし 私の 言 ふこと を 聞いて 

下さらない とすれば、 私 は 今、 こ、 で 貴方と 剌 しちが 


レ のち 

へて 死にます —— は、、、、、 まさか 貴方の 性 命 を 頂 

くと も 申しません がね、 まあ、 私 は 其 程の 決心で 参つ 

たのです。』 

(三) 

其 時、 楼梯を 上って 来る 人の 足音が したので、 急に 

つぐ  しま  おきゃくさん 

高 柳 は 口 を 噤んで 了った。 『瀬 川 先生、 御客様で やす 

よ。』 と 呼ぶ 裝裟 治の 声 を 聞きつ けて、 ついと 丑 松 は 座 

を 離れた。 唐紙 を 開けて 見る と、 もう そこへ 友達が 微 

笑み 乍ら 立って 居た ので ある。 


『お、、 土屋君 か。』 

と 思 はず 丑 松 は 溜息 を 吐いた。 

銀 之 助 は 一 寸高 柳に 会釈して、 別に 左様 主客の 様子 

を 気に 留める でもな く、 何 か 用事で も 有る の だら う 位 

に、 例の 早合点から 独り 定めに 定めて、 

『昨夜 君 は 帰って来 たさう だね。』 

と慣々 しい 調子で 話し 出した。 相 変らず 快活な は斯 

の 人。 それに 遠からず 今の 勤務 を 廃め て、 農科 大学の 

のぞみ  あ ふ 

助手と して 出掛ける とい ふ、 その 希望が 胸の 中に 溢れ 

るかして、 血 肥りの した 顔の 面 は 一層 活々 と 輝いた。 

妙な もので、 短く 五分 刈に して 居る 散髪 頭が 反って 若 


い 学者ら しい 威厳 を 加へ たやう に 見える。 友達ながら 

に 一 段の 難 有み が 出来た。 fi 松 は 何となく 圧倒れ る や 

うに も 感じた ので ある。 

心 の 底から 思 ひやる 深 い 真情 を 外に 流露し て 、 銀 之 

助 は 弔辞 を 述べた。 高 柳 は 煙草 を 燻し/ \ 黙って 二人 

の 談話 を 聞いて 居た。 

『留守中 はいろ/^ 難 有う。』 と 丑 松 は 自分で 自分 を 

激厲 ます やうに して、 『学校の 方 も 君が やって 呉れた 

さう だね え。』 

『あ、、 左に か 右に か 間に合せて 置いた。 二級 懸 持ち 

とい ふやつ は 巧く いかない もので ねえ。』 と 言って、 銀 


之 助 は 恰も 心から 出た やうに 笑って、 『時に、 君 は 奈何 

する。』 

『奈何す ると は？』 

『親の 忌服 だもの、 四 週間 位 は 休ませて 貰 ふ サ。』 

『左様 もい かない。 学校の 方 だって 都合が あら あね。 

第 一 、 君が 迷惑す る。』 

『なに、 僕の 方 は 関 はない よ。』 

『明日 は 月曜 だね え。 兎に角 明日 は 出掛けよう。 それ 

のぞみ 

はさう と、 土屋 君、 いよく 君の 希望 も 達した とい ふ 

ぢ やない か。 君から 彼 手紙 を 貰った 時 は、 実に 嬉し か 

つた。 彼 様に 早く 進行ら うと は 思はなかった。』 


『ふ、、』 と 銀 之 助 は 思 出し 笑 ひ をして、 『まあ、 御蔭 

でう まくい つた。』 

『実際う まくい つたよ。』 と 友達の 成功 を悦ぶ 傍から、 

丑 松 は 何 か 思 ひついた やうに 萎れて、 『県庁の 方から 

は 最早 辞令が 下った かね。』 

『い、 や、 辞令 は 未だ。 尤も 義務 年限と いふ やつが 

有 るんだ から、 ただ 廃め て 行く 訳に はいかない。 そこ 

は 県^でも 余程 K 酌して 呉れて ね、 百 円 足らずの 金 

を 納めろ と 言 ふの さ。』 

『百 円 足らず？』 

『よしんば 在学 中の 費用 を 皆な 出せと 言 はれた つ て 仕 


方が 無い。 其 位の ことで 勘 免して 舆れ たの は、 実に 難 

おや-ち  ね だ 

有い。 早速 阿 爺の 方へ 請求って やったら、 阿 爺 も 君、 

非常に 喜んでね、 自身で 長 野 迄 出掛けて 来る さう だ。 

いづれ、 其 内に は 沙汰が ある だら うと 思 ふよ。 まあ、 

君と 斯うして 飯 山に 居る の も、 今月 一 ぱい 位の もの 

だ。』 

斯う 言って 銀 之 助 は 今更の やうに 丑 松の 顔 を 眺めた。 

丑 松 は 深い 溜息 を 吐いて 居た。 

『別の 話 だが、』 と 銀 之 助 は 言葉 を 継いで、 『君の 好な 

猪 子 先生 —— ホラ、 あの 先生が 信 州へ 来て る さう だね 

え。 昨日 僕 は 新聞で 読んだ。』 


『新聞で？』 丑 松の 頰は 燃え 輝いた ので ある。 

『あ、、 信 毎に 出て 居た。 肺病 だとい ふけれ ど、 熾 盛 

な 元気の 人 だね え。』 

と 蓮 太郎の 噂が 出た ので、 急に 高 柳 は 鋭い 眸を銀 

之 助の 方へ 注いだ。 丑 松 は 無言であった。 

『穢多 もなか/ \ 馬鹿にな らんよ。』 と 銀 之 助 は 頓着 

なく、 『まあ、 思想から 言へば、 多少 病的 かも 知れない 

が、 しかし 進んで 戦 ふ 彼の 勇気に は 感服す る。 一体、 

肺病 患者と いふ もの は 彼 様い ふ もの か 知らん。 彼の 先 

生の 演説 を 聞く と、 非常に 打 たれる さう だ。』 と 言って 

気 を 変へ て、 『まあ、 瀬 川 君 なぞ は 聞かない 方が 可よ I 


ま  おこ  きま 

I 聞けば 復た 病気が 発る に 極って るから。』 

『馬鹿 言 ひた まへ。』 

『あは 、、、、。』 

と 銀 之 助 は 反 返って 笑った。 

遽然丑 松 は 黙って 了った。 丁度、 喪心した 人の やう 

だう ぐ  はたらき 

に 成った。 丁度、 身体 中の 機関が 一時に 動作 を 止めて、 

斯うして 生きて 居る こと すら 忘れた かの やうであった。 

『奈何し たんだら う、 また 瀬 川 君 は —— 相 変らず 身体 

の 具合で も 悪 いのかしら。』 と 斯う 銀 之 助 は 自分で 自 

分 に 言 つて 見た。 や、 しばらく 三人 は 無 言 の 儘で 相対 

して 居た。 『今日は 僕 は是で 失敬す る。』 と 銀 之 助が 言 


出した 時 は、 丑 松 も 我に 帰って、 『まあ、 い、 ぢ やない 

か』 を 繰返した ので ある。 

『いや、 復た 来る。』 

銀 之 助 は 出て 行って 了った。 

(四) 

『只今 猪 子と いふ 方の 御 話が 出ました が、』 と 高 柳 は 

巻 煙草の 灰 を 落し 乍ら 言った。 『あの、 何です か、 瀬 川 

さん は 彼の 方と 御 懇意で いらっしゃ るんで すか。』 

いひよ ど 

『い、 え。』 と 丑 松 はすこし 言 淀んで、 『別に、 懇意で 


も 有ません。』 

『では、 何 か 御 関係が 御 有な さるんで すか。』 

『何も 関係 は 有ません。』 

『左様です か —— 』 

『だって 関係の 有 やうが 無 いぢゃありません か、 懇意 

でも 何でも無い 人に。』 

『左様 仰れば、 まあ、 そんな ものです けれど。 

は；；。 彼の 方 は巿村 君と 御 一 緒の やうです から、 

奈何い ふ 御 縁故 か、 もし 貴方が 御存じな らば 伺って 見 

たいと 思 ひまして。』 

『知りません、 私 は。』 


『巿 村と いふ 弁護士 も、 あれで なかく 食へ ない 男な 

ん です。 彼 様な 立派な こと を 言って 居ましても、 畢竟 

猪 子と いふ 人 を 抱き こんで、 道具に 使用 ふとい ふ 腹に 

相違な いんです。 彼の 男が 高尚ら しい やうな こと を 言 

ふかと 思 ふと、 私 は 噴飯した くなる。 そり や あもう、 

きたな 

政事 屋 なんても の は 皆な 穢 い 商売人です からな あ I 

I まあ、 其 道の もので 無ければ、 li- 厭な 内幕 も 克く解 

りますまい けれど。』 

斯う 言 つ て 、 高 柳 は 嘆息 し て 、 

『私 とても、 斯うして 何時まで 政界に 泳いで 居る 積り 

は 無い のです。 一日 も 早く 足 を 洗 ひたいと いふ 考 へで 


は 有る のです。 如何せん、 素養 は 無し、 貴方 等の やう 

に 規則的な 教育 を享 けたで は 無し、 それで 此の 生存 競 

よのなか 

争の 社会に 立た うとい ふので すから、 勢 ひ 常道 を 踏ん 

では 居られなくなる。 あるひ は、 貴方 等の 目から 御覧 

わたしども  しごと  は で  なるほど うはべ 

に 成ったら ば、 吾 儕の 事業 は 華麗で せう。 成程、 表面 

は 華麗です。 しかし、 これほど 表面が 華麗で、 裏面の 

悲惨な 生涯 は 他に 有 ませう か。 あ、、 非常な 財産が 

有って、 道楽に 政事で もやって 見ようと いふ 人 は 格別、 

吾 儕の やう に 政事 熱に 浮かされて、 青年時代から 其方 

へ 飛込んで 了った もの は、 今と なって 見る と 最早 奈何 

する こと も 出来ません。 第一、 今日の 政事 家で 政論に 


衣食す る ものが 幾人 ありませ う。 実際 吾 儕の 内幕 は 

御 話に ならない。 まあ、 斯様な こと を 申 上げたら、 噓 

の やう だと 思 召す かも 知れません が、 正直な 御 話が I 

I 代議士に でもして 頂く より 外に、 さしあたり 吾 儕の 

食 ふ 道 は 無い のです。 は、、、、。 何と 申した つて、 

事実 は 事実です から 情ない。 もし 私が 今度の 選挙に 失 

敗 すれば、 最早 にっちもさっちもいかなくなる。 どう 

しても 此 際のと ころで は 出る やうに して 頂かなければ 

ならない。 どうしても 貴方に 助けて 頂かなければ なら 

おすが 

ない。 それに は先づ 貴方に 御鎚り 申して、 家内の こと 

を 世間の 人に 御 話 下さらない やうに。 その か はり、 私 


また 

も 亦、 貴方の こと を —— それ、 そこ は 御 相談で、 御 互 

どうか 

様に 言 はない とい ふやうな ことに —— 何卒、 まあ、 私 

おぼしめ  このはな し 

を 救 ふと 思 召して、 是話を 聞いて 頂きたい のです。 

瀬 川さん、 是は 私が 一 生の 御 願 ひです。』 

急に 高 柳 は 白い 毛布 を 離れて、 畳の 上へ 手 を 突いた。 

あはれ み 

丁度 哀憐 を もとめる 犬の やうに、 丑 松の 前に 平身低頭 

したので ある。 

あ-を ざ 

丑 松 はすこし 蒼 めて、 

さ う  きしま 

『どうも 左様 貴方の やうに、 独りで 物 を 断め て 了って 

は —— 』 

『いや、 是非とも 私 を 助ける と 思 召して。』 


『まあ、 私の 言 ふこと も 聞いて 下さい。 どうも 貴方の 

御 話 は 私に 合点が行きません。 だって、 左様 ぢゃ有 ま 

すまい か。 なにも 貴方 等の こと を 私が 世間の 人に 話す 

必要 も 無 いぢ や 有ません か。 全く、 私 は 貴方 等と 何の 

関係 も 無 い 人間なん で すから。 』 

ござい 

『でも 御麼 ませう が  』 

『いえ、 其で は 困ります。 何も 私 は 貴方 等 を 御 助け 申 

また 

す やうな こと は 無し、 私 は 亦、 貴方 等から 助けて 頂く 

やうな こと も 無い のです から。』 

『では？』 

『ではと は？』 


つま リ 

『畢竟 そんなら 奈何して 下さる とい ふ御考 へなん です 

S4  0 コ 

力 』 

『どうす る も 斯うす る も 無 いぢ や 有ません か。 貴方と 

私と は 全く 無関係 —— は、、、、、 御 話 は 其 丈です。』 

『無関係と 仰る と？』 

これまで  なんに 

『是迄 だって、 私 は 貴方の ことに 就いて、 何も 世間の 

人に 話した 覚は 無し、 是 から 将来 だっても 矢 張 其 通り、 

何も 話す 必要 は 有ません。 一体、 私 は 左様 他人の こと 

を 喋 舌る のが 嫌 ひです —— まして、 貴方と は 今日 始め 

て 御 目に 懸 つたば かり で —— 』 

『そり や あ 成程、 私の こと を 御 話し 下さる 必要 は 無い 


かも 知れません。 私 も 貴方の こと を 他人に 言 ふ 必要 は 

無い ので す。 必要 は 無 いので すが —— ど う も 其で は 何 

こ.. -ろ もち  せっかく 

となく 物足りな いやうな 心地が 致しまして。 折角 私 

も 斯うして 出ました ものです から、 十分に 御意 見 を 伺 

つた 上で、 御 為に 成る ものなら 成りたい と 存じて 居り 

ますので す。 実は I 左様した 方が、 貴方の 御 為 かと 

も。』 

そんな 

『いや、 御 親切 は 誠に 難 有いです が、 其 様に して 頂く 

覚は 無い のです から。』 

ま んざ ら 

『しかし、 私が 斯うして 御 話に 出ましたら、 万更 貴方 

だって 思 当る ことが 無く も 御座ますまい。』 


『それが 貴方の 誤解です。』 

『誤解で せう か —— 誤解と 仰る ことが 出来 ませう か。』 

『だって、 私 は 何も 知らないんで すから。』 

『まあ、 左様 仰れば 其 迄です が —— でも、 何とか、 そ 

このと こ ろ は 御 相談 の 為 やうが 有さうな もの。 悪い こ 

と は 申しません。 御 互 ひの 身の 為です。 決して 誰の 為 

でも 無い のです。 瀬 川さん —— いづれ 復た私 も 御 邪魔 

に 伺 ひます から、 何卒 克く考 へて 御 置きな すって 下さ 

い。』 


第 拾 四 章 

八 1 ) 

月曜の 朝早く 校長 は 小学校へ 出勤した。 応接室の 側 

の 一 間 を 自分の 室と 定めて、 毎朝 授業の 始まる 前に は、 

必ず 其処に 閉 籠る のが 癖。 それ は 一 日の 事務の 準備 を 

する 為で もあった が、 又 一 つに は 職員 等の 不平と 煙草 

の 臭気と を 避ける 為で。 丁度 其 朝 は 丑 松 も 久し 振の 出 

勤。 校長 は 丑 松に 逢って、 忌服 中の こと を 尋ねたり、 

話したり して、 鱸て また 例の 室に 閉 籠った。 


この 室の 戸 を 叩く ものが 有る。 其 音で、 直に 校長 は 

勝 野 文 平と いふ こと を 知った。 いつも 斯うい ふ 風に し 

て、 校長 は 斯の鍾 愛の 教員から、 さまん \ の 秘密な 報 

告を 聞く ので ある。 男 教員の 述懐、 女 教員の 蔭口、 其 

他 時間割と 月給と に関する 五月 蠅 ほどの 嫉 みと 争 ひと 

は、 是処に 居て 手に 取る やうに 解る ので ある。 其 朝 も 

亦、 何 か 新しい 注進 を齎 して 来たので あらう、 斯う 思 

ひ 乍ら、 校長 は 文 平 を 室の 内へ 導いた のであった。 

いつの 間に か 二人 は 丑 松の 噂 を 始めた。 

『勝 野 君。』 と 校長 は 声 を 低く して、 『君 は 今、 妙な こ 

と を 言った ね —— 何 か 瀬 川 君の ことに 就いて 新しい 事 


実 を 発見した とか 言った ね。』 

『は あ。』 と 文 平 は 微笑んで 見せる。 

『どうも 君の 話 は 解りに く、 て 困る よ。 何時でも 遠 廻 

しに 句 はせ てば かり 居る から。』 

『だって、 校長 先生、 人の 一生の 名誉に 関 はる やうな 

こと を、 左様 迂濶に は 喋 舌れ な いぢ や 有ません か。』 

『ホウ、 一 生の 名誉に？』 

『まあ、 私の 聞いた のが 事実 だとして、 其が 斯の 町へ 

知れ渡ったら、 恐らく 瀬 川 君 は 学校に 居られなくなる 

でせ うよ。 学校に 居られない ばかり ぢゃ 無い、 あるひ 

は 社会から 放逐され て、 二度と 世に立つ ことが 出来な 


くなる かも 知れません。』 

『へえ —— 学校に も 居られなくなる、 社会から も 放逐 

まるで 

される、 と 言へば 君、 非常な こと だ。 それで は 宛然 死 

刑 を 宣告され る も 同じ だ。』 

ま  さ -っ 

『先づ 左様 言った やうな もので せうよ。 尤も、 私が 

直接に 突 留めた とい ふ 訳で も 無い のです が、 種々 な こ 

とを綜 めて 考 へて 見ます と —— ふ ふ。』 

『ふ、 ぢゃ 解らない ねえ。 奈何な 新しい 事実 か、 まあ 

話して 聞かせて 呉れ 給へ。』 

『しかし、 校長 先生、 私から 其 様な 話が 出た とい ふこ 

とになります と、 すこし 私 も 迷惑し ます。』 


『何故？』 

『何故 ッて、 左様 ぢゃ 有ません か。 私が 取って 代りた 

い 為に、 其 様な こと を 言 ひ 触らした と 思 はれても 厭で 

すから —— 毛頭 私 は 其 様な 野心が 無 いんです から —— 

なにも 瀬 川 君 を 中傷す る 為に、 御 話す るので は 無 いん 

ですから。』 

『解って ますよ、 其 様な こと は。 誰が 君、 其 様な こと 

を 言 ふもんで すか。 其 様な 心配が 要る もんです か。 君 

だ つても 他の 人から 聞いた ことなんで せう  それ、 

見た まへ。』 

文 平が 思 はせ 振な 様子 をして、 何 か 意味 ありげ に微 


笑めば 微笑む ほど、 余計に 校長 は 聞かずに 居られな く 

なった。 

『では、 勝 野 君、 斯うい ふこと にしたら 可で せう。 我 

輩 は 其 話 を 君から 聞かない 分に して 置いたら ザで せう。 

さ、 誰も 居ません から、 話して 聞かせて m ハれ 給へ。』 

斯う 言って、 校長 は 一 寸文 平に 耳を貸した。 文 平が 

口 を 寄せて、 何 か 私語いて 聞かせた 時 は、 見る/ \ 校 

長 も 顔色 を 変へ て 了った。 急に 戸 を 叩く 音が する。 つ 

いと 文 平 は 校長の 側 を 離れて 窓の 方へ 行った。 戸 を 開 

けて 入って 来たの は 丑 松で、 入る や 否や 思 はず 一歩 

あとず さり 

逡巡 した。 


『何 を 話して 居た の だら う、 斯の 二人 は。』 と 丑 松 は 

猜疑 深い 目 付 をして、 二人の 様子 を怪 まずに は 居られ 

なかった ので ある。 

『校長 先生、』 と 丑 松 は 何気なく 尋ねて 見た。 『どうで 

せう、 今日はす こし 遅く 始めましたら。』 

さ や う  ま 

『左様 —— 生徒 は 未だ 集りません か。』 と 校長 は 懐中 

時計 を 取 出して 眺める。 

『どうも 思 ふやう に 集りません。 何 を 言っても、 是雪 

ですから。』 

『しかし、 最早 時間 は 来ました。 生徒の 集る、 集らな 

と  かく  どうぞ 

いは 兎に角、 規則と いふ ものが 第一 です。 何卒 小 使に 


左様 言って、 鈴 を 鳴らさせて 下さい。』 

(二) 

ありさま 

其 朝 ほど 無 思想な 状態で 居た こと は、 今迄 丑 松の 経 

験に も 無い のであった。 実際 其 朝 は 半分 眠り 乍ら 羽織 

挎を 着けて 来た。 奥様が 詰て 呉れた 弁当 を 提げて、 久 

し 振で 学校の 方へ 雪道 を迪 つた 時 も、 多くの 教員 仲間 

くやみ  とりま 

から 弔辞 を 受けた 時 も、 受 持の 高等 四 年生に 取 囲 かれ 

て 種々 な こと を 尋ねられた 時 も、 丑 松 は 半分 眠り 乍ら 

めの まへ ことがら 

話した。 授業が 始 つてから も、 時々 眼前の 事物に 興味 


を 失って、 器械の やうに 読本の 講釈 をして 聞かせたり、 

生徒の 質問に 答へ たりした。 其 日 は 遊戯の 時間の 監督 

にあた る 日、 鈴が 鳴って 休みに 成る 度に、 男女の 生徒 

は 四方から 丑 松に 取鎚 つて、 『先生、 先生』 と 呼んだり 

叫んだり したが、 何 を 話して 何 を 答へ たやら、 殆んど 

其 感覚が 無かった 位。 丑 松 は 夢見る 人の やうに 歩いて、 

あちこちと 馳 せちが ふ 多くの 生徒の 監督 をした。 

銀 之 助が 艇 寄って、 

『瀬 川 君 —— 君 は 気分で も 悪い と 見える ね。』 

と 言った の は 覚えて 居る が、 其 他の 話 はすべ て 記憶 

に 残らなかった。 


斯うい ふ 中に も、 唯一 つ、 あの 省 吾に 舆れ たいと 思 

つて、 用意した もの を 持って来る こと だけ は 忘れな か 

つた。 昼休みに は、 高等科から 尋常 科までの 生徒が 学 

校の 内で 飛んだり 跳ねたり して 騒いだ。 なかには 広い 

運動場に 出て、 雪投げ をして 遊ぶ もの もあった。 丁度 

高等 四 年の 教室に は 誰も 居なかった ので、 そこへ 丑 松 

は 省 吾 を 連れて行って、 新聞紙に 包んだ もの を 取 出し 

て 見せて、 

『君に 呈げ ようと 思 つ て 斯うい ふ もの を 持 つ て 来 まし 

た。 帳面です、 内に 入って るの は。 是は 君、 家へ 帰つ 

てから 開けて 見 るんで すよ。 いいかね。 学校の 内で 開 


けて 見 るん ぢゃ無 いんです よ —— ね、 是を 君に 呈げま 

すから。』 

と 言 つて、 丑 松 は 自分の 前に 立つ 少年の 驚き 喜ぶ 顔 

を 見たい と 思 ふので あった。 意外に も 省 吾 は斯の 贈物 

まる 

を 受けなかった。 唯もう 目 を 円く して、 丑 松の 様子と 

新聞紙の 包と を 見比べる ばかり。 奈何して 斯様な もの 

を 呉れる ので あらう。 第一、 それからして 不思議で な 

ら ない。 と 言った やうな 顔 付。 

『い、 え、 私 は 沢山です。』 

と 省 吾 は 幾度 か 辞退した。 

『其 様な、 君の やうな —— 』 と 丑 松 は 省 吾の 顔 を 眺め 


て、 『人が 呈げる ッて言 ふ もの は、 貰 ふもんで すよ。』 

『はい、 難 有う。』 と 復た省 吾 は 辞退した。 

『困る ぢ やない か、 君、 折角 呈げ ようと 思って 斯うし 

て 持って来 たもの を。』 

『でも、 母さんに 叱られ やす。』 

『母さんに？ 其 様な 馬鹿な ことが 有る もんか。 私が 

呈げる ッて言 ふのに、 叱る なんて —— 私 は 君の 父上 さ 

ん とも 懇意 だし、 それに、 君の 姉さんに は 種々 御世 話 

に 成って 居る し、 此 頃から 呈げ よう/ \ と 思って 居た 

ん です。 ホラ、 よく 西洋 綴の 帳面で、 露の 引いた のが 

有 ませう。 あれです よ、 斯の 内に 入って るの は。 まあ ■ 


君、 其 様な こと を 言 はないで、 是を 家へ 持って 帰って、 

作文で も 何でも 君の 好な もの を 書いて 見て呉れ たま 

へ。』 

斯う 言 つ て 、 其 を 省 吾 の 手 に 持た して 居る ところへ、 

急に 窓の 外の 方で 上草履の 音が 起る。 丑 松 は 省 吾 を 其 

処に 残して 置いて、 周章て、 教室 を 出て 了った。 

(三) 

東の 廊下の 突 当り、 二階へ 通 ふやう になって 居る 階 

段のと ころ は、 あまり 生徒 もやって 来なかった。 丑 松 


せ は 

が 男女の 少年の 監督に 忙しい 間に、 校長と 文 平の 二人 

は斯の 静かな 廊下で 話した —— 並んで 灰色の 壁に 倚 凭 

り 乍ら 話した。 

『一体、 君 は 誰から 瀬 川 君の こと を 聞いて 来たの か 

ね。』 と 校長 は 尋ねて 見た。 

『妙な 人から 聞いて 来ました。』 と 文 平 は 笑って、 『実 

に 妙な 人から —— 』 

『どうも 我輩に は 見当が つかない。』 

『尤も、 人の 名誉に も 関 はる こと だから、 話 だけ は 為 

るが、 名前 を 出して 呉れて は 困る、 と 先方の 人 も 言 ふ 

ん です。 兎に角 代議士に でも 成らう とい ふ 位の 人物で 


すから、 其 様な 無責任な ， 」 と を 言 ふ箬も 有ません。』 

『代議士に でも？』 

『ホラ。』 

『ぢゃ あ、 あの 新しい 細君 を 連れて 帰って来た 人ぢゃ 

有ません か。』 

『まあ、 そこいらです。』 

『して 見る と —— は、 あ、 あの 先生が 地方 廻りで もし 

て 居る 間に、 何処かで 其 様な 話 を 聞込んで 来た もの か 

しら。 悪い 事 は 出来ない もの さねえ。 いっか 一度 は 

あら は 

露顕れ る 時が 来る から 奇体 さ。』 と 言って、 校長 は 嘆息 

して、 『しかし、 驚ろ いたね え。 瀬 川 君が 穢多 だ なぞと 


は、 夢にも 思はなかった。』 

『実際、 私 も 意外でした。』 

あ  ようばう 

『見 給へ、 彼の 容貌 を。 皮膚と いひ、 骨格と いひ、 別 

に 其 様な 賤民ら しいと ころが 有る とも 思 はれな いぢ や 

*it- ヽ ゝ 0 コ 

なレ 力』 

だま 

『ですから 世間の 人が 欺され て 居たん でせ う。』 

『左様です かねえ。 解らない もの さねえ。 一寸見た と 

ころで は、 奈何しても 其 様な 風に 受取れ ない がね え。』 

『容貌 ほど 人 を 欺す もの は 有ません さ。 そんなら、 奈 

何でせ う、 彼の 性質 は。』 

『性質 だっても 君、 其 様な 判断 は 下せない。』 


『では、 校長 先生、 彼の 君の 言 ふこと 為す ことが 貴方 

の 眼に は 不思議に も 映りません か。 克く 注意して、 瀬 

川 丑 松と いふ 人 を 御覧なさい —— どうで せう、 彼の 物 

を視る 猜疑 深い 目 付 なぞ は。』 

『は、、、、、 猜疑 深い からと言って、 其が 穢多の 証 

拠に は 成らない やね。』 

『まあ、 聞いて 下さい。 此頃迄 瀬 川 君 は 鷹匠 町の 下 

宿に 居ました らう。 彼の 下宿で 穢多の 大尽が 放逐され 

ましたら う。 すると 瀬 川 君 は 突然に 蓮華 寺へ 引越して 

了 ひました らう —— ホラ、 を かし いぢ や 有ません か。』 

『それさ、 それ を 我輩 も 思 ふの さ。』 


『猪 子 蓮太郎 との 関係 だっても 左様で せう。 彼 様な 病 

的な 思想家ば かり 難 有く 思 はないだ つて、 他に いくら 

も 有さうな もの ぢゃ 有ません か。 彼 様な 穢多の 書いた 

ものば かリ 特に 大騒ぎし なくても 好 ささうな もの ぢゃ 

有ません か。 ど う も 瀬 川 君が 貝 頭 顧 の 仕方 は 普通 の 愛読 

者と 少許違 ふぢ や 有ません か。』 

『そこ だ。』 

ま  こ 4P ろ 

『未だ 校長 先生に は 御 話しませんで したが、 小 諸の 

与 良と いふ 町に は 私の 叔父が 住んで 居ます。 其 町はづ 

じ やぼ リがは  すなが は 

れに蛇 堀川と いふ 沙 河が 有まして、 橋 を 渡る と 向町に 

いは ゆる 

なる —— そこが 所謂 穩多 町です。 叔父の 話に よります 


と、 彼処 は 全 町 同じ 苗字 を 名乗って 居る とい ふこと で 

した ッけ。 其 苗字が、 確か 瀬 川でした ッ け。』 

『成程ね え。』 

『今でも 向町の 手 合 は 苗字 を 呼びません。 普通に 新 平 

民と いへば 名前 を呼捨 です。 おそらく 明治になる 前 は、 

苗字 なぞ は 無かった のでせ う。 それで、 戸籍 を 作る と 

いふ 時に なって、 一村 挙って 瀬 川と 成った んぢゃ 有る 

まい かと 思 ふんです。』 

『 一 寸 待ちた まへ。 瀬 川 君 は 小 諸の 人ぢゃ 無いで せう。 

小 県 の 根 律の 人で せう。』 

『それが 宛に なり やしません —— 兎に角、 瀬 川と か 高 


橋と かいふ 苗字が 彼の 仲間に 多い とい ふこと は 叔父 か 

ら 聞きました。』 

『左様 言 はれて 見る と、 我輩 も 思 当る ことが 無いでも 

無い。 しかしね え、 もし 其が 事実 だと すれば、 今迄 知 

れ ずに 居る 害 も 無から うぢ やない か。 最早 疾に 知れ 

て 居さうな もの だ —— 師範 校に 居る 時代に、 最早 知れ 

て 居さうな もの だ。』 

『でせ う  それ そこが 瀬 川 君です。 今日まで 人の 目 

を 暗して 来た 位の 智慧が 有 るんで す もの、 余程 狡猾 

の 人間で 無ければ 彼の 真似 は 出来 やしません。』 

『あ、。』 と 校長 は 嘆息して 了った。 『それにしても、 


よく 知れずに 居た もの さ、 どうも 瀬 川 君の 様子が を か 

しいくと 思った よ II 唯、 訳 も 無しに、 彼 様 考へ込 

む 害が 無い からね え。』 

急に 大 鈴の 音が 響き渡った。 二人 は 壁 を 離れて、 長 

い 廊下 を 歩き 出した。 午後の 課業が 始まる と 見え、 男 

女の 生徒 は 上草履 鳴らして、 廊下の 向 ふのと ころ を 急 

こちら 

いで 通る。 丑 松 も 少年の 群に 交り 乍ら、 一寸 是方を 振 

向いて 見て 行った。 

なるほど 

『勝 野 君。』 と 校長 は 丑 松の 姿 を 見送って、 『成程、 君 

ひと 

の 言った 通り だ。 他の 一 生の 名誉に も 関 はる こと だ。 

まあ、 もうす こし 瀬 川 君の 秘密 を 探って 見る ことに 為 


よ うぢ やない か。』 

『しかし、 校長 先生。』 と 文 平 は 力を入れて 言った。 『是 

話が 彼の 代議士の 候補者から 出た とい ふこと だけ は 決 

して 他に 言 はないで 置いて 下さい —— さもないと、 私 

が 非常に 迷惑し ますから。』 

『無論 さ。 』 

(四) 

時間表に よると、 其 日の 最終の 課業が 唱歌であった。 

唱歌の 教師 は 丑 松から 高等 四 年の 生徒 を 受取って、 足 


拍子 揃へ さして、 自分の 教室の 方へ 導いて 行った。 二 

時から 三時まで、 それだけ は 丑 松 も 自由であった ので、 

不図、 蓮太郎 のこと が 書いて あつたと かいふ 昨日の 銀 

之 助の 話 を 思 出して、 応接室 を 指して 急いで 行った。 

いつも 其 机の 上に は 新聞が 置いて ある。 戸 を 開けて 入 

つて 見る と、 信 毎 は 一昨日の 分 も 残って、 まだ 綴込み 

もせずに 散乱した 儘。 その 読み ふるし を 開けた 第二 面 

の 下のと ころに、 彼の 先輩の こと を 見つけた 時 は、 

どんな 

奈何に 丑 松 も 胸 を 踊らせて、 『む、 —— あった、 あった』 

と 驚き 喜んだら う。 

『何処へ 行って 是 新聞 を 読まう。』 先づ 心に 浮んだ は 


斯うで ある。 『斯の 応接室で 読まう か。 人が 来る と 

不 1E^。 教室が 可 か。 小 使 部屋が 可 か —— 否、 彼処へ も 

人が 来ない と は 限らない。』 と 思 ひ 迷って、 新聞紙 を 懐 

に 入れて、 応接室 を 出た。 『いっそ 二階の 講堂へ 行つ 

て 読め。』 斯う 考 へて、 丑 松 は 二階へ 通 ふ 階段 を 一階 

づ、 音の しない やうに 上った。 

そこ は 天長節の 式場に 用 ひられた 大広間、 長い 腰掛 

ふだん  しんかん 

が 順序よ く 置 並べて あるば かり、 平素はもう 森閑と し 

たもので、 下手な 教室の 隅 なぞより は 反って 安全な 場 

処の やうに 思 はれた。 と ある 腰掛 を択ん で、 懐から 取 

出して 読んで 居る うちに、 いつの 間に か 彼の 高 柳との 


間 答 —— 『懇意で も 有ません、 関係 は 有ません、 何に 

も 私 は 知りません』 と 三度 迄 も 心 を 偽って、 師 とも 頼 

み 恩人と も 思 ふ 彼の 蓮 太郎と 自分と は、 全く、 赤の 他 

人の やうに 言 消して 了った こと を 思 出した。 『先生、 

許して 下さい。』 斯う 詫びる やうに 言って、 鱸て 復た新 

聞 を 取上げた。 

漠然とした 恐怖の 情 は 絶えず 丑 松の 心を剌 激して、 

先輩に 就いての 記事 を 読み 乍ら も、 唯もう 自分の 一生 

のことば かリ考 へつ、 X けたので あった。 其から 其へ と 

迪 つて 反省す ると、 丑 松 は 今、 容易なら ぬ 位置に 立つ 

て 居る とい ふこと を 感ずる。 さし か、 つた 斯の 大きな 


問題 を 何とか 為なければ —— 左様 だ、 何とか 斯の 思想 

を 纏めなければ、 一 切の 他の 事 は 手に も 着かない やう 

に 思 はれた。 

『さて —— 奈何す る。』 

斯う 自分で 自分に 尋ねた 時 は、 丑 松 はもう 茫然と し 

て 了って、 其 答を考 へる ことが 出来なかった。 

『瀬 川 君、 何 を 君 は 御 読みです か。』 

と 唐突に 背後から 声を掛けた 人が ある。 思 はず 丑 松 

は 顔色 を 変へ た。 見れば 校長で、 何 か 穿鑿 を 入れる や 

うな 目 付して、 何時の間にか 腰掛のと ころへ 来て 佇立 

んで 居た。 


『今 —— 新聞 を 読んで 居た ところです。』 と 丑 松 は 何 

気ない 様子 を 取 装 つて 言った。 

『新聞 を？』 と 校長 は 不思議 さう に 丑 松の 顔 を 眺めて、 

『へえ、 何 か 面白い 記事で も 有ます かね。』 

『ナ 二、 何でも無 いんです。』 

しばらく 

暫時 二人 は 無言であった。 校長 は 窓の 方へ 行って、 

ガ ラス ご  のぞ 

玻璃 越しに 空の 模様 を視 いて 見て、 

『瀬 川 君、 奈何で せう、 斯の御 天気 は。』 

『左様です な あ —— 』 

斯うい ふ 言葉 を 取 交し 乍ら、 二人 は 一緒に 講堂 を 出 

た。 並んで 階段 を 下りる 間に も、 何となく 丑 松 は 胸 騒 


ぎがして、 言 ふに 言 はれぬ 不快な 心地 に 成る ので あ 

つた。 

邪推 か は 知らないが、 どうも 斯の 校長の 態度が 変 つ 

た。 妙に 冷淡し く 成った。 いや、 冷淡し いば かりで は 

無い、 可 厭に 神経質な 鼻で もって、 自分の 隠して 居る 

秘密 を 嗅ぐ かの やうに も 感ぜら る、。 『や？』 と 

うたぐ リぷか  さ き 

猜疑 深い 心で 先方の 様子 を 推量して 見る と、 さあ、 丑 

松 は斯の 校長と 一 緒に 並んで 歩く ことす ら堪へ 難い。 

どうかす ると 階段 を 下りる 拍子に、 二人の 肩と 肩と が 

すれあ  つめた みぶ る ひ 

触 合 ふこと も ある。 冷い 戦慄 は 丑 松の 身体 を 通して 

流れ 下る のであった。 


をはリ 

小 使が 振 鳴らす 最終の 鈴の 音 は、 其 時、 校内に 響き 

渡った。 そこ こ、 の 教室の 戸 を 開けて、 後から/ \ 押 

して 出て 来る 少年の 群 は、 長い 廊下に 満ち 溢れた。 丑 

松 は 校長の 側 を 離れて、 急いで 斯の 少年の 群に 交った。 

やがて 生徒 は 雪道の 中 を 帰って 行った。 いづれ も 学 

問す る 児童ら しい 顔 付の 殊勝 さ。 弁当箱 を 振 廻して 行 

くも あれば、 風呂敷 包 を 頭の 上に 載せて 行く も ある。 

十露盤 小脇に 擁へ、 上草履 提げ、 口笛 を 吹く やら、 唱 

歌 を 歌 ふやら。 呼ぶ 声、 叫ぶ 声 は、 犬の 鳴 声に 交って、 

午後の 空気に 響いて 騒し く 聞え る、 中には 下駄の 鼻緒 

を 切らして、 素足で 飛んで 行く 女の 児 もあった。 


不安と 恐怖との 念 を 抱き 乍ら、 丑 松 も 生徒の 後に 

随 いて、 学校の 門 を 出た。 斯うして この 無邪気な 少年 

の 群 を 眺める とい ふこと が、 既にもう 丑 松の 身に 取つ 

ては堪 へがたい 身の 苦痛 を 感ずる 媒 とも 成る ので 有 

る。 

『省 吾さん、 今 御帰り？』 

斯う 丑 松 は 言葉 を 掛けた。 

『は あ。』 と 省 吾 は 笑って、 『私 も 後刻で 蓮華 寺へ 行き 

やすよ、 姉さんが 来ても 可と 言 ひやした から。』 

『む，  今夜 は 御 説教が あるんで した ッけ ねえ。』 

と 思 出した やうに 言った。 暫時 丑 松 は 可 懐し さう に、 


艇 出して 行く 省 吾の 後 姿 を 見送りながら 立った。 雪の 

ありさま  めの まへ ひら 

大路の 光景 は、 丁度、 眼前に 展 けて、 用事 ありげ な 人々 

め まひ  おそ 

が 住ったり 来たりして 居る。 急に 烈しい 眩暈に 襲 はれ 

て、 丑 松 は 其処へ 仆れ か、 りさう に 成った。 其 時、 誰 

か  うしろ  つかま 

か 斯う 背後から 追 迫って 来て、 自分 を 捕 へようと して、 

だしぬけ  てう リツ ぱぅ 

突然に 『やい、 調 里坊』 とで も 言 ふかの やうに 思 はれ 

た。 斯う 疑へば 恐し くな つて、 背後 を 振 返って 見ずに 

は 居られなかった ので ある —— あ、、 誰が 其 様な とこ 

あざけ 

ろに 居よう。 丑 松 は 自分 を 嘲ったり 勤ました りした。 
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はげ  よのなか  ちから 

酷烈し い、 犯し難い 社会の 威力 は、 次第に、 丑 松の 

身に 迫って 来る やうに 思 はれた。 学校から 帰へ つて、 

蓮華 寺の 二階へ 上った 時 も、 風呂敷 包 を そこへ 投 出す、 

ほしい ま、 

羽織袴 を 脱 捨てる、 直に 丑 松 は 畳の 上に 倒れて、 放肆 

うづ も 

な 絶望に 埋没れ るの 外 は 無かった。 眠る でも 無く、 考 

へる でも 無く、  丁度 無感覚な 人の やうに 成って、 長い 

こと 身動き も 為ずに 居た が、 驢て起 直って 部屋の 内 を 


眺め 廻した。 

楽し さうな 笑声が、 蔵 裏の 下座 敷の 方から、 とぎ 

れ/^ に 聞え た。 聞く とも 無しに 聞 耳 を 立てる と、 其 

日 も 亦た 文 平が やって来て、 人々 を 笑 はせ て 居る らし 

あどけ  おさ 

い。 あの 邪気ない、 制 へても 制へ きれない やうな 笑声 

は、 と 聞く と、 省 吾 は 最早 遊びに 来て 居る ものと 見え 

る。 時々 若い 女の 声 も 混った —— あ、、 お 志 保 だ。 斯 

う 聞き澄まして、 丑 松 は 自分の 部屋の 内 を 歩いて 見た。 

『先生。』 

と 声を掛けて、 急に 入って 来たの は 省 吾で ある。 

丁度、 階下で は 茶 を 入れた ので、 丑 松に も 話しに 来 


ないか、 と 省 吾 は 言付けられて 来た。 聞いて 見る と、 

奥様 やお 志 保 は 下座 敷に 集って、 そこへ 庄 馬鹿まで や 

つて 来て 居る。 可笑しい 話が 始 つたので、 人々 は 皆な 

笑 ひ 転げて、 中にはもう 泣いた ものが 有る とのこと。 

『あの、 勝 野 先生 も 来て 居な さり やすよ。』 

と 省 吾 は 添付して 言った。 

『左様？ 勝 野 君 も？』 と 丑 松は徴 笑み 乍ら 答へ た。 

遽然、 心の底から 閃めいた やうに、 憎悪の 表情が 丑 松 

の 顔に 上った。 尤も 直に 其 は 消えて 隠れて 了った の 

である。 

『さあ —— 私と 一 緒に 早く 来な され。』 


『今 直に 後から 行きます よ。 』 

と は 言った もの、、 実は 丑 松 は 行きたくないの であ 

つた。 『早く』 を 言 ひ 捨て、、 ぶいと 省 吾 は 出て 行って 

了った。 

楽し さうな 笑声が、 復た、 起った。 蔵 裏の 下座 敷 I 

I それ はもう 目に 見ないでも、 斯うして 声 を 聞いた ば 

ありさま 

かりで、 人々 の 光景が 手に 取る やうに 解る。 何もかも 

丑 松 は 想像す る ことが 出来た。 定めし、 奥様 は 何 か 心 

に 苦にする ことがあって、 其 を 忘れる 為に わざ/ \ 面 

白 可笑しく 取 做して、 それで 彼 様な 男の やうな 声 を 出 

して 笑 ふので あらう。 定めし、 お 志 保 は 部屋 を 出たり 


入ったり して、 茶の 道具 を 持って来たり、 其 を 入れて 

人々 に 薦めたり、 又は 奥様の 側に 倚 添 ひ 乍ら 談話 を 聞 

いて 微笑んで 居る ので あらう。 定めし、 文 平 は 婦人 

子供と 見て 思 ひ 侮って、 自分 独りが 男で でも 有る か 

い や  ようす  さぞ 

の やうに、 可 厭に 容子を 売って 居る ことで あらう。 嘸。 

きっと 

それば かりで は 無い、 必定 また 人の こと を 何とかかん 

とか —— あ、、 あ、、 素性が 素性なら、 誰が 彼 様な 男 

なぞの 身の上 を 羨まう。 

現世の 歓楽 を 慕 ふ 心 は、 今、 丑 松の 胸を衝 いてむ 

ら/^ と 湧き上った。 捨てられ、 卑しめられ、 爪弾き 

せられ、 同じ 人間の 仲間 入 すら 出来ない やうな、 つた 


ない 同族の 運命 を考 へれば 考 へる ほど、 猶々 斯の 若い 

いのち 

生命が 惜 まる、。 

『何故、 先生 は 来な さらないで すか。』 

斯う 言 ひ 乍ら、 鑣て 復た迎 へに やって来 たの は 省 吾 

である。 

あどけ  せきた 

あまり 邪気ない こと を 言って 督促て るので、 丑 松 は 

斯の 少年 を您慂 かして、 いっそ 本堂の 方へ 連れて行か 

うと 考 へた。 部屋 を 出て、 楼梯を 下りる と、 蔵 裏から 

本堂へ 通 ふ 廊下 は 二つに 別れる。 裏庭に 近い 方 を 行け 

ば、 是非とも 下座 敷の 側 を 通らなければ ならない。 其 

処には 文 平が 話し こんで 居る の だ。 丑 松 は 表側の 廊下 


を 通る， ，- とに した。 

(二) 

古い 僧坊 は 廊下の 右側に 並んで、 障子 越しに 話 声な 

ぞの 泄れて 聞え る は、 下宿す る 人が 有る と 見える。 

是 寺の 広く 複雑った 構造と いったら、 何処に 奈何い ふ 

人が 泊って 居る か、 其 すら 克くは 解らない 程。 平素は 

何の 役に も 立ち さう も 無い、 陰気な 明 間が いくつと な 

く 有る。 斯うして 省 吾と 連立って、 細長い 廊下 を 通る 

間に も、 朽ち 衰 へた 精舎の 気 は 何となく 丑 松の 胸に 


迫る のであった。 壁 は 暗く、 柱 は 煤け、 大きな 板戸 を 

i 色った 古画の 絵 具も剝 落ちて 居た。 

斯の 廊下が 裏側の 廊下に 接いて、 丁度 本堂へ 曲ら う 

とする 角のと ころで、 急に 背後の 方から 人の 来る 気勢 

がした。 思 はず 丑 松 は 振 返った。 省 吾 も。 見れば お 志 

保で、 何 か 用事 ありげ に ffi 寄って、 未だ 物 を 言 はない 

まっか 

先から もう 顔 を 真紅に したので ある。 

『あの —— 』 とお 志 保 は艷の ある 清し い 眸を 輝かした。 

『先程 は、 弟が 結構な もの を 頂きました さう で。』 

くちびる  ほ、 ゑ 

斯う 礼 を 述べ 乍ら、 其 口唇で 嬉し さう に 微笑んで 見 

せた。 


其 時 奥様の 呼ぶ 声が 聞え た。 逸早くお 志 保 は 聞き つ 

けて、 一 寸 耳を澄まして 居る と、 『あれ、 姉さん、 呼ん 

で やすよ。』 と 省 吾 も 姉の 顔 を 見上げた。 復た 呼ぶ 声 

が 聞え る。 驚いた やうに 引返して 行く お 志 保の 後 姿 を 

見送って、 驢て省 吾 を 導いて、 丑 松 は 本堂の 扉 を 開け 

て 入った。 

あ、、 精舎の 静寂 さ —— 丁度 其 は 古蹟の 内 を 歩む と 

こ、 ろ もち  まる 

同じ やうな 心地が する。 円い 塗 柱に 懸かる 時計の 針 

の 刻々 をき ざむ より 外に は、 斯の 高く 暗い 天井の 下に、 

一 つと して 音の する もの は 無かった。 身に 沁み 入る や 

うな 沈黙 は、 そこに も、 こ、 にも、 隠れ 潜んで 居る か 


の やう。 目に 入る もの は、 何もかも  鯖 を 帯びた 

こんじき  はす つくりば な 

金色の 仏壇、 生気の 無い 蓮の 造花、 人の 空想 を 誘 ふや 

うな 天界の 女人の 壁に 画かれた 形 像、 すべて それらの 

すぎさ  ひか リ  おとろ へ 

もの は 過去った 時代の 光華と 衰頹と を 語る のであった。 

丑 松 は 省 吾と 一緒に 内陣 迄 も 深く 上って、 仏壇の かげ 

にある 昔の 聖僧 達の 画像の 前 を 歩いた。 

『省 吾さん。』 と 丑 松 は 少年の 横顔 を 熟視り 乍ら、 『君 

はねえ、 家眷の 人の 中で 誰が 一 番 好きなん です か —— 

父さんで すか、 母さんで すか。』 

省 吾 は 答へ なかった。 

『当て、 見 ませう か。』 と 丑 松 は 笑って、 『父さんで せ 


う？』 

『い-え。』 

『ホウ、 父さん ぢゃ 無いです か。』 

『だって、 父さん はお 酒ば かり 飲んで，  』 

『そんなら 君、 誰が 好きなん です か。』 

『まあ、 私 は —— 姉さんで ご はす。』 

『姉さん？ 左様 かねえ、 君 は 姉さんが 一番 好い かね 

え。』 

『私 は、 姉さんに は、 何でも 話し やすよ、 へえ 父さん 

や 母さんに は 話さない やうな ことで も。』 

斯う 言って、 省 吾 は 何の 意味 もな く 笑った。 


北の 小 座敷に は 古い 涅槃の 図が 掛けて あった。 普通 

の 寺に よく ある 斯の 宗教画 は 大抵 模倣の 模倣で、 戯曲 

くみあ はせ  いろど リ 

が 、りの 配置と か、 無意味な 彩色と か、 又は 熱帯の 自 

然と 何の 関係 も 無い やうな 背景と か、 そんな ことより 

ほか これ  とりえ  すくな  こ 

外に 是ぞと 言って 特色の 有る もの は 鮮少い。 斯の 寺の 

も 矢 張 同じ 型で はあった が、 多少 創意の ある 画家の 筆 

に 成った ものと 見えて、 ありふれた 図に 比べる と 余程 

活々 して 居た。 まあ、 宗教の 方の 情熱が 籠る と は 見え 

ない 迄 も、 何となく 人の 心を嫵 ける 樸実 なと ころが 

あった。 流石、 省 吾 は 未だ 子供の ことで、 其 禽獣の 

なげき  さ ま  とぎばなし 

悲嘆の 光景 を 見ても、 丁度お 伽話 を 絵で 眺める やうに、 


別に 不思議が るで も 無く、 驚く でも 無い。 無邪気な 少 

年 はた ゾ 釈迦の 死 を 見て 笑った。 

『あ、。』 と 丑 松 は 深い 溜息 を 吐いて、 『省 吾さん なぞ 

は 未だ 死ぬ とい ふこと を考 へた ことが 有ます まいね 

え。』 

『私が で ご はす か。』 と 省 吾 は fi 松の 顔 を 見上げる。 

『さう さ —— 君が サ。』 

『は、、、、。 ご はせんな あ、 其 様な こと は。』 

『左様 だら うねえ。 君 等の 時代に 其 様な こと を考 へる 

やうな もの は 有ますまい ねえ。』 

『ふ、。』 と 省 吾 は 思 出した やうに 笑って、 『お 志 保 姉 


さん も 克く其 様な こと を 言 ひやす よ。』 

『姉さん も？』 と 丑 松 は 熱心な 眸を 注いだ。 

『は あ、 あの 姉さん は 妙な こと を 言 ふ 人で、 へえもう 

だ あれ 

死んで 了 ひたいの、 誰も 居ない やうな 処へ 行って 大 

きな 声 を 出して 泣いて 見たい のッて —— まあ、 奈何し 

て 其 様な 気になる だら ず。 』 

斯う 言って、 省 吾 は 小首 を 傾げて、 一 寸ロ 笛吹く 真 

似 をした。 

ひと リ 

間も無く 省 吾 は 出て 行った。 丑 松 は 唯 単独に なった _ 

なかしん  さま A\ 

急に 本堂の 内部 は閬 として、 種々 の 意味 ありげ な 装飾 

が 一 層 無言の なかに 沈んだ やうに 見える。 深い 天井の 


下に、 いつまでも 変らずに ある 真鍮の 香炉、 花 立、 燈 

明 皿 —— そんな 性 命の 無い 道具まで、 何となく 斯う 

じゃく まく めい さう  くわん おん 

寂寞 な 瞑想 に 耽って 居る やうで、 仏壇 に 立つ 観音 の 

彫像 は 慈悲 とい ふよ り は 寧ろ 沈黙 の 化身の やう に 輝い 

た。 斯うい ふ 静寂な、 世 離れた ところに 立って、 其 人 

のこと を 想 ひ 浮べ て 見る と、 丁度 古蹟 を 飾る 花 草の や 

うな 気がする。 丑 松 は、 血の 湧く 思 を 抱き 乍ら、 円い 

柱と 柱との 間を往 つたり 来たりした。 

『お 志 保さん、 お 志 保さん。』 

あてど も 無く 口の 中で 呼んで 見た ので ある。 

そこいら  たそがれ どき 

いつの 間に は 四 壁 は 暗くな つて 来た。 青白い 黄昏 時 


の 光 は 薄明く 障子に 映って、 本堂の 正面の 方から 射し 

こんだ ので、 柱と 柱との 影 は 長く 畳の 上へ 引いた。 倦 

み、 困み、 疲れた 冬の 一 日 は 次第に 暮れて 行く ので あ 

びゃくえ 

る。 其 時 白衣 を 着けた 二人の 僧が 入って 来た。 一人 は 

住職、 一 人 は 寺 内の 若僧であった。 灯 は 奥深く 点いて、 

あそこに も、 こ、 にも、 と 見て 居る うちに、 六 挺ば か 

りの 蠟燭が 順序よ く 並んで 燃る。 仏壇 を斜 に、 内陣の 

角のと ころに 座 を 占めて、 金泥の 柱の 側に 掌 を 合 はせ 

たは、 住職。 一段 低い 外陣に 引下って、 反対の 側に か 

しこまつ たは、 若僧。 やがて 鉦の 音が 荘厳に 響き渡る。 

合唱の 声 は 起った。 


『なむから かんのう、 とらや あ、 や あ —— 』 

よ ひ おっとめ 

宵の 勤行が 始 つたので ある。 

あ、、 寂しい 夕暮も あれば ある もの。 丑 松 は 北の 間 

の 柱に 倚 凭り 乍ら、 目 を 瞑り、 頭 をつ けて、 深く く 

思 ひ 沈んで 居た。 『若し 自分の 素性が お 志 保の 耳に 入 

つたら —— 』 其を考 へる と、 つく，^ 穢多の 生命の 味 

気な さ を 感ずる。 漠然とした 死滅の 思想 は、 人 懐し さ 

の 情に 混って、 烈しく 胸中 を 往来し 始めた。 熾 盛な 青 

春の 時代に 逢 ひ 乍ら、 今迄 経験った こと も 無ければ 

翹 望んだ こと も 無い 世の 苦と いふ もの を 覚える やうに 

成った か、 と考 へる と、 左様い ふ 思想 を 起した ことす 


ら 既にもう 切なく 可 傷し く 思 はれる のであった。 冷 

い 空気に 交る 香の 煙のに ほひ は、 斯の 夕暮に 一 層の あ 

はれ を 添へ て、 哀しい とも、 堪 へがたい とも、 名のつ 

け やうが 無い。 遽然、 二人の 僧の 声が 絶えた ので、 心 

づ いて 眺めた 時 は、 丁度 読経 を 終って 仏の 名 を 称へ る 

ところ。 間も無く 住職 は 珠数を 手に して 柱の 側 を 離れ 

た。 若僧 は 未だ 同じ 場 処に留 つた。 丑 松 は 眺め 入った 

—— 高ら かに 節つ けて 読む 高祖 の 遺訓 の 終る 迄 も —— 

やが  しま ひ 

其 文章 を 押 頂いて、 驢て 若僧の 立 上る 迄 も II 終に は、 

蠟 爆の 灯が 一 つく 吹 消されて、 仏前の 燈明 ばかり 仄 

かに 残り 照らす 迄 も。 


(三) 

夕飯の 後、 蓮華 寺で は 説教の 準備 を 為る ので 多忙し 

かった。 昔からの 習慣と して、 定紋つ けた 大 提灯が 

いくつと なく 取 出された。 寺 内の 若僧、 庄 馬鹿、 子坊 

主まで 聚 つて 会って、 火 を 点して、 其 を 本堂へ と 持 運 

ぶ。 三人 は その為に 長い 廊下 を 住ったり 来たりした。 

説教 聞き にと こ、 ろざす 人々 は 次第に 本堂へ 集って 

来た。 是 寺に 附く 檀家の もの は 言 ふ も 更なり、 其と 聞 

伝へ たかぎ り は 誘 ひ 合せて 詰 掛ける。 既にもう 一生の 


行程 を 終った 爺さん 婆さんの 群ば かりで 無く、 随分 

さ ま ん〜、 せ は 

種々 の 繁忙し い 職業に 従 ふ 人々 まで、 其 を 聴かう とし 

て 熱心に 集 ふの を 見ても、 いかに 斯の飯 山の 町が 昔風 

の 宗教と 信仰との 土地で あるか を 想像させる。 聖 経の 

中に ある 有名な 文句、 比喩 なぞが、 普通の 人の 会話に 

交る の は 珍しく も 無い。 娘の 連 は いづれ も 美しい 珠数 

の 袋 を 懐に して、 蓮華 寺へ と 先 を 争 ふので あった。 

それ は 丑 松の 身に 取って、 最も 楽しい、 又 最も 哀し 

てらず み 

い 寺 住の 一夜であった。 どんなに 丑 松 は 胸 を 踊らせて、 

お 志 保と 一緒に 説教 聞く 歓楽 を 想像した らう。 あ、、 

斯うい ふ晚 にあたって、 自分が 穢多で あると いふ こと 


を考 へた ほど、 切ない 思 を 為た ためし は 無い。 奥様 を 

始め、 お 志 保、 省 吾 なぞ は 既に 本堂へ 上って、 北の 間 

の 隅のと ころに 集って 居た。 見れば 中の 間から 南の 間 

へ かけて、 男女の 信徒、 あそこに 一 団、 こ、 にも 

一 団、 思 ひくに 挨拶したり 話したり する 声 は、 忍ん 

ではす る もの、、 何となく 賑に 面白く 聞え る。 庄 馬鹿 

が、 自慢の 羽織 を 折目 正しく 着飾って、 是 見よ がしに 

人々 のなか を 分けて 歩く の も、 を かしかった。 其 取 澄 

ました 様子 を 見て、 奥様 も 笑へば、 お 志 保 も 笑った。 

丁度 丑 松の 座った ところ は、 永代 読経と して 寄附の 金 

高と 姓名と を 張 出して ある 古 壁の 側、 お 志 保 も 近くて、 


髪の 香が 心地よ く かをり か、 る。 提灯の 影 は 花やかに 

本堂の 夜の 空気 を 照らして、 一 層 その 横顔 を 若々 しく 

して 見せた。 何とい ふ 親しげ な 有様 だら う、 あの 省 吾 

を 背後から 抱いて、 すこし 微笑んで 居る 姉ら しい 姿 は。 

斯う 考 へて、 丑 松 はお 志 保の 方 を 熟視る 度に、 言 ふに 

言 はれぬ 楽し さ を 覚える のであった。 

説教の 始まる に は 未だ 少許 間が 有った。 其 時文 平 も 

やって来て、 先づ 奥様に 挨拶し、 お 志 保に 挨拶し、 省 

吾に 挨拶し、 それから 丑 松に 挨拶した。 あ、、 嫌な 奴 

が 来た、 と 心に 思 ふば かりで も、 丑 松の 空想 は 忽ち 

かきみだ  ぞっ 

搔 乱されて、 慄 とする やうな 現実の 世界へ 帰る さへ あ 


おまけに  なれく し 

るに、 加 之、 文 平が 忸々 敷い 調子で 奥様に 話しかけた 

リ、 お 志 保 や 省 吾 を 笑 はせ たりす るの を 見る と、 丑 松 

はもう 腹立たしく 成る。 斯うした 女子供の なかで 談話 

をさせる と、 実に 文 平 は 調子 づ いて 来る 男で、 一寸し 

たこと を いかにも 尤 もらしく 言 ひこな して 聞かせる。 

それに、 この 男の 巧者な ことに は、 妙に 人懐こい、 女 

ひきつ 

の 心を嫵 ける やうな ところが 有って、 正味 自分の 

価値より は 其 を 二倍に も 三倍に もして 見せた。 万事 深 

く 蔵んで 居る やうな 丑 松に 比べる と、 親切 は 反って 文 

平の 方に あるかと 思 はせ る 位。 丑 松 は 別に 誰の 機嫌 を 

やさ 

取る でも 無かった —— いや、 省 吾の 方に は 優しくして 


も、 お 志 保に 対する 素 振 を 見る と 寧 そ 冷淡と しか 受取 

れ なかった ので ある。 

『瀬 川 君、 奈何です、 今日の 長 野 新聞 は。』 

と 文 平 は 低声で 誘 を かける やうに 言 出した。 

『長 野 新聞？』 と 丑 松は考 深い 目 付 をして、 『今日は 未 

だ 読んで 見ません。』 

『そいつ は 不思議 だ II 君が 読まな いとい ふの は 不思 

議 だ。』 

『何故？』 

『だって、 君の やうに 猪 子 先生 を 崇拝して 居ながら、 

あの 演説の 筆記 を 読まない とい ふの は 不思議 だから サ。 


まあ、 是非 読んで 見た まへ。 それに、 あの 新聞の 評が 

面白い。 猪 子 先生の こと を、 「新 平民 中の 獅子」 だなん 

て —— 巧い こと を 言 ふ 記者が 居る ぢゃ あない か。』 

斯う 口で は 言 ふ もの、、 文 平の 腹の 中で は 何 を考へ 

て 居る か、 と 丑 松 は 深く 先方の 様子 を 疑った。 お 志 保 

はまた 熱心に 耳 を 傾けて、 二人の 顔 を 見比べて 居た の 

である。 

『猪 子 先生の 議論 は 兎に角、 あの 意気に は 感服す る 

よ。』 と 文 平 は 言葉 を 継いで、 『あの 演説の 筆記 を 見た 

ら、 猪 子 先生の 書いた もの を 読んで 見た くな つた。 ま 

あ 君は審 しいと 思 ふから、 其で 聞 くんだ が、 あの 先生 


の 著述で は 何が 一 番 傑作と 言 はれる のかね。』 

『どうも 僕に は 解らない ねえ。』 斯う 丑 松 は 答へ た。 

『いや、 戯語ぢ や 無い よ —— 実際、 君、 僕 は 穢多と い 

ふ ものに 興味 を 持って来た。 あの 先生の やうな 人物が 

出 るんだ から、 確に 研究して 見る 価値 は 有る に 相違な 

い。 まあ、 君 だっても、 其で 「懺悔 録」 なぞ を 読む 気 

あざけ 

に 成つ たんだら う。』 と 文 平 は 嘲 る やうな 語気で 言つ 

た。 

さす か 

丑 松 は 笑って 答へ なかった。 流石に お 志 保の 居る 側 

で、 穢多と いふ 言葉が 繰 返された 時 は、 丑 松 はもう 顔 

色 を 変へ て、 自分で 自分 を 制へ る ことが 出来なかった 


いか リ  おそお  くちびる 

ので ある。 怒気と 畏怖と はか はる，^ fi 松の 口唇に 浮 

んだ。 文 平 は 又、 鋭い 目 付 をして、 其 微細な 表情まで 

も 見泄ら すまいと する。 『御 気の毒 だが —— 左様 君の 

やうに 隠した つても 無駄 だよ』 と 斯う 文 平の 目が 言 ふ 

やうに も 見えた。 

『瀬 川 君、 何 か 君のと ころに は 彼の 先生の ものが 有る 

だら う。 何でも 好い から 僕に 一 冊 貸して 舆れ 給へ な。』 

『無い よ —— 何にも 僕のと ころに は 無い よ。』 

『無い？ 無い ッて ことがある もの か。 君の 許に 無 

ぃッて ことがある もの か。 なにも 左様 隠さないで、 一 

冊 位 貸し て舆れ たって 好 ささうな もの ぢ やない か。』 


『いや、 僕 は 隠し やしない。 無い から 無い と 言 ふん 

さ。』 

遽然、 蓮華 寺の 住職が 説教の 座へ 上った ので、 二人 

は それぎ り 口 を 噤んで 了った。 人々 は いづれ も 座り 直 

かたち 

したり、 容を 改めたり した。 

(四) 

おないどし 

住職 は 奥様と 同年と いふ。 男の ことで あるから 割 

すみぞめ  ころも  きんらん  け さ 

合に 若々 しく、 墨染の 法衣に 金襴の 袈裟 を 掛け、 外陣 

さくち ひさが た あた リ 

の 講座の 上に 顕 はれた ところ は、 佐 久小県 辺に 多い 世 


間 的な 僧侶に 比べる と、 遙 かに 高尚な 宗教 生活 を 送つ 

て 来た 人らしい。 額 広く、 鼻隆 く、 眉す こし 迫って、 

容貌 もなかく 立派な 上に、 温和な、 善良な、 且つ 才 

智の ある 性質 を 好く 表して 居る。 法話の 第一 部 は 猿の 

比喩で 始まった。 智識の ある 猿 は 世に 知らないと いふ 

ことが 無い。 よく 学び、 よく 覚え、 殊に 多くの 経文 を 

暗誦して、 万人の 師匠と も 成るべき 程の 学問 を蓄 はへ 

た。 畜生の 悲し さに は、 唯 だ 一 つ 信ずる 力 を 欠いた。 

人 は、 よし 是猿 ほどの 智識が 無い にもせ よ、 信ずる 力 

あって、 はじめて 凡夫 も 仏の 境に は 到り 得る。 なんと 

各々 位、 合点 か。 人間と 生れた 宿世の ありがた さを考 


へて、 朝夕 念仏 を 怠り 給 ふな。 斯う 住職 は 説 出した の 

である。 

『なむ あみだぶ、 なむ あみだぶ。』 

と 人々 の唱 へる 声 は 本堂の 広間に 満ち 溢れた。 男 も、 

女 も、 懐中から 紙 入 を 取 出して、 思 ひ/ \ に 賽銭 を 畳 

の 上へ 置く のであった。 

法話の 第二 部 は、 昔の 飯 山の 城主、 松 平 遠 江 守の 事 

蹟を材 に 取った。 そ もく 飯 山が 仏教の 地と 成った は、 

斯の 先祖の 時代から である。 火の やうな 守の 宗教心 は 

未だ 年若な 頃から して 燃えた。 丁度 江戸 表へ 参 勤 の 時 

むす ぼ 

のこと、 日頃 欝積れ て 解けない 胸中の 疑問 を 人々 に尋 


つま リ ど う 

ね 試みた ことがある。 『人 は 死んで、 畢竟 奈何なる。』 

こ のと ひ 

侍臣 も、 儒者 も、 斯 問に は 答へ る ことが 出来なかった。 

林 大学の 頭に 尋ねた。 大学の 頭です らも。 それから 守 

は 宗教に 志し、 渋 谷の 僧に 就いて 道 を 聞き、 領地 をば 

を ひ 

甥に 譲り、 六 年 目の 暁に 出家して、 飯 山に ある 仏教の 

お や  ほっしん  あちは ひ 

先祖と 成った とい ふ。 なんと 斯 発心の 歴史 は 味 の あ 

る 話で はない か。 世の 多くの 学者が 答へ る ことの 出来 

ない、 其 難問に 答へ 得る もの は、 信心 ある ものより 外 

に 無い。 斯う 住職 は 説き 進んだ ので ある。 

『なむ あみだぶ、 なむ あみだぶ。』 

ま 

一斉に 唱 へる 声 は 風の やうに 起った。 人々 は 復た賽 


銭 を 取 出して 並べた。 

斯うい ふ 説教の 間に も、 時々 丑 松 は 我 を 忘れて、 熱 

心な 眸 をお 志 保の 横顔に 注いだ。 流石に 人目 を 憚つ 

て 見まい/ \ と 思 ひ 乍ら も、 つい 見る と、 仏壇の 方 を 

眺め 入った お 志 保の 目 付の 若々 しさ。 不思議な ことに 

は、 熱い 涙が 人知れず 其 顔 を 流れ ると いふ 様子で、 時々 

啜り 上げたり、 密と鼻 を 拭んだり した。 尚よ く 見る と ■ 

言 、 か に 言 はれぬ 恐怖と 悲愁と が 女らしい 愛らし さに 交 

つて、 陰影の やうに 顕れ たり、 隠れたり する。 何 をお 

志 保は考 へたの だら う。 何 を 感じた の だら う。 何 を 思 

出した の だら う。 斯う 丑 松 は 推量した。 今夜の 法話が 


左様 若い 人の 心 を 動かす とも 受取れ ない。 有 化に 言へ 

ば、 住職の 説教 はもう 旧い、 旧い 遣 方で、 明治 生れの 

人間の 耳に は 寧 そ 異様に 響く ので ある。 型に 入った 

仮 白の やうな 言 廻し、 秩序の 無い 断片的な 思想、 金色 

に 光り輝く 仏壇の 背景 —— 丁度 それ は 時代な 劇 でも 

観て 居る かの やうな 感想 を 与へ る。 若い ものが 彼 様い 

ふ 話 を 聴いて、 其 程 胸 を 打 たれようと は、 奈何しても 

思 はれなかった ので ある。 

ょリ か、  ま、 

省 吾 は そろ/^ 眠くな つたと 見え、 姉に 倚 凭った 儘、 

首 を 垂れて 了った。 お 志 保 はいろ くに 取賺 して、 動 

つて 見たり、 私語いて 見たり したが、 一向に 感覚が 無 


いらし い。 

ひとさま 

『これ —— もうす こし 起きて おいでな さいよ。 他 様が 

見て 笑 ふぢ や 有ません か。』 と 叱る やうに 言った。 奥 

様 は 引取って、 

『其処へ 寝かして 置く が 可 やね。 ナニ、 子供の こと だ 

もの。』 

ほんと  ま  ねんね え 

『 真実 に 未だ 児童 で 仕方が 有 ま せん。』 

斯う 言って、 お 志 保 は 省 吾 を 抱 直した。 殆んど 省 吾 

は 何にも 知らない らしい。 其 時 丑 松が 顔 を 差 出した の 

で、 お 志 保 も 是方を 振 向いた。 お 志 保 は 文 平 を 見て、 

あか 

奥様 を 見て、 それから 丑 松 を 見て、 紅くな つた。 


(五) 

法話の 第三 部 は 白 隠に 関する 伝説 を 主にした もので 

あった。 昔、 飯 山の 正 受菴に 恵 端禅師 とい ふ 高僧が 

住んだ。 白 隠が 斯の人 を 尋ねて、 飯 山へ やって来 たの 

は、 まだ 道 を 求めて 居る 頃。 参禅して 教を 聴く 積り で、 

来て 見る と、 搔 集めた 木 葉 を 背負 ひ 乍ら とぼく と 

たに あ ひ  ざんぎりあたま  ひげば う/ \ 

谷間 を 帰って来る 人が ある。 散 切 頭に、 髯 茫々。 そ 

れと 見た 白 隠 は 切 込んで 行った。 『そ もさん。』 斯うい 

ふ 熱心 は、 漸く 三回 目に、 恵 端の 為に 認められ たとい 


か しづ  しま ひ 

ふ。 それから 朝夕 師 として 侍いて 居た が、 さて 終に 

しま 

は、 白 隠 も 問答に 究 して 了った。 究 するとい ふより は、 

絶望して 了った。 あ、、 彼 様な 問 を 出す の は 狂人 だ、 

と 斯う 師匠の こと を考 へる やうに 成って、 苦し さの あ 

まりに 其処 を 飛 出した ので ある。 思案に 暮れ 乍ら、 白 

とりいれ  うづ だ か 

隠 は 飯 山の 町はづ れを迪 つた。 丁度 収穫の 頃で、 堆高 

た ふ  つち 

く 積 上げた 穀物の 傍に 仆れて 居る と、 農夫の 打つ 槌は 

誤って 斯の 求道者 を 絶息 させた。 夜露が 口に 入る、 目 

いきか へ 

が 覚める、 蘇生る と 同時に、 白 隠 は 悟った。 一 説に、 

つきあた 

彼 は 町 は づれで 油 売に 衝 当って、 其 油に 滑って、 悟つ 

じ やうく わん あん 

たと もい ふ。 静観 庵と して 今日 迄 残って 居る の は、 


この 白 隠の 大悟した 場処を 記念す る 為に 建てられ たも 

ので ある。 

斯の 伝説 は 兎に角 若い もの、 知らない ことであった。 

それから 自分の 意見 を 述べて、 いよく 結末と いふ 段 

になる と、 毎時 住職 は 同じ やうな 説教の 型に 陥る。 自 

力で 道に 入る とい ふこと は、 白 隠の やうな 人物で すら 

ひと へ 

容易で 無い。 吾 他力 宗は 単純に 頼む の だ。 信ずる の だ。 

導かれる の だ。 凡夫の 身 を もって 達する の だ。 舆々 も 

おのれ  あみだに よらい 

自己 を 捨て、、 阿弥陀如来 を 頼み 奉る の 外 は 無い。 斯 

う 住職 は 説き 終った。 

『なむ あみだぶ、 なむ あみだぶ。』 


と 人々 の唱 へる 声 は 暫時 止まなかった。 多くの 賽銭 

はまた 畳の 上に 集った。 お 志 保 も 殊勝ら しく 掌 を 合せ 

て、 奥様と 一緒に 唱 へて 居た が、 涙 は 其 若い 頰を 伝つ 

て 絶 間も無く 流れ 落ちた ので ある。 

やがて 聴衆 は 珠数を 提げて 帰って 行った。 奥様 も、 

お 志 保 も、 今 は 座 を 離れて、 円柱の 側に 佇立み 乍ら、 

人々 に 挨拶したり 見送った りした。 雪が また 降って 来 

たとい ふので、 本堂の 入口 は 酷く 雑踏す る。 女 連 は 多 

く 後に なった。 殊に 思 ひくの 風俗して、 時の 流行に 

後れまい とする 町の 娘の 有様 は、 深く/ \ お 志 保の 注 

意 を 引く のであった。 お 志 保 は 熟と 眺め 入り 乍ら、 寺 


住の 身と 思 比べ て 居たら しいので ある。 

『や、 どうも 今晩の 御 説教に は 驚きました ねえ。』 と 文 

平 は 住職に 近いて 言った。 『実に 彼の 白 隠の 歴史に は 

感服して 了 ひました。 まあ、 始めて です、 彼 様い ふ 御 

ところ 

話 を 伺った こと は。 あの 白 隠が 恵 端 禅師の 許へ 尋ね 

て 行く。 あそこの ところが 私 は 気に入りました。 斯う 

向 ふの 方から、 搔 集めた 木 葉 を 背負 ひ 乍ら、 散 切 頭に 

髯茫々 とい ふ 姿で、 とぼく と 谷間 を 帰って来る 人が 

ある。 そこへ 白 隠が 切 込んで 行った。 「そ もさん。」 I 

I 彼 様い かなければ や 可ません ねえ。』 と 身 振 手真似 

しゃべ 

を 加へ て 喋 舌り たてた ので、 住職 はもと より、 其 を 聞 


く 人々 は 笑 はずに 居られなかった。 さう かう する 中に、 

聴衆 は 最早 悉皆 帰 つ て 了 ふ。 急に 本堂の 内 は 寂しく 成 

る。 若僧 や 子 坊主 は 多忙し さう に 後 片付。 庄 馬鹿 は 腰 

を 曲め 乍ら、 畳の 上の 賽銭 を搔 集めて 歩いた。 

其 時 は 最早 丑 松の 姿が 本堂の 内に 見えなかった。 丑 

松 は 省 吾 を 連れて、 蔵 裏の 方へ 見送って 行って やった。 

丁度 文 平が 奥様 やお 志 保の 側で 盛んに 火花 を 散らして 

居る 間に、 丑 松 は 黙って 省 吾 を 慰撫ったり、 人の 知ら 

ない 面倒 を 見て 遣ったり して 居た ので ある。 


第 拾 六 章 

八 1 ) 

次第に 丑 松 は 学校へ 出勤す るの が 苦しく 成って 来た。 

ある 日、 あまりの 堪 へがた さに、 欠席の 届 を 差 出した。 

其 朝 は 遅くまで 寝て 居た。 八 時 打ち、 九 時 打ち、 鱸て 

十 時 打っても、 まだ 丑 松 は 寝て 居た。 窓の 障子 は 冬の 

日 をう けて、 其 光が 部屋の 内へ 射し こんで 来たのに、 

丑 松 は 枕頭 を 照らされても、 まだ それでも 起きる こ 

とが 出来なかった。 下女の 裝裟治 は 部屋々々 の 掃除 を 


す  もう  ざ ふきんが け  し  しま 

済まして、 最早と つくに 雑巾 掛 まで 為て 了った。 幾度 

か 二階へ も 上って 来て 見た。 来て 見る と、 丑 松 は 疲れ 

て、 蒼 ざめ て、 丁度 酣 酔した 人の やうに、 寝床の 上に 

倒れて 居る。 枕頭 は 取 散らした 儘。 あちらの 隅に 書物、 

こちらの 隅に 風呂敷 包、 すべて 斯の 部屋の 内に 在る 道 

具と いへば、 各自 勝手に 乗 出して 踊ったり 跳ねたり し 

ありさま  な か 

た 後の やう で 、 其 乱雑な 光景 は 部屋 の 主人の 心の 内部 

を克く 想像させる。 鱸て また 裝裟 治が 湯 沸 を 提げて 入 

やう や  ぼんやり 

つて 来た 時、 漸く 丑 松 は 起 上って、 茫然と 寝床の 上に 

座って 居た。 寝過ぎと 衰弱と から、 恐し い 苦痛の 色 を 

顔に 表して、 半分 は 未だ 眠り 乍ら 其処に 座って 居る か 


の やう。 『御飯 を 持って来 ませう か。』 斯う 袈裟 治が 聞 

いて 見ても、 丑 松 は 食 ふ 気に 成らなかった ので ある。 

『あ、、 気分が 悪くて 居な さると 見える。』 

ひとりごと 

と 独語 の やうに 言 ひ 乍ら、 裝裟治 は 出て 行った。 

それ は 北国の 冬ら しい、 寂しい 日であった。 ち ひさ 

な 冬の 蠅は斯 の 部屋の 内に 残って、 窓の 障子 をめ がけ 

て は、 あちこち くと 天井の 下 を 飛びち がって 居た。 

丑 松が 未だ 斯の 寺へ 引越して 来ないで、 あの 鷹匠 町の 

うるさ  どこ 

下宿に 居た 頃 は、 煩 いほ ど 沢山 蠅の 群が 集って、 何処 

から 塵埃と 一 緒に 舞 込んで 来た かと 思 はれる やうに、 

鴨居 だけば かりのと ころ を 組ん づ 離れつ したので あつ 


いのち 

た。 思へば 秋風 を 知って、 短い 生命 を 急いだ ので あら 

う。 今 は 僅かに 生残った のが 斯うして 目につく 程の 季 

節と 成った。 丑 松 は 眺め 入った。 眺め 入り 乍ら、 十二 

月の 近いた こと を 思 ひ 浮べた ので ある。 

斯うして、 働けば 働け る 身 を もって、 何も 為ずに 考 

へて 居る とい ふこと は、 決して 楽で は 無い。 官費の 教 

う  つきまと 

育 を享け たかはり に、 長い 義務 年限が 纏綿って、 否で 

も応 でも 其 間 厳重な 規則に 服従 はなければ ならぬ、 と 

いふ こと は —— 無論、 丑 松 も 承知して 居る。 承知して 

居乍ら、 働く 気が 無くなって 了った。 噫、 朝寝の 床 は 

絶望した 人 を 葬る 墓の やうな もので 有らう。 丑 松は復 


ねむ リ  おちい 

た そこへ 倒れて、 深い 睡眠に 陥入った。 

(二) 

『瀬 川 先生、 御客様で やすよ。』 

よびおこ 

と 喚起す 袈裟 治の 声に 驚かされて、 丑 松 は 銀 之 助が 

来た こと を 知った。 銀 之 助ば かりで は 無い、 例の 準教 

員 も 勤務の 儘の 服装で やって来た。 其 日 は、 地方 を 巡 

回して 歩く 休職の 大尉と やらが 軍事 思想の 普及 を 計る 

為、 学校の 生徒 一同に 談話 をして 聞かせる とかで、 午 

後の 課業が 休みと 成った から、 一寸 暇 を 見て 尋ねて 来 


たとい ふ。 丑 松 は 寝床の 上に 起 直って、 半ば 夢の やう 

に 友達の 顔 を 眺めた。 

『君 —— 寝て 居た まへ な。』 

斯う 銀 之 助 は 無造作な 調子で 言った。 真実 丑 松 をい 

たはる とい ふ 心が 斯 友達の 顔色に 表れる。 丑 松 は掛蒲 

団の 上に ある 白い 毛布 を 取って、 丁度 榲袍を 着た やう 

まと 

な 具合に、 其 を 身に 纏 ひ 乍ら、 

『失敬す るよ、 僕 は 斯様な もの を 着て 居る から。 ナニ、 

そんな  ひど  わ る 

君、 其 様に 酷く 不良く も 無 いんだから。』 

か ぜ  みまも 

『風邪です か。』 と 準教員 は 丑 松の 顔 を 熟視る。 

『まあ、 風邪 だら うと 思 ふんです。 昨夜から 非常に 頭 


が 重くて、 奈何しても 今朝 は 起きる ことが 出来ません 

でした。』 と 丑 松 は 準教員の 方へ 向いて 言った。 

『道理で、 顔色が 悪い。』 と 銀 之 助 は 引取って、 『イン 

フル ヱン ザが 流行る とい ふから、 気をつけ 給へ。 何 か 

ぐろ こげ 

君、 飲んで 見たら 奈何 だい。 焼 味噌の すこし 黒 焦に 成 

にえゆ 

つた やつ を 茶漬 茶 椀 かなん かに 入れて、 そこへ 熱湯 を 

つぎこ  なほ 

注 込んで、 二三 杯 もやって 見 給へ。 大抵の 風邪 は 愈つ 

しま 

て 了 ふよ。』 と 言って、 すこし 気 を 変へ て、 『や、 好い 

物 を 持って来て、 出す の を 忘れた —— それ、 御 土産 だ。』 

斯う 言って、 風呂敷 包の 中から 取 出した の は、 十一 

月 分の 月給。 


『今日は 君が 出て 来ない から、 代理に 受取って 置い 

た。』 と 銀 之 助 は 言葉 を 続けた。 

『克く 改めて 見て 舆れ 給へ —— まあ 有る 積り だが ね。』 

『それ は 難 有う。』 と 丑 松 は 袋入りの 銀貨 取 混ぜて 受 

取って、 『確に。 して 見る と 今日は 二十 八日 かねえ。 

僕 はまた 二十 七日 だとば かり 思って 居た。』 

『は、、、、、 月給 取が 日 を 忘れる や うぢ や あ 仕様が 

無い。』 と 銀 之 助 は 反 返って 笑った。 

ぼんやり 

『全く、 僕 は 茫然して 居た。』 と 丑 松 は 自分で 自分 を 励 

ます やうに して、 『今月 は 君、 小 だら う。 二十 九、 三十 

と、 十一月 も 最早 二日し か 無い ね。 あ、 今年 も 僅かに 


成った な あ。 考 へて 見る と、 うかくして 一年 募して 

了った —— まあ、 僕 なぞ は 何も 為なかった。』 

『誰 だって 左様 さ。』 と 銀 之 助 も 熱心に。 

『君 は 好い よ。 君 はこれ から 農科 大学の 方へ 行って、 

自分の 好きな 研究が 自由に やれ るんだ から。』 

『時に、 僕の 送別会 もね、 生徒の 方から 明日に したい 

と 言 出した が —— 』 

『明日に？』 

『しかし、 君 も 斯うして 寝て 居る や うぢ や あ —— 』 

なま 

『な あに、 最早 愈つ たんだよ。 明日 は 是非 出掛ける。』 

『は、、、、、 瀬 川 君の 病気 は 不良くな るの も 早い し、 


快くなる の も 早い。 まあ 大病人の やうに 呻吟って るか 

う. そ  な ほ 

と 思 ふと、 ま た 虚言 を 言 つた やうに 愈る か ら 不思 議さ 

—— そリゃ あ、 もう、 毎時 御 極り だ。 それ はさう と、 

斯うして 一緒に 馬鹿 を 言 ふの も 僅かに 成って 来た。 其 

内に 御 別れ だ。』 

『左様 かねえ、 君 はもう 行って 了 ふかね え。』 

斯うい ふ 言葉 を 取 交して、 二人 は 互に 感慨に 堪 へな 

いとい ふ 様子であった。 其 時 迄、 黙って 二人の 談話 を 

ふか  だしぬけ 

聞いて、 巻 煙草ば かり 燻して 居た 準教員 は、 唐突に 

斯様な こと を 言 出した。 

『今日 僕 は 妙な こと を 聞いて 来た。 学校の 職員の 中に 


一 人 新 平民が 隠れて 居る なんて、 其 様な こと を 町の 方 

うは さ 

で 噂 する ものが 有る さう だ。』 

(三) 

『誰が 其 様な こと を 言 出したん だら う。』 と 銀 之 助 は 

準教員の 方へ 向いて 言った。 

『誰が 言 出した か、 其 は 僕 も 知らない がね。』 と 準教員 

こ ま 

はすこし 困却った やうな 調子で、 『要するに、 人の 噂に 

過ぎな いんだら うと 思 ふんだ。』 

『噂に もよりけ りさ。 其 様な こと を 言 はれち や あ、 大 


に 吾 儕が 迷惑す るね え。 克く 町の 人 は 種々 な こと を 言 

触らす。 やれ、 女の 教員が 奈何した の、 男の 教員が 

斯様した のッ て。 何故、 左様 人の 噂が 為た いんだら う。 

そんなら、 君、 まあ 学校の 職員 を 数へ て 見 給へ。 穢多 

らしい やうな 顔 付の ものが 吾 儕の 中に あるかい。 実に 

怪しからん こと を 言 ふ ぢ やない か —— ね え、 瀬 川 君。』 

斯う 言って、 銀 之 助 は 丑 松の 方 を 見た。 丑 松 は 無言 

で、 白い 毛布に 身 を 包んだ ま、。 

『は、、、、。』 と 銀 之 助 は 笑 ひ 出した。 『校長 先生 は 

きち やう めん 

随分 几帳面な 方 だが、 なん ぼなんでも 新 平民と は 思 は 

れ ないし、 と 言って、 教員 仲間に 其 様な もの は 見当り 


さう も 無い。 左様 さな あ —— いやに 気取って るの は 勝 

野 君 だ —— まあ、 其 様な 嫌疑の か、 るの は 勝 野 君 位の 

もの だ。』 

『まさか。』 と 準教員 も 一 緒に なって 笑った。 

『そんなら、 君、 誰 だと 思 ふ。』 と 銀 之 助 は 戯れる やう 

に、 『さ しづめ、 君ぢ やない か。』 

『馬鹿な こと を 言 ひ 給へ。』 と 準教員 はすこし 憤然と 

する。 

『は、、、、、 君 は 直に 左様 怒る から 不可。 なにも 君 

ほんた う 

だと 言った 訳で は 無い よ。 真箇に、 君の やうな 人に は 

じょうだん 

戯語も 言へ ない。』 


『しかし。』 と 準教員 は 真面目に 成って、 『是が もし 事 

実 だと 仮定 すれば —— 』 

『事実？ 到底 其 様な こと は 有 得べ からざる 事実 だ。 』 

と 銀 之 助 は 聞 入れなかった。 『何故と 言って 見 給へ。 

学校の 職員 は 大抵 出処が 極って 居る。 君 等の やうに 講 

習 を 済まして 来た 人 か、 勝 野 君の やうに 検定試験から 

入って 来た 人 か、 または 吾 儕の やうに 師範 出か —— 是 

より 外に は 無い。 若し 吾 儕の 中に 其 様な 人が 有る とす 

れば、 師範 校 時代に もう 知れて 了 ふね。 卒業す る 迄 も 

其が 知れずに 居る なんて こと は、 寄宿舎 生活が 許さ な 

いさ。 検定試験 を 受ける やうな 人 は、 いづれ 長く 学校 


に 関係した 連中 だから、 是も 知れずに 居る 害が 無し、 

なほ さら 

君 等の 方 はまた 猶更 だら う。 それ 見 給へ。 今にな つて、 

突然 其 様な - 」 と を 言 触らす と いふ は、 すこし 可笑し い 

ぢ やない か。』 

『だから II 』 と 準教員 は 言葉に 力を入れて、 『僕 だ つ 

ちし 

て も 事実 だ と 言 つた 訳で は 無 い サ。 若 事実 だと 仮定す 

れば、 と 言つ たん サ。』 

ちし 

『若 かね。 は、、、、。 君の 言 ふ 若 は 仮定す る 必要の 

無い 若 だ。』 

『左様 言へば まあ 其 迄 だが、 しかし 万一 其 様な ことが 

有る とすれば、 奈何い ふ 結果に 成って 行く もの だら う 


—— 僕は考 へたば かりで も 恐し いやうな 気がする。』 

銀 之 助 は 答へ なかった。 二人の 客 はもう それぎ り 

斯様な 話 を 為なかった。 

やが 

鱸て 二人が 言葉 を 残して 出て 行かう とした 時 は、 丑 

松 は 喪心した 人の やうで、 其 顔色 は 白い 毛布に 映って、 

一 層 蒼 ざめ て 見えた ので ある。 『あ、、 瀬 川 君 は 未だ 

快くな いんだら う。』 斯う 銀 之 助 は 自分で 自分に 言 ひ 

乍ら、 準教員と 一緒に 楼梯を 下りて 行った。 

しばら < 

暫時 丑 松 は 茫然と して 部屋の 内 を 眺め 廻して 居た が、 

急に 寝床 を 片付けて、 着物 を着更 へて 見た。 不図 思 ひ 

ついた やうに、 押入の 隅のと ころに 隠して 置いた 書物 


を 取 出した。 それ は いづれ も 蓮 太 郎を思 出させる もの 

で、 彼の 先輩が 心血と 精力と を 注ぎ 尽 したと いふ 『現 

代の 思潮と 下層社会』、 小冊子に は 『平凡なる 人』、 『労 

働』、 『貧しき もの、 慰め』、 それから 『懺悔 録』 なぞ。 

丑 松 は 一 々内部 を 好く 改めて 見て、 蔵書の 印が はりに 

お  みとめ 

捺 して 置いた 自分の 認印を 消して 了った。 ほかに、 床 

の 間に 置 並べ た 語学の 参考書の 中から、 五六 冊 不要な 

の を 抜 取って、 塵埃 を 払って、 一緒にして 風呂敷に 包 

んで 居る と、 丁度 そこへ 裝裟 治が 入って 来た。 

『御 出掛？』 

斯う 声を掛ける。 丑 松 はすこし 周章て たとい ふ 様子 


して、 別に 返事 もしない のであった。 

『この 寒い のに 御 出掛な さるんで すか。』 と 裝裟治 は 

あき  あ-を 

呆れて、 蒼 ざめ た 丑 松の 顔 を 眺めた。 『気分が 悪くて 

寝て 居な さる 人が —— まあ。』 

『いや、 もう 悉皆 快くな つた。』 

『ほ、、、、。 それ はさう と、 御腹が 空き やしたら う。 

あんた 

何 か 食べて 行きな すったら —— まあ、 貴方 は 今朝から 

何 も 食べな さらな いぢ や ご はせん か。』 

丑 松 は 首 を 振って、 すこしも 腹 は 空かない と 言った。 

ぐ わいた う はづ 

壁に 懸けて ある 外套 を 除して 着た の も、 帽子 を 冠つ 

たの も、 着る 積り も 無く 着、 冠る 積り も 無く 冠った の 


で、 丁度 感覚の 無い 器械が 動く やうに、 自分で 自分の 

為る こと を 知らない 位であった。 丑 松 はまた、 友達が 

ひきだし 

持って来て 呉れた 月給 を 机の 抽 E の 中へ 入れて、 其 内 

を 紙の 袋の ま 、抉へ も 入れた。 尤も 掛許 置いて、 幾許 

自分の 身に 着けた か、 それすら 好く は 覚えて 居ない。 

斯うして 書物の 包 を 提げて、 成るべく 外套の 袖で 隠す 

やうに して、 鱸て ぶら りと 蓮華 寺の 門 を 出た。 

(四) 

雪 は 往来に も、 屋根の 上に もあった。 『みの 帽子』 を 


冠り、 蒲の 脛 穿 を 着け、 爪掛を 掛けた 多くの 労働者、 

または 毛布 を 頭から 冠 つて 深く 身 を 包んで 居る 旅人の 

そん  めの まへ 

群 —— 其 様な 手 合が 眼前 を 住ったり 来たりす る。 人 や 

ゆき ぞリ  いくつ 

馬の 曳く雪 橇は幾 台 か 丑 松の 側 を 通り過ぎた。 

ゆきよけ  のきび さし  も う 

長い 廻廊の やうな 雪 除の 『がんぎ』 (軒 廂) も 最早 

役に立つ やうに 成った。 往来の 真中に 堆 高く 搔 集めた 

白い 小山の 連接 を 見る と、 今に 家々 の 軒丈よりも 高く 

降リ 積って、 これが 飯 山 名物の 『雪山』 と 唄 はれる か 

な リはひ くるしみ 

と、 冬期の 生活の 苦痛 を 今更 の やうに 堪 へがた く 思 出 

させる。 空の 模様 はまた 雪に でも 成る か。 薄い 日の ひ 

かり を 眺めた ばかりで も、 丑 松 は 歩き 乍ら 慄 へたので 


ある。 

かみ まち  かつ 

上 町の 古本屋に は 嘗て 雑誌の 古 を 引取って 貰った 縁 

みせさき  さい は ひ 

故 もあった。 丁度 其 店頭に 客の 居なかった の を 幸 、 

ついと 丑 松 は 帽子 を 脱いで 入って、 例の 風呂敷 包 を 何 

ま ん 

気な く 取 出した。 『すこしば かり 書籍 を 持って来 まし 

た —— 奈何で せう、 是を 引取って 頂きたい のです が。』 

あきんど 

と 其 を 言へば、 亭主 は 直に 丑 松の 顔色 を 読んで、 商人 

らしく 笑って、 驢て膝 を 進め 乍ら 風呂敷 包 を 手前へ 引 

寄せた。 

『ナ 二、 掛許 でも 好 いんです から —— 』 

と 丑 松 は 添加して 言った。 


ほど 

亭主 は 風呂敷 包 を 解いて、 一冊々々 書物の 表紙 を 調 

ベた 揚句、 それ を 二通りに 分けて 見た。 語学の 本 は 本 

で 一 通り。 兎も角も 其 丈 は 丁寧に 内部 を 開けて 見て、 

それから 蓮 太郎の 著した もの は 無造作に 一 方へ 積 重ね 

た。 

いかほど 

『何程ば かりで 是は御 譲りに 成る 御 積り なんです か。』 

と 亭主 は 丑 松の 顔 を 眺めて、 さも 持 余した やうに 笑つ 

た。 

『まあ、 貴方の 方で 思った ところ を附 けて 見て 下さ 

い。』 

『どうも 是節は 不景気でして、 一 向に 斯うい ふ ものが 


捌け やせん。 御 引取り 申しても 好う ご はすが、 しかし 

金高が あまり 些少で。 実は 申 上げる にしゃしても、 

こちら  おね だん 

是 方の 英語の 方 だけの 御 直 段で、 新刊 物の 方 はほんの 

御 愛嬌 —— 』 と 言って、 亭主 は考 へて、 『こり や 御 持 帰 

りに 成り やした 方が 御 為 かも 知れ やせん。』 

『折角 持って来た ものです —— まあ、 左様 言 はずに、 

引取れる ものなら 引取って 下さい。』 

『あまり 些少です が、 好う ご はす か。 そんなら、 別々 

に 申 上げ やせう か。 それとも 籠め て 申 上げ やせう か。』 

『籠め て 言って 見て 下さい。』 

『奈何で せう、 精一杯な ところ を 申 上げて、 五十 五 銭。 


へ、、、、。 それで 宜しかったら 御 引取り 申して 置き 

やす。』 

『五十 五 銭？』 

と 丑 松 は 寂し さう に 笑った。 

もとより 何程で も 好い から 引取って 貰 ふ 気。 直に 話 

は 纏った。 あ、 書物ば かり は 売る もので 無い と、 予 

て 丑 松 も 思 はないで は 無い が、 然し こ、 へ 持って来た 

の は 特別の 事情が ある。 やがて 自分の 宿処と 姓名と を 

先方の 帳面へ 認めて やって、 五十 五 銭 を 受取った。 

念の為、 蓮 太郎の 著した もの だけ を 開けて 見て、 消し 

て 持って来た 瀬 川と いふ 認 印のと ころ を 確め た。 中に 


一 冊、 忘れて 消して 無い のがあった。 『あ —— ちょっと、 

筆 を 貸して 呉れません か。』 斯う 言って、 借りて、 赤々 

あざやか 

と 鮮明に 読まれる 自分の 認 印の 上へ、 右から も 左から 

も 墨 黒々 と 引いた。 

『斯うして 置き さへ すれば 大丈夫。』 II 丑 松の 積り 

は 斯うであった。 彼の 心 は 暗かった ので ある。 思 ひ 迷 

ふば かりで、 実は 奈何して い、 か 解らなかった ので あ 

る。 古本屋 を 出て、 自分の 為た こと を考へ 乍ら 歩いた 

時 は、 もう 哭 きたい 程の 思に 帰った。 

『先生、 先生 —— 許して 下さい。』 

と 幾度 か 口の 中で 繰返した。 其 時、 あの 高 柳に 蓮 太 


郎と 自分と は 何の 関係 も 無い と 言った こと を 思 出した。 

とがめ  まも  いひ わけ 

鋭い 良心の 詰責 は、 身 を衛る 余儀な さの 弁解と 闘って、 

胸に は剌 される やうな 深いく 悲痛 を 感ずる。 丑 松 は 

は  おそ  めあて 

羞ぢ たり、 畏れたり しながら、 何処へ 行く とい ふ 目的 

も 無しに 歩いた。 


(五) 


おんさけ さかな 

一 ぜんめ し、 御酒 肴、 笹屋、 として ある は、 かねて 

敬 之 進と 一 緒に 飲んだ ところ。 丑 松の 足 は 自然と そち 

らの 方へ 向いた。 表の 障子 を 開けて 入る と、 そこ こ、 


のみく ひ  かみさん 

に 二三の 客 もあって、 飲食して 居る 様子。 主婦 は 

ながしもと  かまど  いそが 

流 許へ 行ったり、 竈の 前に 立ったり して、 多忙し さ 

し：： r- はし をり 

うに 尻 端折で 働いて 居た。 

『主婦さん、 何 か 有ます か。』 

斯う 丑 松 は 声を掛けた。 主婦 は 煤けた 柱の 傍に 立つ 

て、 手 を 拭き 乍ら、 

あいにく こんち  なんに 

『生憎 今日は 何も 無くて 御 気の毒 だいな あ。 川魚の 

煮いた のに、 豆腐の 汁なら ご はす。』 

『そんなら 両方 貰 ひませ う。 それで 一 杯 飲まして 下さ 

い。』 

其 時、 一 人の 行商が 腰掛けて 居た 樽 を 離れて、 浅黄 


の 手拭で 頭 を 包み 乍ら、 丑 松の 方 を 振 返って 見た。 雪 

ま、  よりか、 

靴の 儘で 柱に 倚 凭って 居た 百姓 も、 一寸 盗む やうに 丑 

かみさん かし  コップ 

松 を 見た。 主婦が 傾げた 大徳 利の 口 を 玻璃 杯に 受けて、 

いき 

茶色に 気の 立つ 酒 をな みく と 注いで 貰 ひ、 立って 飲 

そリ ひき 

み 乍ら、 上目で 丑 松 を 眺める 橇曳 らしい 下等な 労働者 

もあった。 斯うい ふ 風に、 人々 の 視線が 集まった の は、 

と  かく  か は  ぼしい ま.^ 

鬼に 角 毛色の 異 つた 客が 入って 来た 為、 放肆な 雑談 

さまた  もっと  こ 

を 妨げられ たからで。 尤も 斯の 物見高い 沈黙 は 僅か 

ま  ろ 

の 間であった。 やがて 復た 盛んな 笑声が 起った。 炉の 

火 も 燃え 上った。 丑 松 は 炉辺に 満ち 溢れる 『ぼや』 の 

かなが  くるみ あし 

烟 のに ほひ を 嗅ぎ 乍ら、 そこへ 主婦が 持 出した 胡桃 足 


の 膳 を 引 寄せて、 黙って 飲んだり 食ったり して 居る と、 

丁度 出て 行く 行商と 摺違 ひに 釣の 道具 を 持 つて 入って 

来た 男が ある。 

『よう、 めづ らしい 御客様が 来て ますね。』 

と 言 ひ 乍ら、 釣竿 を 柱に たてかけ たの は 敬 之 進で あ 

つた。 

『風 間さん、 釣です か。』 斯う 丑 松 は 声を掛ける。 

『いや、 どうも、 寒い の 寒くない のッ て。』 と 敬 之 進 は 

丑 松と 相対に 座 を 占めて、 『到底 川端で 辛 棒が 出来な 

いから、 廃め て 帰って来た。』 

『ちった あ 釣れました かね。』 と 聞いて 見る。 


『獲物 無し サ。』 と 敬 之 進 は 舌 を 出して 見せて、 『朝 か 

やりき 

ら 寒い 思 をして、 一匹 も 釣れない では 君、 遣 切れない 

ぢ やない か。』 

其 調子が いかにも 可笑しかった。 盛んな 笑声が 百姓 

そリ ひき 

や 橇曳の 間に 起った。 

とりあへ ず  さか づき 

『不 取敢、 一 つ 差 上げ ませう。』 と 丑 松 は 盃 の 酒 を 飲 

乾して 薦める。 

まる 

『へえ、 我輩に 呉れる のかね。』 と 敬 之 進 は 目 を 円く し 

て、 『こり や あ 驚いた。 君から 盃を貰 はう と は 思 はな 

かった II 道理で 今日は 釣れない 訳 だよ。』 と 思 はず 

よだれ 

流れ 落ちる 诞を 拭った ので ある。 


間も無く 酒 瓶の 熱い のが 来た。 敬 之 進 は 寒さと 酒 慾 

とで 身 を 震 はせ 乍ら、 さも/^ 甘 さう に 地酒の 香 を 嗅 

いで 見て、 

『しばらく 君に は 逢はなかった やうな 気がする ねえ。 

我輩 も 君、 学校 を 休めてから 別に 是と いふ 用が 無い も 

ん だから、 斯様な 釣 なぞ を 始めて —— しかも、 拠 な 

しに。』 

『何です か、 斯の 雪の 中で 釣れ るんで すか。』 と 丑 松 は 

箸 を 休めて 対 手の 顔 を 眺めた。 

『素人 は 其 だから 困る。 尤も 我輩 だって 素人 だが ね。 

は、、、、。 まあ 商売人に 言 はせ ると、 冬 はまた 冬で ■ 


人の 知らない ところに 面白味が ある。 ナニ、 君、 風 さ 

へ 無け リゃ、 左様 思った 程で も 無い よ。』 と 言って、 敬 

之 進 は 一 口 飲んで、 『然し、 瀬 川 君、 考 へて 見て 舆れ給 

へ。 何が 辛い と 言った つて、 用が 無くて 生きて 居る ほ 

ど 世の中に 辛い こと は 無い ね。 家内 やなん かが 錯々 と 

働いて 居る 側で、 自分ば かり 懐手して 見ても 居られ 

ずサ。 まだ それでも、 斯うして 釣に 出られる やうな 日 

は 好い が、 屋外へ も 出られな いやうな 日と 来て は、 実 

に 我輩 は 為る 事が 無くて 困る。 左様い ふ 日に は、 君、 

他に 仕方が無 いから、 まあ 昼寝 を 為る ことに 極めてね 

—— 』 


至極 真面目で、 斯様な こと を 言 出した。 この 『昼寝 

ひど 

を 為る ことに 極めてね』 が 酷く 丑 松の 心 を 動かした の 

である。 

『時に、 瀬 川 君。』 と 敬 之 進 は 酒徒ら しい 手 付 をして、 

盃を 取上げ 乍ら、 『省 吾の 奴 も 長々 君の 御世 話に 成つ 

たが、 種々 家の 事情 を考 へる と、 どうも 我輩の 思 ふや 

うにば かリ もい かない ことが 有 るんで —— まあ、 その 

学校 を 退かせようかと 思 ふの だが、 君、 奈何 だら う。』 


『そり や あもう 我輩 だって 退校 させた く は 無い さ。』 

と 敬 之 進 は 言葉 を 続けた。 『せめて 普通教育 位 は 完全 

に 受けさ せたいの が 親の情 さ。 来年の 四月に は 卒業の 

出来る もの を、 今茲で 廃め させて、 小僧 奉公 なぞに 出 

しま 

して 了 ふの は 可愛 さう だ、 と は 思 ふんだ が、 実際 止む 

あ ん ぼんやり  やつ  まんざら 

を 得ん から 情ない。 彼 様な 茫然した 奴 だが、 万更 学問 

が 嫌 ひで も 無い と 見えて、 学校から 帰る と 直に 机に 向 

つて は、 何 か 独りで やって ますよ。 どうも 数学が 出来 

なくて 困る。 其 か はり 作文 は 得意 だと 見えて、 君から 

お ほ よろこ 

「優」 なんて 字 を 貰って 帰って来 ると、 それ は大 悦び 

さ。 此頃も 君に 帳面 を 頂いた 時 なぞ は、 先生が 作文 を 


書け ッて 下す つたと 言って ね、 まあ 君 どんなに 喜び ま 

したら う。 その 嬉しがり やうと 言ったら、 大切に 本箱 

の 中へ 入れて 仕舞って 置いて、 何度 出して 見る か 解ら 

ない 位さ。 彼の 晚は 寝言にまで 言った よ。 それ、 左様 

いふ 風 だから、 兎に角 やる 気で は 居 るんだ ねえ。 其 を 

思 ふと 廃して 了へ と 言 ふの は 実際 可愛 さう でも ある。 

しかし、 君、 我輩の やうに 子供が 多勢で は 左に も 右に 

も 仕様が無い。 一 概に 子供と 言 ふけれ ど、 その子 供が 

なかく 馬鹿にな らん。 悪戯な くせに、 大飯食 ひば か 

こ ん 

リ 揃って 居て  は、、、、、 まあ 君 だから 斯様な こ 

そんな 

とまで も 御 話す るんだ が、 まさか 親の 身と して、 其 様 


に 食 ふな、 三 杯 位に して 節へ て 置け、 なんて 過多 吝嗇 

した こと も 言へ な いぢ やない か。』 

斯うい ふ 述懐 は 丑 松 を 笑 はせ た。 敬 之 進 も 亦た 寂し 

さう に 笑って、 

ま、 は、 

『ナ 二、 それ もね、 継母で でも 無け リゃ、 また そこに 

も ある。 省 吾の 奴 を 奉公に でも 出して 了ったら、 と 我 

輩が 思 ふ の は、 実は 今の 家内との 折 合が 付かな い から。 

我輩 はお 志 保 や 省 吾の こと を考 へる 度に、 どの位 あの 

二人の 不幸 を 泣いて やる か 知れない。 奈何して 継母 

あんな  こな ひだ 

とい ふ もの は 彼 様 邪推 深いだら う。 此 頃も此 頃で、 ホ 

ラ 君の 御寺に 説教が 有ました らう。 彼晚、 遅くな つて 


省 吾が 帰って来た。 さあ、 家内 は 火の やうに なって 怒 

そんな  も う うち 

つて、 其 様に 姉さんの ところへ 行きた くば 最早 家なん 

ぞへ 帰らなくても 可。 出て 行って 了へ。 必定 また 御寺 

へ 行って 余計な こと をべ らく 喋 舌ったら う。 必定 ま 

た 姉 さ んに 悪い 智慧 を 付けら れ たら う。 だから 私の 言 

ふこと なぞ は 聞かな いんだ。 斯う 言って、 家内が 責め 

る。 すると 彼奴 は 気が 弱い もんだ から、 黙って 寝床の 

内へ 潜り込んで、 しくく やって 居ました つけ。 其 時、 

我輩 も考 へた。 寧 そこり や 省 吾 を 出した 方が jH^。 左様 

すれば、 口 は 減る し、 喧嘩の 種 は 無くなる し、 あるひ 

は 家庭が 一 層 面白く やって 行かれる かも 知れない。 い 


や I どうかす ると、 我輩 は 彼の 省 吾 を 連れて、 二人 

で 家 を 出て 了 はう か 知らん、 とい ふやうな 気に も 成る 

のさ。 あ、。 我輩の 家庭 なぞ は 離散す るより 外に 最早 

方法が 無くなって 了った。』 

次第に 敬 之 進 は 愚痴な 本性 を 頭した。 酒気が 身体へ 

廻った と 見えて、 頰も、 耳 も、 手まで も 紅く 成った。 

丑 松 は 又、 一向 顔色が 変らない。 飲めば 飲む 程、 反つ 

て頰は 蒼白く 成る。 

『しかし、 風 間さん、 左様 貴方の やうに 失望した もの 

でも 無いで せう。』 と 丑 松 は 言 ひ 慰めて、 『及ばず乍ら 

私 も 力に 成って 上げる 気で 居 るんで す。 まあ、 其盃を 


乾したら 奈何です か II 一  つ 頂き ませう。』 

『え？』 と 敬 之 進 はちら くした 眼 付で、 不思議 さう 

あ ひて 

に 対 手の 顔 を 眺めた。 『これ は 驚いた。 盃を 呉れろ と 

仰 るんで すか。 へえ、 君 は 斯の方 もなかく いけ るん 

だね。 我輩 は 又、 飲めない 人 かとば かり 思って 居た。』 

と 言って 盃を さす。 丑 松 は 其 を 受取って、 一息に ぐ 

いと 飲 乾して 了った。 

あき  ど -っ 

『烈しい ねえ。』 と 敬 之 進 は 呆れて、 『君 は 今日は 奈何 

かしゃし ないか。 左様 君の やうに 飲んでも 可の か。 ま 

あ、 好 加減に した 方が 好から う。 我輩が 飲む の は不思 

議 でも 何でも無 いが、 君が 飲む の は 何だか 心配で 仕様 


が 無い。』 

『何故？』 

『何故 ッて、 君、 左様 ぢ やない か。 君と 我輩と は 違 ふ 

ぢゃ 無い か。』 

『 ォ ゝゝ ゝゝ fl 

と 丑 松 は 絶望した 人の やうに 笑った。 

(七) 

何 か 敬 之 進 は 言 ひた いこと が 有つ て、 其 を 言 ひ 得な 

いで、 深い 溜息 を 吐く とい ふ康 子。 其 時 はもう 百姓 も、 


橇曳も 出て 行って 了った。 余念 も 無く 流 許で 鍋 を 鳴 

らして 居る 主婦、 裏口の 木戸のと ころに 佇立んで 居る 

はなし  さまた 

子供、 この 人達より 外に 二人の 談話 を 妨げる もの は 

無かった。 高い 天井の 下に 在る もの は、 何もかも 暗く 

煤けた 色 を 帯びて、 昔の 街道の 名残 を顕 して 居る。 

あちらの 柱に 草鞋、 こちらの 柱に 干瓢、 壁に よせて 黄 

な 南瓜 いくつか 並べて ある は、 いかにも 町 は づれの 古 

い 茶屋ら しい。 土間 も 広くて、 日 あたりに 眠る 小猫 も 

あった。 寒さの 為に 身 を 潜め 乍ら 目 を 瞑って 居る 鶏 も 

あった。 

あか リ まど  も 

薄い 日の 光 は 明 窓から 射して、 軒から 外へ 泄れる 


煙の 渦 を 青白く 照した。 丑 松 は 茫然と 思 ひ 沈んで、 炉 

に 燃え 上る 『ぼや』 の焰を 熟視め て 居た。 赤々 とした 

火の 色 は 奈何に 人の 苦痛 を 慰める もので あらう。 のみ 

ならず、 強 ひて 飲んだ 地酒の 酔 心地から、 やたらに 丑 

松 は 身を慄 はせ て、 時には 人目 も 関 はず 泣きたい 程の 

思に 帰った。 あ、 声 を 揚げて 放肆に 泣いたなら、 と 

うる ぼ 

思 ふ 心 は 幾度 起る か 知れない。 しかし 涙 は 頰を霑 さ 

なかった —— 丑 松 は 嗚咽く か はりに、 大きく 口 を 開い 

て 笑った ので ある。 

『あ、。』 と 敬 之 進 は 嘆息して、 『世の中に は、 十 年 も 

つきあ  いつでも 

交際って 居て、 それで 毎時 初対面の やうな 気の する 人 


も 有る し、 又、 君の やうに、 其 様に 深い 懇意な 仲で 無 

くても、 斯うして 何もかも 打明けて 話したい 人が 有る。 

我輩が 斯様な 話 をす るの は、 実際、 君より 外に 無い。 

まあ、 是非 君に 聞いて 貰 ひたいと 思 ふこと が 有 るんで 

こな ひだ 

ね。』 とす こし 言 淀んで、 『実は —— 此頃 久し 振で 娘に 

逢 ひました。』 

『お 志 保さん に？』 丑 松の 胸 は 何となく 踊る ので あつ 

た。 

『とい ふの は、 君、 あの 娘の 方から 逢って 呉れろ とい 

ことづけ  もっと 

ふ 言伝が あって —— 尤も、 我輩 もね、 君の 知って る 通 

リ 蓮華 寺と は 彼き いふ 訳 だし、 それに 家内 は 家内 だ し 、 


する からして、 成るべく 彼の 娘に は 逢 はない やうに し 

て 居る。 ところが 何 か 相談したい ことが 有る と 言 ふ も 

ん だから、 まあ、 その、 久し 振で 逢って 見た。 どうも 

若い ものが ずん く 大きく 成る のに は 驚いて 了 ふねえ。 

まるで 見 違へ る 位。 それで 君、 何の 相談 かと 思 ふと、 

最早々々 奈何しても 蓮華 寺に は 居られない、 一日 も 早 

く 家へ 帰る やうに して 舆れ、 頼む、 と 言 ふ。 事情 を 聞 

いて 見る と 無 現 もない。 其 時 我輩 も 始めて 彼の 住職の 

性質 を 知った やうな 訳 サ。』 

と 言って、 敬 之 進 は 一 寸 徳利 を 振って 見た。 生憎 酒 

は 盃 に 満たなかった。 やがて  一 口 飲んで、 両手で 口 


はた  な 

の 端 を 撫で 廻して、 

『斯うです。 まあ、 君、 聞いて 呉れ 給へ。 よく 世間に 

は 立派な 人物 だと 言 はれて 居ながら、 唯 女性と いふ も 

のに かけて、 非常に 弱い 性質の 男が ある ものだね。 蓮 

華 寺の 住職 も 矢 張 其 だら うと 思 ふよ。 彼程 学問 も あり、 

弁才 も あり、 何 一 っ備 はらない ところの 無い 好い人で、 

殊に 宗教の 方の 修行 もして 居ながら、 それで まだ 迷が 

出る とい ふの は、 君、 奈何い ふ 訳 だら う。 我輩 は 娘 か 

ら 彼の 住職の こと を 聞いた 時、 どうしても 其が 信じら 

れ なかった。 いや、 噓 だとし か 思 はれなかった。 実に 

人 は 見かけに よらない もの さね。 ホラ、 彼の 住職 も 長 


いこと 西 京へ 出張して 居ました よ。 丁度 帰って来 たの 

は、 君が 郷里の 方へ 行って 留守だった 時 さ。 それから 

とい ふ もの は、 まあ 娘に 言 はせ ると、 奈何しても 養父 

さんの 態度と は 思 はれない と 言 ふ。 かりそめにも 仏の 

御 弟子で はない か。 裝裟を 着て 教を 説く 身分で はない 

か。 自分の 職業に 対しても、 もうす こし 考 へさうな も 

の だと 思 ふんだ。 あまり 浅 猿し い、 馬鹿馬鹿し いこと 

で、 他に 話 も 出来ない やね。 奥様 はまた 奥様で、 彼 様 

いふ 性質の 女 だから、 人並 勝れて 嫉妬深い と 来て 居る。 

娘 はもう 悲ぃ やら 恐 し い やら で、 夜 も碌々 眠られない 

あき  t  J の 

と 言 ふ。 呆れた ねえ、 我輩 も 是話を 聞いた 時 は。 だか 


うち 

ら、 君、 娘が 家へ 帰りたい と 言 ふの は、 実際 無理 もな 

い。 我輩 だって、 其 様な ところへ 娘 を 遣って 置きた く 

は 無い。 そり や あもう 一日 も 早く 引取りたい。 そこが 

それ 情ない ことに は、 今の 家内が もうす こし 解って 居 

て 呉れる と、 奈何に でもして 親子で やって 行かれない 

こと も 有るまい と 思 ふけれ ど、 現に 省 吾一 人に すら 持 

余して 居る ところへ、 またお 志 保の 奴が 飛込んで 来て 

とても 

見 給へ —— 到底 今の 家内と 一 緒に 居られる もん ぢゃ無 

い。 第一、 八 人の 親子が 奈何して 食へ よう。 其 ゃ是ゃ 

を考 へる と、 我輩の 口から 娘に 帰れと は 言 はれな いぢ 

やない か。 噫、 辛抱、 辛抱 —— 出来る こと を 辛抱す る 


の は 辛抱で も 何でも無い、 出来ない ところ を 辛抱す る 

ほんた う  しっか リ 

のが 真実の 辛抱 だ。 行け、 行け、 心 を 毅然 持て。 奥様 

とい ふ もの も附 いて 居る。 その 人の 傍に 居て 離れない 

やうに したら、 よも や 無理な こと を 言懸 けられ もし ま 

い。 たと へ 先方が 親ら しい 行為 をし ない 迄 も、 これ ま 

で 育て、 貰った 恩義 も 有る。 一 旦 蓮華 寺の 娘と 成った 

以上 は、 奈何な 辛い ことがあ らうと 決して 家へ 帰るな。 

そこ を 勤め 抜く のが 孝行と いふ もの だ。 とま あ、 賺し 

たり 励 したりして、 無理やりに 娘 を 追 立て、 やった よ。 

思へば 可愛 さうな もの さ。 あ、、 あ、、 斯うい ふ 時に 

先 の 家内が 生きて 居た な らば —— 』 


敬 之 進の 顔に は 真実と 苦痛と が 表れて、 眼 は 涙の 為 

に 濡れ 輝いた。 成程、 左様 言 はれて 見る と、 丑 松 も 思 

な か  ありさま 

ひ 当る ことがない でもない。 あの 蓮華 寺の 内部の 光景 

を考 へる と、 何 か 斯う 暗い 雲が 隅のと ころに 蟠 つて、 

絶えず 其が 家庭の 累 を 引 起す 原因で、 住職と 奥様と 

は 無言の 間に 闘って 居る かの やう —— 壁 11 へば 一 方で 日 

が あたって、 楽しい 笑声の 聞え る 時で も、 必ず 一方に 

は 暴風雨が 近 いて 居る。 斯うい ふ 感想 は 毎日の やう 

うち  よ  つの づき あ ひ 

に 有った。 唯 其 は 何処の 家庭に も克く ある 角 突 合 —— 

まあ、 住職と 奥様と は 互 ひに 仏 弟子の こと だから、 言 

は、 V 高尚な 夫婦喧嘩、 と 丑 松 も 想像して 居た ので、 よ 


もや 其 雲の わ だか まりが お 志 保の 上に あらう と は 思 ひ 

らいらく 

設けなかった ので ある。 奥様が わざ/ \ 磊落ら しく 

よそ ほ  へう きん 

装 つて、 剽軽な こと を 言って、 男の やうな 声 を 出して 

笑 ふの も、 其 為 だら う。 紅涙が 克 くお 志 保の 顔 を 流れ 

るの も、 其 為 だら う。 どうも を かしい/ \ と 思って 居 

たこと は、 この 敬 之 進の 話で 悉皆 読めた ので ある。 

しょんぼり  ま、 

長い こと 二人 は 悄然と して、 互 ひに 無言の 儘で 

さしむ かひ 

相対 に 成って 居た。 


第 拾 七 章 


勘定 を 済まして 笹屋を 出る 時、 始めて 丑 松 は 月給の 

うち を 幾許 抉に 入れて 持って来 たとい ふこと に 気が 

着いた。 それ は 銀貨で 五十 銭ば かりと、 外に 五 円 紙幣 

一枚あった。 父の 存命中 は 毎月 為替で 送って 居た が、 

今 は 其 を 為る 必要 も 無い か はり、 帰省の 当時 大分 費つ 

た 為に 斯 金が 大切の ものに 成って 居る、 彼是 を考 へる 

と 左様 無暗に は 費 はれない。 しかし 丑 松の 心 は 暗 かつ 

た。 自分の ことより は 敬 之 進の 家族 を憐 むの が 先で、 


兎に角 省 吾の 卒業す る 迄、 月謝 や 何 か は 助けて 遣りた 

つま リ 

い —— 斯う 考へ るの も、 畢竟 はお 志 保 を 思 ふからで あ 

つた。 

酔って 居る 敬 之 進 を 家まで 送り届ける ことにして、 

一緒に 雪道 を 歩いて 行った。 慄 へる やうな 冷い 風に 吹 

かれて、 寒 威に 抵抗す る 力が 全身に 満ち 溢れる と 同時 

に、 丑 松 はまた 精神の 内部の 方で もす こし 勇気 を 回復 

した。 並んで 一緒に 歩く 敬 之 進 は、 と 見る と —— 釣竿 

かつ  そんな ひど 

を 忘れずに 舁 いで 来た 程、 其 様に 酷く 酔って 居る とも 

思 はれない が、 しかし 不規則な、 覚束ない 足 許で、 

彼方へ よろく、 是 方へ よろ/ \、 どうかす ると 往来 


の 雪の 中へ 倒れ か 、りさう に 成る。 『あぶない、 あぶ 

ない。』 と 丑 松が 言へば、 敬 之 進 は 僅かに 身 を 支へ て、 

『ナ 二、 雪の 中 だ？ 雪の 中、 結構 —— 下手な 畳の 上よ 

り も、 結句 是 方が 気楽 だからね。』 これに は 丑 松 も 持 余 

しま  も  この ゆき  ど う 

して 了って、 若し 是 雪の 中で 知らずに 寝て 居たら 奈何 

する だら う、 斯う 思 ひやって 身 を 震 はせ た。 斯の 老朽 

な 教育者の 末路、 彼の 不幸な お 志 保の 身の上 —— まあ、 

丑 松 は 敬 之 進 親子の ， J とば か リ思ひ つ :>  け 乍ら 随 い て 

行った。 

すま ひ 

敬 之 進の 住居と いふ は、 どこから 見ても 古い 粗 造な 

農家 風の 草屋。 もとは 城 側の 広小路と いふと ころに 士 


族 屋敷の 一 つ を 構へ たと か、 其 はもう ずっと 旧い 話で、 

下 高 井の 方から 帰って来た 時に、 今のところへ 移住ん 

だので ある。 入口の 壁の 上に 貼付けた もの は、 克く北 

信の 地方に 見かける 御札で、 烏の 群れて 居る 光景 を 表 

ひ ぱ たうが らし 

して ある。 土壁に は 大根の 乾 葉、 唐 辛 なぞ を 懸け、 粗 

よしず  ねんぐ 

末な 葦簾の 雪が こ ひもして あった。 丁度 其 日 は 年貢 を 

むしろ  うづ だか 

納める と 見え、 入口の 庭に 筵 を 敷きつ め、 堆 高く 盛 上 

もみ 

げた 粗 は 土間 一 ぱいに 成って 居た。 丑 松 は 敬 之 進 を 助 

け 乍ら、 一緒に 敷居 を 跨いで 入った。 裏木戸の ところ 

に 音 作、 それと 見て K 寄って、 いつまでも 昔 忘れぬ 

しもべ 

従僕ら しい 挨拶。 


『今日は 御 年貢 を 納める やうに ッて、 奥様 も 仰 リゃ 

して —— はい、 弟の 奴 も 御手 伝 ひに 連れて 参 じ やし 

た。』 

斯うい ふ 言葉 を 夢中に 聞 捨て 、 、 敬 之 進 は 其処へ 倒 

れて 了った。 奥の 方で は、 教気を 含んだ 細君の 声と 一 

緒に、 叱られて 泣く 子供の 声 も 起る。 『何し たんだ、 ど 

うい ふもん だ —— めた (幾度 も) 悪戯し ちゃ 困る ぢゃ 

ないかい。』 とい ふ 細君の 声 を 聞いて、 音 作 は 暫時 耳 を 

澄まして 居た が、 鱸て 思 ひついた やうに、 

『まあ、 それでも 旦那さん の 酔 ひなす つたこと は。』 

と 旧の 主人 を憐ん で、 助け 起す やうに して、 暗い 


障子の 蔭へ 押 隠した。 其 時、 口笛 を 吹き 乍ら、 入って 

来たの は 省 吾で ある。 

『省 吾さん。』 と 音 作 は 声を掛けた。 『御 願 ひで ご はす 

ぢゃ うや  なま リ 

が、 彼の地 親さん (ぢ おやの 訛、 地主の 意) にな あ、 

早く 来て 下さい ッて、 左様 言って 来て 御 具なん しょ 

や。』 

(二) 

間も無く 細君 も 奥の 方から 出て 来て、 其処に 酔 倒れ 

て 居る 敬 之 進が 復 た/ \ 丑 松の 厄介に 成った こと を 知 


つた。 周囲に 集る 子供 等 は、 いづれ も 母親の 思惑 を 

憚って、 互に 顔 を 見合せ たり、 慄 へたり して 居た。 

流石に 丑 松の 手前 も あり、 音 作 兄弟 も 来て 居る ので、 

細君 は 唯 夫 を 尻目に 掛けて、 深い 溜息 を 吐く ばかりで 

あった。 毎度 敬 之 進が 世話に 成る こと、 此頃 はまた 省 

吾が 結構な もの を 頂いた こと、 其ゃ是 やの 礼 を 述べ 乍 

ら、 せか/ \ と 立ったり 座ったり して 話す。 丑 松は斯 

細君の 気の 短い、 忍耐力の 無い、 愚痴な ところ も 感じ 

易い ところ も 総て 外部へ 露出れ て 居る やうな —— まあ、 

t  み 

四十 女に 克く ある 性質 を 看て 取った。 丁度 そこへ 来て、 

とぼ が ほ 

座り もせず、 御辞儀 もせず、 恍け 顔に 立った 小娘 は、 


斯 細君の 二番目の 児で ある。 

そんな  ひとさま 

『これ、 お 作 や。 御辞儀し ねえ かよ。 其 様に 他 様の 前 

で 立って る もん ぢゃ無 えぞよ。 奈何して 吾 家の 児は斯 

う 行儀が 不良 い だらず —— 』 

とい ふ 細君の 言葉 なぞ を 聞 入れる お 作で は 無かった。 

見る からして 荒 くれた、 男の児の やうな 小娘。 これが 

はらち が ひ き やう だい 

お 志 保の 異母の 姉妹と は、 奈何しても 受取れ ない。 

『まあ、 斯児は 兄姉 中で 一 番 仕様が無え —— もうす 

こし 母さんの 言 ふこと を 聞く やう だと 好い けれど。』 

と 言 はれても、 お 作 は 知らん顔。 何時の間にか ぶい 

と艇 出して 行って 了った。 


午後の 光 は 急に 射 入って、 暗い 南 窓の 小 障子 も 明る 

く、 幾年 張替 へずに あるかと 思 はれる 程の 紙の 色 は 赤 

黒く 煤けて 見える。 『あ、 日が 照って 来た、』 と 音 作 は 

さっき  あんばい 

喜んで、 『先刻 迄 は 雪模様で したが、 こり や 好い 塩梅 

だ。』 斯う 言 ひ 乍ら、 弟と 一 緒に 年貢の 準備 を 始めた。 

薄く 黄ばんだ 冬の 日 は斯の 屋根の 下の 貧苦と 零落と を 

照した ので ある。 一度 農家 を 訪れた もの は、 今 丑 松が 

腰掛けて 居る 板 敷の 炉辺 を 想像す る ことが 出来る であ 

らう。 其処 は 家族が 食事 をす る場処 でも あれば、 客 を 

款待す 場処 でも ある。 庭 は 又、 勝手で も あり、 物置で 

も あり、 仕事場で も あるので、 表から 裏口へ 通り抜け 


て、 すくなくも 斯の 草屋の 三分の 一 を 土間で 占めた。 

あちら  カンテラ  こちら 

彼方の 棚に は 茶 椀、 皿 小鉢、 油 燈等を 置き、 是 方の 壁 

に は 鎌 を 懸け、 種物の 袋 を 釣る し、 片隅に 漬物 桶、 炭 

ごちゃく 

俵。 台所の 道具 は 耕作の 器械と 一緒にして 雑然 置 並 

ベて あった。 高い ところに 鶏の 塒も 作り付け てあつ 

たが、 其 は 空巣 も 同然で、 鳥ら しい ものが 飼 はれて 居 

ると は 見えなかった ので ある。 

斯の 草屋 はお 志 保の 生れた 場 処で無 いまでも、 蓮華 

寺へ 貰 はれて 行く 前、 敬 之 進の 言葉に よれば 十三の 春 

ひど 

まで、 斯の 土壁の 内に 育てられ たとい ふこと が、 酷く 

丑 松の 注意 を 引いた。 部屋 は 三 間ば かり も 有る らしい。 


軒の 浅い 割合に 天井の 高い のと、 外部に 雪が こ ひのし 

て 有る のとで、 何となく 家の 内が 薄暗く 見える。 壁 は 

粗末な 茶色の 紙で 張って、 年々 の 暦と 錦絵と が 唯一 つ 

の 装飾と いふ ことに 成って 居た。 定めしお 志 保 も斯の 

をと こ をん な 

古 壁の 前に 立って、 幼い 眼に 映る 絵の 中の 男女 を自 

分の 友達の やうに 眺めた ので あらう。 思 ひやる と、 其 

おもかげ  なつか 

昔の こと も 俤 に 描かれて、 言 ふに 言 はれぬ 可 懐し さ 

を 添へ るので あった。 

其 時、 草色の 真綿 帽子 を 冠り、 糸 織の 綿 入 羽織 を 着 

あまり  あら は 

た、 五十 余の 男が 入口のと ころに 顕れ た。 

ぢゃ うや 

『地 親さん で やすよ。』 


と 省 吾 は 呼ば 、 り 乍ら 入って 来た。 

(三) 

地主と いふ は 町会 議員の 一 人。 陰気な、 無 愛 t 相な、 

ご  ゑし やく 

極く く 口の 重い 人で、 一 寸丑 松に 会釈した 後、 黙つ 

て炉の 火に 身 を 温めた。 斯うい ふ 性質の 男 は克く 北部 

の 信 州 人の 中に あって、 理由 も 無しに 怒った やうな 顔 

付 をして 居る が、 其 実 怒って 居る ので も 何でも無い。 

丑 松 は 其 を 承知して 居る から、 格別 気に も 留めないで、 

したく  いそが  ありさま 

年貢の 準備に 多忙し い 人々 の 光景 を 眺め 入って 居た。 


い っぞゃ 郊外で 細君 や 音 作 夫婦が 秋の 収穫に 従事した 

こと は、 まだ 丑 松の 眼に あり/ \ 残って 居る。 斯の庭 

ひと.^ せ  むくい 

に 盛 上げた S の 小山 は、 実に 一 年の 労働の 報酬な ので、 

今 その 大部分 を 割いて 高い 地代 を 払 はう とする ので あ 

つた。 

ます 

十六 七ば かりの 娘が 入って 来て、 筵の 上に 一 升桝を 

やが 

投げて 置いて、 鱸て また 艇 出して 行った。 細君 は 庭の 

片隅に 立って、 腰のと ころへ 左の 手 を あてが ひ 乍ら、 

さもく つまらな いと 言った やうな 風に 眺めた。 泣い 

て 屋外から 入って 来たの は、 斯の 細君の 三番 目の 児、 

お 末と 言って、 五 歳に 成る。 何 か 音 作に 言 ひな だめら 


れて、 お 末 は 尚々 身を慄 はせ て 泣いた。 頭から 肩、 肩 

から 胴まで、 泣きじゃく りする 度に 震へ 動いて、 言 ふ 

こと も 能く は 聞 取れない。 

『今に 母さんが 好い 物 を 呉れる から 泣くな よ。』 

と 細君 は 声を掛けた。 お 末 は 啜り 上げ 乍ら、 母親の 

側へ 寄って、 

『手が 冷 い —— 』 

『手が 冷い？ そんなら 早く 行って 炬燒へ あたれ。』 

斯う 言って、 凍った 手 を 握 /ながら、 細君 はお 末 を 

奥の 方へ 連れて行った。 

ろばた 

其 時 は 地主 も 炉辺 を 離れた。 真綿 帽子 を 襟 巻が はり 


にして、 袖口と 袖口と を 鳥の 羽翅の やうに 搔 合せ、 半 

ば 顔 を 埋め、 我と 我 身 を 抱き 温め 乍ら、 庭に 立って 音 

作 兄弟の 仕度す るの を 待って 居た。 

『奈何で ござんすな あ、 靱 のこしら へ 具合 は。』 

と 音 作 は 地主の 顔 を 眺める。 地主の 声 は 低くて、 其 

返事が 聞 取れない 位。 驢て、 白い 手 を 出して 粗 を抄っ 

て 見た。 一粒 口の 中へ 入れて、 掌 上の を も 眺め 乍ら、 

『空穀 が 有る ねえ。』 

ひや、 か 

と 冷酷な 調子で 言 ふ 。 音 作 は 寂し さ うに 笑って、 

『空穀 でも 無いで やす —— 雀に は 食 はれ やした が、 し 

かし 坊主 (稲の 名) が 九分で、 目 は 有り やすよ。 まあ、 


一 俵 造 へて 掛けて 見やせ う。』 

六つば かりの 新しい 俵が 其処へ 持 出された。 音 作 は 

箕の 中へ S を抄 入れて、 其 を 大きな 円形の 一斗 桝 へう 

つす。 地主 は 『とぼ』 (丸 棒) を 取って 桝の上 を 平に 撫 

で 量った。 俵の 中へ は 音 作の 弟が 詰めた。 尤も 弟 は 

もど か 

黙って 詰めて 居た ので、 兄の 方 は 焦躁し がって、 『貴様 

これへ 入れろ —— 声 掛けな くち や 御 年貢の やうで 無く 

て F 可。』 と 自分の 手に 持つ 箕を 弟の 方へ 投げて 遣った。 

『さあ、 沢山 入れろ II 一  わたりよ、 二 わたりよ。』 

と 呼ぶ 音 作の 声が 起った。 一俵に つき 大桝で 六 斗 

づ、、 外に 小桝で —— 娘が 来て 投げて 置いて 行った の 


で、 三 升 づ、、 都合 六 斗 三 升の 籾の 俵が 其処へ 並んだ。 

『六 俵で 内 取に 願 ひやせう。』 

さんだ はら お ほ 

と 音 作 は 俵 蓋 を掩ひ 冠せ 乍ら 言った。 地主 は 答へ 

なかった。 目 を 細く して 無言で 考 へて 居る は、 胸の 中 

に 十露盤 を 置いて 見る らしい。 何時の間にか 音 作の 弟 

が 大きな 秤 を 持って来た。 一俵 掛けて、 兄弟して う 

んと 力を入れた 時 は、 二人とも 顔が 真紅に 成る。 地主 

はか リざを  た ひら  おも リ 

は 衡 の 平均に なった の を 見澄まして、 錘の 糸 を 動 

かない やうに 持 添 へ 乍ら 調べ た。 

のぞ 

『いくら 有 やす。』 と 音 作 は視き 込んで、 『む、、 

ではう でえ 

出放題 ある は —— 』 


『十八 貫 八 百 —— 是は 魂消た。』 と 弟 も 調子 を 合せる。 

『十八 貫 八 百 あれば、 まあ、 好い 粗です。』 と 音 作 は 腰 

を 延ばして 言った。 

『しかし、 俵に も ある。』 と 地主 は どこまでも 不満足ら 

しい 顔 付。 

『左様です。 俵に も 有 やすが、 其 は 知れた もんです。』 

とい ふ 兄の 言葉に 附 いて、 弟 はまた 独語の やうに、 

『俺が とこ は 十八 貫 あれば 好いだ。』 

『なにしろ、 坊主 九分 交りと いふ 粗です からな あ。』 

斯う 言って、 音 作 は 愚し い 目 付 をしながら、 傲然と 

した 地主の 顔色 を 窺 ひ 澄ました ので ある。 


(四) 

こ  ありさま  あはれ 

斯の 光景 を 眺めて 居た 丑 松 は、 可憐な 小作人の 

き やうが い  たと ひ  かたぎ 

境涯 を 思 ひや つ て —— 仮令 音 作が 正直な 百姓 気質 か 

ら、 いつまでも 昔の 恩義 を 忘れないで、 斯うして 零落 

した 主人の 為に 尽す としても —— なか/ \ 細君の 痩 腕 

で斯の 家族が 養 ひきれ る もの では 無い とい ふこと を感 

じた。 お 志 保が 苦しい から 帰りたい と 言った ところで、 

『第一 、 八 人の 親子が 奈何して 食へ よう』 と 敬 之 進 も 酒 

の 上で 泣いた。 噫、 実に 左様 だ。 奈何して 斯様な とこ 


ろへ 帰って来られよう。 丑 松 は 想像して 慄 へたので あ 

る。 

『まあ、 御茶 一 つお 上り。』 と 音 作に 言 はれて、 地主 は 

寒さう に 炉辺 へ 急いだ。 音 作 も 腰に 着けた 煙草 入 を 取 

出して、 立って 一 服 やり 乍ら、 

『六 俵の 二 斗 五 升 取です か。』 

あざけ 

『二 斗 五升ッ てこと が 有る もんか。』 と 地主 は 嘲 つた 

やうに、 『四 斗 五 升よ。』 

『四 斗 …… 』 

『四 斗 五 升ぢゃ 無い や、 四 斗 七 升 だ —— 左様 だ。』 

『四 斗 七 升？』 


斯うい ふ 二人の 問答 を、 細君 は 黙って 聞いて 居た が、 

もう/^ 堪 へ きれな いと 言 つた やうな 風に、 横 合から 

話 を 引取って、 

『音さん。 四 斗 七 升の 何のと 言 はないで、 何卒 悉皆 

ぢゃ うや  おくん  わし 

地 親さん の 方へ 上げて 了って 御 M なんしょ や —— 私 は 

もう 些少 も 要り やせん。』 

そ ん  おくさん  あき 

『其 様な、 奥様の やうな。』 と 音 作 は 呆れて 細君の 顔 を 

眺める。 

『あ、。』 と 細君 は 嘆息した。 『11: 程 私ば かり 焦心って 

見たところで、 肝心の 家の 夫が 何 も 為ずに 飲んだ では、 

やりきれる 箬 がご はせん。 其 を 思 ふと、 私 はもう 働く 


しま  おまけ 

気 も 何も 無くなって 了 ふ。 加 之に、 子供 は 多勢で、 

与太 (頑愚) な ものば かり 揃って 居て —— 』 

さ う おっしゃ  わし 

『まあ、 左様 仰 ら ないで、 私に 任せな され —— 悪い 

やうに は 為ね えから せえ て。』 と 音 作 は 真心 籠め て 

いひ なぐさ 

言 慰 めた。 

じゅばん  まぶち 

細君 は襦 梓の 袖口で 眶を押 拭 ひ 乍ら、 勝手元の 方 

くひ もの  したく 

へ 行って 食物の 準備 を 始める。 音 作の 弟 は 酒 を 買って 

帰って来る。 大 丼が 出たり、 小皿が 出たり すると ころ 

ぁリ あはせ 

を 見る と、 何が 無くと も 有 合の もので 一 杯 出して、 地 

主に 飲んで 貰 ふとい ふ 積り らしい。 思へば 小作人の 

こ、 ろね あはれ 

心根 も 可 傷な ものである。 万事 は 音 作の はから ひ、 酒 


の 肴に は 蒴篛と 油 楊の 煮 付、 それに 漬物 を 添へ て 出 

す 位な もの。 鱸て 音 作 は 盃 を 薦めて、 

『冷です よ、 燜 では ご はせんよ —— 地 親さん は是 方で 

いらっしゃ るから。』 

ほぶみ もら 

と 言 はれて、 始めて 地主 は 微笑 を泄 したので ある。 

其 時まで、 丑 松 は 細君に 話したい と 思 ふ ことがあつ 

て、 其 を 言 ふ 機会 も 無く 躊躇して 居た ので あるが、 斯 

うして 酒が 始 つて 見る と、 時是 地主が 帰って 行く か 

解らない。 御 相伴に 一 つ、 と 差される 盃を 辞退して、 

ついと 炉辺 を 離れた。 表の 入口のと ころへ 省 吾 を 呼ん 

で、 物の 蔭に 佇立み 乍ら、 抉から 取 出した の は 例の 紙 


の 袋に 入れた 金で ある。 丑 松 は 斯う 言った。 後刻で 斯 

の 金 を 敬 之 進に 渡して 吴れ。 それから 家の 事情で 退校 

させる とい ふ 敬 之 進の 話 もあった が、 月謝 や 何 か は 

斯 中から 出して、 是非 今迄 通りに 学校へ 通 はせ て 貰 ふ 

つけた 

やうに。 『い、 かい、 君、 解った かい。』 と 添加して、 

それ を 省 吾の 手に 握らせる のであった。 

『まあ、 君 は 何とい ふ 冷い 手 をして ゐる だら う。』 

斯う 言 ひ 乍ら、 丑 松 は 少年の 手 を 堅く 握り締めた。 

じつ  あどけ 

熟と 其 の 邪気な い 顔 付 を 眺めた 時 は、 あ のお 志 保 の 涙 

ぬ  す >  ひとみ 

に 霑れた 清し い 眸 を 思 出さずに 居られなかった ので 

ある。 


(五) 

敬 之 進の 家 を 出て 帰って 行く 道す がら、 すくなくも 

丑 松 はお 志 保の 為に 尽し たこと を考 へて、 自分で 自分 

ちかづ 

を 慰めた。 蓮華 寺の 山門に 近いた 頃 は、 灰色の 雲が 

低く 垂下って 来て、 復た 雪になる らしい 空模様で あつ 

さう ぜん 

た。 蒼然と した 暮色 は、 た、 X さへ 暗い 丑 松の 心に、 一 

層の 寂し さ 味気な さ を 添へ る。 僅かに 天の 一方に あた 

つて、 遠く 深く 紅 を 流した やうな は、 沈んで 行く 夕 

日の 反射した ので あらう。 


宵の 勤行の 鉦の 音 は 一 種 異様な 響 を 丑 松の 耳に 伝へ 

も う  しゃう じ や 

る やうに 成った。 それ は 最早 世 離れた 精舎の 声の や 

うに も 聞えなかった。 今は梵 音の 難 有 味 も 消えて、 唯 

同じ 人間 世界の 情慾の 声、 とい ふ 感想し か 耳の 底に 残 

ら ない。 丑 松 は 彼の 敬 之 進の 物語 を 思 ひ 浮べた。 住職 

を 卑しむ 心 は、 卑しむ とい ふより は 怖れる 心が、 胸 を 

衝 いて 湧 上って 来る。 しかしお 志 保 は 其 程 香の ある 花 

だ、 其 程 人を嫵 ける 女らしい ところが 有る の だ、 と斯 

う 一方から 考 へて 見て、 いよく 其 人を憐 むと いふ 

心地 に 成った ので ある。 

蓮華 寺 の 内部 の 光景 —— 今 は 丑 松 も 明に 其 真相 を 読 


むこと が 出来た。 成程、 左様 言 はれて 見る と、 それと 

はしいた ま  さう 

ない 物の 端に も 可 傷し い 事実 は 顕れて 居る。 左様 言 は 

れて 見る と、 始めて 丑 松が 斯の 寺へ 引越して 来た 時の 

あた 、かさ 

やうな 家庭の 温 味 は 何時の間にか 無くなって 了った。 

二階へ 通 ふ 廊下のと ころで、 丑 松 はお 志 保に 逢った。 

あ を  かなしみ あ ふ 

蒼 ざめ て 死んだ やうな 女の 顔 付と、 悲哀の 溢れた 

くろ ひとみ  たそがれ どき  ほの 

黒眸 と は —— たと ひ 黄昏 時の 仄かな 光の なかに も I 

I 直に 丑 松の 眼に 映る。 お 志 保 も 亦た 不思議 さう に 丑 

さう しん 

松の 顔 を 眺めて、 丁度 喪心した 人の やうな 男の 様子 を 

注意して 見る らしい。 一 一人 は 眼と 眼 を 見 交した ばかり 

ゑし やく 

で、 黙って 会釈して 別れた ので ある。 


自分の 部屋へ 入って 見る と、 最早 そこいら は 薄暗 か 

つた。 しかし 丑 松 は 洋燈を 点けよう とも 為なかった。 

長い こと 茫然と して、 独りで 暗い 部屋の 内に 座って 居 

た。 

(六) 

『瀬 川さん、 御 勉強です か。』 

と 声を掛けて、 奥様が 入って 来たの は、 それから 二 

時間ば かり 経っての こと。 丑 松の 机の 上に は、 日々 の 

力ん がへ  力. S い 

思想 を 記入れ る 仮綴の 教案 簿 なぞが 置いて ある。 黄ば 


んだ 洋燈の 光 は 夜の 空気 を 寂し さう に 照して、 思 ひ 沈 

んで 居る 丑 松の 影 を 古い 壁の 方へ 投げた。 煙草の けむ 

り も 薄く 籠って、 斯の 部屋の 内 を 朦朧と 見せた ので あ 

る。 

『何卒 私に 手紙 を 一 本書いて 下さいません か —— 済み 

ません が。』 

と 奥様 は、 用意して 来た 巻紙 状袋 を 取 出し 乍ら、 丑 

松の 返事 を 待って 居る。 其 様子が 何となく 普通で は 無 

い、 と 丑 松 も 看て 取って、 

『手紙 を？』 と 問 ひ 返して 見た。 

『長 野の 寺院に 居る 妹のと ころへ 遣りたい のです が 


すこし いひよ ど 

ね、』 と 奥様 は 少許言 淀んで、 『実は 自分で 書かう と 思 

ひまして、 書き かけて は 見たん です。 奈何 も 私共の 手 

紙 は、 唯 長く ばかり 成って、 肝心の 思 ふこと が 書け な 

い つ  あなた 

いもので すから。 寧 そこり や 貴方に 御 願 ひ 申して、 手 

短く 書いて 頂きたい と 思 ひまして —— ど うして 女の手 

紙と いふ もの は 斯う 用が 達らない のでせ う。 まあ、 私 

は 何枚 書き 損った か 知れな いんです よ —— いえ、 なに、 

そんな  むづか 

其 様に 煩し い 手紙で も 有ません。 唯 解る やうに 書い 

て 頂き さ へ すれば 好 いのです から。』 

『書き ませう。』 と 丑 松は簡 短に 引受けた。 

斯答 に 力 を 得て、 奥様 は 手紙の 意味 を 丑 松に 話した。 


この  ちゃくし だい 

一 身上の ことに 就いて 相談したい II 是 手紙 着 次第、 

是非々々々々 出掛けて 来る やうに、 と 書いて 呉れと 頼 

んだ。 蟹 沢から 飯 山 迄 は 便船 も 発つ、 もし 舟が 嫌なら、 

途中 迄 車に 乗って、 それから 雪橇 に乗替 へて 来る やう 

に、 と 書いて M れと 頼んだ。 今度と いふ 今度 こそ は 

あきら 

絶 念め た、 自分 はもう 離縁す る考 へで 居る、 と 書いて 

呉れと 頼んだ。 

『他の 人と は 違って、 貴方です から、 私 も 斯様な こと 

を 御 願 ひす るんで す。』 と 言 ふ 奥様の 眼 は 涙ぐんで 来 

たので ある。 『訳 を 御 話しません から、 不思議 だと 思 

つて 下さる かも 知れません が —— 』 


『いや。』 と 丑 松 は 対 手の 言葉 を 遮 つた。 『私 も 薄々 

聞きました —— 実は、 あの 風 間さん から。』 

『ホウ、 左様です か。 敬 之 進さん から 御 聞きでした 

か。』 と 言って、 奥様 は考 深い 目 付 をした。 

『尤も、 左様 委 敷い 事 は 私 も 知らないん です けれど。』 

『あんまり 馬鹿々々 しい ことで、 貴方 なぞに 御 話す る 

の も 面目ない。』 と 奥様 は 深 い 溜息 を 吐き 乍ら 言 つ た 。 

『噫、 吾 寺の 和尚さん も 彼 年齢に 成って、 未だ 今度の や 

うな ことが 有る とい ふ は、 全く 病気なん です よ。 病気 

こ 、ろ もち 

でで も 無くて、 奈何して 其 様な 心地 に 成る もんです か。 

まあ、 瀬 川さん、 左様 ぢゃ 有ません か。 和尚さん もね、 


彼 病気 さへ 無ければ、 実に 気分の 優しい、 好い人 物な 

ん です I 申 分の 無い 人物なん です —— いえ、 私 は 今 

だ つても 和尚さん を 信じて 居 るんで すよ。』 

(七) 

『奈何して 私 は 斯う 物に 感じ 易 いんで せう。』 と 奥様 

は 啜り 上げた。 『今度の やうな ことが 有る と、 もう 私 

は 何も 手に 着きません。 一体、 和尚さん の 病気と い 

ふの は、 今 更始った ことで も 無 いんです。 先住 は 早く 

亡くなりまして、 和尚さん が 其 後へ 直った の は、 未だ 


漸く 十七の 年だった とい ふこと でした。 丁度 私が 

この てら かたづ  ょ<  くどし 

斯 寺へ 嫁いて 来た 翌々 年、 和尚さん は 西 京へ 修業に 

行く ことに 成まして ね —— まあ、 若い 時には 能く 物が 

出来る と 言 はれて、 諸国から 本山へ 集る 若手の 中で も 

五本の 指に 数 へられた さう です よ —— それで 私 は、 其 

つれ あ ひ 

頃 未だ 生きて 居た 先住の 匹 偶と、 今 寺 内に 居る 坊さん 

おと つ 

の 父親さん と、 斯う 三人で お 寺を預 つて、 五 年ば かり 

留守居 をした ことが 有ました。 考 へて 見る と、 和尚 さ 

んの 病気 はもう 其 頃から 起って 居たん です ね。 相手の 

う を たな あぶら  こ うぢ 

女と いふ は、 西 京の 魚の 棚、 油の 小路と いふと ころに 

ある 宿屋の 総領娘、 とい ふこと が 知れた もんです から、 


せん 

さあ、 寺 内の 先の 坊さん も 心配して、 早速 西 京へ 出掛 

つれ あ ひ 

けて 行きました。 其 時、 私 は 先住の 匹 偶に も 心配 させ 

ないやう に、 檀家の 人達の 耳へ も 入れない やうに ッて、 

どんな  も  やっと 

奈何に 独りで 気 を 揉みました か 知れません。 漸 のこ 

と、 お 金を遣って、 女の 方の 手を切らせました。 そこ 

ほんた う  こ 

で 和尚さん も 真実に 懲りなければ 成らな いところ です。 

ところが 持って 生れた 病 は 仕方の無い もので、 それ か 

ら 三年 経って、 今度 は 東京に ある 真宗の 学校へ 勤める 

ことに 成る と、 復た 病気が 起り ました。』 

手紙 を 書いて 貰 ひに 来た 奥様 は、 用 を そっちの けに 

して、 種々 並べた リ訴 へたり し 始めた。 淡泊した やう 


でも そこ は 女の 持 前で、 聞いて 貰 はずに は 居られな か 

つたので ある。 

『尤も、』 と 奥様 は 言葉 を 続けた。 『其 時 は、 和尚さん 

を 独りで 遣って は不 i とい ふので —— まあ 学校の 方 か 

ら 月給 は 取れる し、 留守中の こと は 寺 内の 坊さんが 引 

つれ あ ひ 

受けて 居て 呉れる し、 それに 先住の 匹 偶 も 東京 を 見た 

いと 言 ふもんで すから、 私 も 一緒に 随 いて 行って、 三 

人して 高 輪のお 寺 を 仕切って 借りました。 其処から 学 

校へ は 程 も 無 いんです。 克く 和尚さん は 二 本稷の 

道路 を 通 ひました。 丁度 その ニ本稷 に、 若い 未亡人の 

家が あって、 斯人は 真宗に 熱心な、 教育の ある 女で し 


たから、 和尚さん も 法話 を 頼まれて 行きく しました 

よ。 忘れ もしません、 其 女と いふ は 背の すらりと した ■ 

白い 優しい 手 をした 人で、 御 墓参りに 行く ところ を 私 

も 見掛けた ことが 有ます。 ある 時、 其 未亡人の 噂が 

あの をん な 

出る と、 和尚さん は 鼻の 先で 笑って、 「む、、 彼女 か 

II 彼 様な ひねくれた 女 は 仕方が無い」 と 酷く 譏す ぢ 

や 有ません か。 奈何で せう、 瀬 川さん、 其 時 は 最早 和 

尚さん が 関係して 居たん です。 何時の間にか 女 は 和尚 

さんの 種 を 宿しました。 さあ、 和尚さん も 蒼く 成って 

了って、 「実は 済まない こと をした」 と 私の 前に 手 を 突 

あやま 

いて、 謝罪った のです。 根が 正直な、 好い 性質の 人で 


すから、 悪かった と 思 ふと 直に 後悔す る。 まあ、 傍で 

見て 居ても 気の毒な 位。 「頼む」 と 言 はれて 見る と、 私 

も 放擲って は 置かれません から、 手紙で 寺 内の 坊さん 

を 呼 寄せました。 其 時、 私の 思 ふに は、 「あ、 是は 私に 

子が 無い からだ。 若し 子供で も 有ったら 一 層 和尚さん 

も 真面目な 気分に 御成な さる だら う。 寧 そ 其 女の 児 を 

引取って 自分の 子に して 育てよう かしら。」 と 斯う 考 

へたり、 ある 時 は 又、 「みすく 私が 傍に 附 いて 居乍ら、 

其 様な 女に 子供 迄 出来た と 言 はれて は、 第一 私が 世間 

へ 恥 かしい。 いかに 言っても 情ない こと だ。 今度 こそ 

は 別れよう。」 と考 へたり したんです。 そこが それ、 女 


とい ふ もの は 気の 弱い もので、 優しい 言葉の 一 つも 掛 

けられる と、 今迄の 事 は 最早 悉皆 忘れて 了 ふ。 「あ、、 

御 気の毒 だ —— 私が 居なかったら、 奈何に 不自由 を 成 

さる だら う。」 とま あ 私 も 思 ひ 直した のです よ。 間 も 

つきたらず 

無く 女 は 和尚さん の 子 を 産 落しました。 月 不足で、 

おまけ  まる ふたつき 

加 之に 乳が 無かった ものです から、 満 二月と は 其 児 も 

生きて 居なかった さう です。 和尚さん が 学校 を 退く こ 

どれほど 

とに 成って、 飯 山へ 帰る 迄の 私の 心配 は 何程だった で 

せう —— 丁度、 今から 十 年 前の ことでした。 それから 

とい ふ もの は、 和尚さん も 本気に 成ました よ。 月に 三 

度の 説教 は 欠かさず、 檀家の 命日に は 必ず 御 経 を 上げ 


に 行く、 近在 廻り は 泊 リ掛で 出掛ける —— さあ、 檀家 

の 人達 も 悉皆 信用して、 四 年 目の 秋に は 本堂の 屋根の 

修繕 も 立派に 出来 上りました。 彼 様い ふ 調子で、 ずつ 

どんな 

と 今迄 進んで 来たら、 奈何に か 好から うと 思 ふんです 

けれど、 少許羽 振が 良くなる と 直に 物に 飽きる から 困 

あ き  ま 

る。 倦怠が 来る と、 復た 病気が 起る。 そり や あもう 和 

尚さん の 癖なん ですからね。 あ、、 男と いふ もの は 恐 

あれほど ふだん 

しい もので、 彼程 平常 物の 解った 和尚さん で 有ながら、 

みさか へ 

病気と なると 何の 判別 も 着かなくなる。 まあ 瀬 川さん、 

考 へて 見て 下さい。 和尚さん も 最早 五十一 です よ。 五 

十一 にも 成って、 未だ 其 様な 気で 居る かと 思 ふと、 実 


に 情な いぢ や 有ません か。 成程 —— 今日 飯 山 あたりの 

御寺 様で、 女 狂 ひ を 為ない やうな もの は 有 やしません。 

です けれど、 茶屋 女 を 相手に 為る とか、 妾 狂 ひ を 為る 

とか 言へば、 また そこに も 有る。 あのお 志 保に 想 を 

あき  ど う 

懸ける なんて —— 私 は 呆れて 物 も 言へ ない。 奈何 考へ 

て 見ても、 其 様な 量 見 を 起す 和尚さん では 無い 害です。 

必定、 奈何 かしたん です。 まあ、 気で も 狂って 居る に 

相違な いんです。 お 志 保 は 又、 何もかも 私に 打開け て 

話し ましてね、 「母親さん、 心配し ないで 居て 下さいよ、 

奈何な 事が 有っても 私が 承知し ません から」 と 言 ふ も 

ん ですから —— いえ、 彼 娘 は あれで なかく 毅然と し 


た 気象の 女です からね —— 其 を 私 も 頼みに 思 ひまして、 

しっか リ  おとつ 

「お 志 保、 確乎して 居て お呉れよ、 阿 爺さん だっても 物 

こ ヽろ もち 

の 解らない 人で は 無し、 お前と 私の 心地が 屈いたら、 

きっと  かへ 

必定 思 ひ 直して 下さる だら う、 阿 爺さんが 正気に 復る 

も復ら ない も 二人の 誠意 一 つに あるの だからね」 斯う 

言って、 二人で さんん \哭 きました。 なんの、 私が 和 

尚 さ んを 悪く 思 ふもん です か。 何卒し て 和尚 さ んの眼 

が 覚める やうに —— それば つかりで、 私 は 斯様な 離縁 

なぞ を 思 ひ 立つ たんです もの。』 


まご、 ろ 

誠意 籠る 奥様の 述懐 を 聞 取って、 丑 松 は 望みの 通り 

に 手紙の 文句 を 認めて やった。 幾度 か 奥様 は 口の 中 

とな  なか  さ き  ゎづら 

で 仏の 名 を唱へ 乍ら、 これから 将来の こと を 思 ひ 煩 

ふとい ふ 様子に 見える のであった。 

『おやすみ。』 

とい ふ 言葉 を 残して 置いて 奥様が 出て 行った 後、 丑 

松 は 机の 側に 倒れて 考 へて 居た が、 何時の間にか ぐつ 

すり 寝込んで 了った。 寝ても、 寝ても、 寝 足りない と 

いふ 風で、 斯うして 横に なれば 直に 死んだ 人の やうに 

成る のが 此 頃の 丑 松の 癖で ある。 のみならず、 深いと 


ころへ 陥落る やうな 睡眠で、 目が 覚めた 後 は 毎時 頭が 

重かった。 其 晚も矢 張 同じ やうに、 同じ やうな 仮寝 か 

しばらく ぼん ゃリ  やが 

ら 覚めて、 暫時 茫然と して 居た が、 鑣て 我に 帰った 頃 

は、 もう 遅かった。 雪 は 屋外に 降り 積る と 見え、 時々 

窓の 戸に あたって、 はたく と 物の 崩れ落ちる 音より 

外に は、 寂と して 声 一 つし ない、 それ は 沈静と した、 

気の 遠くなる やうな 夜 —— 無論 人の 起きて 居る 時刻で 

は 無かった。 階下で は 皆な 寝たら しい。 不図、 何か斯 

う 忍び音に 泣く やうな 若い 人の 声が 細々 と 耳に 入る。 

どうも 何処から 聞え るの か、 其 は 能く 解らなかった が、 

はしごだん 

まあ 楼梯 の 下 あたり、 暗い 廊下の 辺で でも あるか、 誰 


かしら 声 を 呑む 様子。 尚 能く 聞く と、 北の 廊下の 雨戸 

でも 明けて、 屋外 を 眺めて 居る ものら しい。 あ、 —— 

お 志 保 だ —— お 志 保の 嗚咽 だ —— 斯う 思ひ附 くと 同 

おそれ  あはれ み  おそ 

時に、 言 ふに 言 はれぬ 恐怖と 哀憐と が 身 を 襲 ふやう に 

感ぜられる。 尤も、 丑 松 は 半分 夢中で 聞いて 居た ので、 

つと 立 上つ て 部屋の 内 を 歩き 初めた 時 は、 もう 其 声が 

聞えなかった。 不思議に 思 ひ 乍ら、 浮 足に なって 耳 を 

しま ひ 

澄ましたり、 壁に 耳 を 寄せて 聞いたり した。 終に は、 

自分で 自分 を 疑って、 あるひ は 聞いた と 思った のが 夢 

でで もあった か、 と 其 音の 実か虚 かすら も 判断が 着 

しばら-く 

かなくなる。 暫時 丑 松 は 腕 組 をして、 油の 尽きて 来た 


ランプ  みまも 

洋燈の 火 を 熟視り 乍ら、 茫然と そこに 立って 居た。 夜 

は 更ける、 心 は 疲れる、 鱸て 押入から 寝道具 を 取 出し 

た 時 は、 自分で 自分の 為る こと を 知らなかった 位。 急 

に 烈しく 睡 気が 襲して 来たので、 丑 松 は 半分 眠り 乍ら 

ねまき  ま  おぼえ 

寝 衣 を着更 へて、 直に 復た 感覚の 無い ところへ 落ちて 

行った。 


第 拾 八 章 

( 一 ) 


まいとし  た-つと-つ 

毎年 降る 大雪が 到頭 やって来た。 町々 の 人家 も 往来 

うづ も 

もす ベて 白く 埋没れ て 了った。 昨夜 一晩のう ちに 四 尺 

余 も 降 積る とい ふ 勢で、 急に 飯 山 は 北国の 冬ら しい 

光景と 変った ので ある。 

斯うなる と、 最早 雪の 捨て どころ が 無い ので、 往来 

の 真中へ 高く 積 上げて、 雪の 山 を 作る。 両側 は 見事に 

削り 落したり、 叩き付け たりして、 すこし 離れて 眺め 

ると、 丁度 長い 白壁の やう。 上へ くと 積 上げて は 踏 

み 付け、 踏み付けて は 又た 積 上げる やうに 為る ので、 

のき だけ  むか 

軒丈ば かりの 高さに 成って、 対 ひ あ ふ 家と 家と は 屋根 


と廂 としか 見えなくなる。 雪の 中から 掘 出された 町 

II 譬 へば 飯 山の 光景 は 其であった。 

高 柳 利 三郎と 町会 議員の 一 人が 本 町の 往来で 出逢つ 

た 時 は、 盛んに 斯雪を 片付ける 最中で、 雪搔を 手に し 

をと こ をん な  そ こ こ 、 むらが 

た 男女が 其処 此処に 群り 集って 居た。 『どうも 大降 

リ がいた しました。』 とい ふ 極り の 挨拶 を 交換した 後、 

驢て 別れて 行かう とする 高 柳 を 呼 留めて、 町会 議員 は 

斯う 言 出した。 

『時に、 御 聞きでした か、 彼の 瀬 川と いふ 教員の こと 

を。』 

『い、 え。』 と 高 柳 は 力を入れて 言った。 『私 は 何も 


聞きません。』 

『彼の 教員 は 君、 調 里 (穢多の 異名) だって 言 ふぢ や 

有ません か。』 

『調 里？』 と 高 柳 は 驚いた やうに。 

あき  これ  しか  もっと 

『呆れた ねえ、 是に は。』 と 町会 議員 も 顔 を 皺め て、 『尤 

も、 衝々 な 人の 口から 伝り 伝った 話で、 誰が 言 出した 

ん だか 能く 解らない。 しかし 保証す るとまで 言 ふ 人が 

有る から 確実 だ。』 

『誰です か、 其 保証人と いふの は —— 』 

『まあ、 其 は 言 はずに 置かう。 名前 を 出して 呉れて は 

さ き 

困る と 先方の 人 も 言 ふんだ から。』 


ひと  もら 

斯う 言って、 町会 議員 は 今更の やうに 他の 秘密 を泄 

したと いふ 顔 付。 『君 だから、 話す —— 秘密に して 置 

いて 呉れなければ 困る。』 と舆々 も 念 を 押した。 高 柳 

あざわら ひ 

はまた 口唇 を 引 歪めて、 意味 ありげ な 冷笑 を 浮べる 

のであった。 

あべ こべ 

急いで 別れて 行く 高 柳 を 見送って、 反対な 方角へ 一 

こ  うはさず 

町ば かり も 歩いて 行った 頃、 斯の噂 好きな 町会 議員 は 

一 人の 青年に 遭遇った。 秘密に、 と 思へば 思 ふ 程、 

なほく  さ、 や 

猶々 其 を 私語かずに は 居られなかった ので ある。 

『彼の 瀬 川と いふ 教員 は、 君、 是 だって 言 ひます ぜ。』 

と 指 を 四 本 出して 見せる。 尤も 其 意味が 対 手に は 通 


じなかった。 

『是だ つて 言ったら、 君 も 解り さうな もの ぢゃ 無い 

か。』 と 町会 議員 は 手 を 振り 乍ら 笑った。 

『どうも 解りません ね。』 と 青年 は 訝し さうな 顔 付。 

さと リ  しそく 

『了解の 悪い 人 だ —— それ、 調 里の こと を 四 足と 言 ふ 

ぢ やない か。 は、、、、。 しかし 是は 秘密 だ。 誰に も 

君、 斯様な こと は 話さずに 置いて 呉れ 給へ。』 

念 を 押して 置いて、 町会 議員 は 別れて 行った。 

丁度、 そこへ 通り か、 つたの は、 学校へ 出勤しょう 

とする 準教員であった。 それと 見た 青年 は a 寄って、 

大雪の 挨拶。 何時の間にか 二人 は 丑 松の 噂 を 始めた の 


である。 

『是 はま あ 極く  く 秘密な ん だ が —— 君 だ か ら話 すが 

—— 』 と 青年 は 声 を 低く して、 『君の 学校に 居る 瀬 川 先 

生 は 調 里 ださう だね え。』 

『其 さ —— 僕 も ある 処で其 話 を 聞いた がね、 未だ 半 信 

半 疑で 居る。』 と 準教員 は 対 手の 顔 を 眺め 乍ら 言った。 

『して 見る と、 いよく 事実 かな あ。』 

『僕 は 今、 ある 人に 逢った。 其 人が 指 を 四 本 出して 見 

せて、 彼の 教員 は是 だと 言 ふぢ やない か。 はてな、 と 

は 思った が、 其 意味が 能く 解らない。 聞いて 見る と、 

四 足と いふ 意味なん ださう だ。』 


『四 足？ 穢多の こと を 四 足と 言 ふかね え。』 

『言 は あね。 四 足と 言って 解らなければ、 「よつあし」 

と 言 つたら 解る だら う。』 

『む-  「よつあし」 か。』 

かう くわ つ 

『しかし、 驚いた ねえ。 狡猾な 人間 も あれば ある も 

よい ま  かく  そん  けがら は 

の だ。 能く 今日まで 隠蔽して 居た もの さ。 其 様な 糠 

しい もの を 君 等の 学校で 教員 にして置く なんて —— 第 

一 怪しからん ぢ やない か。』 

『叱。』 

と 周章て、 制する やうに して、 急に 準教員 は 振 返つ 

て 見た。 其 時、 丑 松 は 矢 張 学校へ 出勤す ると ころと 見 


え、 深く 外套 に 身 を 包んで、 向 ふの 雪の 中 を 夢見る 人 

の やうに 通る。 何 か 斯う 物を考 へく 歩いて 行く とい 

ふこと は、 其の 沈み 勝ちな 様子 を 見ても 知れた。 暫時 

たちどま  じつ  こちら 

丑 松 も 佇立って、 熟と 是 方の 二人 を 眺めて、 鱸て 足早 

に 学校 を 指して 急 いで 行った。 

(二) 

雪に 妨げられて、 学校へ 集る 生徒 は 些少かった。 

1| 時まで 経っても 授業 を 始める ことが 出来ない ので、 

職員の ある もの は 新聞 縦覧 所へ、 ある もの は 小 使 部屋 


まはリ 

へ、 ある もの は 又た 唱歌の 教室に 在る 風琴の 周囲へ I 

やすみ 

I いづれ も 天の 与へ た 休暇と して 斯の 雪の 日 を 祝 ふか 

の やうに、 思 ひくの 圜に 集って 話した。 

とりま 

職員室の 片隅に も、 四 五 人の 教員が 大火 鉢 を 囲繞い 

た。 例の 準教員が 其 中へ 割込んで 入った 時 は、 誰が 言 

出す ともなく 丑 松の 噂 を 始めた のであった。 時々 盛ん 

な 笑声が 起る ので、 何事 かと 来て 見る ものが 有る。 

しま ひ  はなし 

終に は 銀 之 助 も、 文 平 も 来て、 斯の 談話の 仲間に 入つ 

た。 

『奈何です、 土屋 君。』 と 準教員 は 銀 之 助の 方 を 見て、 

『吾 儕 は 今、 瀬 川 君の ことに 就いて 二 派に 別れた とこ 


ろです。 君 は 瀬 川 君と 同窓の 友 だ。 さあ、 君の 意見 を 

一 つ 聞かせて S ハれ 給へ。』 

『二 派と は？』 と 銀 之 助 は 熱心に。 

『外で も 無 いんです がね、 瀬 川 君 は —— まあ、 近頃 世 

間で 噂の ある やうな 素性の 人に 相違ない とい ふ 説と、 

いや 其 様な 馬鹿な ことが 有る もの かとい ふ 説と、 斯う 

一 一 つに 議論が 別れた ところ さ。』 

うす ひげ 

『一 寸 待って 呉れ 給へ。』 と 薄 鬚の ある 尋常 四 年の 教 

師が 冷静な 調子で 言った。 『二 派と 言 ふの は、 君、 少許 

穏当で 無いだら う。 未だ、 左様 だと も、 左様で は 無い 

とも、 断言し ない 連中が 有る の だから。』 


『僕 は 確に 其 様な こと は 無い と 断言して 置く。』 と 体 

操の 教師が 力を入れた。 

『まあ、 土屋 君、 斯うい ふ 訳です。』 と 準教員 は 火鉢の 

まはリ  なが  なぜ そん 

周囲に 集る 人々 の 顔 を 眺め 廻して、 『何故 其 様な 説が 

出た かとい ふに、 そこに は 種々 議論 も 有った がね、 要 

する に 瀬 川 君の 態度が 頗る 怪しい、 とい ふの がそ 

もく 始 りさ。 吾 儕の 中に 新 平民が 居る なんて 言 触ら 

されて 見 給へ。 誰 だって 憤慨す るの は 至当 ぢ やない 

か。 君 始め 左様 だら う。 一 体、 世間で 其 様な こと を 言 

触らす とい ふの が 既にもう 吾 儕 職員 を 侮辱して るんだ。 

やま 

だから さ、 若し 瀬 川 君に 疚しい ところが 無い ものなら、 


吾 儕と 一 緒に 成って 怒り さうな もの ぢ やない か。 まあ、 

何とか 言 ふべき だ。 それ も 言 はないで、 彼 様して 黙つ 

て 居る ところ を 見る と、 奈何しても 隠して 居る としか 

思 はれない。 斯う 言 出した ものが 有る。 すると、 また 

一 人が 言 ふに は —— 』 と 言 ひかけ て、 聽て思 付いた や 

うに、 『しかし、 まあ、 止さう。』 

『何 だ、 言 ひかけ て 止す やつが 有る もんか。』 と 背の 高 

よこやり 

い 尋常 一 年の 教師が 横鎗を 入れる。 

『やるべし、 やるべし。』 と 冷笑の 語気 を 帯びて 言った 

うしろ 

の は、 文 平であった。 文 平 は 準教員の 背後に 立って、 

卷 煙草 を 籠し 乍ら 聞いて 居た ので ある。 


『しかし、 戯語ぢ や 無い よ。』 と 言 ふ 銀 之 助の 眼 は 輝 

つきあ 

いて 来た。 『僕 なぞ は 師範 校 時代から 交際って、 能く 

人物 を 知って 居る。 彼の 瀬 川 君が 新 平民 だなん て、 

其 様な ことが 有って 堪る もの か。 一 体 誰が 言 出したん 

だか 知らないが、 若し 世間に 其 様な 風評が 立つ やうな 

あくまで 

ら、 飽迄も 僕 は 弁護して 遣らな けり やならん。 だって、 

君、 考 へて 見 給へ。 こり や 真面目な 問題 だよ —— 茶 を 

飲む やうな 尋常 な 事と は 些少 訳が 違 ふよ。』 

『無論 さ。』 と 準教員 は 答へ た。 『だから 吾 儕 も 頭 を 痛 

めて 居る のさ。 まあ、 聞き 給へ。 ある 人 は 又た 斯うい 

ふこと を 言 出した。 瀬 川 君に 穢多の 話 を 持 掛ける と、 


はなし  わき そら 

必ず 話頭 を 他へ 転して 了 ふ。 いや、 転して 了 ふば かり 

ぢゃ 無い、 直に 顔色 を 変 へ るから 不思議 だ —— 其 顔色 

と 言ったら、 迷惑な やうな、 周章て たやうな、 まあ 何 

とも かと も 言 ひやう が 無い。 それ そこが 可笑し いぢ や 

て-つ リソ ば-つ 

ないか。 吾 儕と 一 緒に 成って、 「む、、 調 里坊か あ」 と 

かなんと か 言 ふ やう だ と 、 誰も 何とも 思 やしないんだ 

けれど。』 

『そんなら、 君、 あの 瀬 川 丑 松と いふ 男に 何処か 穏多 

らしい 特色が 有る かい。 先づ、 其から して 聞かう。』 と 

ゆす 

銀 之 助 は 肩 を 動った。 

『なにしろ 近頃 非常に 沈んで 居られる の は 事実 だ。』 


と 尋常 四 年の 教師 は、 腮の薄 鬚を搔 上げ 乍ら 言 ふ 。 

き、 とが 

『沈んで 居る？』 と 銀 之 助 は 聞 咎めて、 『沈んで 居る の 

は 彼 男 の 性質 さ。 それ だから 新 平民 だと は 無論 言 は 

れ ない。 新 平民で なくたって、 沈 欝な男 はいくら も 世 

間にある からね。』 

『穢多に は 一 種 特別な 臭気が 有る と 言 ふぢ やない か I 

I 嗅いで 見たら 解る だら う。』 と 尋常 一 年の 教師 は 

まぜ かへ 

混 返す やうに して 笑った。 

『馬鹿な こと を 言 給へ。』 と 銀 之 助 も 笑って、 『僕 だつ 

ていく らも 新 平民 を 見た。 あの 皮膚の 色から して、 普 

通の 人間と は 違って 居ら あね。 そリゃ あ、 もう、 新 平 


かほつ き  よのなか 

民 か 新 平民で 無い か は 容貌で 解る。 それに 君、 社会 か 

のけもの  ひが 

ら度 外にされ て 居る もんだ から、 性質が 非常に 僻んで 

居る サ。 まあ、 新 平民の 中から 男らしい 毅然した 青年 

なぞ の 産れ やうが 無 い。 どうして 彼 様な 手 合が 学問と 

もちあ  お 

いふ 方面に 頭 を 擡げられる もの か。 其から 推した つ 

て、 瀬 川 君の こと は 解り さうな もの ぢ やない か。』 

『土屋 君、 そんなら 彼の 猪 子 蓮太郎 とい ふ 先生 は 奈何 

した もの だ。』 と 文 平 は 嘲る やうに 言った。 

いひよ ど  あ 

『ナ 二、 猪 子 蓮 太 郎？』 と 銀 之 助 は 言 淀んで、 『彼の 先 

あれ 

生 は —— 彼 は 例外 さ。』 

『それ 見 給へ。 そんなら 瀬 川 君 だっても 例外 だら う I 


—— ま ゝゝ ゝゝ  ゝゝ ゝゝ fl 

う  たち 

と 準教員 は 手 を 柏って 笑った。 聞いて 居る 教員 等 も 

一 緒に なって 笑 はずに は 居られなかった ので ある。 

其 時、 斯の 職員室の 戸 を 開けて 入って 来たの は、 丑 

つぐ  しま 

松であった。 急に 一同 口 を 噤んで 了った。 人々 の 視線 

は 皆な 丑 松の 方へ 注ぎ 集った。 

『瀬 川 君、 奈何です か、 御 病気 は —— 』 

と 文 平 は 意味 ありげ に 尋ねる。 其 調子が いかにも 皮 

肉に 聞え たので、 準教員 は 傍に 居る 尋常 一年の 教師と 

顔 を 見合せ て、 思 はず 互に 微笑 を泄 した。 

『難 有う。』 と 丑 松 は IS1  力なく、 『もうす つかり 快くな 


りました。』 

かぜ  おちつ 

『風邪です か。』 と 尋常 四 年の 教師が 沈着き 澄まして 

言った。 

『は あ —— ナニ、 差した ことで も 無 かったんです。』 と 

答へ て、 丑 松 は 気 を 変へ て、 『時に、 勝 野 君、 生憎 今日 

は 生徒が 集まらなくて 困った。 斯の 様子で は土屋 君の 

送別会 も 出来さう も 無い。 折角 準備した のに ッて、 出 

て 来た 生徒 は 張 合の 無い やうな 顔して る。』 

この ゆき 

『なにしろ 是雪 だからね え。』 と 文 平 は 微笑んで、 『仕 

方が 無い、 延ばす サ。』 

斯うい ふ 話 をして 居る ところへ、 小 使が やって来た _ 


銀 之 助 は 丑 松の 方にば かり 気を取られて、 小 使の 言 ふ 

こと も 耳へ 入らない。 それと 見た 体操の 教師 は 軽く 銀 

之 助の 肩 を 叩いて、 

『土屋 君、 土屋君 —— 校長 先生が 君 を 呼んで るよ。』 

『僕 を？』 銀 之 助 は 始めて 気が付い たので ある。 

(三) 

校長 は 郡 視学と 二人で 応接室に 居た。 銀 之 助が 戸 を 

開けて 入った 時 は、 二人 差 向 ひに 椅子に 腰 懸けて、 何 

か 密議 を 凝して 居る ところであった。 


『お、、 土屋君 か。』 と 校長 は 身 を 起して、 そこに 在る 

椅子 を 銀 之 助の 方へ 押 薦めた。 『他の 事で 君 を 呼んだ 

ので は 無い が、 実は 近頃 世間に 妙な 風評が 立って —— 

定めし 其 はもう 君 も 御 承知の こと だら うけれ ど  

彼 様して 町の 人が 左 や 右 言 ふ もの を、 黙って 見ても 居 

られ ないし、 第一 斯うい ふこと が 余り 世間へ 伝播る と、 

しま ひ  ど ん 

終に は 奈何な 結果 を 来す かも 知れない。 其に 就いて、 

兹に 居られる 郡 視学さん も 非常に 御 心配な すって、 

態々 斯の 雪に 尋ねて 来て 下す つたんで す。 兎に角、 君 

は 瀬 川 君と 師範 校 時代から 御 一緒で はあり、 日頃 親し 

く 往来 もして 居られる やう だから、 君に 聞いたら 是事 


は 一番 好く 解る だら う、 斯う 思 ひまして ね。』 

『いえ、 私 だって 其 様な こと は 解りません。』 と 銀 之 助 

は 笑 ひ 乍ら 答へ た。 『何とで も 言 はせ て 置いたら 好い 

でせ う。 其 様な 世間で 言 ふやうな こと を、 一 々気にし 

き リ 

て 居たら 際限が 有ますまい。』 

『しかし、 左様い ふ もので は 無い よ。』 と 校長 は 一 寸郡 

やが 

視学の 方 を 向いて 見て、 鱸て 銀 之 助の 顔 を 眺め 乍ら、 

『君 等 は 未だ 若い から、 其 程 世間と いふ ものに 重き を 

置かな いんだ。 幼稚な やうに 見えて、 馬鹿に ならない 

の は、 世間 さ。』 

うは さ 

『そんなら 町の 人が 噂す る からと言って、 根 も 葉 も 


無い やうな こと を 取上げ るんで すか。』 

『それ、 それ だから、 君 等 は 困る。 無論 我輩 だって 其 

様な こと を 信じない さ。 しかし、 君、 考 へて 見 給へ。 

まんざら  はず 

万更 火の気の 無い ところに 煙の 楊る 害 も 無から うぢ や 

ないか。 いづれ 是には 何 か 疑 はれる やうな 理由が 有つ 

たんで せう —— 土屋 君、 まあ、 君 は 奈何 思 ひます。』 

『奈何しても 私に は 左様 思 はれません。』 

『左様 言へば、 其 迄 だが、 何 かそれ でも 思 ひ 当る 事が 

有さうな ものだねえ。』 と 言って 校長 は 一 段 声 を 低く 

して、 『一体 瀬 川 君 は 近頃 非常に 考へ 込んで 居られる 

やう だが、 何が 原因で 彼 様 憂欝に 成つ たんで せう。 以 


前 は克く 吾輩の 家へ もやって 来て 舆れ たッ けが、 此節 

はもう 薩張 寄付かない。 まあ 吾 儕と 一緒に 成って、 談 

したり 笑ったり する やう だと、 御 互 ひに 事情 も 能く 解 

るんだ けれど、 彼 様して 独りで 考 へてば かり 居られる 

もんだ から —— ホラ、 訳 を 知らない ものから 見る と、 

何 かそ こに は 後 暗い 事で も 有る やうに、 つい 疑 はなく 

て も 可い 事まで 疑 ふやう に 成 るんだら うと 思 ふの サ。』 

『いえ。』 と 銀 之 助 は 校長の 言葉 を 遮 つて、 『実は —— 

其に は 他に 深い 原因が 有 るんで す。』 

『他に？』 

『瀬 川 君 は 彼 様い ふ 性質です から、 なかく 口へ 出し 


て は 言 ひません がね。』 

『ホウ、 言 はない 事が 奈何して 君に 知れる？』 

『だって、 言葉で 知れ なくたって、 行為の 方で 知れ ま 

す。 私 は 長く 交際って 見て、 瀬 川 君が 衝々 に 変って 来 

た 径路 を 多少 知って 居ます から、 奈何して 彼 様 考へ込 

んで 居る か、 奈何して 彼 様 憂欝に 成って 居る か、 それ 

はもう 彼の 君の 為る こと を 見る と、 自然と 私の 胸に は 

感じる ことが 有 るんで す。』 

斯うい ふ 銀 之 助の 言葉 は 深く 対 手の 注意 を惹 い た 。 

校長と 郡 視学の 二人 は 巻 煙草 を 燻し 乍ら、 奈何 銀 之 助 

が 言 出す かと、 黙って 其 話 を 待って 居た ので ある。 


銀 之 助に 言 はせ ると、 丑 松が 憂欝に 沈んで 居る の は 

うは さ 

世間で 噂す る やうな こと、 全く 関係の 無い —— 実は、 

青年の 時代に は 誰し も 有 勝ちな、 其 胸の 苦痛に 烈しく 

悩まされて 居る からで。 意中の人が 敬 之 進の 娘と いふ 

こと は、 正に 見当が 付いて 居る。 しかし、 丑 松 は 彼 様 

いふ 気象の 男で あるから、 其 を 友達に 話さない のみ か、 

相手の 女に すら も 話さない らしい。 それ そこが 性分で、 

熟と 黙って 堪 へて 居て、 唯 敬 之 進と か 省 吾と か 女の 親 

さ ま ん\  し  や 

兄弟に 当る 人々 の 為に 種々 な こと を 為て遣って 居る I 

I まあ、 言 はない もの は、 せめて 尽 して、 それで 心 を 

慰める ので あらう。 思へば 人の 知らない 悲哀 を 胸に 湛 


へて 居る のに 相違ない。 尤も、 自分 は 偶然な ことか 

らして、 斯うい ふ 丑 松の 秘密 を 感得いた。 しかも 其 は 

つい 近頃の ことで 有る と 言 出した。 『とい ふ 訳で、』 と 

銀 之 助 は 額へ 手 を 当て、、 『そこへ 気が付い てから、 瀬 

川 君の 為る こと は 悉皆 読める やうに 成ました。 どうも 

可笑しい/ \ と 思って 見て 居ました ッけ —— そり や あ 

もう、 辻 棲の 合 はない やうな ことが 沢山 有った もので 

すから。』 

『成程ね え。 あるひ は 左様い ふこと が 有る かも 知れな 

い。』 

と 言って、 校長 は 郡 視学と 顔 を 見合せ た。 


(四) 

驢て銀 之 助 は 応接室 を 出て、 復 たもとの 職員室へ 来 

とりま 

て 見る と、 丑 松と 文 平の 二人が 他の 教員に 取 囲 かれ 乍 

しき リ 

ら 頻 に 大火 鉢の 側で 言 争って 居る。 黙って 聞いて 居 

る 人々 も、 見れば、 同じ やうに 身 を 入れて、 ある もの 

よりか、  ほ 、づ 1*5 

は 立って 腕 組したり、 ある もの は 机に 倚 凭って 頰杖を 

突いたり、 ある もの は 又た ぐるく 室内 を 歩き 廻った 

りして、 いづれ も 熱心に 聞 耳 を 立て、 居る 様子。 のみ 

うか， V  さぐり 

ならず、 丑 松の 様子 を 窺 ひ 澄まして、 穿鑿 を 入れる や 


うな 眼 付した もの も あれば、 半信半疑 らしい 顔 付の 手 

合 も ある。 銀 之 助 は 談話の 調子 を 聞いて、 二人が 一方 

ならず 激昂して 居る ， J と を 知 つ た。 

『何 を 君 等 は 議論して るんだ。』 

と 銀 之 助 は 笑 ひ 乍ら 尋ねた。 其 時、 人々 の 背後に 腰 

掛け、 手帳 を 繰り 繙げ、 丑 松 や 文 平の 肖 顔 を 写生し 始 

めた の は 準教員であった。 

『今ね、』 と 準教員 は 銀 之 助の 方 を 振 向いて 見ながら、 

『猪 子 先生の ことで、 大分 やかましく 成って 来たと こ 

さき  な  ま  ほ..' >95 

ろ さ。』 と 言って、 一 寸錯 筆の 尖端 を 舐めて、 復た 微笑 

み 乍ら 写生に 取懸 つた。 


『なにも 其 様に やか ま しい こと ぢ や 無 い よ。 』 斯う 文 

き とが  どう  あ 

平 は 聞 咎めた ので ある。 『奈何して 瀬 川 君 は 彼の 先生 

の 書いた もの を 研究す る 気に 成った のか、 其 を 僕 は 聞 

いて 見た ばかり だ。』 

『しかし、 勝 野 君の 言 ふこと は 僕に 能く 解らない。』 丑 

松の 眼 は 燃え 輝いて 居る のであった。 

『だ つて 君、 いづれ 何 か 原因が 有る だら うぢ やな い 

あ  まで 

か。』 と 文 平 は 飽く迄も 皮肉に 出る。 

ゆす 

『原因と は？』 丑 松 は 肩 を 動り 乍ら 言った。 

『ぢゃ あ、 斯う 言ったら 好から う。』 と 文 平 は 真面目に 

たと 

成って、 『譬 へば —— まあ 僕 は 例 を 引く から 聞き 給へ。 


こ、 に 一人の 男が 有る とした まへ。 其 男が 発狂して 居 

ると した まへ。 普通の ものが 其 様な 発狂 者 を 見た つて、 

はず 

それほど 深い 同情 は 起らない ね。 起らない 害さ、 別に 

是 方に 心 を 傷める ことが 無い の だもの。』 

『む、、 面白い。』 と 銀 之 助 は 文 平と 丑 松の 顔 を 見比べ 

た。 

も  ひど 

『ところが、 若し こ、 に 酷く 苦んだり 考 へたり して 居 

る 人が あって、 其 人が 今の 発狂 者 を 見た とした まへ。 

いたま  ありさま 

さあ、 思 ひつめ た 可 傷し い 光景 も 目に 着く し、 絶望の 

しょんぼり 

為に 痩せた 体格 も 目に 着く し、 日影に 悄然と して 死 

とい ふこと を考 へて 居る やうな 顔 付 も 目に 着く。 とい 


ふ は 外で も 無い。 発狂 者 を 思 ひやる 丈の 苦痛が 矢 張 

是方 にある からだ。 其処 だ。 瀬 川 君が 人生 問題 なぞ を 

考 へて、 猪 子 先生の 苦んで 居る 光景に 目が 着く とい ふ 

の は、 何 か 瀬 川 君の 方に も 深く 心 を 傷める ことが 有る 

から ぢゃ 無から うか。』 

『無論 だ。』 と 銀 之 助 は 引取って 言った。 『其が 無 けれ 

ば、 第一 読んで 見た つて 解り やしない。 其 だ あね、 僕 

が 以前から 瀬 川 君に 言って るの は。 尤も 瀬 川 君が 其 を 

言へ な いのは、 僕 は 百 も 承知 だが ね。』 

『何故、 言へ な いんだら う。』 と 文 平 は 意味 ありげ に尋 

ねて 見る。 


『そこが 持って 生れた 性分 サ。』 と 銀 之 助 は 何 か 思 出 

したやう に、 『瀬 川 君と いふ 人 は 昔から 斯う だ。 僕な 

さらけだ  しま 

ぞ はもう ずん/^ 暴露して、 蔵って 置く とい ふこと は 

出来ない がな あ。 瀬 川 君の 言 はな いのは、 何も 隠す 積 

りで 言 はない のぢゃ 無い、 性分で 言 へない の だ。 

は、、、、、 御 気の毒な 訳さね え —— 苦む やうに 生れ 

て 来たんだ から 仕方が無い。』 

斯う 言 つたので、 聞 いて 居る 人々 は 意味 も 無く 笑 出 

しばらく  や 

した。 暫時 準教員 も 写生の 筆 を 休めて 眺めた。 尋常 一 

• つ しろ 

年の 教師 は 又、 丑 松の 背後へ 廻って、 眼 を 細く して、 

そつ に ほひ  か 

密と 臭気 を 嗅いで 見る やうな 真似 をした。 


『実は —— 』 と 文 平は卷 煙草の 灰 を 落し 乍ら、 『ある 処 

から 猪 子 先生の 書いた もの を 借りて 来て、 僕 も 読んで 

見た。 一 体、 彼の 先生 は 奈何い ふ 種類の 人 だら う。』 

『奈何い ふ 種類と は？』 と 銀 之 助 は 戯れる やうに。 

『哲学者で もな し、 教育家で もな し、 宗教家で もな し 

II 左様 かと 言って、 普通の 文学者と も 思 はれない。』 

『先生 は 新しい 思想家 さ。 』 銀 之 助の 答 は 斯う であった。 

あざけ 

『思想家？』 と 文 平 は 嘲った やうに、 『ふ、、 僕に 言 

きちが ひ 

はせ ると、 空想家 だ、 夢想家 だ —— まあ、 一 種の 狂人 

だ。』 

其 調子が いかにも 可笑しかった。 盛んな 笑声が 復た 


聞いて 居る 教師の 間に 起った。 銀 之 助 も 一緒に 成って 

笑った。 其 時、 憤慨の 情 は 丑 松が 全身の 血潮に 交って、 

あたま  あ を 

一 時に 頭脳の 方へ 衝 きか、 るかの やう。 蒼 ざめ て 居た 

に はかに  まぶち  あか 

頰 は遽然 熱して 来て、 眶も耳 も 紅く 成った。 

(五) 

『む、、 勝 野 君 は 巧い こと を 言った。』 と 斯う 丑 松 は 言 

出した。 『彼の 猪 子 先生 なぞ は、 全く 君の 言 ふ 通り、 一 

きちが ひ  さ う 

種の 狂人 さ。 だって、 君、 左様 ぢ やない か —— 世間体 

の 好い やうな、 自分で 自分に 諂諛 ふやうな ことば かり 


ひと ふいち やう 

並べて、 其 を 自伝と 言って 他に 吹聴 するとい ふ 今の 

きちが ひ 

世の中に、 狂人で でも 無くて 誰が 冷汗の 出る やうな 懺 

悔 なぞ を 書かう。 彼の 先生の 手から 職業 を 奪取った の 

も、 彼 様い ふ 病気に 成る 程の 苦痛 を 嘗めさせ たの も、 

つま リ こ  まん かう 

畢竟 斯の 社会 だ。 其 社会の 為に 涙 を 流して、 満腔の 熱 

情 を 注いだ 著述 をしたり、 演説 をしたり して、 筆 は 折 

れ舌は 爛れる 迄 も 思 ひ 焦れて 居る なんて —— 斯様な 

大 白痴が 世の中に 有らう か。 は、、、、。 先生の 生涯 

は 実に 懺悔の 生涯，" さ。 空想家と 言 はれたり、 夢想家 

と 言 はれたり して、 甘んじて 其 冷笑 を 受けて 居る 程の 

懺悔の 生涯 さ。 「奈何な 苦しい 悲し いこと が 有らう と、 


其 を 女々 しく 訴 へる やうな もの は 大丈夫と 言 はれない。 

世間の 人の 睨む 通りに 睨ませて 置いて、 黙って 狼の や 

うに 男らしく 死ね。」 —— 其が 先生の 主義なん だ。 見 

きちが ひじ 

給へ、 まあ 其 主義から して、 もう 狂人 染みて るぢ やな 

ヽゝ 0  uru  0 コ 

y 力  25 ゝ ゝゝゝ 

『君 は 左様 激す るから 不可。』 と 銀 之 助 は 丑 松 を 慰撫 

る やうに 言った。 

『が、 僕 は 決して 激して は 居ない。』 斯う 丑 松 は 答へ た。 

あざわら 

『しかし。』 と 文 平 は 冷笑って、 『猪 子 蓮太郎 だなん て 

言 つたって、 高が 穢多 ぢ やない か。』 

『それが、 君、 奈何した。』 と 丑 松 は 突 込んだ。 


『彼 様な 下等 人種の 中から 碌な もの、 出よう 害が 無い 

さ。』 

『下等 人種？』 

『卑劣し い 根性 を 持って、 可 厭に 癖んだ やうな ことば 

かり 言 ふ ものが、 下等 人種で 無くて 君、 何 だら う。 下 

でしゃば  かんがへ 

手に 社会へ 突出ら うなん て、 其 様な 思想 を 起す の は、 

第 一大 間違 さ。 獣皮 いぢり でもして、 神妙に 引 込んで 

るの が、 丁度 彼の 先生 なぞに は 適当して 居 るんだ。』 

『は、、、、。 して 見る と、 勝 野 君 なぞ は 開化した 高 

尚な 人間で、 猪 子 先生の 方 は 野蛮な 下等な 人種 だと 言 

ふの だね。 は、、、、。 僕 は 今迄、 君 も 彼の 先生 も、 


同じ 人間 だとば かり 思って 居た。』 

『止せ。 止せ。』 と 銀 之 助 は 叱る やうに して、 『其 様な 

議論 を 為た つて、 つまらん ぢ やない か。』 

『いや、 つまらなかない。』 と 丑 松 は 聞 入れなかった。 

『僕 は 君、 是 でも 真面目なん だよ。 まあ、 聞き 給へ —— 

勝 野 君 は 今、 猪 子 先生の こと を 野蛮 だ 下等 だと 言 はれ 

たが、 実際 御 説の 通り だ。 こり や 僕の 方が 勘 違 ひ をし 

て 居た。 左様 だ、 彼の 先生 も 御 説の 通りに 獣皮 いぢり 

でもして、 神妙に して 引 込んで 居れば 好い の だ。 それ 

さへ して 黙って 居れば、 彼 様な 病気 なぞに 罹り はしな 

かった の だ。 その 身体の こと も 忘れて 了って、 一日 も 


休まずに 社会と 戦って 居る なんて —— 何とい ふ 狂人の 

態 だら う。 噫、 開化した 高尚な 人 は、 予 め 金牌 を 胸 

に 掛ける 積り で、 教育 事業 なぞに 従事して 居る。 野蛮 

な、 下等な 人種の 悲し さ、 猪 子 先生 なぞ は 其 様な 成功 

を 夢にも 見られない。 はじめからもう 野末の 露と 消え 

る 覚悟 だ。 死 を 決して 人生の 戦場に 上って 居る の だ。 

その 慨然と した 心意気 は —— は、、、、、 悲し いぢ や 

ないか、 勇し いぢ やない か。』 

と 丑 松 は 上歯 を 顕 して、 大きく 口 を 開いて、 身を慄 

はせ 乍ら 欷 咽く やうに 笑った。 欝勃 とした 精神 は体軀 

の 外部へ 満ち 溢れて、 額 は 光り、 頰の肉 も 震へ、 憤怒 


と 苦痛と で 紅く 成った 時 は、 其の 粗野な 沈欝な 容貌が 

いつも  もっと をと こ 

平素よりも 一 層 男性ら しく 見える。 銀 之 助 は 不思議 さ 

つよ 

うに 友達の 顏を 眺めて、 久し 振で 若く 剛く活 々とした 

な か  いのち  こゝろ もち 

丑 松の内 部の 生命に 触れる やうな 心地 がした。 

しま  こ ん 

対 手が 黙って 了った ので、 丑 松 も それぎ リ 斯様な 話 

おさ 

をし なかった。 文 平 はまた 何時までも 心の 激昂 を 制へ 

きれないと いふ 様子。 頭 ごな しに 罵らう として、 反 

いひ まく  けいべつ 

つて 丑 松の 為に 言 敗られた 気味が 有る ので、 軽蔑と 

にくしみ  なほ さら 

憎悪と は猶更 容貌の 上に 表れる。 『何 だ —— この 穢多 

めが』 と は 其の 怒気 を 帯びた 眼が 言った。 鱸て 文 平 は 

尋常 一 年の 教師 を 窓の 方へ 連れて行って、 


『奈何 だい、 君、 今の 談話 は II 瀬 川 君 は 最早 悉皆 自 

分で 自分の 秘密 を 自白した ぢ やない か。』 

斯う 私語いて 聞かせた ので ある。 

丁度 準教員 は 鉛筆 写生 を 終った。 人々 は いづれ も 其 

周囲へ 集った。 


第 拾 九 章 

( 一 ) 


この 大雪 を衝 いて、 巿村 弁護士と 蓮 太郎の 二人が 飯 

うは さ 

山へ 乗 込んで 来る、 とい ふ 噂 は 学校に 居る 丑 松の 耳 

にまで 入った。 高 柳 一味の 党派 は、 斯の 風説に 驚かさ 

ばう ぎよ 

れて、 今更の やうに 防禦 を 始めた とやら。 有権者の 訪 

しき リ 

問、 推薦状の 配付、 さて は 秘密の 勧誘 なぞが 頻 に 行 は 

ひとむれ 

れる。 壮士の 一群 は 高 柳 派の 運動 を 助ける 為に、 既に 

あらそ ひ 

町へ 入 込んだ ともい ふ。 選挙の 上の 争闘 は 次第に 近い 

て 来たので ある。 

其 日 は 宿直の 当番と して、 丑 松 銀 之 助の 二人が 学校 

もっと  よん どころ 

に 居残る ことに 成った。 尤も 銀 之 助 は 拠 ない 用事 

が 有る と 言って 出て 行って、 日暮 にな つ て も 未だ 帰つ 


て 来なかった ので、 日誌と 鍵と は 丑 松が 預 つて 置いた。 

ありさま 

丑 松 は 絶えず 不安の 状態 —— 暇 さ へ あれば 宿直室の 畳 

の 上に 倒れて、 独りで 考 へたり 悶えたり したので ある。 

冬の 一 曰 は 斯うい ふ 苦しい 心づ かひのう ちに 過ぎた。 

い リぁひ  ガラス まど 

入相 を 告げる 蓮華 寺の 鐘の 音が 宿直室 の 玻璃 窓 に 響い 

て 聞え る 頃 は、 殊に 烈しい 胸騒ぎ を 覚えて、 何となく 

お 志 保の 身の上 も 案じられる。 もし 奥様の 決心が お 志 

保の 方に 解りで もしたら  あるひ は、 最早 解って 居 

るの かも 知れない —— 左様なる と、 娘の 身と して 其 を 

黙って 視て 居る ことが 出来よう か。 と 言って、 奈何し 

て 彼の 継母のと ころ なぞへ 帰って 行かれよう。 


『あ、、 お 志 保さん は 死ぬ かも 知れない。』 

と 不図 斯うい ふこと を 想 ひ 着いた 時 は、 言 ふに 言 は 

かなしみ  おそ 

れぬ 哀傷が 身 を 襲 ふやう に 感ぜられた。 

待っても、 待っても、 銀 之 助 は 帰って来なかった。 

よりか、  ランプ  もと 

長い間 丑 松 は 机に 倚 凭って、 洋燈の 下にお 志 保の こと 

さまん、  ふけ 

を 思 浮べて 居た。 斯うして 種々 の 想像に 耽り 乍ら、 

しょんぼり  み つ 

悄然と 五分 心の 火 を 熟視め て 居る うちに、 何時の 間 

にか 疲労が 出た。 丑 松 は 机に 倚 凭った 儘、 思 はず 知ら 

お  しま 

ず そこ へ 寝て 了った ので ある。 

其 時、 お 志 保が 入って 来た。 


こ、 は 学校で は 無い か。 奈何して 斯様な ところへ お 

志 保が 尋ね て 来たらう。 と 丑 松 は 不思議に 考 へないで 

もなかった。 しかし 其 疑惑 は 直に 釈 けた。 お 志 保 は 何 

か 言 ひた いこと が 有って、 わざ く 自分 のと ころへ 逢 

ひに 来たの だ、 と 斯う 気が 着いた。 あの 夢見る やうな、 

や はら か 

柔嫩な 眼 —— 其 を 眺め ると、 お 志 保が 言 はう と 思 ふ ザ J 

と はあり/ \ と 読まれる。 何故、 父 や 弟にば かり 親切 

さ う よそ/ \ 

にして、 自分に は 左様 疎々 しいので あらう。 何故、 同 

じ 屋根の 下に 住む 程の 心 やすだて は 有 乍ら、 優しい 言 


くち ひる 

葉の 一 つも 懸けて 呉れない ので あらう。 何故、 其 口唇 

と  ふさが  おそれ 

は 言 ひたい こと も 言 はないで、 堅く 閉ぢ塞 つて、 恐怖 

くるしみ 

と 苦痛と で慄へ て 居る ので あらう。 

斯うい ふ 楽しい 問 は、 と は 言へ、 長く 継かなかった。 

何時の間にか 文 平が 入って 来て、 用事 ありげ にお 志 保 

うなが  しま ひ  はづか  と 

を 促した。 終に は羞 しがる お 志 保の 手 を 執って、 

無理やりに 引立て、 行かう とする。 

『勝 野 君、 まあ 待ち 給へ。 左様 君の やうに 無理な こと 

を 為な く ッても 好から う。』 

iQ しと ゾ 

と 言って、 丑 松 は 制止め る やうに した。 其 時、 文 平 

も 丑 松の 方 を 振 返って 見た。 二人の 目 は 電光の やうに 


出逢った。 

『お 志 保さん、 貴方に ぼ 事を教 へて あげる。』 

と 文 平 は 女の 耳の 側へ 口 を 寄せて、 丑 松が 隠蔽して 

居る 其 恐し い 秘密 を 私語いて 聞かせる やうな 態度 を 示 

した。 

『あ ッ、 其 様な こと を 聞かせて 奈何す る。』 

と 丑 松 は 周章て、 取鎚 らうと して —— 不図、 眼が 覚 

めた ので ある。 

夢であった。 斯う 我に 帰る と 同時に、 苦痛 は 身 を 離 

れた。 しかし 夢の 裡の 印象 は 尚 残って、 覚めた 後まで 

も 恐怖の 心が 退かない。 室内 を 眺め 廻す と、 お 志 保 も 


居なければ、 文 平 も 居なかった。 丁度 そこへ 風呂敷 包 

を擁へ 乍ら、 戸 を 開けて 入って 来たの は 銀 之 助で あつ 

た。 

『や、 どうも 大変 遅くな つた。 瀬 川 君、 まだ 君 は 起き 

て 居た のかい —— まあ、 今夜 は 寝て 話さう。』 

斯う 声を掛ける。 纏て 銀 之 助 はがた/ \ 靴の 音 を さ 

せ 乍ら、 洋服の 上衣 を 脱いで 折 釘へ 懸ける やら、 襟 を 

取って 机の 上に 置く やら、 ま た は 無造作に ズ ボン 釣 を 

外す やらして、 『あ、、 其 内に 御 別れ だ。』 と 投げる や 

うに 言った。 八 畳ば かり 畳の 敷いて ある は、 克く 二人 

の 友達が 枕 を 並べて、 当番の 夜 を 語り 明した ところ。 


今 は 銀 之 助 も 名残惜し いやうな 気に 成って、 着た 儘の 

シャツ  ねまき 

襯衣と ズボン 下と を 寝 衣が はりに、 宿直の 蒲団の 中へ 

笑 ひ 乍ら 潜り込んだ。 

『斯うして 君と 是 部屋に 寝る の も、 最早 今夜 限り だ。 』 

と 銀 之 助 は 思 出した やうに 嘆息した。 『僕に 取って は 

是が 最終の 宿直 だ。』 

『左様 かな あ、 最早 御 別れ かな あ。』 と 丑 松 も 枕に 就き 

乍ら 言った。 

『何となく 斯う 今夜 は 師範 校の 寄宿舎に でも 居る やう 

おも ひだ 

な 気がする。 妙に 僕 は 昔 を 懐 出した —— ホラ、 君と 一 

緒に 勉強した 彼の 時代の こと なぞ を。 噫、 昔の 友達 は 


皆な 奈何して 居る かな あ。』 と 言って、 銀 之 助 はすこし 

気 を 変へ て、 『其 は 左様と、 瀬 川 君、 此 頃から 僕 は 君に 

聞いて 見たい と 思 ふこと が 有 るんだ が —— 』 

『僕に？』 

『まあ、 君の やうに 左様 黙って 居る とい ふの も 損な 性 

分 だ。 どうも 君の 様子 を 見る のに、 何 か 非常に 苦しい 

事が 有って、 独りで 考 へて 独りで 煩悶して 居る、 とし 

か 思 はれな い。 そり や あもう 君が 言 はなく た つて 知れ 

るよ。 実際、 僕 は 君の 為に 心配して 居 るんだ からね。 

そんな  すこし 

だから さ、 其 様に 苦しい ことが 有る ものなら、 少許打 

開けて 話したら ば 奈何 だい。 随分、 友達と して、 力に 


成る とい ふこと も 有ら うぢ やない か。』 

(三) 

な ぜ  さ う  おも ひやり 

『何故、 君 は 左様 だら う。』 と 銀 之 助 は 同情の 深い 言 

か  しょっちゅう そっち 

葉 を 続けた。 『僕が 斯うい ふ 科学 書生で、 平素 其方 

の 研究にば かり 頭 を 突 込んで る もの だから、 あるひ は 

僕 見た やうな ものに 話した つて 解らない、 と 君 は 思 ふ 

だら う。 しかし、 君、 僕 だって 左様 冷い 人間 ぢゃ 無い 

ひと  てきず  はた  わら 

よ。 他の 手疵を 負って 苦んで 居る の を、 傍で 観て 嘲笑 

つてる やうな、 其 様な 残酷な 人間 ぢゃ 無い よ。』 


『君 はまた 妙な こと を 言 ふぢ やない か、 誰も 君の こと 

を 残酷 だと 言った もの は 無い のに。』 と 丑 松 は 臥 俯に 

なって 答へ る。 

『そんなら 僕に だって 話して 聞かせて 呉れ 給へ な。』 

『話せと は？』 

『何も 左様 君の やうに 蔵んで 居る 必要 は 有るまい と 思 

ふんだ。 言 はない から、 其で 君 は 余計に 苦し いんだ。 

まあ、 僕 も、 一時 は 研究々々 で、 あまり 解剖 的にば か 

り 物事 を 見過ぎ て 居た が、 此 頃に 成って 大に 悟った こ 

とが 有る。 それから ずっと 君の 心情 も 解る やうに 成 

つた。 何故 君が あの 蓮華 寺へ 引越した か、 何故 君が 其 


様に 独りで 苦んで 居る か —— 僕 はもう 何もかも 察して 

居る。』 

丑 松 は 答へ なかった。 銀 之 助は猶 言葉 を 継いで、 

『校長 先生 なぞに 言 はせ ると、 斯うい ふこと は 三文の 

価値 も 無い ね。 何 ぞと言 ふと、 直に 今の 青年の 病気 だ。 

しかし、 君、 考 へて 見 給へ。 彼 先生 だって 一度 は 若い 

時 も 有ったら うぢ やない か。 自分 等 は 鼻唄で 通り越し 

て 置き 乍ら、 吾 儕にば かり 掉 を 着て 歩け なんて —— 

は；；、 まあ 君、 左様 ぢゃ 無い か。 だから 僕 は 言 

つて 遣った よ。 今日 彼 先生と 郡 視学と で 僕 を 呼 付けて、 

「何故 瀬 川 君 は 彼 様考へ 込んで 居 るんだら う」 と 斯う 


聞く から、 「其 は 貴方 等 も 覚えが 有る でせ う、 誰 だって 

若い 時 は 同じ ことです」 と 言って 遣った よ。』 

『フ ゥ、 左様 かねえ、 郡 視学が 其 様な こと を 聞いた か 

ねえ。』 

『見 給へ、 君が あまり 沈んで る もんだ から、 つまらな 

いこと を 言 はれ るんだ  だ から 君 は 誤解され るん 

だ。』 

『誤解され ると は？』 

『まあ、 君の こと を 新 平民 だら うなん て —— 実に 途方 

も 無い こと を 言 ふ 人 も 有れば 有る もの だ。』 

『は、、、、。 しかし、 君、 變が新 平民 だとした とこ 


ろで、 一向 差 支 は 無 いぢ やない か。』 

長い こと 室の 内に は 声が 無かった。 細目に 点けて 置 

ランプ  も-つろう 

いた 洋燈の 光 は 天井へ 射して、 円く 朦朧と 映って 居る。 

銀 之 助 は 其 を 熟視め 乍ら、 衝々 空想 を 描いて 居た が、 

しま ひ 

あまり 丑 松が 黙って 了って 身動き も 為ない ので、 終 

に は 友達 は 最早 眠った のかと も考 へた。 

『瀬 川 君、 最早 唾た のかい。』 と 声を掛けて 見る。 

『い、 や —— 未だ 起きて る。』 

丑 松 は 息を殺して 寝床の 上に 慄 へて 居た ので ある。 

『妙に 今夜 は 眠られない。』 と 銀 之 助 は 両手 を懸 蒲団 

の 上に 載せて、 『まあ、 君、 もうす こし 話さ うぢ やない 


か。 僕 は 青年時代の 悲哀と いふ こと を考 へる と、 J,l 時 

君の 為に 泣きた く 成る。 愛と 名 —— あ、、 有為な 青年 

を活 すの も 其 だし、 殺す の も 其 だ。 実際、 僕 は 君の 心 

情 を 察して 居る。 君の 性分と して は 左様 あるべき だと 

も 思って 居る。 君の 慕って 居る 人に 就いても、 蔭 乍ら 

僕 は 同情 を 寄せて 居る。 其 だから 今夜 は 斯様な こと を 

言 出し もしたん だが、 まあ、 僕に 言 はせ ると、 あまり 

君 は 物 を 六 ケ敷考 へ 過ぎて 居る やうに 思 はれる ね。 其 

処 だよ、 僕が 君に 忠告した いと 思 ふこと は。 だって 君、 

左様 ぢゃ 無い か。 何も 其 様に 独りで 苦んで ばかり 居な 

くた つても 好から う。 友達と いふ ものが 有って 見れば、 


そこ は それ 相談の 仕様に よって、 随分 道 も 開ける とい 

ふ もの さ —— 「土 屋、 斯う 為たら 奈何 だら う」 とか 何 

とか、 君の 方から 切 出して 呉れる と、 及ばず乍ら 僕 だ 

つて 自分の 力に 出来る 丈の こと は尽 すよ。』 

『あ、、 左様 言って 呉れる の は 君ば かりだ。 君の 志 は 

ぁリ がた 

実に 難 有い。』 と 丑 松 は 深い 溜息 を 吐いた。 『まあ、 打 

開けて 言へば、 君の 察して 舆れる やうな ことが 有った。 

確かに 有った。 しかし —— 』 

『ふむ。』 

『君 はま だ克く 事情 を 知らな いから、 其で 左様 言 つ て 

呉れ るんだら うと 思 ふんだ。 実はね え —— 其 人 は 最早 


死んで 了つ たんだよ。』 

復た 二人 は 無言に 帰った。 や、 しばらくして、 銀 之 

助 は 声 を 懸けて 見た が、 其 時 はもう 返事が 無い ので あ 

つた。 

(四) 

銀 之 助の 送別会 は 翌日の 午前 か ら 午後の 二 時 頃 迄 へ 

掛けて 開ら かれた。 昼 を 中へ 揷ん だは、 弁当が はりに 

鯧の折 詰 を 出した からで。 教員 生徒 はか はる，^ 立つ 

て 別離の 言葉 を 述べた。 余興 も 幾 組 かあつた。 多くの 


無邪気な 男女の 少年 は、 互 ひに 悲ん だり 笑ったり し 

て、 稚心 にも 斯の日 を 忘れまい とする のであった。 

斯うい ふ 中に も、 独り 丑 松ば かり は 気が 気で 無い。 

何 を 見た か、 何 を 聞いた か、 殆ど 其が 記憶に も 留らな 

あたま 

かった。 唯 頭脳の 中に 残る もの は、 教員 や 生徒の 騒し 

い 笑声、 余興の ある 度に 起る 拍手の 音、 または 斯の混 

雑の 中に も 時々 意味 有げ な 様子して 盗む やうに 自分の 

方 を 見る 人々 の 眼 付 —— まあ、 絶えず 誰かに 附狙 はれ 

て 居る やうな 気がして、 其方の 心配と 屈託と 恐怖と で、 

見たり 聞いたり する ことに は 何の 興味 も 好奇心 も 起ら 

ない のであった。 どうかす ると 丑 松 は 自分の 身体です 


ら 自分の もの、 やうに は 思 はないで、 何もかも 忘れて 

心 一 つに 父の 戒を憶 出して 見る こと もあった。 『見 給 

へ、 土 屋君は 必定 出世す るから。』 斯う 私語き 合 ふ 教員 

同志の 声が 耳に 入る につけても、 丑 松 は 自分の 暗い 未 

来に 思 比べて、 すくなくも 穢多 なぞに は 生れて 来な か 

つた 友達の 身の上 を 羨んだ。 

送別会が 済む、 直に 丑 松 は 学校 を 出て、 急いで 蓮華 

寺 を 指して 帰って 行った。 蔵 裏の 入口の 庭のと ころに 

立って、 奥座敷の 方 を 眺める と、 白衣 を 着けた 一人の 

尼が 出たり 入ったり して 居る。 一昨日の 晚 頼まれて 書 

いた 手紙の こと を考 へる と、 彼が 奥様の 妹と いふ 人で 


あらう か、 と 斯う 推測が 付く。 其 時下 女の 裝裟 治が 台 

処の 方から 艇 寄って、 丑 松に 一 枚の 名刺 を 渡した。 見 

れば猪 子 蓮太郎 として ある。 裝裟治 は 言葉 を 添へ て、 

今朝 斯の 客が 尋ねて 来た こと、 宿 は 上 町の 扇屋 にと つ 

よろしく 

たとの こと、 宜 敷と 言 置いて 出て 行った こと なぞ を 話 

して、 まだ 外にで つぶり 肥った 洋服 姿の 人 も 表に 立つ 

て 居た と 話した。 『む、、 必定 巿村 さんだ。』 と 丑 松 は 

ひとりご 

独語ち た。 話の 様子で は 確かに 其ら しいので ある。 

『直に、 これから 尋ねて 行って 見よう かしら。』 と は 続 

いて 起って 来た 思想であった。 人目 を 憚る とい ふこ 

とさへ なくば、 無論 尋ねて 行きたかった ので ある。 鳥 


の やうに 飛んで 行きたかった ので ある。 『まあ、 待て。』 

と 丑 松 は 自分で 自分 を 制止め た。 彼の 先輩と 自分との 

間に は 何 か 深い 特別の 関係で も 有る やうに 見られたら、 

奈何しょう。 書いた もの を 愛読して さへ、 既に 怪しい 

と 思 はれて 居る ではない か。 まして、 うっかり 尋ねて 

行ったり なんかして —— もしゃ —— あ、、 待て、 待て、 

日の 暮れる 迄 待て。 暗くな つてから、 人知れず 宿屋へ 

逢 ひに 行かう。 斯う 用心深く 考 へた。 

『それ は 左様と、 お 志 保さん は 奈何した らう。』 と 其 人 

の 身の上 を 気遣 ひ 乍ら、 丑 松 は 二階へ 上って 行った。 

始めて 是 寺へ 引越して 来た 当時の こと は、 不図、 胸に 


浮ぶ。 見れば 何もかも 変らずに ある。 古びた 火鉢 も、 

粗末な 懸物 も、 机 も、 本箱 も。 其に 比べる と 人の 境涯 

の 頼み 難い こと は。 丑 松 は あの 鷹匠 町の 下宿から 放 

逐 された 不幸な 大日 向 を 思 出した。 丁度 斯の 蓮華 寺 か 

ら 帰って 行った 時 は、 提灯 の 光に 宵闇の 道 を 照し 乍ら、 

一 挺の 籠が 舁 がれて 出る ところであった こと を 思 出し 

た。 附 添の 大男 を 思 出した。 門口で 『御機嫌よう』 と 

言った 主婦 を 思 出した。 罵 つたり 騒いだり した 下宿 

しま ひ 

の 人々 を 思 出した。 終に は あの 『ざま あ 見や がれ』 の 

ぞ つ  つめた みぶ る ひ ぼんのくぼ 

一 言 を 思 出す と、 慄然と する 冷 い 震動が 頸窩 から 背 

骨の 髄へ かけて 流れ 下る やうに 感ぜられる。 今 は 他事 


とも 思 はれない。 噫、 丁度 それ は 自分の 運命 だ。 何故、 

新 平民ば かり 其 様に 卑 めら れ たり 辱 めら れ たりす 

るので あらう。 何故、 新 平民ば かり 普通の 人間の 仲間 

入が 出来ない ので あらう。 何故、 新 平民ば か リ斯の 社 

会に 生きながら へ る 権利が 無い ので あらう —— 人生 は 

無慈悲な、 残酷な もの だ。 

斯う 考 へて、 部屋の 内 を 歩いて 居る と、 唐紙の 開く 

音が した。 其 時 奥様が 入って 来た。 

(五) 


いかにも 落胆した やうな 様子し 乍ら、 奥様 は 丑 松の 

前に 座った。 『斯様な ことにな り やしない か、 と 思つ 

て 私 も 心配して 居たん です。』 と 前置 をして、 さて 奥様 

ゆうべ 

は 昨 宵の 出来事 を 丑 松に 話した。 聞いて 見る と、 お 志 

保 は 郵便 を 出す と 言って、 日暮 頃に 門 を 出た つきり、 

たんす 

もう 帰って来ない とのこと。 簞笥の 上に 載せて 置いて 

行った 手紙 は 奥様へ 宛てた もので —— それ は 真心 籠め 

て 話 をす る やうに 書いて あった、 ところ，^ 涙に 染ん 

で 読めない 文字す らもあった とのこと。 其 中には、 自 

さまん \ 

分 一 人の 為に 種々 な 迷惑 を 掛ける やうで は、 義理 ある 

両親に 申 訳が 無 い。 聞けば 奥様 は 離縁の 決心と やら、 


どうか それだけ 

何卒 其 丈 は 思 ひとま つ て 呉れる やうに。 十三の 年から 

こんにちまで 

今日 迄 受けた 恩愛 は 一 生 忘れまい。 何時までも 自分 は 

奥様の 傍に 居て 親と 呼び子と 呼ばれたい 心 は 山々。 何 

いんねん  あきら 

事 も 因縁 づ くと 思 ひ 諦めて 呉れ、 許して 呉れ —— 『母 

上様へ、 志 保より』 と 書いて あった、 とのこと。 

じゅばん  まぶた 

『尤も II 』 と 奥様 は 襦拌の 袖口で e を 押 拭 ひ 乍ら 

言った。 『若い もの、 ことです から、 奈何な 不量見 を 

起すまい もので もない、 と 思 ひまして ね、 昨夜 一晩中 

私 は 眠りませんで したよ。 今朝 早く 人 を 見させに 遣り 

おと つ 

ました。 まあ、 父親さん の 方へ 帰って 居る らしい、 と 

言 ひます から —— 』 斯う 言って、 気 を 変へ て、 『長 野の 


妹 も 直に 出掛けて 来て 舆れ ましたよ。 来て 見る と、 斯 

光景で せう。 どんなに 妹 も 吃驚し ました か 知れ ませ 

ん。』 奥様 はもう 啜 上げて、 不幸な 娘の 身の上 を憐 むの 

であった。 

可愛 さう に、 住 慣れたと ころ を 捨て、 義理 ある 人々 

こ-' ろ もち  どんな 

を 捨て、 雪 を 踏んで 逃げて 行く 時の 其 心地 は 奈何で 

あったらう。 丑 松 は 奥様の 談話 を 聞いて、 斯の寺 を 脱 

けて 出ようと 決心す る 迄のお 志 保の 苦痛 悲哀 を 思 ひや 

つた。 

『あ、  和尚さん だ つても 眼が 覚めました らうよ、 

むかしかたぎ 

今度と いふ 今度 こそ は。』 と 昔気質な 奥様 は 独語の や 


うに 言った。 

『なむ あみだぶ。』 と 口の 中で 繰返し 乍ら 奥様が 出て 

行った 後、 や、 しばらく 丑 松 は 古 壁に 倚 凭って 居た。 

あはれ み おも ひや リ  ことがら 

哀憐と 同情 と は 眼に 見ない 事実 を 深い 『生』 の 絵の や 

うに 活 して 見せる。 幾度 か 丑 松 はお 志 保の 有様 を —— 

斯の 寺の 方 を 見 か へりく 急いで 行く 其 有様 を 胸に 描 

いて 見た。 あの 釣と 昼寝と 酒より 外に は 働く 気のない 

けんく わ  わけても 

老朽な 父親、 泣く 喧嘩す る 多くの 子供、 就中 継母 —— 

まあ、 あの 家へ 帰って 行った としたと ころで、 果して 

是 から 将来 奈何なる だら う。 『あ、、 お 志 保さん は 死 

ぬか も 知れない。』 と 不図 昨夕と 同じ やうな こと を 思 


こ 、 ろ もち 

ひついた 時 は、 言 ふに 言 はれぬ 悲しい 心地 になった。 

急に 丑 松 は 壁 を 離れた。 帽子 を 冠り、 楼梯を 下り、 

蔵 裏の 廊下 を 通り抜けて、 何 か 用事 ありげ に 蓮華 寺の 

門 を 出た。 

(六) 

『自分 は 一 体 何処へ 行く 積り なんだら う。』 と 丑 松 は 

二三 町 も 歩いて 来た かと 思 はれる 頃、 自分で 自分に 尋 

ねて 見た。 絶望と 恐怖と に 手 を 引かれて、 目的 も 無し 

さまよ 

に 雪道 を 彷徨って 行った 時 は、 半ば 夢の 心地であった。 


往来に は 町の 人々 が 群り 集って、 春 迄 も 消えずに ある 

大雪の 仕 末で タグ 忙し さう。 板葺の 屋根の 上に 降 積った 

のが 搔 下される 度に、 それが また 恐し い 音して、 往来 

の 方へ 崩れ落ちる。 幾度 か 丑 松 は 其 音の 為に 驚かされ 

た。 それば かりで は 無い、 四 五 人 集って 何 か 話して 居 

るの を 見る と、 直に 其 を 自分の ことに 取って、 疑 はず 

怪 まずに は 居られなかった ので ある。 

と ある 町の 角のと ころ、 塩物 売る 店の 横手に あたつ 

て、 貼付けて ある 広告が 目についた。 大幅な 洋紙に 墨 

黒々 と 書いて、 赤い 『インキ』 で 二重に 丸 なぞが 付け 

て ある。 其 下に 立って 物見高く 眺めて 居る 人々 も あつ 


た。 思 はず 丑 松 も立留 つた。 見る と、 巿村 弁護士の 政 

見 を 発表す る 会で、 蓮 太郎の 名前 も 演題 も 一 緒に 書 並 

ベて あった。 会場 は 上 町の 法 福 寺、 其 日 午後 六 時から 

開会す ると ある。 

して 見る と、 丁度 演説 会 は 家々 の 夕飯が 済む 頃から 

始まる の だ。 

丑 松 は 其 広告 を 読んだ ばかりで、 鑣 てまた 前と 同じ 

方角 を 指して 歩いて 行った。 疑心暗鬼 とやら。 今 は 其 

を 明い 日光の 中に 経験す る。 々な 恐し い 顔、 嘲り 

笑 ふ 声 —— およそ 人種の 憎悪と いふ こと を 表した もの 

は、 右から も、 左から も、 丑 松の 身 を 囲繞いた。 意地 


の 悪い 烏 は li- 厭に 軽蔑した やうな 声 を 出して、 得たり 

賢し と 頭の 上を啼 いて 通る。 あ、、 鳥です ら斯 雪の 上 

あさま 

に 倒れる 人 を 待つ ので あらう。 斯う 考へ ると、 浅 猿し 

さかな まち 

く 悲しく 成って、 すたく 肴 町の 通り を 急いだ。 

ちく まが は  ほとり 

何時の間にか 丑 松 は 千 曲 川の 畔へ 出て 来た。 そこ 

は 『下の 渡し』 と 言って、 水に 添 ふ 一 帯の 河原 を 下瞰 

す やうな 位置に ある。 渡しと は 言 ひ 乍ら、 船橋で、 下 

高 井の 地方へ と 交通す ると ころ。 一 筋 暗い色に 見える 

雪の 中の 道に は 旅人の 群が 往 つたり 来たりして 居た。 

荷 を 積け た 橇も曳 かれて 通る。 遠くつ、. -く 河原 は 一 面 

ろてき 

の 白い 大海 を 見る やうで、 蘆 荻 も、 楊柳 も、 すべて 深 


く 隠れて 了った。 高 社、 風 原、 中の 沢、 其 他 越後 境へ 

連る 多くの 山々 は 言 ふ も 更なり、 対岸に ある 村落と 杜 

の 梢と すら 雪に 埋没れ て、 幽に 鶏の 鳴き か はす 声が 

聞え る。 千 曲 川 は 寂しく 其 間 を 流れる のであった。 

ありさま  めの まへ ひら  ふだん 

斯うい ふ 光景 は 今 丑 松の 眼前に 展 けた。 平素は 其 程 

注意 を 引かない やうな 物まで 一 々の 印象が 強く 審 しく 

眼に 映って 見えたり、 あるとき は 又、 物の 輪郭 すら 

朦朧と して 何もかも 同じ やうに ぐら/^ 動いて 見えた 

これ  さき どう 

りする。 『自分 は是 から 将来 奈何しょう —— 何処へ 行 

つて、 何 を 為よう —— 一体 自分 は 何の 為に 是 世の中へ 

まとま リ 

生れて 来たんだ らう。』 思 ひ 乱れる ばかりで、 何の 結末 


もっかなかった。 長い こと 丑 松 は 千 曲 川の 水 を 眺め 

佇立んで 居た。 

(七) 

ゎづら なが 

一生の こと を 思 ひ 煩 ひ 乍ら、 丑 松 は 船橋の 方へ 下 

りて 行った。 誰か 斯う 背後から 追 ひ 迫って 来る やうな 

こ V- ろ もち  そ ん 

心地 が し て —— 無論 其 様な ことの 有る ベ き 害が 無 い 、 

と 承知して 居乍ら —— それで 矢 張 安心が 出来なかった。 

幾度 か 丑 松 は 背後 を 振 返って 見た。 時と すると、 妙な 

眩暈 心地に 成つ て、 ふら/^ と 雪の 中へ 倒れ 懸 りさう 


になる。 『あ、、 馬鹿、 馬鹿 —— もっと 毅然し ないか。』 

はげま 

と は 自分で 自分 を 叱 リ厲す 言葉であった。 河原の 砂 

の 上 を 降り 埋めた 雪の 小山 を 上ったり 下りたり して、 

やが  ありさま  ひろぐ 

鑣て 船橋の 畔へ 出る と、 白い 両岸の 光景が 一層 広濶と 

見渡される。 目に 入る もの は 何もかも  そこ こ、 に 

低く 舞ふ餓 ゑた 烏の 群、 丁度 川 舟の よそ ほひに 忙し さ 

うな 船頭、 又は 石油の いれもの を 提げて 村 を 指して 帰 

つ て 行く 農夫の 群、 いづれ 冬期の 生活の 苦痛 を 感ぜ さ 

ありさま 

せる やうな 光景ば かり。 河の 水 は 暗緑の 色に 濁って、 

あざけ  お ぼ 

嘲り つぶやいて、 溺れて 死ねと 言 はぬ ばかりの 勢 を 

示し 乍ら、 川上の 方から 矢の やうに 早く 流れて 来た。 


深く 考 へれば 考 へる ほど、 丑 松の 心 は 暗くなる ばか 

りで 有った。 斯 社会から 捨てられる とい ふこと は、 い 

かに 言っても 情ない。 あ、 放逐 —— 何とい ふ 一 生の 

はづ かし さ  どう  これ 

恥辱で あらう。 もしも 左様な つたら、 奈何して 是か 

さ き くらし 

ら 将来 生計が 立つ。 何 を 食って、 何 を 飲まう。 自分 は 

まだ 青年 だ。 望 も ある、 願 ひも ある、 野心 も ある。 あ、. 

あ、、 捨てられたくない、 非人 あっか ひに はされ たく 

ない、 何時 迄 も 世間の 人と 同じ やうに して 生きたい I 

さま <^ 

I 斯う 考 へて、 同族の 受けた 種々 の 悲しい 恥、 世に あ 

る 不道理な 習慣、 『番 太』 とい ふ 乞食の 階級よりも 一 層 

劣等な 人種の やうに ％t めら れた 今日 迄の 穏 多の 歴史 


を 繰返した。 丑 松 はまた 見たり 聞いたり した 事実 を 数 

へて、 あるひ は 追 はれたり あるひ は 自分で 隠れたり し 

た 人々、 父 や、 叔父 や、 先輩 や、 それから 彼の 下 高 井 

こ、 ろ もち  しま ひ  あそびめ 

の 大尽の 心地 を 身に 引 比べ、 終に は 娼婦と して 秘密 

に 売買 さ れ ると いふ 多くの 美しい 穢多の 娘の 運命 なぞ 

を 思 ひやった。 

其 時に 成って、 丑 松 は 後悔した。 何故、 自分 は 学問 

して、 正しい こと 自由な こと を 慕 ふやうな、 其 様な 

かんが へ 

思想 を 持 つ たの だら う。 同じ 人間 だとい ふ - J と を 知ら 

なかったなら、 甘んじて 世の 軽蔑 を 受けても 居られた 

らう もの を。 何故、 自分 は 人らしい ものに 斯 世の中へ 


生れて 来たの だら う。 野 山 を 駆け 歩く 獣の 仲間で でも 

くるしみ 

あったなら、 一生 何の 苦痛 も 知らずに 過され たらう も 

の を。 

うれ かな  おも ひで 

歓し 哀しい 過去の 追憶 は 丑 松の 胸の 中に 浮んで 来た。 

このかた 

この 飯 山へ 赴任して 以来の ことが 浮んで 来た。 師範 校 

ふるさと 

時代の ことが 浮んで 来た。 故郷に 居た 頃の ことが 浮ん 

すっかり 

で 来た。 それ はもう 悉皆 忘れて 居て、 何年 も 思 出した 

ためし 

先蹤の 無い やうな ことまで、 つい 昨日の 出来事の やう 

に、 青々 と 浮んで 来た。 今 は 丑 松 も 自分で 自分 を憐ま 

やが 

ずに は 居られなかった ので ある。 鱸て、 斯うい ふ 過去 

おも ひで 

の 追憶が ごちゃく 胸の 中で 一緒に 成って、 煙の やう 


に 乱れて 消えて 了 ふと、 唯 二つし か是 から 将来に 執る 

べき 道 は 無い とい ふ 思想に 落ちて 行った。 唯一 一 つ —— 

放逐 か、 死 か。 到底 丑 松 は 放逐され て 生きて 居る 気 は 

無かった。 其より は 寧ろ 後者の 方 を択ん だので ある。 

短い 冬の 日 は 何時の間にか 暮れ か、 つて 来た。 もう 

二度と 現世で 見る こと は 出来ない かの やうな、 悲壮な 

心地に 成って、 橋の 上から 遠く 眺める と、 西の 空す こ 

し 南寄りに 一 帯の 冬 雲が 浮んで、 丁度 可 懐し い 故郷の 

こげちゃ  くも ベリ 

丘 を 望む やうに 思 はせ る。 其 は 深い 焦 茶色で、 雲 端ば 

かり 黄に 光り輝く のであった。 帯の やう な 水蒸気 の 群 

いくす ぢ  せう でう 

も 幾 条か其 上に 懸 つた。 あ、、 日没 だ。 蕭条 とした 両 


岸の 風物 はすべ て 斯の夕 暮の照 光と 空気と に 包まれて 

どんな 

了った。 奈何に 丑 松 は 『死』 の 恐し さ を考へ 乍ら、 動 

揺する 船橋の 板 縁 近く 歩いて 行 つたら う。 

蓮華 寺で 撞く 鐘の音 は 其 時 丑 松の 耳に 無限の 悲しい 

思 を 伝へ た。 次第に 千 曲 川の 水 も 暮れて、 空に 浮ぶ 冬 

雲の 焦 茶色が 灰が、 つた 紫色に 変った 頃 は、 もう 日 も 

遠く 沈んだ ので ある。 高く 懸る 水蒸気の 群 は、 ぱっと 

かきけ 

薄 赤い 反射 を 見せて、 急に 搔 消す やうに 暗く 成って 了 

つた。 


第 武拾章 

八 1 ) 

せめて 彼の 先輩 だけに 自分の こと を 話さう、 と 不図、 

丑 松が 思 ひ 着いた の は、 其 橋の 上で ある。 

あ、  おわかれ 

『噫、 それが 最後の 別離 だ。』 

とまた 自分で 自分 を憐む やうに 叫んだ。 

かんがへ  やが  も と 

斯うい ふ 思想 を 抱いて、 纏て 以前 来た 道の 方へ 引返 

うる た そ 力れ 

して 行った 頃 は、 閏 六日ば かりの 夕月が 黄昏の 空に 

懸 つた。 尤も、 丑 松 は 直に 其 足で 蓮 太郎の 宿屋へ 尋ね 


て 行かう と はしなかった。 間も無く 演説 会の 始まる こ 

と を 承知して 居た。 左様 だ、 其の 済む まで 待つ より 外 

は 無い と考 へた。 

上の 渡し 近くに 在る 一 軒の 餛飩屋 は 別に 気の 置け る 

やうな 人 も 来ない ところ。 丁度 其 前 を 通り か、 ると、 

軒 を 泄れる 夕餐の 煙に 交って、 何 か 甘 さうな 物のに ほ 

ひが 屋の外 迄 も 満ち 溢れて 居た。 見れば 炉の火 も 赤々 

と 燃え 上る。 思 はず 丑 松 は立留 つた。 其 時 は 最早 酷く 

ひ ち じさ 

饑渴を 感じて 居た ので、 わざ/ \ 蓮華 寺 迄 帰る とい ふ 

気 は 無かった。 ついと 軒 を 潜って 入る と、 炉辺に は 四 

五 人の 船頭、 まだ 他に 飲食して 居る 橇曳 らしい 男 も あ 


つた。 時 を 待つ 丑 松の 身に 取って は、 飲みた く 無い 迄 

あつら 

も 酒 を 訛へ る 必要が あつたので、 ほんの 申 訳ば かり 

にお 調子 一本、 餛飩 はかけ にして 極熱い ところ を、 斯 

めの まへ 

う 注文した のが 鱸て 眼前に 並んだ。 丑 松 はやたら に激 

ふる  どん ぷリ 

昂 して 慄 へたり、 丼 にある 餛 飩 のに ほひ を 嗅いだり 

ひと  はなし 

して、 黙って 他の 談話 を 聞き 乍ら 食った。 

零落 —— 丑 松 は 今 その 前に 面と 向って 立った ので あ 

る。 船頭 や、 橇曳 や、 まあ 下等な 労働者の 口から 出る 

しみん \  こた 

言葉と 溜息 と は、 始めて 其 意味が 染々 胸に 徹 へる やう 

こ、 ろ もち 

な 気がした。 実際 丑 松の 今の 心地 は、 今日あって 明 

日 を 知らない 其日暮 しの 人々 と 異なる ところが 無 か つ 


たからで。 炉の火 は 好く 燃えた。 人々 は 飲んだり 食つ 

ま 

たりして 笑った。 丑 松 も 亦た 一緒に 成って 寂し さう に 

笑った ので ある。 

斯うして 待って 居る 間が 実に 堪 へがたい 程の 長さで 

あった。 時 は 遅く 移り 過ぎた。 そこに 居た 橇曳が 出て 

いれ か はり 

行って 了 ふと、 交替に 他の 男が 入って 来る。 聞く と 

も 無しに 其 話 を 聞く と、 高 柳 一派の 運動 は 非常な もの 

で、 壮士に 摑 ませる 金ば かりで もちつ とや そっとで は 

有るまい とのこと。 何屋 とか を 借りて、 事務所に 宛 

つめきり  のみ はう だい 

て、、 料理番 は 詰 切、 酒 は 飲 放題、 帰って来る 人、 出 

て 行く 人 —— 其 混雑 は 一 通りで 無い と 言 ふ。 それにし 


て も、 今夜の 演説 会が 奈何に 町の 人々 を 動す であらう 

か、 今頃 は あの 先輩 の 男らしい 音声が 法 福 寺 の 壁に 響 

き 渡る であらう か、 と 斯う 想像して、 会 も 終に 近く か 

と 思 はれる 頃、 丑 松 は 飲食した もの、 外に 掛干 かの 茶 

代 を 置いて 斯の餛 飩屋を 出た。 

月 は 空に あった。 今迄 黄ばんだ 洋燈の 光の 内に 居て、 

急に 斯う 屋の 外へ 飛 出して 見る と、 何となく 勝手の 違 

つた やうな 心地が する。 薄く 弱い 月の 光 は 家々 の 屋根 

のきび さし 

を 伝って、 往来の 雪の 上に 落ちて 居た。 軒 廂の影 も 

地に あった。 夜の 靄 は 煙の やうに 町々 を 籠め て、 すべ 

て 遠く 奥深く 物寂しく 見えた ので ある。 青白い 闇 —— 


と いふ ことが 言へ る ものなら、 其 は 斯うい ふ 月夜の 

ありさま  おそれ 

光景で あらう。 言 、 、力 に 言 はれぬ 恐怖 は 丑 松の 胸に 這 ひ 

上って 来た。 

うしろ 

時と すると、 背後の 方から やって来る ものが 有った。 

こちら  そろ /\  さ き 

是 方が 徐々 歩けば 先方 も徐々 歩き、 是 方が 急げば 先方 

も 急いで 随 いて 来る。 振 返って 見よう/ \ と は 思 ひ 乍 

らも、 奈何しても 其 を 為る ことが 出来ない。 あ、 誰か 

つ かま 

自分 を 捕へ に 来た。 斯う 考へ ると、 何時の間にか 自 

分の 背後 へ 忍び寄 つて、 突然に 襲 ひか 、リ でも 為る や 

うな 気がした。 と ある 町の 角のと ころ、 ぱ つたり 其 足 

音が 聞え なくなった 時 は、 始めて 丑 松 も 我に 帰って、 


ホッと 安心の 溜息 を 吐く のであった。 

また 

前の 方から も、 亦。 あ、 月明りのお ぼっかな さ。 其 

光 に は 何程 の 物の 象が 見え る と 言 つ た ら 好から う。 

其 陰に は 何程の 色が 潜んで 居る と 言ったら 好から う。 

煙る やうな 夜の 空気 を 浴び 乍ら、 次第に 是方 へやって 

来る 人影 を 認めた 時 は、 丑 松 はもう 身 を 縮めて、 危険 

の 近 いた こと を 思 はずに は 居られなかった ので ある。 

一 寸是方 を 透して 視て、 鑣て影 は 通過ぎ た。 

それ は 割合に 気候の 緩んだ 晚で、 打てば 響く かと 疑 

はれる やうな 寒夜の 趣と は 全く 別の 心地が する。 天 は 

遠く 濁って、 低い ところに 集る 雲の 群ば かり 稍 仄白く、 


星 は 隠れて 見えない 中に も 唯一 つ 姿を顕 したの が あ 

つた。 往来に 添 ふ 家々 はもう 戸 を 閉めた。 ところ，^ 

灯 は 窓から 泄れて 居た。 何の 音と も 判らない 夜の 響に 

すら 胸 を 踊らせ 乍ら、 丑 松は閬 とした 町 を 通った ので 

ある。 

(二) 

丁度 演説 会が 終った ところ だ。 聴衆の 群 は 雪 を 踏ん 

でぞ ろ/^ 帰って来る。 思 ひ/ \ のこと を 言 ふ 人々 に 

近いて、 其と なく 会の 模様 を 聞いて 見る と、 いづれ も 


激昂したり、 憤慨した リ して、 一 人と して 高 柳 を 罵ら 

ない もの は 無い。 ある もの は 斯の飯 山から 彼 様な 人物 

しま 

を 放逐して 了へ と 言 ふし、 ある もの は巿村 弁護士に 投 

票し ろと 呼ぶ し、 ある もの は 又、 世に ある 多くの 政事 

家に 対して 激烈な 絶望 を泄し 乍ら 歩く のであった。 

月明りに 立留 つて 話す 人々 も 有る。 其 一群に 言 はせ 

ると、 蓮 太郎の 演説 は あまり 上手の 側で は 無い が、 然 

し 妙に 人 を 嫵， -る 力が 有って、 言 ふこと は 一 々聴衆の 

肺腑 を 貫いた。 高 柳 派の 壮士、 六 七 人、 頻に 妨害 を 試 

しま ひ  しづ ま 

みょうと したが、 終に は 其も静 つて、 水 を 打った や 

うに 成った。 悲壮な 熱情と 深刻な 思想と は 蓮 太 郎の演 


説 を 通しての 著しい 特色であった。 時と すると 其が 病 

的に も 聞え た。 最後に 蓮太郎 は、 不真面目な 政事 家が 

社会 を 過り 人道 を 侮辱す る 実例と して、 烈しく 高 柳 

の 急所 をつ 衝 いた。 高 柳の 秘密 —— 六左衛 門との 関係 

II すべ て 其 卑しい 動機から 出た 結婚の 真相が 残る と 

ころな く 発表され た。 

また 他の 一 群に 言 はせ ると、 其 演説 をして 居る 間、 

蓮 太郎は 幾度 か 血 を 吐いた。 終って 演壇 を 下りる 頃に 

は、 手に 持った 帕 子が 紅く 染 つたとの ことで ある。 

兎に角、 蓮 太郎の 演説 は 深い 感動 を 町の 人々 に 伝へ 

たらしい。 丑 松 は 先輩の 大胆な、 と は 言へ 男性ら しい 


行動に 驚いて、 何となく 不安な 思 を 抱かずに は 居られ 

なかった ので ある。 それにしても 最早 宿屋の 方に 帰つ 

て 居る 時刻。 行って 逢 はう。 斯う 考 へて、 夢の やうに 

歩いた。 ぶら りと 扇屋の 表に 立って、 軒 行燈の 影に 身 

を 寄せ 乍ら、 屋内の 様子 を觀 いて 見る と、 何 か 斯う 取 

込んだ ことで も 有る かの やうに 人々 が 出たり 入ったり 

して 居る。 亭主で あらう、 五十ば かりの 男、 周章し さ 

ちゃう ちん 

うに 草履 を 突 掛け 乍ら、 提灯 携げて 出て 行かう とす 

るので あった。 

呼 留めて、 蓮太郎 のこと を 尋ねて 見て、 其 時 丑 松 は 

亭主の 口から 意外な 報知 を 聞 取った。 今々 法 福 寺の 門 


前で 先輩が 人の 為に 襲 はれた とい ふこと を 聞 取った。 

ほんと  うそ 

真実 か、 虚言 か —— もし 其が 事実 だと すれば、 無論 高 

柳の 復謦に 相違ない。 まあ、 丑 松 は 半信半疑。 何を考 

へる とい ふ 暇 も 無く、 た、 V  く 胸 を 騒がせ 乍ら、 亭主 

の 後に 随 いて 法 福 寺の 方へ と 急いだ ので ある。 

あ、、 丑 松が 艇 付けた 時 は、 もう 間に合はなかった。 

丑 松ば かりで は 無い、 弁護士で すら 間に合はなかった 

と 言 ふ。 聞いて 見る と、 蓮 太郎は 一歩 先へ 帰る と 言つ 

て 外套 を 着て 出て 行く、 弁護士 は 残って 後 仕 末 を 為 

て 居た とやら。 傷と いふ は 石 か 何 かで 烈しく 撃 たれた 

もの。 只 さへ 病弱な 身、 まして 疲れた 後 —— 思 ふに、 


何の 抵抗 も 出来なかった らしい。 血 は 雪の 上 を 流れて 

居た。 

(三) 

と  かく  けんし  まで 

左 も 右 も 検屍の 済む 迄 は、 とい ふので、 蓮 太 郎の身 

お ぼ  ま. > 

体 は 外套で 掩 ふた 儘、 手 を 着けずに 置いて あった。 思 

ひざ まづ 

はず 丑 松 は 跪 いて、 先輩の 耳の 側へ 口 を 寄せた。 ま 

だ それでも 通じる かと 声を掛けて 見る。 

『先生 —— 私です、 瀬 川です。』 

けしき 

何と 言って 呼んで 見ても、 最早 聞え る 気色 は 無 か つ 


たので ある。 

月の 光 は 青白く 落ちて、 一 層凄愴 とした 死の 思 を 添 

へる のであった。 人々 は 同じ やうに 冷い 光と 夜気と を 

浴び 乍ら、 巡査 や 医者の 来る の を 待 佗びて 居た。 ある 

うつく ま 

もの は 影の やうに 鱒 つて 居た。 ある もの は 並んで 話 

しょんぼり 

しく 歩いて 居た。 弁護士 は 悄然 首 を 垂れて、 腕 組 

みして、 物 も 言 はずに 突立って 居た。 

驢て 町の 役人が 来る、 巡査が 来る、 医者が 来る、 間 

も 無く 死体の 検査が 始 つた。 提灯の 光に 照され た 先輩 

の 死 顔 は、 と 見る と、 頰の骨 降く、 鼻 尖り、 堅く 結ん 

だ 口唇 は 血の 色 も 無く 変り はてた。 男らしい 威厳 を 帯 


びた 其 容貌 のうちに は、 何処と なく 暗 い 苦痛 の 影 も あ 

ありさま  いたま 

つて、 壮烈な 最後の 光景 を 可 傷し く 想像させる。 見る 

をと こぎ 

人 は 皆な 心 を 動され た。 万事 は俠気 の ある 扇屋の 亭主 

の 計ら ひで、 検屍が 済む、 役人 達が 帰って 行く、 一先 

づ 死体 は 宿屋の 方へ 運ばれる ことに 成った。 戸板の 上 

へ 載せる 為に、 弁護士 は 足の 方 を 持つ、 丑 松 は 頭の 方 

へ 廻って、 両手 を 深く 先輩の 脇の 下へ 差 入れた。 あ、、 

蓮 太郎の 身体 は 最早 冷かった。 奈何に 丑 松 は 名残惜し 

いやうな 気に 成 つ て、 蒼 ざめ た 先輩の 頰 へ 自分の 頰を 

押 宛て、、 『先生、 先生。』 と 呼んで 見たら う。 其時亭 

主 は 傍へ 寄って、 だら りと 垂れた 蓮 太 郎の手 を 胸の 上 


に 組合せて やった。 斯うして 戸板に 載せて、 其 上から 

外套 を 懸けて、 扇屋を 指して 出掛けた 頃 は、 月 も 落ち 

か、 つて 居た。 人々 は 提灯の 光に 夜道 を 照し 乍ら 歩い 

た。 丑 松 は 亦た さく/ \ と 音の する 雪 を 踏んで、 先輩 

の 一 生 を考へ 乍ら 随 いて 行った。 思 当る ことが 無いで 

も 無い。 あの 根 村の 宿屋で 一緒に 夕飯 を 食った 時、 頻 

に 先輩 は 高 柳の 心 を卑で 〔# 「卑 で」 は ママ r 『是程 

新 平民と いふ もの を 侮辱した 話 は 無から う』 と 憤った 

こと を 思 出した。 あの 上田の 停車場へ 行く 途中、 丁度 

橋 を 渡った 時に も、 『どうしても 彼 様な 男に 勝た せた 

どうか  こ 

く 無い、 何卒して 斯の 選挙 は巿村 君の ものにして 遣り 


たい』 と 言った こと を 思 出した。 『いくら 吾 儕が 無智 

な 卑賤し いもの だからと 言 つ て 、 踏 付けら れる にも 程 

が 有る』 と 言った こと を 思 出した。 『高 柳の 話 なぞ を 

聞かなければ 格別、 聞いて、 知って、 黙って 帰る とい 

ふこと は、 新 平民と して 余り 意気地が 無 さ 過ぎ るから 

ねえ』 と 言った こと を 思 出した。 それから 彼の 細君が 

一緒に 東京へ 帰って 显ハれ と 言 出した 時に、 先輩 は 叱つ 

はげま  なまき  さ 

たり 厲 したりして、 丁度 生木 を 割く やうに 送り返し 

たこと を 思 出した。 彼是 を 思 合せて 考へ ると —— 確か 

に 先輩 は 人の 知らない 覚期を 懐に して、 斯の飯 山へ 来 

たらしい ので ある。 


斯うい ふこと、 知ったら、 もうす こし 早く 自分が 同 

じ 新 平民の 一 人で あると 打明けて 話した もの を。 ある 

ひ は 其 を 為たら、 自分の 心情が 先輩の 胸に も 深く 通 

じたら う もの を。 

後悔 は 何の 益に も 立たなかった。 丑 松 は恥ぢ たリ悲 

んだリ した。 噫、 数 時間 前に は 弁護士と 一 緒に 談し乍 

ら扇屋 を 出た 蓮 太郎、 今 は 戸板に 載せられて 其 同じ 門 

を 潜る ので ある。 不 取敢、 東京に 居る 細君のと ころへ、 

と 丑 松 は 引受けて、 電報 を 打つ 為に 郵便局の 方へ 出掛 

ける ことにした。 夜 は 深かった。 往来 を 通る 人の 影 も 

無かった。 是非 打た う。 局員が 寝て 居たら、 叩き起し 


て も 打た う。 それにしても 斯 電報 を 受取る 時の 細君の 

心地 は。 と 想像して、 さあ 何と 文句 を 書いて やって 

可 か 解らない 位であった。 暗く 寂しい 四 辻の 角のと こ 

ろへ 出る と、 頻に 遠くの 方で 犬の 吠る 声が 聞え る。 其 

時 はもう 自分で 自分 を 制へ る ことが 出来なかった。 堪 

へ 難い 悲傷の 涙 は 一 時に 流れて 来た。 丑 松 は 声 を 放つ 

て、 歩き 乍ら 慟哭した。 

(四) 

かへ  し を  うる ほ 

涙 は 反って 枯れ 萎れた 丑 松の 胸 を 湿した。 電報 を 


打って 帰る 道す がら、 丑 松 は 蓮 太郎の 精神 を 思 ひやつ 

さすが 

て、 其 を 自分の 身に 引 比べて 見た。 流石に 先輩の 

しゃう が い 

生涯 は 男らしい 生涯であった。 新 平民ら しい 生涯で 

あった。 有の 儘に 素性 を 公言して 歩いても、 それで 人 

よろ づ 

にも 用ゐ られ、 万 許されて 居た。 『我 は 穢多 を 恥と せ 

ず。』 —— 何とい ふま あ 壮んな 思想 だら う。 其に 比べ 

ると 自分の 今の 生涯 は —— 

其 時に 成って、 始めて 丑 松 も 気がつい たので ある。 

自分 は 其 を 隠蔽 さう 隠蔽 さう として、 持って 生れた 自 

すりへら  いっとき 

然の 性質 を銷 磨して 居た の だ。 其 為に 一 時 も 自分 を 忘 

れる ことが 出来なかった の だ。 思へば 今迄の 生涯 は 


虚偽の 生涯であった。 自分で 自分 を 欺 いて 居た。 

あ、 —— 何 を 思 ひ、 何 を 煩 ふ。 『我 は 糠 多な リ』 と 男ら 

しく 社会に 告白す るが 好いで はない か。 斯う 蓮 太郎の 

死が 丑 松に 教 へたので ある。 

紅く 泣 腫した 顔 を 提げて、 やがて 扇屋へ 帰って 見る 

と、 奥の 座敷に は 種々 な 人が 集って 後の 事 を 語り合つ 

て 居た。 座敷の 床の間へ 寄せ、 北 を 枕に して、 蓮太郎 

の 死体の 上に は 旅行 用の 茶色の 膝懸を かけ、 顔 は 白い 

ハンケ チ お ほ 

帕 布で 掩 ふて あった。 亭主の 計ら ひと 見えて、 其 前に 

小 机 を 置き、 土器の 類 も 新しい のが 載せて ある。 線 

らふ そく とぼ 

香の 煙に 交る 室内の 夜の 空気の 中に、 蠟燭の 燃る の を 


見る も 悲しかった。 

警察署 へ 行った 弁護士 も 帰って来て、 蓮太郎 のこと 

を 丑 松に 話した。 上田の 停車場で 別れてから 以来、 

こもろ 

小 諸、 岩 村 田、 志賀、 野 沢、 臼 田、 其 他 到る ところに 

蓮 太郎が 精し い 社会 研究 を 発表した こと、 それから 長 

さかん 

野 へ 行き 斯の飯 山 へ 来る 迄の 元気の 熾 盛であった こと 

なぞ を 話した。 『実に 我輩 も 意外だった ね。』 と 弁護士 

こ、  うち 

は 思 出した やうに、 『 一 緒に 斯処の 家 を 出て 法 福 寺へ 

行く 迄 も、 彼 様な 烈し いこと を 行ら うと は 夢にも 思 は 

なかった。 毎時 演説の 前に は 内容の 話が 出て、 斯様 言 

ふ 積り だと か、 彼 様 話す 積り だと か、 克く飯 を やり 乍 


ら其を 我輩に 聞かせた もの さ。 ところが、 君、 今夜に 

限って は 其 様な 話が 出なかった からね え。』 と 言って、 

嘆息して、 『あ、、 不親切な 男 だと、 君 始め —— まあ 

奈何な 人で も、 我輩の こと を 左様 思 ふだら う。 思 はれ 

て も 仕方無い。 全く 我輩が 不親切だった。 猪 子 君が 何 

と 言 はう と、 細君と 一 緒に 東京へ 返し さへ すれば 斯様 

な こと は 無かった。 御 承知の 通り、 猪 子 君 も 彼 様い ふ 

弱い 身体 だから、 始め 一緒に 信 州 を 歩く と 言 出した 時 

ど  くら ゐ 

に、 何の 位 我輩が 止めた か 知れない。 其 時 猪 子 君の 

言 ふ に は、 「僕 は 僕 だけの 量 見が あって 行く の だから、 

決して 止めて 呉れ 給 ふな。 君 は 僕 を 使役 ふと 見ても よ 


し、 僕 はまた 君から 助けられ ると 見られても 可 —— 兎 

かく 

に 角、 君 は 君で 働き、 僕 は 僕で 働く の だ。」 斯うい ふ も 

の だから、 其 程 熱心に 成って 居る もの を 強 ひて 廃し 給 

へ とも 言 はれん し、 折角の 厚意 を 無にした くないと 思 

つて、 それで 一緒に 歩いた やうな 訳さ。 今にな つて 見 

あ、  おくさん 

ると、 噫、 あの 細君に 合せる 顔が 無い。 「奥様、 其 様に 

御 心配な く、 猪 子 君 は 確かに 御預 りしました から」 な 

ど う  おわび  い、 

んて —— まあ 我輩 は 奈何して 御駝 をして 可 か 解らん。』 

し を  ま 、 

斯う 言って、 萎れて、 肥大な 弁護士 は 洋服の 儘で か 

しこまって 居た。 其 時 は 最早 この 扇屋に 泊る 旅人 も 皆 

な 寝て 了って、 た、 V さへ 気の 遠くなる やうな 冬の 夜が 


一 層の 寂し さ を 増して 来た。 日頃 新 平民と 言へば、 直 

に 顔 を 皺め る やうな 手 合に すら、 蓮太郎 ばかり は 痛み 

惜 まれた ので、 殊に 其 悲惨な 最後が 深い 同情の 念 を 起 

させた。 『警察 だっても 黙って 置く もん ぢゃ 無い。 見 

給へ、 きっと 最早 高 柳の 方へ 手が 廻って 居る から。』 と 

人々 は 互に 言合 ふので あった。 

見れば 見る ほど、 聞けば 聞く ほど、 丑 松 は 死んだ 先 

輩に 手 を 引かれて、 新しい 世界の 方へ 連れて行かれる 

やうな 心地が した。 告白 —— それ は 同じ 新 平民の 先輩 

に すら 躊躇した ことで、 まして 社会の 人に 自分の 素性 

を 暴露 さう なぞと は、 今日 迄 思 ひも よらなかった 思想 


なので ある。 急に 丑 松 は 新しい 勇気 を摑ん だ。 どうせ 

最早 今迄の 自分 は 死んだ もの だ。 恋 も 捨てた、 名も捨 

てた —— あ、、 多くの 青年が 寝食 を 忘れる 程に あこが 

れて 居る 現世の 歓楽、 それ も 穢多の 身に は 何の 用が 有 

らう。 一 新 平民 —— 先輩が 其 だ —— 自分 も 亦た 其で 沢 

山 だ。 斯う 考へ ると 同時に、 熱い 涙 は 若々 しい 頰を伝 

とめど 

つて 絶 間も無く 流れ 落ちる。 実に それ は 自分で 自分 を 

憐 むと いふ 心から 出た 生命の 汗であった ので ある。 

いよく 明日 は、 学校へ 行って 告白け よう。 教員 仲 

間に も、 生徒に も、 話さう。 左様 だ、 其 を 為る にして 

も、 後々 までの 笑 草 なぞに は 成らない やうに。 成る ベ 


ひと 

く 他に 迷惑 を 掛けない やうに。 斯う 決心して、 生徒に 

言って 聞かせる 言葉、 進退 伺に 書いて 出す 文句、 其 他 

種々 な ことまで も 想像して、 一夜 を 人々 と 一緒に 蓮 太 

なきがら  かれこれ 

郎の 遺骸の 前で 過した のであった。 彼是す るう ちに、 

鶏が 鳴いた。 丑 松 は 新しい 暁の 近いた こと を 知った。 


第 武拾者 章 

( 一 ) 


学校へ 行く 準備 をす る 為に、 朝早く 丑 松 は 蓮華 寺へ 

はなし 

帰った。 庄 馬鹿 を 始め、 子 坊主 迄、 談話 は 蓮 太 郎の最 

こういん うは さ 

後、 高 柳の 拘引の 噂 なぞで 持 切って 居た。 昨日の 朝 

丑 松の 留守へ 尋ねて 来た 客が 亡くなった 其 人で ある、 

なほ/ \  あき 

と 聞いた 時 は、 猶々 一 同 驚き 呆れた。 丑 松 はまた 奥様 

から、 妹が 長 野の 方へ 帰る やうに 成った こと、 住職が 

手 を 突いて 詫.^ つたこと、 それから 夫婦別れの 話 も I 

I まあ、 見合せ にした とい ふこと を 聞 取った。 

『なむ あみだぶ。』 

ず 、  つまぐ  とな 

と 奥様 は 珠数を 爪繰り 乍ら 唱 へて 居た。 

ついたち  あさはん 

丁度 十二月 朔 日の ことで、 いつも 寺で は 早く 朝旋を 


済す ところ からして、 丑 松の 部屋へ も裝裟 治が 膳 を 運 

んで 来た。 斯うして 寺の 人と 同じ やうに 早く 食 ふとい 

なま あた 、 か 

ふこと は、 近頃 無いた めし —— 朝 は 必ず 生 温い 飯に、 

きま 

煮 詰った 汁と 極って 居た のが、 其 日に かぎって は、 飯 

いき 

も 焚きた ての 気の 立つ やつで、 汁 は 又、 煮立った ばか 

リ の 赤味噌 のに ほひが 甘 さう に 鼻の 端へ 来る ので あつ 

た。 小皿に は 好物の 納豆 も附 いた。 其 時 丑 松 は 膳に 向 

と  かく  こんにちまで 

ひ 乍ら、 兎も角も 斯うして 生きな がらへ 来た 今日 迄 を 

不思議に 難 有く 考 へた。 あ、、 卑賤し い 穢多の 子の 身 

であると 覚期 すれば、 飯 を 食 ふに も 我知らず 涙が 零れ 

たので ある。 


朝飯の 後、 丑 松 は 机に 向って 進退 伺 を 書いた。 其 時 

一 生の 戒を思 出した。 あの 父の 言葉 を 思 出した。 『た 

とへ いかなる 目 を 見ようと、 いかなる 人に 邂追 はう と、 

うちあ  いかり かなしみ このい ましめ 

決して 其と は 自白け るな、 一 旦の 憤怒 悲哀に 是戒を 

よのなか 

忘れたら、 其 時 こそ 社会から 捨てられ たものと 思へ。』 

斯う 父は教 へたので あった。 『隠せ』 II 其 を 守る 為 

ど れ ほど 

に は 今日 迄 何程の 苦心 を 重ねたら う。 『忘れるな』 I 

うたが ひ  おそれ 

I 其 を 繰 返す 度に 何程の 猜疑と 恐怖と を 抱いたら う。 

もし 父が 斯の 世に 生きながら へて 居たら、 まあ 気で も 

狂った かの やうに 自分の 思想 の 変った こ と を 憤り 悲む 

たと ひ 

であらう か、 と 想像して 見た。 仮令 誰が 何と 言 はう と、 


今 は その 戒を 破リ棄 てる 気で 居る。 

『阿 爺さん、 堪忍して 下さい。』 

と 詫 入る やうに 繰返した。 

冬の 朝日が 射して 来た。 丑 松 は 机 を 離れて 窓の 方へ 

行った。 障子 を 開けて 眺める と、 例の 銀杏の 枯々 な 

こず ゑ へだ  ありさま 

梢 を 経て、、 雪に 包まれた 町々 の 光景が 見渡される。 

いたぶき  のきび さし 

板葺の 屋根、 軒廂、 すべて 目に 入る かぎりの もの は 白 

く 埋れて 了って、 家と 家との 間から は 青々 とした 朝餐 

の 煙が 静かに 立 登った。 小学校の 建築物 も、 今、 日 を 

なご リを  つめた こ.^ ろ もち 

うけた。 名残惜し いやうな 気に 成って、 冷く 心地の 

好い 朝の 空気 を 呼吸し 乍ら、 や、 しばらく 眺め 入って 


居た が、 不図 胸に 浮んだ は 蓮 太郎の 『懺悔 録』、 開巻 第 

一 章、 『我 は穏 多な リ』 と 書 起して あつたの を 今更の や 

うに 新しく 感じて、 丁度 この 町の 人々 に 告白す る やう 

に、 其 文句 を 窓のと ころで 繰返した。 

『我 は 穢多な リ。』 

ともう 一度 繰返して、 それから 丑 松 は 学校へ 行く 

準備に とり か、 つた。 

(二) 

いさま  かんがへ  か 

破戒 II 何とい ふ 悲しい、 壮 しい 思想 だら う。 斯 


う 思 ひ 乍ら、 丑 松 は 蓮華 寺の 山門 を 出た。 と ある 町の 

角のと ころまで 歩いて 行く と、 向 ふの 方から 巡査に 引 

かれて 来る 四 五 人の 男に 出逢った。 いづれ も 腰 繩を附 

あ を  は， V か  し を/、 

けられ、 蒼 ざめ た 顔 付して、 人目 を 憚り乍ら 悄々 と 通 

ばき 

る。 中に 一 人、 黒の 紋付 羽織、 白 足袋 穿、 顔 こそ 隠し 

て 見せない が、 当世風の 紳士 姿 は 直に 高 柳 利 三 郎と知 

れた。 克く 見る と、 一 緒に 引かれて 行く 怪しげな 風体 

の 人々 は、 高 柳の 為に 使役 はれた 壮士ら しい。 流石に 

心 は 後へ 残る とい ふ 風で、 時々 立留 つて は 振 返って 見 

る 度に、 巡査から 注意 をう ける やうな 手 合 もあった。 

『あ、、 捕って 行く ナ。』 と 丑 松の 傍に 立って 眺めた 一 


人が 言った。 『自業自得 さ。』 とまた 他の 一 人が 言った。 

見る く 高 柳の 一 行 は 巡査の 言 ふなり に 町の 角 を 折れ 

やが 

て、 纏て 雪山の 影に 隠れて 了った。 

男女の 少年 は 今、 小学校 を 指して 急ぐ のであった。 

こども  フランネル  きれ 

近在から 通 ふ 児童 なぞ は、 滅 の 布 片で頭 を 包んだり、 

肩掛を 冠ったり して、 声 を 揚げ 乍ら 雪の 中 を 飛んで 行 

こども 

く。 町の 児童 は 又、 思 ひくに 誘 ひ 合せて、 後に なり 

か  あどけ 

前にな リ 群を成して 行った。 斯うして 邪気ない 生徒 等 

かよ  な 

と 一緒に、 通 ひ 忸れた 道路 を 歩く とい ふの も、 最早 今 

日限り であるかと 考へ ると、 目に 触れる もの は 総て 丑 

かな  なつか  かんじ  ふだん  うるさ 

松の 心に 哀し 可 懐し い 感想 を 起させる。 平素は 煩い 


と 思 ふやうな 女の 児の 喋 舌まで、 其 朝に かぎって は、 

さ  えびちゃば かま 

可 懐し かった。 色の 褪めた 海老茶 袴 を 眺めて すら、 直 

に 名残惜し さが 湧 上った ので ある。 

学校の 運動場に は 雪が 山の やうに 積 上げて あった。 

かなぼう  うづ も  しま  そ と 

木馬 や 鉄棒 は 深く 埋没れ て 了って、 屋外の 運動 も 自由 

に は 出来 かねる ところ からして、 生徒 はた、 V 学校の 

内部で 遊んだ。 玄関 も、 廊下 も、 広い 体操場 も、 楽し 

さうな 叫び声で 満ち 溢れて 居た。 授業の 始まる 迄、 丑 

松 は 最後の 監督 を 為る 積り で、 あちこち/^ と 廻って 

歩く と、 彼処で も 瀬 川 先生、 此処で も 瀬 川 先生 II ま 

あ、 生徒の 附纏 ふの は 可愛らし いもので、 飛んだり 跳 


ねたり する 騒がし さも 名残と 思へば 寧 そ いぢら しか つ 

た。 廊下のと ころに 立った 二三の 女 教師、 互に じ 

こちら 

ろ/^ 是方を 見て、 目と 目で 話したり、 くす/^ 笑つ 

たりして 居た が、 別に 丑 松 は 気に も 留めない ので あつ 

た。 其 朝 は 三年 生の 仙 太 も 早く 出て 来て 体操場の 隅に 

しょんぼり  た、 ず 

悄然と して 居る。 他の 生徒 を 羨まし さう に 眺め 佇立 

んで 居る の を 見る と、 不相変 誰も 相手に する もの は 無 

うしろ  だきしめ 

いらし い。 丑 松 は 仙 太 を 背後から 抱 X て、 誰が 見よう 

と 笑 はう と 其 様な ことに 頓着な く、 自然と 外部に 表れ 

あはれ み  こ i 

る 深い 哀憐の 情緒 を 寄せた ので ある。 この 不幸な 少年 

も 矢 張 自分と 同じ 星の 下に 生れた こと を 思 ひ 浮べた。 


テニス  あそび 

い っぞゃ この 少年と 一 緒に 庭球の 遊戯 をして 敗け たこ 

と を 思 ひ 浮べた。 丁度 それ は 天長節の 午後、 敬 之 進 を 

送る 茶話会の 後であった ことな ど を 思 ひ 浮べた、 不図、 

廊下の 向 ふの 方で、 尋常 一年 あたりの 女の 生徒で あら 

う、 揃って 歌 ふ 無邪気な 声が 起った。 

『桃から 生れた 桃 太郎、 

気 はやさし くて、 力 もち —— 』 

その 唱歌 を 聞く と 同時に、 思 はず 涙 は 丑 松の 顔 を 流 

れた。 

大 鈴の 音が 響き渡つ たの は 間も無くであった。 生徒 

は 互 ひに 上草履 鳴して、 我 勝に 体操場へ と 塵埃の 中 を 


急ぐ。 鑣て 男女の 教師 は 受持受 持の 組 を 集めた。 相 図 

の 笛 も 鳴った。 次第に 順 を 追って、 教師 も 生徒 も 動き 

始めた ので ある。 高等 四 年の 生徒 は 丑 松の 後に 随 いて、 

足拍子 そろへ て、 一緒に 長い 廊下 を 通った。 

(三) 

応接室に は 校長と 郡 視学と が 相対に 成って、 町会 

議員の 来る の を 待 受けて 居た。 それ は 丑 松の ことに 就 

いて、 集って 相談したい、 とい ふ 打合せが 有った から 

で。 尤も、 郡 視学 は 約束の 時間よりも 早く、 校長 を尋 


ねて やって来 たので ある。 

校長に 言 はせ ると、 何も 自分 は 悪意 あ つて 異分子 を 

排斥 するとい ふ 訳で は 無い。 自分 はもう 旧派の 教育者 

と 言 はれる 一人で、 丑 松 や 銀 之 助 なぞと はずつ と 時代 

が 違って 居る。 今日 とても 矢 張 自分 等の 時代で 有る と 

言 ひた いが、 実は 何時の間にか 世の中が 変遷 つて 来た。 

何が 可畏 いと 言 つたって、 新しい 時代 ほど 可畏 いもの 

は 無い。 あ、、 老いたくない、 朽ちたくない、 何時 迄 

も 同じ 位置と 名誉と を 保って 居たい、 後進の 書生 輩な 

どに 兜 を 脱いで 降参したくない。 それで 校長 は 進取 

かたむき 

の 気象に 富んだ 青年 教師 を 遠ざけよう とする 傾向 を 持 


つので ある。 

のみならず、 丑 松 や 銀 之 助 は 彼の 文 平の やうに 自分 

の 意を迎 へない。 教員 会の ある 度に、 意見が 克く 衝突 

する。 何 かにつ けて 邪魔に 成る。 彼 様な 喙 の 黄色い 

手 合が、 校長の 自分よりも 生徒に 慕 はれて 居る と あつ 

て は、 第一 それが 小癩に 触る。 何も 悪意あって 排斥す 

るで は 無い が、 学校の 統一と いふ 上から 言 ふと、 是も 

亦た 止む を 得ん —— 斯う 校長 は 身の 衛 りかた を 考 へ た 

ので。 

『町会 議員 も 最早 見えさうな もの だ。』 と 郡 視学 は 懐 

中 時計 を 取 出して 眺め 乍ら 言った。 『時に、 瀬 川 君の 


こと もい よ/^ 物に 成り さう です かね。』 

この 『物に』 が 校長 を 笑 はせ た。 

『しかし。』 と 郡 視学 は 言葉 を 継いで、 『是 方から 其 を 

言 出して は 面白くない。 町の 方から 言 出す やうに なつ 

て 来なければ 面白くない。』 

『其です。 其 を 私 も 思 ふんです。』 と 校長 は 熱心 を 顔 

に 表して 答へ た。 

『見 給へ。 瀬 川 君が 居なくなる、 土屋 君が 居なくなる、 

左様 なれば 君もう 是 方の もの さ。 瀬 川 君の か はりに は 

あ  を ひ  つ か 

彼の 甥 を 使役って 頂く として、 手の 明いた ところへ は 

必ず 僕が 適当な 人物 を 周旋し ますよ。 まあ、 悉皆 吾 党 


で 固めて 了 は うぢ や 有ません か。 左様して 置き さへ す 

れば、 君の 位置 は 長く 動きません し、 僕 も 亦た 折角 心 

配した 甲斐が あると いふ もんです —— は、、 、、に 

斯うい ふ 談話 をして 居る ところへ、 小 使が 戸 を 開け 

て 入って 来た。 続いて 三人の 町会 議員 も あら はれた。 

『さあ、 何卒 是 方へ。』 と 校長 は 椅子 を 離れて 丁寧に 挨 

拶 する。 

『いや、 どうも 遅な はりまして、 失礼しました。』 と金 

縁の 眼鏡 を 掛けた 議員が 快 濶な 調子で 言った。 『実 

は、 高 柳 君 も 彼 様い ふやうな 訳で、 急に 選挙の 模様が 

変り ました ものです から。』 


(四) 

其 日、 長 野の 師範 校の 生徒が 二十 人ば かり、 参観と 

言って 学校の 廊下 を 住ったり 来たりした。 丑 松が 受持 

の 教室へ も 入って 来た。 丁度 高等 四 年で は 修身の 学課 

を 終って、 二 時間 目の 数学に 取掛 つたと ころで、 生徒 

は頻に 問題 を考 へて 居る 最中。 参観人の 群が 戸 を 開 

けて あら はれた 時 は、 一 時 靴の 音で 妨げられ たが、 驢 

て 其も静 つても との 通りに 成った。 寂とした 教室の 内 

に は、 石盤 を 滑る 石筆の 音ば かり。 丑 松 は 机と 机との 


間 を 歩いて、 名残惜し さう に 一 同の 監督 をした。 時々 

参観人の 方 を 注意して 見る と、 制服 着た 連中が ずらり 

と 壁に 添 ふて 並んで、 いづれ も 一廉の 批評家ら しい 顔 

さまん \  めの まへ  ちらつ 

付。 楽しい 学生時代の 種々 は 丑 松の 眼前に 彷彿いて 来 

た。 丁度 自分 も 同級の 人達と 一 緒に、 師範 校の 講師に 

連れられて、 方々 へ 参観に 出掛けた 当時の こと を 思 ひ 

浮べた。 残酷な、 と は 言へ 罪の無い 批評 をして、 到る 

ところの 学校の 教師 を 苦め たこと を 思 ひ 浮べた。 丑 松 

とても 一 度 は斯の 参観人と 同じ 制服 を 着た 時代が あつ 

たので ある。 

『出来ました か —— 出来た もの は 手 を 挙げて 御覧な さ 


い。』 

とい ふ 丑 松の 声に 応じて、 後列の 方の 級長 を 始め、 

すこし 覚束ない と 思 はれる やうな 生徒まで、 互に 争つ 

て 手 を 挙げた。 あまり 数学の 出来る 方で ない 省 吾まで 

も、 めづ らしく 勇んで 手 を 挙げた。 

『風 間さん。』 

と 指名す ると、 省 吾 は 直に 席 を 離れて、 つか/ \ と 

黒板の 前へ 進んだ。 

冬 の 日の 光 は 窓 の 玻璃 を 通し て教へ 慣れた 教室の 内 

を 物寂しく 照して 見せる。 平素は 何の 感想 を も 起させ 

ない 高い 天井から、 四辺の 白壁まで、 すべて 新しく 丑 


松の 眼に 映った。 正面に 懸けて ある 黒板の 前に 立 つ て、 

白墨で 解答 を 書いて 居る 省 吾の 後 姿 は、 と 見る と、 実 

に 今が 可愛ら しい 少年の 盛り、 肩 楊 の ある 筒袖 羽織 を 

着て、 首す こし 傾げ、 左の 肩 を 下げ、 高い ところへ 数 

字 を 書かう とする 度に 背 延びして は 右の 手 を 届かせる 

のであった。 省 吾 は克く 勉強す る 質の 生徒で、 図画と 

か、 習字と か、 作文と か は 得意 だが、 毎時 理科 や 数学 

で 失敗って、 丁度 十五 六番 とい ふところ を 上ったり 下 

つたり して 居る。 不思議に も 其 日 は 好く 出来た。 

『是と 同じ 答の 出た もの は 手 を 挙げて 御覧なさい。』 

後列の 方の 生徒 は 揃って 手 を 挙げた。 省 吾 は 少許顔 


あか  もど 

を 紅く して、 やがて 自分の 席へ 復 つた。 参観人 は 互に 

顔 を 見合せ 乍ら、 意味の 無い 微笑 を 交換して 居た ので 

ある。 

斯うい ふこと を 繰返して、 問題 を 出したり、 説明し 

て 聞かせた りして、 数学の 時間 を 送った。 其 日に 限つ 

て は、 妙に 生徒 一同が 静粛で、 参観人の 居ない 最初の 

わるふざけ  きま 

時間から 悪戯 なぞ を 為る もの は 無かった。 極り で 居 

眠り を 始める 生徒 や、 狐 鼠々々 机の下で 無線電話 を か 

ける 技師まで が、 唯もう 行儀よ く かしこまって 居た。 

噫、 生徒の 顔 も 見納め、 教室 も 見納め、 今 は 最後の 稽 

古をする為に^^gに立 つ て居る、 と 斯う 考へ ると、 自然 


と 丑 松 は 胸 を 踊らせて、 熱心 を 顔に 表して 教 へた。 

(五) 

『無論 巿 村さん は 当選に 成り ませう。』 と 応接室で は 

しろ ひげ  よ な 

白髯の 町会 議員が 世慣れた 調子で 言 出した。 『人気と 

いふ 奴 は可畏 しい ものです。 高 柳 君が 彼 様い ふこと に 

なると、 最早 誰も 振 向いて 見る ものが 有ません。 多少 

握 ませられ たやうな 連中まで、 ずっと 巿 村さん の 方へ 

傾いで 了 ひました。』 

『是 とい ふの も、 あの 猪 子と いふ 人の 死んだ 御蔭なん 


です —— 余程 巿 村さん は 御 礼を言っても ず。』 と金 縁 

眼鏡の 議員が 力を入れた。 

『して 見る と 新 平民 も 馬鹿にな りません かね。』 と 郡 

視学 は 胸 を 突出して 笑った。 

『なりません とも。』 と 白髯の 議員 も 笑って、 『どうし 

て、 彼 丈の 決心 を するとい ふの は 容易 ぢゃ 無い。 しか 

し 猪 子の やうな 人物 は 特別 だ。』 

『左様 さ —— 彼 は 彼、 是は是 さ。』 

うす あばた 

と 顔に 薄 痘痕の ある 商人の 出ら しい 議員が 言 出 し た 

時 は、 其処に 居並ぶ 人々 は 皆 笑 つた。 『彼 は 彼、 是 は是』 

と 言った 丈で、 其 意味 はもう 悉皆 通じた ので ある。 


『は、、、、。 只今 御 話の 出ました 「是」 の 方の 御 相 

談で すが、』 と金 縁 眼鏡の 議員 は 巻 煙草 を 燻し 乍ら、 『郡 

視学さん にも 一 つ 御 心配 を 願 ひまして、 あまり 町の 方 

で やかましく 成りません 内に —— 左様、 御 転任に 成る 

とい ふ もの か、 乃至 は 御 休職 を 願 ふとい ふ もの か、 何 

とか そこのと ころ を考へ て 頂きたい もので。』 

『はい。』 と 郡 視学 は 額へ 手 を 当てた。 

『実に 瀬 川 先生に は 御 気の毒で すが、 是も 拠ない。』 

と 白髯の 議員 は 嘆息した。 『御 承知の 通りな 土地柄で、 

鬼 角 左様い ふこと を 嫌 ひまして —— 彼 先生 は 実は こ 

きっと 

れ くだと 生徒の 父兄に 知れ渡って 御覧なさい、 必定、 


子供 は 学校へ 出さない なんて 言 出します。 そり や あ も 

う、 眼に 見えて 居ます。 現に、 町会 議員の 中に も、 恐 

しく 苦情 を 持 出した 人が ある。 一 体 学務 委員が 気が 利 

かない なんて、 私共に 喰って 懸 ると いふ 仕 末です か 

ら。』 

『まあ、 私共 始め、 左様い ふこと を 伺って 見ます と、 

こ、 ろ もち  うす あばた 

あまり 好い 心地 は 致しません からな あ。』 と 薄 痘痕の 

議員が 笑 ひ 乍ら 言葉 を 添 へ る。 

『しかし、 それで は 学校に 取りまして 非常に 残念な こ 

あらたま 

とです。』 と 校長 は 改 つて、 『瀬 川 君が 好く やって 下 

さる こと は、 定めし 皆さん も 御 聞きでした らう  私 


もま あ 片腕 程に 頼みに 思って 居る やうな 訳で。 学才 は 

有ます し、 人物 は 堅実です し、 それに 生徒の 評判 は 良 

し、 若手の 教育者と して は 得難い 人 だら うと 思 ふんで 

うまれ  いや  あ、 

す。 素性が 卑賤し いからと 言って、 彼 様い ふ 人 を 捨て 

ると いふ こと は —— 実際、 聞え ません。 何卒 まあ 皆 さ 

んの御 尽力で、 成らう ことなら 引 留める やうに して 頂 

きたいので すが。』 

『いや。』 と金 縁 眼鏡の 議員 は 校長の 言葉 を 遮った。 

ごもっとも 

『御尤 です。 只今の やうな 校長 先生の 御意 見 を 伺って 

見ます と、 私共が 斯様な 御 相談に 参る とい ふこと から 

なるほど 

して、 恥 入る 次第です。 成程、 学問の 上に は 階級の 差 


ござい 

別 も 御座ますまい。 そこが それ、 迷信の 深い 土地柄で。 

左様い ふ 美しい 思想 を 持った 人 は 鮮少い ものです から 

—— 』 

『どうも 未だ そこまで は 開けません のですな。』 と 薄 

痘痕の 議員が 言った。 

『ナ 二、 それ も、 猪 子 先生の やうに 飛抜けて 了へば、 

また 人が 許し もす るんで すよ。』 と 白髯の 議員 は 引取 

つて、 『其 証拠に は、 宿屋で も 平気で 泊めます し、 寺院 

でも 本堂 を 貸します し、 演説 を 為る といへば 人が 聴き 

あの  いやかく  い、 

にも 出掛けます。 彼 先生の は 可 厭に 隠蔽さん から 可。 

最初から もう 名乗 つて か、 ると いふ 遣 方です から、 


左様なる と 人情 は 妙な もので、 むしろ 気の毒 だとい ふ 

こ 、■ ろち ち 

心地に 成る。 ところが、 瀬 川 先生 や 高 柳 君の 細君の 

やうに、 其 を 隠蔽 さう くと すると、 余計に 世間の 方 

やか ま 

では 厳 しく 言 出して 来 るんで す。』 

『大きに —— 』 と 郡 視学 は 同意 を 表した。 

『どうで せう、 御 転任と いふ やうな ことにで も 願った 

ら。』 と金 縁 眼鏡の 議員 は 人々 の 顔 を 眺め 廻した。 

とかく 

『転任です か。』 と 郡 視学 は 仔細ら しく、 『兎角 条件 附 

の 転任 は 巧く いきま せんよ。 それに、 斯うい ふこと が 

世間へ 知れた 以上 は、 何処の 学校 だっても 嫌がります 

さ —— 先づ 休職と いふ もので せう。』 


『奈何な リ とも、 そこ は 貴方の 御意 見通り に。』 と白髯 

の 議員 は 手 を 擦み 乍ら 言った。 『町会 議員の 中には、 

「怪しからん、 直に 追 出して 了へ」 なんて、 其 様な 暴論 

どうか 

を 吐く やうな 手 合 も 有る とい ふ 場合です から  何卒 

よろしい 

まあ、 何分 宜敷 やうに、 御 取 計 ひ を。』 

(六) 

兎に角 其 日の 授業 だけ は 無事に 済した 上で、 と 丑 松 

わきあが  おさ なが 

は 湧 上る やうな 胸の 思 を 制へ 乍ら、 三時 間 目の 習字 を 

うしろ 

教 へた。 手 習 ひする 生徒の 背後へ 廻って、 手に 手 を 持 


添へ て、 漢字の 書 方 なぞ を 注意して やった 時 は、 奈何 

に 其 筆先が ぶる くと 震へ たらう。 周囲の 生徒 は いづ 

れも 伸し かかって 眺めて、 墨 だらけな 口 を 開いて 笑 ふ 

のであった。 

小 使の 振 鳴す 大 鈴の 音が 三時 間 目の 終 を 知らせる 頃 

に は、 最早 郡 視学 も、 町会 議員 も 帰って 了った。 師範 

校の 生徒 は猶 残って 午後の 授業 を も 観たい とい ふ。 

昼飯の 後、 生徒の 監督 を 他の 教師に 任せて 置いて、 丑 

松 は 後 仕 末 をす る 為に 職員室に 留 つた。 其と なく 返す 

もの は 返す、 調べる もの は 調べる、 後に なって 非難 を 

受けまい と 思へば 思 ふ ほど、 心の 匇惶 しさ は 一 通りで 


無い。 職員室の 片隅に は、 手の 明いた 教員が 集って、 

寄ると触ると 法 福 寺の 門前に あった 出来事の 噂。 蓮 

さまん \ 

太 郎の身 を 捨てた 動機に 就いても、 種々 な 臆測が 言 ひ 

はやされる。 ある もの は 過度の 名誉心が 原因 だら うと 

くらし  つま 

言 ひ、 ある もの は 生活に 究 つた 揚句 だら うと 言 ひ、 あ 

る もの は 又、 精神に 異状 を 来して 居た の だら うとい ふ。 

まあ、 十 人が 十 色の こと を 言って、 誹したり 謗したり 

する、 稀に 蓮 太郎の 精神 を 褒める ものが 有っても、 寧 

せゐ  しま 

ろ 其 を 肺病の 故にして 了った。 聞く ともなし に 丑 松 は 

人々 の 噂 を 聞いて、 到底 誤解され ずに 済む 世の中で は 

無い とい ふこと を 思 ひ 知った。 『黙って 狼の やうに 男 


らしく 死ね』 —— あの 先輩の 言葉 を 思 出した 時 は、 悲 

しかった。 

午後の 課目 は 地理と 国語と であった。 五 時間 目に は、 

国語の 教科書の 外に、 予て 生徒から 預 つて 置いた 習字 

の 清書、 作文の 帳面、 そんな もの を 一緒に 持って 教室 

ものずき 

へ 入った ので、 其と 見た 好奇な 少年 はもう 眼 を 円く す 

る。 『ホウ、 作文が 刪 正って 来た。』 と ある 生徒が 言つ 

た。 『図画 も。』 と 又。 丑 松 は それ を 自分の 机の 上に 載 

せて、 例の やうに 教科書の 方へ 取掛 つたが、 驢て 平素 

の 半分ば かり も 講釈した ところで 本 を閉ぢ て、 其 日 は 

もう 其で 止めに する、 それから 少許 話す ことが 有る、 


と 言って 生徒 一 同の 顔 を 眺め 渡す と、 『先生、 御 話です 

か。』 と 気の 早い もの は 直に 其 を 聞く のであった。 

『卸 舌、 卸 \Kr  コ 

と 請求す る 声 は 教室の 隅から隅まで も拡 つた。 

丑 松の 眼 は 輝いて 来た。 今 は 我知らず 落ちる 涙 を 止 

めかね たので ある。 其 時、 習字 やら、 図画 やら、 作文 

の 帳面 やら を 生徒の 手に 渡した。 中には、 朱で 点 を 付 

けたの も あり、 優と か 佳と かした の もあった。 または、 

全く 目を通さな いのもあった。 丑 松 は 先 づ其訪 から 始 

なほや  もうす 

めて、 刪 正して 遣りたい は 遣りたい が、 最早 其 を 為る 

暇が無い とい ふこと を 話し、 斯うして 一緒に 稽古 を 為 


るの も 実は 今日 限りで あると いふ こと を 話し、 自分 は 

今 別離 を 告げる 為にき 処に立 つ て 居る とい ふこと を 話 

した。 

『皆さん も 御存じで せう。』 と 丑 松 は 嚙んで 含める や 

うに 言った。 『是 山国に 住む 人々 を 分けて 見る と、 

大凡 五 通りに 別れて 居ます。 それ は 旧 士族と、 町の 商 

人と、 お 百姓と、 僧侶と、 それから まだ 外に 穢多と い 

ふ 階級が あります。 御存じで せう、 其 穢多 は 今でも 町 

ひと かたま リ  は  あさうら  つく 

は づれに 一 団に 成って 居て、 皆さんの 履く 麻裏 を 造 

つたり、 靴 や 太鼓 や 三味線 等 を 製 へたり、 ある もの は 

又お 百姓して 生活 を 立て、 居る とい ふこと を。 御存じ 


でせ う、 其 穢多 は 御 出入と 言って、 稲 を 一束 づ、 持つ 

おとつ  お. ちい 

て、 皆さんの 父親さん や 祖父さん のと ころへ 一 年に 一 

度 は 必ず 御機嫌 伺 ひに 行きました こと を。 御存じで せ 

う、 其 穢多が 皆さんの 御 家へ 行きます と、 土間のと こ 

くひ もの 

ろへ 手 を 突いて、 特別の 茶 椀で 食物 なぞ を 頂戴して、 

な か  ひとあし 

決して 敷居から 内部へ は 一 歩 も 入られなかった こと を。 

皆さんの 方から 又、 用事で もあって 穢多の 部落へ 御 出 

になり ますと、 煙草 は 燐寸で 喫んで 頂いて、 御茶 は 有 

ましても 決して 差 上げない のが 昔からの 習慣です。 ま 

あ、 穢多と いふ もの は、 其 程か賤 しい 階級と して ある 

のです。 もし 其 穢多が 斯の 教室へ やって来て、 皆さん 


に 国語 や 地理 を教 へる としましたら、 其 時 皆さん は奈 

何 思 ひます か、 皆さんの 父親さん や 母親さん は 奈何 思 

ひませ うか —— 実は、 私 は 其 #賤 しい 穢多の 一 人で 

す。』 

手 も 足 も 烈しく 慄 へて 来た。 丑 松 は 立って 居られな 

いとい ふ 風で、 そこに 在る 机に 身 を 支へ た。 さあ、 生 

徒 は 驚いた の 驚かない のぢ やない。 いづれ も 顔 を 揚げ 

たリ、 口 を 開いたり して、 熱心な 眸を 注いだ ので ある _ 

『皆さん も 最早 十五 六 —— 万更 世情 を 知らない とい 

と し  どうぞ  よ  お ぼ 

ふ 年齢で も 有ません。 何卒 私の 言 ふこと を克く 記憶え 

て 置いて 下さい。』 と 丑 松 は 名残惜し さう に 言葉 を 継 


ヽ ：、-こ0 

さき  たま 

『これから 将来、 五 年 十 年と 経って、 稀に 皆さんが 小 

学校 時代の こと を考 へて 御覧な さる 時に —— あ、、 あ 

の 高等 四 年の 教室で、 瀬 川と いふ 教員に 習った ことが 

有った ッけ —— あの 穏 多の 教員が 素性 を 告白け て、 

別離 を 述べて 行く 時に、 正月に なれば 自分 等と 同じ や 

うに 屠蘇 を 祝 ひ、 天長節が 来れば 同じ やうに 君が代 を 

歌って、 蔭ながら 自分 等の 幸福 を、 出世 を 祈る と 言つ 

たッけ —— 斯う 思 出して 頂きたい のです。 私が 今 斯う 

いふ こと を 告白け ましたら、 定めし 皆さん は 稳 しい 

とい ふ 感想 を 起す でせ う。 あ、、 仮令 私 はや 賤 しい 生 


れ でも、 すくなくも 皆さんが 立派な 思想 を 御 持ちな さ 

る やうに、 毎日 其 を 心掛けて 教 へて 上げた 積り です。 

こんにちまで  どうか 

せめて 其の 骨折に 免じて、 今日 迄の こと は 何卒 許して 

下さい。』 

か  わびい 

斯う 言って、 生徒の 机のと ころへ 手 を 突いて、 詫 入 

る やうに 頭 を 下げた。 

『皆さんが 御 家へ 御帰りに 成りましたら、 何卒 父親 さ 

ん や 母親 さ んに 私の こと を 話して 下さい —— 今迄 隠蔽 

して 居た の は 全く 済まなかった、 と 言って、 皆さんの 

前に 手 を 突いて、 斯うして 告白け たこと を 話して 丁 さ 

い —— 全く、 私 は 穢多です、 調 里です、 不浄な 人間で 


す。』 

つけた 

と 斯う 添加して 言った。 

-ぃ - こあしみ あし 

丑 松 はま だ訖び 足りない と 思った か、 二 歩 三 歩 

あとず さリ 

退却して、 『許して 下さい』 を 言 ひ 乍ら 板 敷の 上へ 

ひざ まづ 

跪 いた。 何事 かと、 後列の 方の 生徒 は 急に 立 上った。 

一人 立ち、 二人 立ちして、 伸し か、 つて 眺める うちに、 

斯の 教室に 居る 生徒 は 総 立に 成って、 ある もの は 腰掛 

の 上に 登る、 ある もの は 席 を 離れる、 ある もの は 廊下 

へ 出て 声 を 揚げ 乍ら 飛んで 歩いた。 其時大 鈴の 音が 響 

き 渡った。 教室々々 の 戸が 開いた。 他の 組の 生徒 も教 

な み  こちら  おしあ ふ 

師も 一緒にな つて、 波濤の やうに 是 方へ 押 溢れて 来た。 


氺氺  * 

十二月に 入って から 銀 之 助 は 最早 客分であった。 其 

日 は 午後の 一時 半 頃から、 自分の 用事で 学校へ 出て 来 

て 居て、 丁度 職員室で 話し こんで 居る 最中、 不図 丑 松 

のこと を 耳に 入れた。 思 はず 銀 之 助 は そこ を 飛 出した。 

よこぎ  むらさき づきん 

玄関 を 横 過って、 長い 廊下 を 通る と、 肩 掛に紫 頭巾、 

帰り 仕度の 女生徒、 あそこに も、 こ、 にも、 丑 松の 噂 

を 始めて、 家路に 向 ふこと を 忘れた かの やう。 体操場 

に は 男の 生徒が 集って、 話 は 矢 張 丑 松の 噂で 持 切って 

はせ ちが 

居た。 左右に 馳違ふ 少年の 群 を 分けて、 高等 四 年の 教 

室へ 近いて 見る と、 廊下のと ころに 校長、 教師 五六 人、 


中に 文 平 も、 其 他 高等科の 生徒が 丑 松 を 囲繞いて、 参 

あき が ほ  た、 ず 

観に 来た 師範 校の 生徒まで 呆れ顔に 眺め 佇立んで 居た 

とリ のぼ 

ので ある。 見れば 丑 松 はすこし 逆上せた 人の やうに、 

ひざ まづ  ほこ リ 

同僚の 前に 跪 いて、 恥の 額 を 板 敷の 塵埃の 中に 埋め 

あはれ み  こ  いたま  ありさま 

て 居た。 深い 哀憐の 心 は、 斯の可 傷し い 光景 を 見る と 

つ  わきあが 

同時に、 銀 之 助の 胸を衝 いて 湧 上った。 歩み寄って、 

助け 起し 乍ら、 着物の 塵埃 を 払って 遣る と、 丑 松は最 

早 半分 夢中で、 『土屋 君、 許して 舆れ 給へ』 を かへ すが 

へ す 言 ふ。 告白の 涙 は 奈何に 丑 松の 頰を伝 つ て 流れた 

らう。 

一 J  、 ろ もち 

『解った、 解った、 君の 心地 は 好く 解った。』 と 銀 之 


助 は 言った。 『むむ —— 進退 伺 も 用意して 来たね。 兎 

に 角、 後の 事 は 僕に 任せる として、 君 は 直に 是 から 帰 

リ 給へ —— ね、 君 は 左様し 給へ。』 

(七) 

高等 四 年の 生徒 は 教室に 居残って、 日頃 慕って 居る 

教師の 為に 相談の 会 を 開いた。 未だ 初心で、 複雑った 

よのなか  あつま リ 

社会の こと は 一 向 解らない ものば かりの 集合で は ある 

さすが  こ、 ろ もち 

が、 流石 正直な は 少年の 心、 鋭い 神経に 丑 松の 心情 を 

汲取って、 何とかして 引止める 工夫 をしたい と考 へた 


ので ある。 黙って 視て 居る 時で は 無い、 一同 揃って 校 

長のと ころへ 歎願に 行かう、 と 斯う 十六ば かりの 級長 

が 言 出した。 賛成の 声が 起る。 

『さあ、 行か ざ あ。』 

と 農夫の 子ら しい 生徒が 叫んだ。 

相談 は 一 決した。 例の 掃除 をす る 為に、 当番の もの 

だけ を 残して 置いて、 少年の 群 は 一緒に 教室 を 出た。 

其 中には 省 吾 も 交って 居た。 丁度 校長 は 校長室の i: 子 

に 倚 凭って、 文 平 を 相手に 話して 居る ところで、 そこ 

あら は 

へ 高等 四 年の 生徒が 揃って 顕れた 時 は、 直に 一同の 

言 はう とする こと を 看て 取った ので ある。 


『諸君 は 何 か 用が 有 るんで すか。』 

と、 しかし、 校長 は 何気ない 様子 を 装 ひ 乍ら 尋ねた。 

級長 は 卓子の 前に 進んだ。 校長 も、 文 平 も、 凝と 鋭 

おもて 

ぃ眸を この 生徒の 顔面に 注いだ。 省 吾 なぞから 見る と、 

ませ  はっき リ 

ずっと 夙慧た 少年で、 言 ふ こと は了然 好く 解る。 

『実は、 御 願 ひがあって 上りました。』 と 前置 をして、 

こ、 ろ もち いひ あら は  どうか 

級長 は 一同の 心情 を 表白 した。 何卒して 彼の 教員 を 

引 留めて 吴れる やうに。 仮令 穏多 であらう と、 其 様な 

こと は 厭 はん。 現に 生徒と して 新 平民の 子 も 居る。 教 

師 としての 新 平民に 何の 不都合が あらう。 是 はもう 生 

徒 一同の 心からの 願 ひで ある。 頼む。 斯う 述べて、 級 


長 は 頭 を 下げた。 

『校長 先生、 御 願 ひで ご はす。』 

と 一同 声 を 揃へ て、 各自に 頭 を 下げる のであった。 

其 時 校長 は 倚子 を 離れた。 立って 一 同の 顔 を 見渡し 

乍ら、 『む、、 諸君の 言 ふこと は 好く 解りました。 其 程 

熱心に 諸君が 引 留めたい とい ふ考 へなら、 そり や あ も 

う 我輩 だって 出来るだけ のこと は尽 します。 しかし 物 

に は 順序が ある。 頼みに 来るなら、 頼みに 来る で、 相 

当の 手続 を 踏んで —— 総代 を 立てる とか、 願書 を 差 出 

すと かして、 規則正しく やって来る のが 礼です。 左様 

どうも 諸君の やうに、 大勢 一緒に 押 掛けて 来て、 さあ 


引 留めて 呉れなん て —— 何とい ふ 無作法な 行動で せ 

いひ わけ し 

う。』 と 言 はれて、 級長 は 何 か 弁解 を 為ようと したが、 

驢て 涙ぐんで 黙って 了った。 

『まあ、 御 聞きなさい。』 と 校長 は 卓子の 上に ある 書面 

を 拡げて 見せ 乍ら、 『是 通り 瀬 川 先生から は 進退 伺が 

出て 居ます。 是は 一 応郡 視学の 方へ 廻さなければ なリ 

ません し、 町の 学務 委員に も 見せなければ なりません。 

仮令 我輩が 瀬 川 先生 を 救 ひた いと 思って、 単独で 焦心 

つて 見たところで、 町の 方で 聞いて 呉れなければ 仕方 

が 無 いぢ や 有ません か。』 と 言って、 すこし 声 を 和げ て、 

『然し、 我輩 一 人の 力で、 奈何 是を 処置 するとい ふ 訳に 


もい かんので すから、 そこ を 諸君 も 好く 考 へて 下さい _ 

彼 様い ふ 良い 教師 を 失 ふとい ふこと は、 諸君ば かリぢ 

やない、 我輩 も 残念に 思 ふ。 諸君の 言 ふこと は 好く 解 

りました。 兎に角、 今日は 是で 帰って、 学課 を 怠らな 

くちばし  い 

いやう にして 下さい。 諸君が 斯うい ふこと に 喙 を容 

れ ないでも、 無論 学校 の 方で 悪い やうに は 取 計 ひませ 

ん —— 諸君 は 勉強が 第 一 です。』 

文 平 は 腕 組 をして 聞いて 居た。 手 持 無沙汰に 帰って 

行く 生徒の 後 姿 を 見送って、 冷 かに 笑って、 鱸て 校長 

は 戸 を 閉めて 了った。 


第 武拾武 章 

八 1 ) 

『 一 寸伺 ひます が、 瀬 川 君は是 方へ 参りませんでした 

らう か。』 

すま ひ 

斯う 声を掛けて、 敬 之 進の 住居 を 訪れた の は 銀 之 助 

である。 友達 思 ひの 銀 之 助 は 心配し 乍ら、 丑 松の 後 を 

追って 尋ねて 来たので あった。 

『瀬 川さん？』 とお 志 保 は 飛んで 出て、 『あれ、 今 御 帰 


りに 成ました よ。』 

な 力 

『今？』 と 銀 之 助 はお 志 保の 顔 を 眺めた。 『それから 

どっち 

何の 方へ 行きました らう、 御存じ は 有ますまい かし 

ら。』 

くちごも 

『よくも 伺 ひませんでした けれど、』 とお 志 保 は 口籠 

おくさん 

つて、 『あの、 猪 子さん の 奥様が 東京から 御 見えに 成る 

さう です ね。 多分 その 方へ。 ホラ 巿村 さんの 御宿の 方 

へ 尋ねて いらし ッ たんで せうよ —— 何でも 其 様な やう 

な 瀬 川さん の 口 振でした から。』 

ところ 

『巿村 さんの 許へ？ 先づ 好かった。』 と 銀 之 助 は 深 

い 溜息 を 吐いた。 『実は 僕 も 非常に 心配し ましてね、 


蓮華 寺へ 行って 聞いて 見ました。 御寺で 言 ふに は、 未 

だ 瀬 川 君 は 学校から 帰らん とい ふ。 それから 巿 村さん 

あすこ 

の 宿へ 行って 見る と、 彼処に も 居ません。 ひょっとす 

あなた  ところ 

ると、 こり や 貴方の 許 かも 知れない、 斯う 思って やつ 

て 来たんで す。』 と 言って、 考 へて、 『む、、 左様です 

か、 貴方の 許へ 参りました か —— 』 

『丁度、 行 違 ひに 御成な すつ たんで せう。』 とお 志 保 は 

少許顔 を 紅く して、 『まあ 御上り なすって 下さい ませ 

んか、 此 様な 見苦しい 処で 御座ます けれど。』 

ろばた 

と 言 はれて、 お 志 保に 導かれて、 銀 之 助 は 炉辺へ 上 

つた。 


なき は  あと 

紅く 泣 腫れた お 志 保の 頰には 涙の 痕が 未だ 乾かずに 

あった。 奈何い ふこと を 言って 丑 松が 別れて 行った か、 

おおよそ 

それ はもう お 志 保の 顔 付 を 眺めた ばかりで、 大凡の 想 

像が 銀 之 助の 胸に 浮ぶ。 あの 小学校の 廊下のと ころで、 

ひざ まづ  ま 、 

人々 の 前に 跪いて、 有の 儘に 素性 を 自白 するとい ふ 

行為から 推して 考 へても —— 確かに 友達 は 非常な 決心 

びんぜん 

を 起した ので あらう。 其 心根 は。 思へば 憫然な もの だ。 

どうか 

斯う 銀 之 助は考 へて、 何卒して 友達 を 助けたい、 と 其 

をお 志 保に も 話さう と 思 ふので あった。 銀 之 助 は先づ 

お 志 保の 身の上から 聞き 初めた。 

貧し 苦しい 境遇に 居る お 志 保 は、 直に、 銀 之 助の 


頼 母し い 気象 を 看て 取った ので ある。 のみならず、 丑 

松と 斯 人と は 無二の 朋友で あると いふ こと も 好く 承知 

ほんた-つ  こ 、 ろ もち 

して 居る。 真実に 自分の 心地 も 解って、 身 を 入れて 

話 を 聞いて 呉れる の は斯人 だ、 と 斯う 可 懐し く 思 ふに 

つけても、 さて、 奈何して 父親の 許へ 帰って 居る か、 

其 を 尋ねられた 時 はもう く 胸 一 ぱいに 成って 了った。 

蓮華 寺 を 脱け て 出ようと 決心す る 迄の 一 伍 一 什 —— 思 

へば 涙の 種 —— まあ、 何から 話して 可い もの やら、 お 

志 保に は 解らない 位であった。 流石 娘心の 感じ 易 さ、 

暗く 煤けた 土壁の 内部の 光景 を も物羞 しく 思 ふとい 

ふ 風で、 『ぼや』 を 折 焚べ て 炉の火 を 盛んにしたり、 着 


物の 前を搔 合せたり して 語り 聞かせる。 お 志 保に 言 は 

せる と、 いよ/ \ 彼の 寺 を 出ようと 思 立った の は、 泣 

たと ひ さ き 

いて、 泣いて、 泣尽 した 揚句の こと。 『仮令 先方が 親ら 

し い 行為 をし な い 迄 も、 是迄育 て、 貰つ た 恩義 も 有る- 

一旦 蓮華 寺の 娘と なった 以上 は、 奈何な 辛い ことがあ 

らうと 決して 家へ 帰るな。』 —— と は 堅い 父の 言葉で 

まぎ 

もあった。 宵闇の 空に 紛れて 迷 ひ 出た お 志 保 は、 だか 

ら、 何処へ 帰る とい ふ 目的 も 無かった ので ある。 悲し 

い 夢の やうに 歩いて 来る 途中、 不図、 雪の 上に 倒れて 

居る 人に 出逢った。 見れば 其 酔漢 は 父であった。 其 時 

お 志 保 は 左様 思った。 父 はもう 凍え死んだ のかと 思 つ 


た。 丁度 通りかかる 音 作 を 呼 留めて、 一 緒に 助け 起し 

て、 漸 のこと で 家まで 連 帰って 見る と、 今す こし 遅 か 

らう ものなら 既に 生命 を 奪ら れる ところ。 それぎ リ敬 

之 進 は 床の 上に 横に 成った。 医者の 話に よると、 身体 

おとろ へ  しょせん 

の 衰弱 は 一 通りで 無い。 所詮 助かる 見込 は 有るまい と 

のこと である。 

ふし あはせ 

それば かりで は 無い。 不幸 は斯の 屋根の 下に もお 

はらち が ひ 

志 保 を 待 受けて 居た。 来て 見る と、 もう 継母 も、 異母 

の 弟妹 も 居なかった。 尤も、 其 前の 晚、 烈しい 夫婦 

喧嘩が あって、 継母 はお 志 保の こと や 父の 酒の こと を 

さ き く ら し 

言 つて、 奈何して 是 から 将来 生 計が 立つ と 泣 叫んだ と 


いふ。 いづれ 下 高 井に ある 生家 を 指して、 三人 だけ 子 

供 を 連れて、 父の 留守に 家出 をした ものら しい。 それ 

は 継母が 自分で 産んだ 子供のう ち、 三番 目のお 末 を 残 

して、 進に、 お 作に、 それから 留吉 と、 斯う 引 連れて 

おとな 

行った。 割合に 温順し いお 末 を 置いて、 あの 厄介者の 

さすが 

お 作 を 腰に 付けた は、 流石に 後の こと をも考 へて 行つ 

たものと 見える。 継母が 末の 児 を 背負 ひ、 お 作の 手 を 

引き、 進 は 見慣れない 男に 連れられて、 後 を 見 かへ 

りく 行った とい ふこと は、 近所の かみさんが 来ての 

話で 解った。 

斯うい ふ 中に も、 ひとり 力に 成る の は 音 作で、 毎日 


夫婦して 来て、 物 を 呉れる やら、 旧の 主人 をいた はる 

やら、 お 末 をば 世話す ると 言って、 自分の 家の 方へ 引 

取って 居る とのこと。 貧苦の 為に 離散した 敬 之 進の 家 

ありさま 

族の 光景 II まあ、 お 志 保が 銀 之 助に 話して 聞かせた 

こと は、 ざっと 斯うであった。 

おとつ 

『して 見る と —— 今 御 家に いらっしゃ るの は、 父親 さ 

んに、 貴方に、 それから 省 吾さん と、 斯う 三人なん で 

すか。』 銀 之 助 は 気の毒 さう に 尋ねた ので ある。 

びん 

『は あ。』 とお 志 保 は 涙ぐんで、 垂下る 鬢の 毛を搔 上げ 

た。 


(二) 

丑 松の こと は 鱸て 二人の 談話に 上った。 友に 篤い 銀 

之 助の 有様 を 眺める と、 お 志 保 はもう 何もかも 打明け 

て 話さずに は 居られなかった ので ある。 其 時、 丑 松の 

あ を  かなしみ 

逢 ひに 来た 様子 を 話した。 顔 は 蒼 ざめ、 眼 は 悲愁の 色 

を湛 へ、 思 ふこと はあって も 十分に 其 を 言 ひ 得ない と 

いふ 風で —— まあ、 情が 迫って、 別離の 言葉 もとぎ 

れ くであった こと を 話した。 忘れずに 居る 程の なさ 

よのなか つみびと  か 

けが あらば、 せめて 社会の 罪人と 思へ、 斯う 言って、 

うちあ 

お 志 保の 前に 手 を 突いて、 男らしく 素性 を 告白け て 行 


つたこと を 話した。 

『真実に 御 気の毒な 様子で したよ。』 とお 志 保 は 添加 

した。 『いろ/^ 伺って 見たい と 思って 居ります うち 

に、 瀬 川さん はもう 帽子 を 冠って、 さっさと 出て 行つ 

てお 了 ひな さる —— 後で 私 はさん，^ 泣きました。』 

『左様です か あ。』 と 銀 之 助 も 嘆息して、 『あ、、 僕の 

想像した 通りだった。 定めし 貴方 も 驚いた でせ う、 瀬 

川 君の 素性 を 始めて 御 聞きに なった 時 は。』 

『い、 え。』 お 志 保 は 力を入れて 言 ふので あった。 

まる 

『ホウ。』 と 銀 之 助 は 目 を 円く する。 

『だって 今日 始めて でも 御座ません もの —— 勝 野さん 


が 何処かで 聞いて いらし ッて、 いつぞや 其 を 私に 話し 

ましたん です もの。』 

この 『始めて でも 御座ません』 が 銀 之 助 を 驚した。 

しかし 文 平が 何の 為に 其 様な こと をお 志 保の 耳へ 入れ 

き、 とが 

たので あらう、 と 聞 咎めて、 

あの をと こ  おしや ベリ  ほんた う  ひと リ ごと 

『 彼 男 も 饒舌家で、 真個に 仕方が無い 奴 だ。』 と 独語 

の やうに 言った。 やがて、 銀 之 助 は 何 か 思 ひついた や 

そんな 

うに、 『何です か、 勝 野 君 は 其 様に 御寺へ 出掛け たんで 

すか。』 

『え，  蓮華 寺の 母が 彼 様い ふ 話 好きな 人で、 男の 

さっぱり  い、  よ 

方 は 淡泊して 居て 可なん て 申します もんです から、 克 


く 勝 野さん も 遊びに いら ッ しゃいました。』 

『何 だって また 彼 男 は 其 様な こと を 貴方に 話したん で 

せう。』 斯う 銀 之 助 は 聞いて 見る のであった。 

おっしゃ 

『まあ、 妙な こと を 仰 るんで すよ。』 とお 志 保 は 其 を 

言 ひかね て 居る。 

『妙な と は？』 

『親類 はこれ くだの、 今に 自分 は 出世して 見せる の 

ッて —— 』 

『今に 出世して 見せる？』 と 銀 之 助 は 其処に 居ない 人 

あざけ 

を 嘲った やうに 笑って、 『へえ —— 其 様な こと を。』 

『それから、 あの、』 とお 志 保は考 深い 眼 付 をし 乍ら、 


『瀬 川さん のこと なぞ、 それ は 酷い 悪口 を 仰い ましたよ。 

其 時 私 は 始めて 知りました。』 

『あ、、 左様です か、 それで 彼 話 を 御 聞きに 成つ たん 

です か。』 と 言って 銀 之 助 は 熱心に お 志 保の 顔 を 眺めた。 

急に 気 を 変へ て、 『ちょ ッ、 彼 男 も 余計な こと を 喋 舌つ 

て 歩いた もの だ。』 

『私 もま あ 彼 様な 方 だと は 思 ひませんでした。 だって、 

あんまり 酷い こと を 仰 るんで す もの。 その 悪口が 普通 

の 悪口で は 無 いんです もの —— 私 はもう 口惜しくて、 

口惜しくて。』 

『して 見る と、 貴方 も 瀬 川 君 を 気の毒 だと 思 つて 下さ 


るんで すかな あ。』 

『でも、 左様 ぢゃ 御座ません か —— 新 平民 だって 何 だ 

つて 毅然した 方の 方が、 彼 様な 口先ば かりの 方より は 

余程 好 いぢ や 御座 ま せんか。』 

何の気なしに 斯うい ふこと を 言 出した が、 鱸て お 志 

保 は 伏目 勝に 成って、 血 肥りの した 娘ら しい 手 を 眺め 

たので ある。 

『あ、。』 と 銀 之 助 は 嘆息して、 『奈何して 世の中 は斯 

う 思 ふやう に 成らない ものなん でせ う。 僕 は 瀬 川 君の 

こと を考 へる と、 実際 哭き たいやうな 気が 起り ます。 

まあ、 考 へて 見て 下さい。 唯 あの 男 は 素性が 違 ふとい 


ふだけ でせ う。 それで 職業 も 捨てなければ ならん、 名 

これほど 

誉も 捨てなければ ならん —— 是程 残酷な 話が 有 ませう 

ゝ 0 コ 

力 』 

す >  ひとみ  おとつ 

『しかし、』 とお 志 保 は 清し ぃ眸を 輝した。 『父親 さ 

おつか  ちす ぢ  どんな 

んゃ 母親さん の 血統が 奈何で 御座 ませう と、 それ は 瀬 

川さん の 知った こと ぢゃ 御座ますまい。』 

『左様です —— 確かに 左様です —— 彼 男の 知った こと 

では 無 いんです。 左様 貴方が 言って 下されば、 奈何に 

僕 も 心強い か 知れません。 実は 僕 は 斯う 思 ひました I 

I 彼 男の 素性 を 御 聞に 成ったら、 定めし 貴方 も 今迄の 

瀬 川 君と は考 へて 下さるまい かと。』 


『何故で せう？』 

『だって、 それが 普通です もの。』 

『あれ、 他 は 左様 かも 知れません が、 私 は 左様 は 思 ひ 

ません わ。』 

『真実に？ 真実に 貴方 は 左様 考 へて 下さ るんで すか 

—— 』 

『まあ、 奈何したら 好う 御座ん せう。 私は是 でも 真面 

目に 御 話して 居る 積り で 御座ます のに。』 

『ですから、 僕が 其 を 伺 ひたいと 言 ふんです。』 

『其と 仰 るの は？』 

とお 志 保 は 問 ひ 反して、 対 手の 心 を 推量し 乍ら 眺め 


た。 若々 しい 血潮 は 思 はずお 志 保の 頰に 上る ので あつ 

た。 

(三) 

力の 無い 謦效の 声が 奥の 方で 聞え た。 急に お 志 保 は 

耳 を 澄して 心配 さう に 聞いて 居た が、 鱸て 一 寸 会釈し 

ろばた 

て 奥の 方へ 行った。 銀 之 助 は 独り 炉辺に 残って 燃え 上 

る 『ぼや』 の 火炎 を 眺め 乍ら、 斯うい ふ 切ない 境遇の 

なかに も 屈せず 倒れずに 行る 気で 居る お 志 保の 心の 

若々 しさ を 感じた。 烈しい 気候 を 相手に 克く 働く 信 州 


北部の 女 は、 いづれ も 剛健な、 快活な 気象に 富む ので 

ある。 苦痛に 堪へ 得る こと は 天性に 近いと 言っても よ 

ゃはリ  う  や さ 

い。 まあ、 お 志 保 も 矢 張 其 血を享 けたの だ。 優婉し い 

しゃん 

うちに も、 どことなく 毅然と したと ころが 有る。 斯う 

銀 之 助は考 へて、 奈何 友達の こと を 切 出した もの か、 

と 思 ひ つ 、.- けて 居た。 間も無くお 志 保 は 奥の 方から 出 

て 来た。 

ど-つ  おとつ 

『奈何です か、 父上さん の 御 様子 は。』 と 銀 之 助 は 

おも ひや リ ぶか 

同情 深 く 尋ねて 見る。 

『別に 変リ ました こと も 御座ません けれど、』 とお 志 

し を  なんに 

保 は 萎れて、 『今日は 何も 頂きた くないと 言って、 お 


粥 を少許 食べました ばかり —— まあ、 朝から 眠りつ、； - 

あんな  ど う 

けなんで 御座ます よ。 彼 様に 眠る のが 奈何で せう かし 

ら。』 

『何しろ 其 は 御 心配です な あ。 』 

なが も  あり 

『どうせ 長 保ち は 有ます まいで せうよ。』 とお 志 保 は 

溜息 を 吐いた。 『瀬 川さん にも 衝々 御世 話 様に は 成 ま 

したが、 医者で すら 見込が 無い と 言 ふ 位です から —— 』 

びん 

斯う 言って、 癖の やうに 鬢の 毛を搔 上げた。 

『実に、 人の 一 生 はさま，^ ですな あ。』 と 銀 之 助 はお 

き やうが い  いたま 

志 保の 境涯 を 思 ひやって、 可 傷し いやうな 気に 成った。 

くるしみ 

『温い 家庭の 内に 育って、 それほど 生活の 方の 苦痛 も 


知らずに 済む 人 も あれば、 又、 貴方の やうに、 若い 時 

かんなん  なみかぜ  も 

から 艱難して、 其 風波に 搓 まれて 居るな かで、 自然と 

性質 を鍛 へる 人 も ある。 まあ、 貴方 なぞ は、 苦んで、 

闘って、 それで 女になる やうに 生れて 来たんで すな あ。 

さう  ひと 

左様い ふ 人 は 左様い ふ 人で、 他の 知らない 悲しい 日 も 

有る か はりに、 また 他の 知らない 楽しい 日 も 有る だら 

うと 思 ふんです。』 

『楽しい 日？』 とお 志 保 は 寂し さう に 微笑み 乍ら、 『私 

なぞに 其 様な 日が 御座 ませう かしら。』 

『有ます とも。』 と 銀 之 助 は 力を入れて 言った。 

これまで 

『ほ、、、、  是迄 のこと を考 へて 見ましても、 其 


様な 日 なぞ は 参り さう も 御座ません。 まあ、 私が 貰 は 

れて 行き さへ しません ければ、 蓮華 寺の 母 だっても 

彼 様な 思 は 為ずに 済みました のでせ う。 彼 母 を 置いて 

出ます 前に は、 奈何に 私 も —— 』 

『左様で せう とも。 其 は 御 察し 申します。』 

『いえ —— 私 はもう 死んで 了 ひました も 同じ ことなん 

で 御座ます —— 唯、 人様の 情 を 思 ひます ものです から、 

其 を 力に …… 斯うして 生きて …… 』 

『あ、、 瀬 川 君の も 苦しい 境遇 だが、 貴方の も 苦しい 

境遇 だ。 畢竟 貴方が 其 程 苦し い 目に 御 逢 ひなす つた か 

ら、 それで 瀬 川 君の 為に も哭 いて 下さる とい ふ もので 


せう。 実は —— 僕 は、 あの 友達 を 助けて 頂きたい と 思 

つて、 斯うして 貴方に 御 話して 居る やうな 訳です が I 

I』 

ひとみ 

『助けろ と 仰る と？』 お 志 保の 眸は 急に 燃え 輝いた 

ので ある。 『私の 力に 出来ます ことなら、 奈何な こと 

でも 致します けれど。』 

『無論 出来る ことなん です。』 

『私に？』 

しばらく 

暫時 一 一人 は 無言であった。 

『いっそ 有の 儘 を 御 話し ませう。』 と 銀 之 助 は 熱心に 

言 出した。 『丁度 学校で 宿直の 晚 のこと でした。 僕が 


瀬 川 君の 意中 を 叩いて 見た のです。 其 時 僕の 言 ふに は、 

「君の やうに 左様 独りで 苦んで 居ないで、 少許 打明け 

て 話したら 奈何 だ。 あるひ は 僕 見た やうな 殺風景な も 

のに 話した つて 解らない、 と 君 は 思 ふか も 知れない。 

しかし、 僕 だって、 其 様な 冷 い 人間 ぢゃ 無い よ。 まあ、 

僕に 言 はせ ると、 あまり 君 は 物 を 煩し く考へ 過ぎて 

居る やうに 思 はれる。 友達と いふ もの も 有って 見れば、 

及ばず乍ら 力に 成る と い ふ y  J とも 有ら うぢ やな いか。」 

斯う 言 ひました。 すると、 瀬 川 君 は 始めて 貴方の こと 

を 言 出して —— 「む、、 君の 察して 呉れる やうな こと 

があった。 確かに 有った。 しかし 其 人 は 最早 死んで 了 


つた ものと 思って 呉れた ま へ 。 」 斯う 言 ふぢ や 有 ま せ 

んか。 噫 —— 瀬 川 君 は 自分の 素性 を考 へて、 到底 及ば 

ない 希望と 絶 念め て 了った のでせ う。 今 はもう 人 を 

可 懐し いと も 思 は ん II 是程悲 しい 情愛が 有 ませう か。 

それで 瀬 川 君 は 貴方のと ころへ 来て、 今迄 蔵んで 居た 

素性 を 自白した のです。 そこです —— もし 貴方に 彼の 

男の 真情が 解りましたら、 一つ 助けて やらう とい ふ 

思想 を 持 つて 下さる こ と は 出来ます ま い か。 』 

『まあ、 何と 申 上げて 可 か 解りません けれど —— 』 と 

お 志 保 は 耳の 根元まで も 紅くな つて、 『私 はもう 其 積 

りで 居り ますんで すよ。』 


『 一 生？』 と 銀 之 助 はお 志 保の 顔 を 熟視り 乍ら 尋ねた。 

『は あ。』 

このお 志 保の 答 は 銀 之 助の 心 を 驚した ので ある。 愛 

も、 涙 も、 決心 も、 すべて 斯の 一息のう ちに 含まれて 

居た。 

(四) 

と  かく この こと 

兎も角も 是事を 話して 友達の 心 を 救 はう。 巿村 弁護 

士の 宿へ 行って 見た 様子で、 復た 後の 使に やって来よ 

う。 斯う 約束して、 鱸て 銀 之 助 は 炉辺 を 離れよう とし 


た。 

『あの、 御 願 ひで 御座ます が —— 』 とお 志 保 は 呼 留め 

て、 『もし 「懺悔 録」 とい ふ 御 本が 御座ましたら、 貸し 

て 頂く 訳に はま ゐ りますまい か。 まあ、 私 なぞが 拝見 

したって、 どうせ 解り はしますまい けれど。』 

『「懺悔 録」 ？』 

『ホラ、 猪 子さん の 御 書きな すった とかい ふ —— 』 

『む、、 あれです か。 よく 貴方 は 彼 様な 本 を 御存じで 

すね。』 

しょつ ちゆ-つ 

『でも、 瀬 川さん が 平素 読んで いらっしゃいました 

もの。』 


『承知し ました。 多分 瀬 川 君の 許に 有 ませう から、 

行って 話して 見 ませう —— もし 無ければ、 何処か 捜し 

て 見て、 是非 一冊 贈らせる ことにし ませう。』 

斯う 言 つて、 銀 之 助 は 弁護士の 宿 を 指して 急いだ。 

なきがら ま はり 

丁度 扇屋 では 人々 が 蓮 太郎の 遺骸の 周囲に 集った と 

ころ。 親切な 亭主の 計 ひで、 焼 場の 方へ 送る 前に 一応 

亡くなった 人の 霊魂 を 弔 ひたいと いふ。 読経 は 法 福 

寺の 老僧が 来て 勤めた。 其 日の 午後 東京から 着いた と 

いふ 蓮 太 郎の妻 君 —— 今 は 未亡人 —— を 始め、 弁護士、 

丑 松 も かしこまって 居た。 旅で 死んだ とい ふこと を殊 

にあ はれに 思 ふかして、 扇屋の 家の人 も か はるん \ 弔 


ひに 来る。 縁 も ゆかり も 無い 泊 客で すら、 其と 聞 伝へ 

たかぎ り は 廊下に 集って、 寂しい 木魚の 音に 耳 を 澄す 

のであった。 

焼香 も 済み、 読経 も 一 きりに 成った 頃、 銀 之 助 は 丑 

ひきあ はせ 

松の 紹介で、 始めて 未亡人に 言葉 を 交した。 長 野 新 

聞の 通信 記者 なぞ も 混雑の 中へ 尋ねて 来て、 聞き取つ 

たこと を 手帳に 書留め る。 

おくさん 

『貴方が 奥様で いらっしゃいます か。』 と 記者 は 職掌 

柄ら しい 調子で 言った。 

『はい。』 と 未亡人の 返事。 

『奥様、 誠に 御 気の毒な ことで 御座ます。 猪 子 先生の 


御名 前 は 予て 承知いた して 居りまして、 蔭 乍ら 御 慕 ひ 

申して 居た のです が —— 』 

『はい。』 

か  おも ひで 

斯うい ふ 挨拶 はすべ て 追憶の 種であった。 人々 の 

談話 は 蓮太郎 のこと で 持 切った。 纏て 未亡人 は 夫と 一 

緒に 信 州へ 来た 当時の こと を 言 出して、 別れる 前の 晚 

に 不思議な 夢を見た こと、 妙に 夫の 身の上が 気に 懸っ 

ひど 

たこと、 其 を 言って 酷く 叱られた こと なぞ を 話した。 

あのと き  かくご 

彼是 を 思 合せる と、 彼 時に もう 夫は覚 期して 居る こと 

が 有ったら しい —— 信 州の 小春 は 好い の、 今度の 旅行 

みやげ 

は 面白から うの、 土産 はしつ かり 持って 帰る から 家へ 


行って 待って 居れの、 まあ 彼が 長の 別離の 言葉に 成つ 

しま 

て 了った。 斯う 言って、 思 ひがけない 出来事の 為に 飛 

んだ 迷惑 を 人々 に 懸けた、 とかへ す，^ 気の毒が る。 

さすが  さつば リ 

流石に 堪 へがたい 女の 情 も あら はれて、 淡泊した 未 亡 

人の 言葉 は 反って 深い 同情 を 引いた ので ある。 

弁護士 は 銀 之 助 を 部屋の 片隅へ 招いた。 相談と いふ 

は 丑 松の 身に 関した ことであった。 弁護士の 言 ふに は、 

丑 松 も 今と なって は 斯の飯 山に 居に くい 事情 も 有らう 

し、 未亡人 はまた 未亡人で 是 から 帰る に は 男の 手 を 借 

りたく も 有らう し、 する からして、 あの 蓮 太郎の 遺骨 

を 護って、 一 緒に 東京へ 行って 貰 ひたいが 奈何 だら う 


II 選挙 を 眼前に ひかへ さへ しなければ、 無論 自身で 

随 いて 行くべき では 有る が、 それ は 未亡人が 強 ひて 辞 

たまし ひ 

退す る。 せめて 斯の際 選挙の 方に 尽力して 夫の 霊魂 を 

慰めて 呉れと いふ。 聞いて 見れば 未亡人の 志 も、 尤 。 

いっそ 是は丑 松 を 煩したい —— 一 切の 費用 は 自分の 方 

で 持つ —— 是非。 とのこと であった。 

『とい ふ 訳で、 瀬 川さん にも 御 話した のです が、』 と 弁 

護 士は銀 之 助の 顔 を 眺め 乍ら 言った。 『学校の 方の 都 

合 は、 君、 奈何な もので せう。』 

『学校の 方です か。』 と 銀 之 助 は 受けて、 『実は II 瀬 

川 君 を 休職に すると 言って、 その 下相談が 有った とい 


ふ 位です から、 無論 差 支 は 有ます まいよ。 校長の 話で 

は、 郡 視学 も 其 積リで 居る さう です。 まあ、 学校の 方 

のこと は 僕が 引受け て 、 奈何に で も 都合 の 好い やうに 

致し ませう。 一 日 も 早く 飯 山 を 発ちました 方が 瀬 川 君 

の 為に は 得策 だら うと 思 ふんです。』 

か  ひつぎ 

斯うい ふ 相談 をして 居る ところへ、 棺が持 運ばれた。 

復た 読経 の 声が 起った。 人々 は 最後 の 別離 を 告げる 為 

に 其棺の 周囲へ 集った。 驢て焼 場の 方へ 送られる こと 

に 成った 頃 は、 もう 四辺 も 薄暗かった ので ある。 い 

よく 舁 がれて、 『いたや』 (北国に ある 木の 名) 造り 

の橇へ 載せられる 光景 を 見た 時 は、 未亡人 はもう 其処 


へ 倒れる ばかりに 泣いた。 

(五) 

火 を 入れる ところまで 見届けて、 焼 場から 帰った 後、 

丑 松 は 弁護士 や 銀 之 助と 火鉢 を 取 囲いて、 扇 屋の奥 座 

敷で 話した。 無情い 運命 も、 今 は 丑 松の 方へ 向いて、 

微し 笑って 見せる やうに 成った。 あの 飯 山 病院から 追 

はれ、 鷹匠 町の 宿から も 追 はれた 大日 向が —— 実は、 

放逐の 恥辱が 非常な 奮発 心 を 起させた 動機と 成って 

II 亜米利加の 『テキサス』 で 農業に 従事し ようとい 


ふ 新しい 計画 は、 意外に も巿村 弁護士の 口 を 通して、 

丑 松の 耳に 希望 を 囁いた。 教育の ある、 確実な 青年 

を 一 人世 話して 呉れ、 と は 予て 弁護士が 大日 向から 依 

頼され て 居た ことで、 丁度 丑 松と は 素性 も 同じ、 定め 

し是話 をしたら 先方 も悦 ばう。 望みと あらば 周旋し 

て やる が 奈何 か。 『テキサス』 あたりへ 出掛ける 気 は 

無い か。 心 懸け 次第で 随分 勉強す る こと も 出来よう。 

是 話に は 銀 之 助 も 熱心に 賛成した。 『見 給へ II 捨て 

る 神 あれば、 助ける 神 ありさ。』 と 銀 之 助 は 其 を 言 ふの 

であった。 

『明後日の 朝、 大日 向が 我輩の 宿へ 来る 約束に 成って 


と  かく あ 

居る。 む、、 丁度 好い。 兎に角 逢って 見る ことにした 

まへ。』 

斯うい ふ 弁護士の 言葉 は、 枯れ 萎れた 丑 松の 心 を 

はげま 

励して、 様子に よって は 頼んで 見よう、 働いて 見よう 

とい ふ 気 を 起させた ので ある。 

それば かりで は 無い。 銀 之 助から 聞いた お 志 保の 物 

どんな 

語 —— まあ、 あの 可憐な 決心と 涙と は 奈何に 深い 震動 

を 丑 松の 胸に 伝へ たらう。 敬 之 進の 病気、 継母の 家出、 

ひとし ほ 

そんな こんなが 一緒に 成って、 一層お 志 保の 心情 を 

いた は 

可 傷し く 思 はせ る。 あ、、 絶望し、 断念し、 素性まで 

告白して 別れた 丑 松の 為に、 ひそかに 熱い 涙 を そ、 ぐ 


はづか  しぼ リだ 

人が 有らう と は。 可羞 しい、 とはいへ 心の底から 絞 出 

した 真実の 懺悔 を 聞いて、 一生 を 卑賤し ぃ穏 多の 子に 

寄せる 人が 有らう と は。 

『どうして、 君、 彼の 女 はな か/ \ しっかり もの だ ぜ。』 

と 銀 之 助 は 添加して 言った。 

其 翌日、 銀 之 助 は 友達の 為に、 学校へ も 行き、 蓮華 

寺へ も 行き、 お 志 保の 許へ も 行った。 蓮華 寺に ある 

丑 松の 荷物 を 取纏めて、 直に 要る もの は 要る もの、 寺 

へ 預ける もの は 預ける もので 見 別 をつ けたの も、 すべ 

て 銀 之 助の 骨折であった。 銀 之 助 はまた、 お 志 保の こ 

と を 未亡人に も 話し、 弁護士に も 話した。 女 は 女に 


おも ひや リ 

同情の 深い もの。 殊にお 志 保の 不幸な 境遇 は 未亡人 

の 心 を 動した のであった。 行く く は 東京へ 引取って 

きま 

一緒に 暮 したい。 丑 松の 身が 極った 暁に は 自分の 妹に 

め あは  か  と  かく 

して 結婚せ る やうに したい。 斯う 言 出した。 兎に角、 

後の 事 は 弁護士 も 力 を 添へ る、 と ある。 とい ふ 訳で、 

万事 は 弁護士と 銀 之 助と に 頼んで 置いて、 丑 松 は惶急 

しく 飯 山 を 発つ ことに 決めた。 
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八 1 ) 

よあけ  みぞれ 

いよ/ \ 出発の 日が 来た。 払暁 頃から 霎が降 出し 

て、 扇屋に 集る 人々 の 胸に は 寂しい 旅の 思 を 添へ るの 

であった。 

一台の 橇は 朝早く 扇屋の 前で 停った。 下りた 客 は 

あつら しゃ  そリ ひき 

厚 羅紗の 外套で 深く 身 を 包んだ 紳士 風の 人、 橇曳に 案 

内 させて、 弁護士に 面会 を 求める。 『お、、 大日 向が 来 

た。』 と 弁護士 は 出て 迎 へた。 大日 向 は 約束 を 違へ ず 

やって来 たので、 薄暗 いうちに 下 高 井 を 発 つたと いふ。 

あが がまち 

上れと 言 はれても 上り もせず、 た、 V 上リ框 のと ころ 


へ 腰掛けた 儘で、 弁護士から 法律上の 智慧 を 借りた。 

くやみ  や 力 

用談 を 済し、 蓮太郎 への 弔意 を 述べ、 鱸て そこそこに 

して 行かう とする。 其 時、 弁護士 は 丑 松の こと を 語り 

きか 

聞せ て、 

『まあ、 上る さ —— 猪 子 君の 細君 も 居る し、 それに 今 

話した 瀬 川 君 も 一 緒 だから、 是非 逢って やって 呉れた 

そん  ゆ つくり はなし 

まへ。 其 様な ところに 腰掛けて 居たん ぢゃ、 緩々 談話 

も 出来な いぢ や 無い か。』 

と 強 ひる やうに 言った。 然し 大日 向 は 苦笑 する ば 

どんな す、 

かり。 奈何に 薦められても、 決して 上らう と はしない。 

いづれ 近い 内に 東京へ 出向く から、 猪 子の 家 を 尋ねよ 


う。 其 折 丑 松に も 逢 はう。 左様い ふ 気心の 知れた 人な 

ら 双方の 好都合。 委敷 いこと は 出京の 上で。 と 飽迄も 

言 ひ 張る。 

そんな 

『其 様に 今日は 御 急ぎ かね。』 

『いえ、 ナニ、 急ぎと いふ 訳で も 有ません が —— 』 

斯うい ふ 談話の 様子で、 弁護士 は 大日 向の 顔に 表れ 

る 片意地な 苦痛 を 看て 取った。 

『では、 斯うして 呉れ 給へ。』 と 弁護士 は考 へた。 上の 

渡し を 渡る と 休 茶屋が 有る。 彼処で 一 同 待合せ て、 今 

朝 発つ 人 を 送る 約束。 多分 丑 松の 親友 も 行って 居る 害。 

一歩 先へ 出掛けて 待って 居て 呉れない か。 鬼に 角 丑 松 


を 紹介した いから。 と 呉々 も 言 ふ。 『む、、 そんなら 

御 待ち 申し ませう。』 斯う 約束して、 とう/^ 大日 向 は 

上らずに 行って 了った。 

『大日 向 も 思 出した と 見えるな あ。』 

と 弁護士 は 独語 の やうに 言って、 旅の 仕度に 多忙 

しい 未亡人 や 丑 松に 話して 笑った。 

蓮華 寺の 庄 馬鹿 もやって 来た。 奥様からの 使と 言つ 

て、 餞別の しるしに 物 なぞ を 呉れた。 別に 草鞋 一足、 

雪の 爪掛ー つ、 其は庄 馬鹿が 手製り にした もので、 ほ 

んの 志ば かりに 納めて 舆れ とい ふ。 其 時 丑 松 は 彼の 寺 

住 を 思 出して、 何となく 斯人 にも 名残が 惜 まれた ので 


す ギ J さ 

ある。 過去った こと を考 へる と、 一緒に 蔵 裏の 内に 居 

しゃう が い 

た 人の 生涯 は 皆な 変った。 住職 も 変った。 奥様 も 変 

つた。 お 志 保 も 変った。 自分 も 亦た 変った。 独り 変ら 

な いのは、 馬鹿々々 と 呼ばれる 斯 人ば かり。 斯う 丑 松 

いつまで  こども 

は考へ 乍ら、 斯の 何時 迄 も 児童の やうな、 親戚 も 無け 

れば 妻子 も 無い とい ふ 鐘楼の 番人に 長の 別離 を 告げた。 

省 吾 も 来た。 手荷物が あらば 持た して 舆れと 言 ひ 入 

れる。 間も無く 一台の 橇の 用意 も 出来た。 遺骨 を 納め 

た 白木 造りの 箱 は、 白い 布で 巻いた 上 を また 黒で 包ん 

で、 成るべく 人目に 着かない やうに した。 橇の 上に は、 

斯の 遺骨の 外に、 蓮 太郎が 形見の かず/ \、 其 他 丑 松 


の 手荷物 なぞ を 載せた。 世間への 遠慮から、 未亡人と 

丑 松と は 上の 渡し 迄 歩いて、 対岸の 休 茶屋で 別に 二 台 

の 橇を傭 ふこと にして、 鱸て 一 同 『御機嫌 克ぅ』 の 声 

に 送られ 乍ら 扇屋を 出た。 

みぞれ しと/ \  まん ぢ ゆうが さ 

霎は蕭 々降り そ、 いで 居た。 橇曳は 饅頭 笠 を 冠り、 

さしこ  めくら じ ま 

刺子の 手袋、 盲目 縞の 股引と いふ 風俗で、 一人 は 梶棒、 

一 人 は 後 押に 成って、 互に 呼吸 を 合せ 乍ら 曳 いた。 『ホ 

ゥ、 ヨウ』 の 掛声 も 起る。 丑 松 は 人々 と 一緒に、 先輩 

の 遺骨の 後に 随 いて、 雪の 上 を 滑る 橇の響 を 聞き 乍ら、 

うたが ひ  おそれ 

静かに 自分の 一 生を考 へく 歩いた。 猜疑、 恐怖 —— 

くるしみ 

あ、、 あ、、 二六時中 忘れる ことの 出来なかった 苦痛 


は 僅かに 胸 を 離れた ので ある。 今 は 鳥の やうに 自由 だ。 

どんなに 丑 松 は 冷い 十二月の 朝の 空気 を 呼吸して、 

や う や 

漸 く 重荷 を 下した やうな 其 蘇生の 思に 帰った であら 

う。 譬 へば、 海上の 長旅 を 終って、 陸に 上った 時の 水 

こ、 ろ もち  くちづけ  なつか 

夫の 心地 は、 土に 接吻す る 程の 可 懐し さ を 感ずる と 

もっと うれ 

やら。 丑 松の 情 は 丁度 其 だ。 いや、 其よりも 一層 歓し 

かった、 一層 哀しかった。 踏む 度に さくく と 音の す 

る 雪の 上 は、 確実に 自分の 世界の やうに 思 はれて 来た。 

(二) 


上の 渡しの 方へ 曲ら うとす る 町の 角で、 一 同 はお 志 

保に 出逢った。 

丁度お 志 保 は 音 作 を 連れて、 留守 は 音 作の 女房に 頼 

んで 置いて、 見送りの 為に 其処に 待合せ て 居た ところ。 

はた 

丑 松と お 志 保 —— 実に この 二人の 歓会は 傍で 観る 人の 

心に すら 深いく 感動 を 与へ たのであった。 冠って 居 

る 帽子 を 無造作に 脱いで、 お 志 保の 前に 黙礼した は、 

すゾ  ぬひと み 

丑 松。 清し い、 とはいへ 涙に 霑れ た眸を あげて、 丑 松 

まも  たと ひ くちびる 

の 顔 を 熟視った は、 お 志 保。 仮令 口唇に いかなる 言葉 

一 J  、 ろ もち 

があって も、 其 時の 互の 情緒 を 表す こと は 出来な か 

か  このよ 

つたで あらう。 斯うして 現世に 生きな がらへ ると いふ 


こと すら、 既にもう 不思議な 運命の 力と しか 思 はれな 

とほ リこ  ま 

かった。 まして、 さま，^ な 境涯 を 通過して、 復た逢 

ふ 迄の 長い 別離 を 告げる 為に、 互に 可 懐し い 顔と 顔と 

を 合せる ことが 出来ようと は。 

丑 松の 紹介で、 お 志 保 は 始めて 未亡人と 弁護士と を 

知った。 女 同志 は 直に 一緒に 成って、 言葉 を 交し 乍ら 

歩き 初めた。 音 作 も 亦、 丑 松と 弁護士との 談話 仲間に 

入って、 敬 之 進の 容体な ど を 

口 リ ^  せる。 正直な、 

樸訥 な、 農夫ら しい 調子で、 主人 思 ひの 音 作が 風 間の 

家の こと を 言 出した 時 は、 弁護士 も 丑 松 も 耳 を 傾けた。 

音 作の 言 ふに は、 もしも 病人に 万一 のこと が 有ったら 


一 切 は 自分で 引受けよう、 その か はりお 志 保と 省 吾の 

身の上 を 頼む —— まあ、 自分 も 子 は 無し、 主人の 許し 

は 有る し、 する からして、 あのお 末 を 貰 受けて、 形見 

と 思 つて 育 ふ 積り であると 話した。 

上の 渡しの 長い 船橋 を 越えて 対岸の 休 茶屋に 着いた 

は 間も無くであった。 そこに は 銀 之 助が 早くから 待受 

けて 居た。 例の 下 高 井の 大尽 も 出て 迎 へる。 弁護士が 

丑 松に 紹介した 斯の 大日 向と いふ 人 は、 見たところ 余 

リ 価値の 無 ささうな —— 丁度 田舎の 漢方医 者と でも 言 

つた やうな、 平凡な 容貌で、 これが 亜米利加の 『テキ 

サス』 あたりへ 渡って 新 事業 を 起さう とする 人物と は • 


いかにしても 受取れ なかった ので ある。 しかし、 言葉 

を 交して 居る うちに、 次第に 丑 松は斯 人の 堅実な、 引 

締 つた、 どうやら 底の 知れない ところ も ある 性質 を 

感得く やうに 成った。 大日 向 は 『テキサス』 にある と 

いふ 日本 村の こと を 丑 松に 語り 聞せ た。 北 佐久の 地方 

から 出て 遠く 其 日本 村へ 渡った 人々 のこと を 語り 聞せ 

た。 一 人、 相応の 資産 ある 家に 生れて、 東京 麻布の 中 

学 を 卒業した 青年 も、 矢 張 其 渡航者の 群に 交った こと 

なぞ を 語り 聞せ た。 

『へえ、 左様でした か。』 と 大日 向 は 鷹匠 町の 宿の こと 

あすこ 

を 言 出 して 笑った。 『貴方 も 彼処 の 家に 泊って おいで 


でした か。 いや、 彼 時 は 酷い 熱湯 を 浴せ かけられ まし 

たよ。 実は、 私 も、 彼 様い ふ 目に 逢 はせられ たもんで 

も と  しごと 

すから、 其が 深 因で 今度の 事業 を 思 立った やうな 訳な 

ん です。 今で こそ 斯うして 笑って 御 話す る やうな も 

の、、 どうして 彼 時 は —— 全く、 残念に 思 ひました か 

らな あ。』 

盛んな 笑声 は 腰掛けて 居る 人々 の 間に 起った。 其 時、 

大日 向 は 飛んだ ところで 述懐 を 始めた と 心 付いて、 

苦々 しさう に 笑って、 丑 松と 一緒に そこへ 腰掛けた。 

さっき  こ、 

『かみさん —— それで は 先刻の もの を兹へ 出して 下さ 

い。』 


と 銀 之 助 は 指図す る。 『お 見 立』 と 言って、 別離の 酒 

を 斯の江 畔の休 茶屋で 酌 交す の は、 送る 人 も、 送られ 

る 人 も、 共に/^ 長く 忘れまい と 思った ことであった 

らう。 銀 之 助 は 其 朝の 亭主 役、 早くから 来て それ，^ 

の 用意、 万事 無造作な 書生 流儀が 反って 熱 い 情 を 忍 

ばせ たので ある。 

『いろ/ \ 君に は 御世 話に 成った。』 と 丑 松 は 感慨に 

堪 へない とい ふ 調子で 言った。 

『それ は 御 互 ひ サ。』 と 銀 之 助 は 笑って、 『しかし、 斯 

うして 君 を 送らう と は、 僕 も 思 ひがけなかった よ。 送 

別 会 なぞ をして 貰った 僕の 方が 反って 君より は 後に 成 


つた。 は、、、，  人の 一生と いふ 奴 は 実際 解ら な 

いもの さね。』 

『いづれ 復た 東京で 逢 はう。』 と 丑 松 は 熱心に 友達の 

顔 を 眺める。 

なんに  いっぱい 

『あ、、 其 内に 僕 も 出掛ける。 さあ 何もない がー 盃 

飲んで 呉れ 給へ。』 と 言って、 銀 之 助 は 振 返って 見て、 

す  おしゃく 

『お 志 保さん、 済みませんが、 一 つ 御酌して 下さい ませ 

ん か。』 

てうし  よろこび かなしみ 

お 志 保 は 酒 瓶 を 持 添へ て 勧めた。 歓喜と 哀傷と がー 

緒に なって 小な 胸の 中 を 往来 するとい ふこと は、 其 白 

い、 優しい 手の 慄へ るの を 見ても 知れた。 


『貴方 も 一 つ 御上り なすって 下さい。』 と 銀 之 助 は 

はづか  てうし 

可羞 しがる お 志 保の 手から 無理やりに 酒 瓶 を 受取って、 

か はりに 盃を 勧め 乍ら、 『さあ、 僕が 御酌し ませう。』 

『いえ、 私 は 頂けません。』 とお 志 保 は 盃を押 隠す やう 

にす る。 

『そり や 1^ 可。』 と 大日 向 は 笑 ひ 乍ら 言葉 を 添へ た。 

『斯うい ふ 時には 召 上る ものです。 真似で もなんでも 

好う 御座ん すから、 一 つ 御 受けな すって 下さい。』 

『ほんの しるしで サ。』 と 弁護士 も 横から。 

どうぞ  ぼつち リ 

『何卒、 それで は、 少許 頂かせて 下さい。』 

あか 

と 言って、 お 志 保 は 飲む 真似 をして、 紅くな つた。 


(三) 

次第に 高等 四 年の 生徒が 集って 来た。 其 日の出 発 を 

聞 伝へ て、 せめて 見送りし たいとい ふ 可憐な 心根から、 

いづれ も 丑 松 を 慕って やって来 たので ある。 丑 松は頰 

の 紅い 少年と 少年との 間 を あちこちと 歩いて、 別離の 

言葉 を 交換したり、 ある 時 は 一 つと ころに 佇立って、 

是 から 将来の こと を 話して 聞せ たり、 ある 時 は 又た 

霎 の 降るな か を 出て、 枯々 な 岸の 柳の 下に 立って、 船 

ひとむれ  なが 

橋 を 渡って 来る 生徒の 一 群 を 待ち 眺めたり した。 


蓮華 寺で 撞く 鐘の音が 起った。 第二の 鐘 はまた 冬の 

せきばく 

日の 寂寞 を 破って、 千 曲 川の 水に 響き渡った。 鱸て 其 

しま ひ 

音が 波う つやう に、 次第に 拡 つて、 遠くな つて、 終に 

霎の 空に 消えて 行く 頃、 更に 第三の 音が 震動へ る やう 

に 起る —— 第 四 —— 第五。 あ、 庄 馬鹿 は 今 あの 鐘楼に 

上って 撞き 鳴らす ので あらう。 それ は 丑 松の 為に 長い 

わかれ  あけ そ 

別離 を 告げる やうに も、 白々 と 明初め た 一生の あけ ぼ 

おごそか 

の を 報せ る やうに も 聞え る。 深い、 森厳な 音響に 胸 を 

打 たれて、 思 はず 丑 松 は 首 を 垂れた。 

第 六 —— 第 七。 

ことば  つた は 

詞の 無い 声 は 聞く もの、 胸から 胸へ 伝った。 送る 


人 も、 送られる 人 も、 暫時 無言の 思 を 取 交した ので あ 

る。 

やがて 橇の 用意 も 出来た とい ふ。 丑 松 は根津 村に 居 

る 叔父 夫婦の こと を 銀 之 助に 話して、 嘸 あの 二人 も 心 

配して 居る であらう、 もし 自分の 噂が 姫 子 沢へ 伝つ 

たら、 其 為に 叔父 夫婦 は 奈何な 迷惑 を 蒙 るか も 知れ 

あの むら 

ない、 ひょっとしたら 彼 村に は 居られなくなる —— 

奈何した もの だら う。 斯う 言 出した。 『其 時 はまた 其 

時 さ。』 と 銀 之 助は考 へて、 『万事 大日 向さん に 頼んで 

見 給へ。 もし 叔父さんが 根津に 居られない やうだった 

ら、 下 高 井の 方へ でも 引越して 行く さ。 もう 斯うな つ 


た 以上 は、 心配した つて 仕方が無い II な あに、 君、 

どうにか 方法 は 着く よ。』 

『では、 其 話 をして 置いて 呉れ 給へ な。』 

よろ 

『宜しい。』 

斯う 引受けて 貰 ひ、 それから 例の 『懺悔 録』 は いづ 

れ 東京へ 着いた 上、 新 本 を 求めて、 お 志 保のと ころへ 

やが 

送り届ける ことにしよう、 と 約束して、 鱸て 丑 松 は 未 

亡 人と 一 緒に 見送りの 人々 へ 別離 を 告げた。 弁護士、 

大日 向、 音 作、 銀 之 助、 其 他生 徒の 群 は いづれ も 三 台 

そり  まはリ  あ を 

の橇の 周囲に 集った。 お 志 保 は 蒼 ざめ て、 省 吾の 肩に 

取鎚り 乍ら 見送った。 


『さあ、 押せ、 押せ。』 と 生徒の 一 人 は 手 を 揚げて 言つ 

た。 

『先生、 そこまで 御供し やせう。』 とまた 一 人の 生徒 は 

つかま 

橇の後 押 棒に 摑 つた。 

いざ、 出掛けよう とすると ころへ、 準教員が 霎の中 

を 飛んで 来て、 生徒 一 同に 用が 有る とい ふ。 何事 かと、 

未亡人 も、 丑 松 も 振 返って 見た。 蓮 太郎の 遺骨 を 載せ 

た橇を 先頭に、 三 台の 橇曳は 一 旦 入れた 力 を復た 緩め 

て、 手 持 無沙汰に そこへ 佇立んだ のであった。 

(四) 


『其 位 のこと は 許して 呉れた つても 好 ささうな もの 

ぢゃ 無い か。』 と 銀 之 助 は 準教員の 前に 立って 言 つ た 。 

『だって 君、 考 へて 見 給へ。 生徒が 自分 達の 先生 を 慕 

つ て、 そこまで 見送りに 随 いて 行かう と 言 ふんだら う- 

少年の 情と し て は 美し い と y J ろ ぢゃ無 い か。 寧ろ 賞め 

て やって 好い こと だ。 それ を 学校の 方から 止める なん 

て —— 第一、 君が 間違って る。 其 様な 使に 来る のが 間 

違って る。』 

『左様 君の やうに 言っても 困る よ。』 と 準教員 は 頭 を 

搔き 乍ら、 『何も 僕が 不可と 言 つた 訳で は 有る ま い し。 』 


『それなら 何故 学校で 不可と 言 ふの かね。』 と 銀 之 助 

は 肩 を 動った。 

『届け もしないで、 無断で 休む とい ふ 法 は 無い。 休む 

なら、 休む で、 許可 を 得て、 それから 見送りに 行け I 

I 斯う 校長 先生が 言 ふの さ。』 

『後で 届けたら 好から う。』 

『後で？ 後で は 届に ならない やね。 校長 先生 はもう 

非常に 怒って るんだ。 勝 野 君 はまた 勝 野 君で、 どうも 

彼 組の 生徒 は 狡猾くて 不可、 斯うい ふこと が 度々 重る 

と 学校の 威信に 関る、 生徒と して 規則 を 守らない や 

うな もの は 休校 させろ  まあ 斯う 言 ふの さ。』 


『左様 器械 的に 物を考 へな くっても 好から う。 何ぞと 

言 ふと、 校長 先生 や 勝 野 君 は、 直に 規則、 規則 だ。 半 

日 位 休ませた つて、 何 だ II 差 支 は 無 いぢ やない か。 

一体、 自分 達の 方から 進んで 生徒 を 許す のが 至当 だ。 

まあ 勧める やうに してよ こすの が 至当 だ。 兎も角も 一 

緒に 仕事 をした 交誼が 有って 見れば、 自分 達が 生徒 を 

連れて 見送りに 来な けり やならない。 ところが 自分 達 

は 来ない、 生徒 も不 え、 無断で 見送りに 行く もの は 罰 

する なんて —— 其 様な 無法な ことがある もんか。』 

銀 之 助 は 事情 を 知らないの である。 昨日 校長が 生徒 

一同 を 講堂に 呼 集めて、 丑 松の 休職に なった 理由 を演 


説した こと、 其 時 丑 松の 人物 を 非難したり、 平素の 

行為に 就いて 烈しい 攻撃 を 加へ たりして、 寧ろ 今度の 

改革 は (校長 はわ ざ/ \ 改革 とい ふ 言葉 を用ゐ た) 学 

校の 将来に 取って 非常な 好都合で あると 言った こと I 

I そんな こんな は 銀 之 助の 知らない 出来事であった。 

あ、、 教育者 は 教育者 を 忌む。 同僚と しての 嫉妬、 人 

け 、 V つ  まの ま 

種と しての 軽蔑 —— 世 を 焼く 火焰は 出発の 間際まで 丑 

松の 身に 追 ひ 迫って 来たので ある。 

あまり 銀 之 助が 激す るので、 丑 松 は 一旦 橇を 下りた。 

『まあ、 土屋 君、 ゆ 加減に したら 好から う。 使に 来た 

もの だって 困る ぢゃ 無い か。』 と 丑 松 は 宥める やうに 


言った。 

『しかし、 あんまり 解らない からさ。』 と 銀 之 助 は 聞 入 

けしき 

れる 気色 も 無かった。 『そんなら 僕の 時を考 へて 見 給 

へ。 あの 時の 送別会 は 半日 以上 か、 つた。 僕の 為に 課 

なほ さら 

業 を 休んで 呉れる 位なら、 瀬 川 君の 為に 休む の は猶更 

のこと だ。』 と 言って、 生徒の 方へ 向いて、 『行け、 行 

け —— 僕が 引受けた。 それで 悪かったら、 僕が 後で 談 

判して やる。』 

『行け、 行け。』 と ある 生徒 は 手 を 振り 乍ら 叫んだ。 

『それで は、 君、 僕が 困る よ。』 と 丑 松 は 銀 之 助 を 押 止 

めて、 『送って 呉れる とい ふ 志 は 有難い がね、 其 為に 生 


こ 、 ろ もち 

徒に 迷惑 を 掛ける やうで は、 僕 だって あまり 心地が 

こ、 たくさん  まで 

好くない。 もう 是処で 沢山 だ II わざ/ \ 是処迄 来て 

呉れたん だから、 それでもう 僕に は 沢山 だ。 何卒、 君、 

生徒 を 是処で 返して 舆れ 給へ。』 

斯う 言 つ て、 名残 を惜む 生徒に も 同じ 意味の 言葉 を 

繰返して、 やがて 丑 松 は橇に 乗らう とした。 

それが 最後に お 志 保 を 見た 時の 丑 松の 言葉であった。 

蕭条 とした 岸の 柳の 枯枝を 経て、、 飯 山の 町の 眺望 

は 右側に 展 けて 居た。 対岸に 並び 接く 家々 の 屋根、 と 

ころ，^ に 高い 寺院の 建築物、 今 は 丘陵の み 残る 古城 


の 跡、 いづれ も 雪に 包まれて 幽かに 白く 見渡される。 

天気の 好い 日に は、 斯の 岸から も 望まれる 小学校の 白 

壁、 蓮華 寺の 鐘楼、 それ も霎の 空に 形 を 隠した。 丑 松 

は 二度 も 三度 も 振 向いて 見て、 ホッと 深い 大 溜息 を 吐 

いた 時 は、 思 はず 熱い 涙が 頰を伝 つ て 流れ 落ちた の で 

ある。 橇は 雪の 上 を 滑り 始めた。 

(明治 三十 九 年 三月) 
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